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1984年4月7，8の 両日，ユタ州 ソル トレー

ク ・シテイー，テンプルスクウエアのタバナ

クルにおのτ催された大会の説教どその模様

A年 の4月 の総大会に関連して行なわワ
れた行事は，実に意義深いものだっ

た。

まず最初 に教 会 歴 史美術 博 物館 が， 週末

の大会 に先 がけ て4月4日 水 曜 日に新 た に

献 堂 された。5，715平方 メー トル の みか げ石

で で きた建 物 は， タバ ナクル の西 側 の通 り

に面 して いる。

第2番 目に，4月7日 土 曜 日の朝， 大会

を前 に して5つ の神殿 の建 設 が発 表 され た。・

その内3つ は合 衆 国 内で， あ との ふた つ は

それぞ れカ ナダ と南 ア メ リカで あ る。 ネバ

ダ州 ラスベ ガス， オ レゴ ン州 ポ ー トラ ン ド，

カ リフォル ニア州 サ ンデ ィエ ゴ， カナ ダの

オ ンタ リオ州 トロ ン ト， コロ ン ビアの ボ ゴ

タの以上5つ の神 殿 が建設 され る こ とに よ

り， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 が所 有

す る神 殿 の数 は， 合計47に な る。

また土 曜 の午前 の一 般大 会 で は，1983年

に亡 くな った リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老

と，1984年 に亡 くな ったマ ー ク ・E・ ピー

ター セ ン長老 によ り生 じた十 二使 徒 定員 会

の空席 を埋 め るた めに， ラ ッセ ル ・M・ ネ

ル ソ ン長 老 と ダ リン ・H・ オ ー クス長老 が，

十 二使 徒 定員 会会 員 と して支 持 され た。 総

大 会 で十 二使徒 定 員会 の会員 が・ζ・た り同時

に召 され る の は，1943年10月 大会 で支 持 さ

れ たス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール長 老 とエ

ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン長老 以 来 で ある。

七十 人 第一 定員 会 につ いて も，重 大 な発

表 が行 なわ れ た。 ゴー ドン ・B・ ヒンク レ

ー第二 副 管長 は次 の よう に語 って い る
。「こ

の教会 には， 責任 を交替 す る原 則 が定 め ら

れて い ます。

七十 人 につ いて は，長 い間一般 に適 応 さ

れ，教 会 の ほ かの職 の任 命 の際 に も行 な わ

、れ て きた慣 習 に従 い ます。 … … この召 しは

永 続 的 な もの で， 現在 在 職 中 の方 々 は， そ

の召 しは引 き続 い て行 な い ます。 しか しみ

業 に関 して 言 えば， どの く らいの期 間 その

職 に就 いて い たか は重要 で はあ りませ ん。

・よ く祈 り
，考 慮 した結 果， 私 た ち は七

十人 第一 定貝 会 の会 員 に， 長年 にわ た る献

身 を通 して成 熟 し試 され た6人 の 男性 を召

しま した。 この召 しの任 期 は， … …3年 か

ら5年 の間 と定 め， 任期 終 了後 は栄誉 と感
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謝 の解任 を し ます。

任 期 にあ る間 は，彼 らは教 会幹 部 で あ り，

機能 す るた め に必 要 な すべ ての権 利， 力 ，

権 能 が付 与 され ます。 また この仕 事 に専 念

す る よ う期待 され て い ます。 この方 法 に よ

って常 に新 しい才 能 の ある人 を起 用 し， 召

しを果 た す う えで有能 で忠実 な人 々 に， 機

会 をよ り多 く与 え る ことが で きる と感 じて

い ます。」

新 た に支 持 され た七 十 人 第一定 員会 会 員

は， カ リフ ォル ニ ア州 ロサ ンゼル スの ジ ョ

ン ・K・ カー マ ック長老 ， コロ ラ ド州 デン

バ ーの ラ ッセル ・C・ テ イ ラー長老 ， ユ タ

州 フ ァー ミン トンの ロバー ト ・B・ ハ ーバ

ー トソン長老
， ア イ ダホ州 ア イ ダホ フ ォー

ル ズの デ ビア ・ハ リス長 老， ユ タ州 ソル ト

レー ク ・シテ ィー の スペ ンサ ー ・H・ オ ズ

ボー ン長 老， ユタ州 ソル トレー ク ・シテ ィ

ーの フ ィ リ ップ ・T・ ソンタ ッグ長 老 の6

人 で あ る。

次 に発 表 され た のは， 中央 扶助 協会 会 長

バ ー バ ラ ・B・ ス ミス姉 妹 と副会 長 お よ び

管理 会 会員 ， 中央 若 い女 性会 長 イ レイ ン ・

A・ キ ャノ ン姉 妹 と副 会 長 お よび管理 会 会

員 の栄誉 の解任 で ある。 中央 扶助 協会 会 長

に はバ ー バ ラ ・ウ ッ ドヘ ッ ド ・ウ イ ンダー

姉 妹 が， 中央若 い女性 会 長 に はア ー デス ・

グ リー ン ・カ ップ姉 妹 がそ れ ぞれ支持 され

たが， 副会 長 と管 理会 会 員 は追 っ て召 され

る こと にな る。

ス ペ ンサー ・W・ キ ンボ ール大 管長 は5

つ の部会 の うち3つ に出席 し た。 ヒンク レ

ー長 老 はこ う述 べ て い る
。「ま た大 管長 は主

が 召 した もう た僕 で す か ら， この み業 にか

か わ る重要 な決定 で大 管 長 の検 討 と指 示 を

抜 きに して な され る ものは あ りませ ん。」キ

ンボ ール大 管 長 は現在 数 え年 で90歳 だが，

過 去1年 余 りの 内で一 番 お元 気 そ うな様 子

だ っ た。

今 大会 の司会 は ヒ ンク レー副管 長 と十二

使 徒 定員 会会 長 のエ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ

ン長 老 が行 な った。 マ リオ ン ・G・ ロム ニ

ー 第一 副管 長 は
， 病気 と高齢 の ため出席 し

な か った。

大 会 に先 が けて4月6日 金 曜 日に，地 区

代 表 セ ミナー が行 な われ た。夜 は地 区代 表

とス テー キ部 長 の た めの指 導者 会 が開 かれ

た。
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1984年4月7日(土)午 前の部会

教会役員の支持

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンク レー

、 の み業 にお いて同 胞 で ある愛 す る皆

王 さ ん， この大会 は， 現在9。数 力国 で

伝 え られて い る回復 され た福 音 を有 す る，

まさ に世 界大会 です。 この福 音 が広 ま り行

く様 子 に は驚 嘆 すべ きものが あ ります。 み

業 は推 し進 め られて い ます。 そ して これか

ら も地上 に広 が り続 け るで し ょう。 なぜ な

らこれ は，神 の息 子， 娘 に定 め られ た全 能

者 の 目的 が果 た され る よ うに， 時満 ちた る

神権 時代 に回復 され た主 の み業 だか らです。

この み業 は， 永遠 にわ た る主 の遠 大 な計

画 の重要 な部分 を 占めて い ます。 この教会

はイエ ス ・キ リス トの教 会 で す。 イエ ス ・

キ リス トのみ名 を冠 して い るの です。 主 は

この教 会 のか しら と して立 って お られ ます。

私 た ちは主 の僕 にす ぎな いの で す。私 た ち

の望 み は主 の み むね を行 な う ことで す。聖

霊 の ささや きに注 意 して耳 を傾 け， そ して

主 が どの ような こ とを命 じられ よ う と， 忠

実 に行 って行 な う ことな ので す。 主 は この

世 に予 言者 を立 て られ ま した。 大 管長 は高

齢 であ られ ます が， 主 の予 言者 であ られ，

主が望 まれ る限 り私 たち と共 に いて くだ さ

るで しょ う。 また大 管長 は主 が召 した も う

た僕 です か う， この み業 にか か わる重要 な

決 定 で大管 長 の検討 と指 示 を抜 きに して な

され る もの はあ り ませ ん。 この大会 を開会

す るにあ た り， 大管 長 が表 明 され た意志 と

同意 に従 って ビジネ スを い くつか行 ない た

い と、思 い ます。

この教 会 には，責 任 を交 替 す る原則 が 定

め られ て い ます。 召 しには必 ず解 任 が あ り，

み業 を成 し遂 げ た後 に は解 任 を予期 し，喜

ん で受 け入 れ る ので す。

み た まの導 き に よ り， 私 たち は次 の方 々

を栄 誉 を もって解任 した い と思 い ます。 中

央扶 助協 会 会長 バ ーバ ラ ・B・ ス ミス姉 妹 ，

これ に伴 い副会 長 マ リア ン ・R・ ボ イヤ ー

姉 妹 ， ア ン ・リー ス姉妹 ， また 中央 扶助 協

会 管理 会 のすべ て の役員 の方 々， 中央若 い

女 性会 長 イ レイ ン ・A・ キ ャノ ン姉 妹， こ

れ に伴 い アー リー ン ・B・ ダ ー ガー姉妹 ，

ノー マ ・B・ ス ミス姉 妹 ， また若 い女性 管

理 会 の すべ ての役 員 の方 々 で す。以 上 の姉

妹 の皆 さん は召 しを受 けて お られ た間， 顕

著 な働 き を して くだ さい ま した。彼 女 た ち

は 膨 大 な 時 間，物 質 的 な 物， 必 要 な 力 を

犠 牲 に して くだ さ い ました。 また個 人的 な

都合 を顧 み ず， すべ て主 の み業 の ため に世

界各 地 に旅 行 して くだ さい ま した。彼 女 た

ちは今 私 た ちの愛 と祝 福 を受 け退 任 され ま

す。 私 た ち は， 主 が彼 女 た ち とご家族 に，

変 わ らぬ 恵 みを注 い で くだ さ るよ う祈 る も

の で す。 この愛 する姉 妹 た ちの， 献 身的 で

実 り多い働 きに感謝 して くだ さる方 は挙 手

によ りそ の意 を表 わ して くだ さい。

ご存 じの よう に， リグ ラ ン ド ・リチ ャー
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ズ長 老 と マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン長 老 の
せいさよ

逝去 に よ り， 十 二使 徒定 貝会 に は現 在 ふ た

つの空席 があ ります。私 た ちは この空 席 を

埋 め るた め に， 今朝 措 置 を講 じたい と思 い

ます。 また七 十 人 第一 定員 会 に つ いて も追

加 が あ り ます。

七十 人 につ い て は， 長 い間 一般 に適 応 さ

れ，教 会 の ほか の職 の任命 の際 に も行 なわ

れて き た慣 習 に従 い ます。七 十 人第 一定 員

会 の会 員 は， 召 しや責 任 ，力 ，権 能 の点 に

お いてれ っき ζ した教 会 幹部 です。 この召

しは永続 的 な もの で，現 在在 職 中 の方 々 は，

その召 しは引 き続 いて行 ない ます。 しか し

み業 に関 して言 えば， どの く らいの期 間 そ

の職 に就 いて いた か は重要 で は あ りませ ん。

監督 ， ス テー キ部長 ， 地 区代表 ，伝 道 部長 ，

神殿 長， 補助 組 織 の会 長 に は皆 任期 が あ り

ま す。 召 し を果 た し た 人 は 栄 誉 の解 任 を

受 け， ほかの 人 が その召 しを受 け る機 会 に

あず か るの です。 よ く祈 り， 考慮 した結 果，

私 たち は七十 人 第一定 員 会 の会員 に，長 年

にわた る献 身 を通 して成 熟 し試 された6人

の男 性 を召 しま した。 この召 しの任期 は，

伝 道 部 長 あ るい は神 殿 長 と同 じく3年 か ら

5年 の間 と定 め， 任期 終 了後 は栄誉 と感 謝

の解 任 を します。

任期 にあ る間 は，彼 らは教 会幹 部 で あ り，

機 能 す るた め に必 要 な すべ ての権 利， 力，

権 能 が付 与 され ます。 また この仕 事 に専念

す る よ う期待 され て い ます 。 この方 法 は，

常 に新 しい才 能 の あ る人 を起 用 し， 召 しを

果 た す うえで有 能 で忠 実 な人 々 に， 機会 を

よ り多 く与 える ため で はは ない か と感 じて

い ます。

で は これ よ り教 会幹 部 お よび役 貝 の方 々

の名 前 を提 議 いた し ますの で，皆 様 方 の支

持 をい ただ きたい と思 い ます。

私 た ち は， スペ ンサ ー ・W・ キ ン ボール

大 管 長 を予 言者 ，聖 見者 ， 啓示 を受 ける者

として， また末 日聖徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 の大管 長 として支 持 して くだ さる よ う提

議 いた します。 この提議 に賛成 の方 はその

意 を表 わ して く ださ い。反対 の方 が あれ ば

同 じよ うに その意 を表 わ して く ださ い。

大 管 長 会 第 一 副 管 長 と して マ リオ ン ・

G・ ロム ニー を， 大管 長会 第二 副 管長 とし

て ゴ ー ドン ・B・ ヒン ク レーを支持 して く

だ さ る よう提議 いた します。 この提 議 に賛

成 の方 はその意 を表 わ して くだ さい。 反対

の 方 があ れ ば同 じよう にそ の意 を表 わ して

くだ さ い。

私 た ちは十二 使徒 定 員会 会長 としてエ ズ

ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン長老 を支 持 して くだ

さる よ う提 議 い た し ます。 この提 議 に賛成

の方 は その意 を表 わ して くだ さい。 反対 の

方 が あれ ば 同 じよ うに その意 を表 わ して く

だ さい。

十二 使徒 定 員会 会員 と して， エ ズ ラ ・タ

フ ト ・ベ ン ソン， ハ ワー ド ・W・ ハ ンター，
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トーマ ス ・S・ モ ンソ ン， ボ イ ド ・K・ パ

ッカー， マ ー ビ ン ・J・ 、ア シ ュ トン， ブル

ー ス ・R・ マ ッコ ンキー
，L・ トム ・ペ リ

{
， デ ビッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジェ ーム ズ ・

E・ フ ァウス ト， 二 一ル ・A・ マ ック ス ウ

ェル， ラ ッセル ・M・ ネ ル ソ ン， ダ リン ・

H・ オ ー クス を支持 して くだ さる よ う提議

します。 この提議 に賛 成 の方 はその 意 を表

わ して くださ い。 反対 の方 が あれ ば 同 じ よ

うに その意 を表 わ して くだ さい。

ダ リン ・H・ オー ク ス兄 弟 に関 して， き

ょ う彼 を提議 し支持 を いた だい てか ら任命

され るまで の期 間 に つい て触 れ た いと思 い

ます。 オー クス兄弟 は， あ と数 週 間判事 と

しての職務 が残 って お り， それ を果 たす ま

で は，使徒 へ の聖任 も十 二使 徒 定 員会 会員

へ の任命 もな され ませ ん。 また十 二使徒 と

しての召 しを行 な うこ と もで きませ ん。彼

は現在 ソル トレー ク ・シテ ィー を離 れ， や

むを得 ず この大 会 に も出席 して い ません。

この ことにつ いて は承認 がお りて い ます。

私 たち は大 管長 会副 管長 ， 十二 使徒 を予 言

者，聖 見者， 啓 示 を受 け る者 として支持 し

て くだ さる よう提議 いた します。賛 成 の方

はその意 を表 わ して くだ さい。 も し反対 の

方 があれ ば， 同 じよ うに その意 を表 わ して

くだ さい。

七 十人 第一定 員会 会長 会 と してJ・'ト ー

マ ス ・フ ァイ ア ンズ， カ ー ロス ・E・ エ イ

シー，M・ ラッセ ル ・バ ラー ドり デ ィー ン・

L・ ラ ーセ ン， ロイ デ ン ・G・ デ リッ ク，

G・ ホ ーマー ・ダ ラ ム， リチ ャー ド ・G・

ス コ ッ トを支 持 して くだ さる よ う提 議 い た

します。賛 成 の方 は その意 を表 わ して くだ

さ い。 も し反対 の方 が あれ ば， 同 じよ うに

その 意 を表 わ して くだ さい。 先 にお話 し ま

した七 十 人第一 定員 会 に新 た に召 さ れる会
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貝 と して， ジ ョン ・K・ カー マ ック， ラ ッ

セル ・C・ テイ ラー， ロバ ー ト ・B・ ハ ー

バ ー トソ ン，デ ビア・ハ リス， スペ ンサ ー ・

H・ オ ズボ ー ン， フ ィ リップ ・T・ ソ ンタ

ッグを， また ほか の七十 人 第一 定員 会会 員

のす べ ての方 々， 管 理監 督会 ，名 誉 教会 幹

部 の方 々 を現 状 の ま まで支持 して くだ さる

よ う提 議 いた し ます。賛 成 の方 はその 意 を

表 わ して くだ さい。 も し反対 の方 が あれ ば，

同 じよ う にその意 を表 わ して くだ さ い。

中 央扶助 協 会会 長 と して， バ ー バ ラ ・ア

ン ・ウ ッ ドヘ ッ ド ・ウ イ ンダ ーを， 中央 若

い女性 会長 と して アー デ ス ・グ リー ン ・カ

ップ を支 持 して くださ る よう提議 いた しま

す 。賛 成 の方 はその 意 を表 わ して くだ さ い。

も し反 対 の方 が あれ ば， 同 じよ うにそ の意

を表 わ して くだ さ い。 この お ふた りの召 し

はつ い今 し方 ， ほん の数 時間 前 に行 な われ

たの で，・副 会 長 や管理 会 を選 ぶ の には もう

少 し時間 を要 す る こと をお伝 え しなけ れ ば

な りませ ん。

そ のほ かの 中央 管理役 員 ， 中央 管理 会 の

方 々 を現 状 の ままで支 持 して くだ さる よ う

提議 いた します。賛 成 の方 は その意 を表 わ

して くだ さ い。 も し反対 の方 が あれ ば， 同

じよ うに その 意 を表 わ して くだ さ い。

以 上 の教会 幹 部 お よび管 理役 員 に対 して

全 会 一致 の支 持 が得 られ た よ うです。

も うひ とつ発 表 させ て いた だ きま す。 今

朝 新 た に， コ ロ ン ビアの ボ ゴタ， カ リフ ォ

ル ニ ア州 サ ンデ ィエ ゴ， オ レ ゴン州 ポー ト

ラ ン ド， ネバ ダ州 ラ スベ ガ ス， カナ ダの オ

ンタ リオ州 トロ ン トの以上5カ 所 で の神 殿

表 され ま した。私 たち は 今朝7

時半 に以 上 の地域 の ステ ーキ部 役貝 と面 接

しま したが， すべ ての方 々 か らこの計 画 に

対 す る熱 烈 な支持 を いた だ きま した。



聖徒たちに与える勧告

十二使徒定員会会長 エズラ・タフト・ベンソン

Aか ら10年 前 ， スペ ンサ ー ・w・ キ ン■7

ボー ル大管 長 は この壇 上 にお立 ち に

な り， 全世 界 の聖 徒 た ちか ら末 日聖徒 イ エ

ス ・キ リス ト教会 の大管 長 として支 持 を受

け ま した。

それ か ら10年 間，教 会 はキ ン ボール 大管

長 の指 導 の もとに，歴 史上 か つて な いほ ど

の進歩 と成長 を見 せて きま した。

キ ンボー ル大管 長 は， 大 管長 と して の初

めて の説教 の 中で，教 会 の プ ロ グ ラム は次

の通 りであ る と宣言 され ま した。「再確 認 を

し，神 のみ業 を清 く， まっす ぐ に， 大 胆 に

推 し進 め る こと， そ して神 を敬 う生 活 を切

に必要 と して いる世 に， この真 理 の福 音 を

伝 え る こ と。」(『神 の み業 を清 く推 し進 め

る』 「聖徒 の道」1974年8月 号 ，p，373)

き ょう私 は，教 会 と して また個 人 と して

私 たち が全世 界 に神 の み業 を どの よう に推

し進 め て い くこ とがで きるか， お話 したい

と，思い ます。

まず初 め に， 家族 を強 め るこ と につ いて

お話 した い と思 い ます 。

家族 は文 明 の基 で あ って， い かな る国家

もその質 にお いて， 国 民 が構 成 す る家 庭以

上 の存在 にな る こ とは絶対 にで き ませ ん。

家 庭 は教 会 の堅 固 な土 台 です。 家族 の長 と

なる方 々 に家庭 を強 め るよ うに呼 びか ける

の は その ため です 。

私 た ち は，結 婚 は， ある賢 明 な永遠 の 目

的 の ため に神 に よ って制 定 され た と信 じて

い ます 。家庭 は正 しい生 活 を送 るた めの土

台 です 。父親 ， 母 親， 子供 とい う神 が定 め

た もうた この責 任 は， まさ に時の初 めに与

え られ ま した。

神 は父親 を家 庭 の管 理者 と して定 め られ

た ので， 父親 に は家族 を扶 養 し，愛 し， 教

え， 導 く責任 が あ ります。

母 親 の責任 もまた神 が定 め た も うた もの

で す。母 親 は子供 を もうけ，産 み， 育 て，

愛 し，教 育 し ます 。彼 女 た ちは夫 の助 け手

で あ り，相談 相 手 とな ります。

神 の ご計 画 に男 女間 の不 平等 はあ りませ

ん。 それ は責 任 分 担 の問題 で す。

子 供 た ち も同 様 に聖 書 の 中で，両 親 に対

す る義務 につ い て教 え られて い ます。「子 た

る者 よ。主 にあ って両 親 に従 い な さい。 こ

れ は正 しい こ とで あ る。『あ なた の父 と母 と

を敬 え。』これ が第 一 の戒 めで あ って，次 の

約 束 が そ れ につ いて い る，『そ うすれ ば，あ

な た は幸 福 にな り，地 上 で なが く生 きな が

らえ るで あ ろ う』」(エ ペ ソ6：1-3)と

使 徒 パ ウロ は言 って い ます。

両 親 が共 に寄 り添 って 愛 を抱 き，一 致 し

な が ら天 よ り与 え られ た責 任 を遂行 し， 子

供 た ちが これ に愛 と従 順 さ を もって応 える

ときに，大 いなる喜 びが もた らされ るので す。

最 近 ， あ る教 会 員 か ら手紙 を受 け取 りま
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した。 中 に はそ の夫 妻 が子 供 を育 て る うえ

で直面 して いる問題 やチ ャ レ ンジ につ いて

書 かれて い ま した。

彼 らは神 殿結 婚 を して い ま したが， その

後 いつ の問 にか不 活発 にな って し まい， つ

い最 近 にな って再 び活発 に教会 の責 任 を果

た す よう にな った人 た ちで した。 子供 た ち

に福 音 を忠実 に守 らせ， 自分 た ちが経 験 し

た落 と し穴 や ほかの家 族 が陥 った過 ちを避

け させ るため には どの よ うに した ら よいか，

個 人的 な助 言 を求 めて き ま した。

別 の言 い方 をすれ ば， その人 た ち は 「ど

の よう にすれ ば家 族 を霊 的 に強 め る こ とが

で きるで しょうか」 と尋 ね て きた わ けで す。

この大切 な質 問 につ いて， 皆 さん一 人一

人 に，考 えて いた だ きた い と思 い ま す。 さ

らに， この質 問 に対 す る ひ とつの答 え と し

て，過 去 多 くの幸 せ な家 族 によ って試 され，

実 証 されて きた解 決 方法 につ いて考 えて い

た だ きた い と思 い ます。 この解 決方 法 は，

互 いに愛 と調 和 と誠 実 さ を育 むた め に， ま

た福 音 の原則 を理 解 す る ため に利 用 され て

きた もので す。

幸 せ な家族 は互 い に愛 と尊 敬 の気 持 ち を

抱 いて い ます。 そ して家 族 の だれ もが， 愛

され 認 め られて い る こ とを 自覚 して い ます。

ま た子供 たち は両 親 に愛 され て いる こ とを

知 って い ます。 したが っ て， 彼 らは安心 感

と自信 を持 って い ます。

堅 固 な家庭 で は効 果的 な コ ミュニ ケー シ

ョン とい う特 質 が養 わ れ ます。彼 らは 自分

た ちの問題 に つい て話 し合 い， み ん なで計

画 を立 て，共 通 の 目標達 成 に向 け て協 力 し

合 い ます。家 庭 の夕 べ や家族 評議 会 を実 践

し， この 目標 を達 成 す るた めの有 効 な手 段

と して利 用 し ます。
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堅 固 な家 庭 の父 親 と母親 は， 子 供 た ち と

親密 な関係 を保 って い ます。家 庭 で は話 し

合 いが行 なわ れ ます。 父親 に よって は一 人

一人 の子供 と正 式 な面 接 を する 人 もあ れば
，

形式 に こだわ らず に面 接 を した り，定 期 的

に子供 たち と特 別 な 時間 を設 け る人 もい ま

す。

どの家庭 に も問 題 や チ ャ レン ジは必 ずあ

ります。 しか し， 幸 せ な家 庭 は， 批判 や 口

論 を避 け， 問題 解 決 に向 け て共 に努 力 し よ

うと します。互 いの た めに祈 り， 話 し合 い，

励 ま し合 い ます。 ときに は，家 族 の ひ と り

の ため に共 に断 食 を しま す。

堅 固 な家 庭 で は家族 が互 い に支 え合 い ま

す。

幸 せ な家 庭 は， 計画 ，仕 事 ，休 暇 ， レク

リエ ー シ ョ ン， 親 族会 な ど，何 事 も一緒 に

行 な い ます。

幸 せ な両 親 は， 悪 に汚 れ た環境 で子供 た

ち を育 てる こ とが容易 で はな い こと を知 っ

て い ます。 それ だ け に，最 も健全 な影響 を

与 える手段 を入念 に講 じて い ます。 道徳 的

な原 則 を教 え， 良 い書 物 をそ ろ えて読 ん で

い ます。テ レ ビ番組 を選 択 し，人 を高 める良

い音楽 を取 り入 れて います。 しか し何 よ り

も大切 な こ とは， 正 しい考 え方 を育 む方法

として聖典 を読 み，聖 典 につ いて話 し合 っ

て いる と い うこ とです。

幸 せ な末 日聖徒 の家庭 で は， 両親 が 子供

た ち に理解 で き るよ うに，神 に対 す る信 仰 ，

バプ テス マ， 聖霊 の賜 に つ いて教 え てい ま

す。(教 義 と聖 約68：26参 照)

この よ うな家庭 で は， 家族 の祈 りが確 実

に行 な われ て い ます。祈 りは， 祝福 に対 す

る感謝 の気持 ち を表 わ す手段 で あ り， へ り

くだ って全能 の神 に依 存 して い る こと を認

め， 力 と支持 と必要 な もの を求 め るた めの
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手段 な ので す 。

「共 にひ ざ まず く家 族 は
， 主 の み前 に直

く立 つ」 とい う知 恵 と真実 に あふれ た金 言

が あ ります。

これ こそ幸 せ な家庭 を築 くうえ で， 試 さ

れ実 証 され た公式 なの です。 私 は この解決

方 法 に従 う こ とを，皆 さん に もお勧 め しま

す。

私 と妻 は シオ ンにお ける両 親 として また

祖 父母 と して ，家 族 が皆共 に永遠 に住 み，

ひ と り残 らず神 の み前 にふ さわ しい者 とな

る よう に望 んで い ます。

教 会 の すべ て の家族 がそ の よう にな る こ

とを私 た ち は切 に願 い，祈 って い ます。

さて 次 に，教 会 貝 として の私 た ち一 人一

人 に つ いて話 して みた い と思 い ます。

兄 弟姉 妹 の 皆 さ ん， 私 た ち には これ まで

にな い， さ らに大 いな る霊 性 が求 め られ て

い ます 。 さ らに大 いな る霊 性 を育 むに は，

聖 典 に示 され て い るよ うに， キ リス トの言

葉 を よ く味 わ うこ とで す。

最 近 の教 会 歴史 上， 最 も画 期的 な出来事

の ひ とつ として， 新 しい脚 注 や そ のほ かの

資料 が 載 せ られ た新版 の標 準 聖典(英 文)

の刊 行 が あ げ られ ます。

聖 徒 たちが これ ほ ど豊 か に主 の み言葉 や

予 言者 た ちの言葉 に恵 まれ た時代 は， どの

神 権 時代 に も例 が な か った と言 って も過 言

で はあ りませ ん。

そ こで私 た ち に課 せ られ た チ ャ レン ジは，

主 が命 じられ た よう に 「すで に人 の子 らの
ことは きわ

中 に出 で行 きた るわが 言 を究 め」(教義 と聖

約11：22)る こ となの で す。

今年 度教 会 の成 人 ク ラスで は， モル モ ン

経 が読 書 課程 に取 りあげ られ て い ます。 こ

の神聖 な記録 につい て ，予 言者 ジ ョセ フ ・

ス ミスは次 の よ うに述 べ ま した。「私 は兄弟
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たちに こう語 った。 モルモ ン経 は この地上

における最 も正確 な書物 で あ り， 私 た ちの

宗教 のかなめ石 であ って， 人が その教 え に

従 って最 も神 に近 づ くこ とので きる書 物 で

あ る。」(「予 言者 ジョセフ ・ス ミスの教 え」

ジ ョセフ ・フィール ディ ング ・ス ミス編 ，

P.194)

個 人で， また家族 で， モ ルモ ン経 を研 究

す る ようにお勧 め します。 その うえで 「私

た ちの学 問と利益 にな る よう に， すべ て の

聖 文 を私 たちのた め と見 立 て」(1二 一 フ ァ

イ19123-24参 照)る と い う予 言者 二 一 フ

ァイ の教 えに従 って くだ さい。

家 族 が全員 で共 に過 ご し， 礼 拝 す る時 間

を取 る ことがで きる よう に， 神権 指 導 者 の

方 々 には安 息 日にお ける管理 集 会 を最小 限

に とどめる ようお願 い しま した。皆 さん が

こ うした集会 をな く した ため に空 い た時 間

を利 用 して， ク リス チ ャン と しての奉 仕 を

行 ない，親 類 の家 を訪 問 し，家 庭 の夕 べ を

開 き， 聖典 を学 ん で くだ さ るよ う望 んで い

ます。

皆 さん が教 会 で の召 しを受 け入 れ， 召 さ

れ た職 を忠 実 に果 た す よう に勧 告 し ます。

互 い に奉仕 を し合 い ま し ょう。 全 力 を尽 く

して 自分 の召 しを遂 行 しま し ょう。 そ うす

ると きに， 皆 さ んは ほか の人 々 に祝 福 を も

た らす器 とな り， 自分 の霊 性 を高 め る こ と

にな るので す。

神権 を持 つ兄弟 た ちや扶 助協 会 の姉 妹 た

ちは特 に そうで すが， 貧 しい人， 病気 の人，

困 って い る人 に心 を配 って くだ さる よう お

願 い いた します。 未亡 人 や母 子家 庭 が援 助

を得 られ るよ うにす る の は， キ リス ト教徒

と して の責任 で す。「父 な る神 の み ま えに清

く汚 れ の ない信心 とは， 困 って いる孤 児 や，

や もめ を見舞 い， 自 らは世 の汚 れ に染 まず
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に，身 を清 く保 つ こ とにほ か な らな い。」(ヤ

コブ1：27)

神 の戒 めを守 って くだ さ い。 そ うす る こ

とに よ って ，罪 の 束縛 か ら免 れ る こ とが で

きるか らです。
な ん し つ く

「汝 心 を尽 し
， 勢力 と思 い と体 力 とを尽

して主 な る汝 の神 を愛 す べ し。 また， イエ
つか

ス ・キ リス トの名 によ りて神 に仕 うべ し。」

(教義 と聖 約59：5)

「すべ て の事 の 中 に神 の御 手 の あ るこ と

を告 白せ 〔よ。〕」(同21節)

「苦 しみ を忍 べ
。」(教 義 と聖約24：8)

「心安 かれ。」(教 義 と聖約61：36)

家庭 や教会 で神 権 者 を支持 す るε(教義 と

聖 約107122参 照)

什 分 の一 を正 直 に納 め， 断 食献金 を惜 し

み な く支 払 う。(教 義 と聖約119：4;モ ー

サヤ4：21参 照)
ご と ド

「汝 己 れ の如 く汝 の隣 りを愛 せ よ。」(教

義 と聖 約59：6)

子供 たち を教 え る。 彼 らを光 明 と真 理 の

中 に導 き来 る。(教義 と聖約93140，42-43

参 照)
や

「互 い に欠 点 を探 す を止 め よ。」(教 義 と

聖約88：124)

「互 い に赦 し合 うべ きな り。」(教 義 と聖

約64：9)

正 直で， 善 良 な， 賢 い人 々 を公職 に選 ぶ。

(教義 と聖 約98：10参 照)

「この 国の 立憲 的法律 な るそ の法律 」(教

義 と聖 約98：6)を 擁 護 し， 従 う。

倹 約 し，負債 を避 け る。(教 義 と聖約19：

35参 照)

む さぼ って はな らな い。(教義 と聖約88：

123参 照)

正 しい取 引 きをす る。(教義 と聖 約51：9

参 照)
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安 息 日を聖 くす る。(教 義 と聖 約59：10，

12-13参 照)

酒 や タバ コや 強 く熱 い飲料 を慎 む。(教義

と聖約8915-9参 照)

「不 潔 なる を止 め よ。」(教 義 と聖 約88：

124)そ して ポル ノグ ラ フ ィーを避 ける。
よ

最 も善 き書 物 か ら学問 を求 める。(教義

と聖 約88：118参 照)悪 を善 と し，善 を悪 と

する よ うな文 学 や映画 を避 ける。
かんいん

姦 淫 を犯 さな い。「また何 事 に て も これ に
な

類 す る こと を為 す こ とな かれ。」(教 義 と聖

約59：6)す な わ ちペ ッテ ィ ング，私 通，

同性 愛 ， そ のほ かあ らゆる不道 徳 な行 ない

を指 します。
おもい

「絶 え ず徳 を以 て汝 の想 を飾 るべ し。」(教

義 と聖 約121：45)

常 に 「徳 と聖 きを履 み行 うべ し。」(教 義

と聖 約38：24)
まと

「外 と うの如 く愛 の きず な を もて身 に纏

うべ し。」(教 義 と聖約88：125)

す べ か ら く神 の 口 よ り出 ず る あ らゆる言

によ りて生 きる。(教 義 と聖 約98：11参 照〉

イエ スの証 を なす に雄 々 し くある。(教義

と聖 約76：51，79参 照)

交 わ した 誓約 を 固 く守 る。(教 義 と聖 約

25：13参 照)

「終 りまで忍 ぶ」(教 義 と聖 約14：7)

す なわ ち， この世 に あ って も， この世 の

もの と なっ ては な らな い とい うこ とで す。

そ して教会 の使 命 は， 人 の救 いのた め に福

音 を宣 言 し，聖 徒 たち を完 き者 とし， 死者

を贈 う こ とです。

この地上 に神 の王 国 を打 ち建 て るた め に，

才 能 と手段 の限 りを尽 く して努 力 して いた

だ きた い と思 い ます。

常 に最 も神 の 王国 の た め にな るこ とを行

な い， 擁護 し，支 持 して くだ さ い。

最後 に， 賞賛 と激 励 の言葉 を述 べて終 わ

りたい と思 い ます。

キ ンボ ール大 管長 と私 は，今 か ら40数 年

前 に十二 使徒 定 員会 会 員 と して召 され まし

た。私 た ち は数分 の差 を置 くだ けで，使 徒

に召 され ま した。

私 たち が その定員 会 に加 わ った とき には，
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146の ステ ー キ部 が あ りま した。今 日その数

は1，460に の ぼ り， その 内800以 上 が ， キ ン

ボール大 管 長 が予言 者 に召 され て か ら設 立

され てい ます。

1943年 当時，会 貝総 数 は100万 人以 下 で し

た。今 日， そ の数 は500万 人 を越 えて い ま

す。過 去10年 間だ けで ほぽ200万 人 の人 が会

員 に な りました。

今 ほど教 会 が恵 まれ た状 態 を迎 え た こ と

はあ りませ ん。献 身的 な会 員 が これ まで に

な い ほ ど増 え， 伝道 の業 が全 世 界 に教会 の

成長 を もたら しま した。系 図 や神 殿 の事業

も著 し く増加 しま した。指 導 力 が向上 し，

若 人 は これ まで にな く霊 的 な備 えが で き る

よ うにな りま した。

多くの兄弟姉 妹 が活 発 にな った こ とを う

れ し く思 います。 神権 指 導者 や補 助 組織 の

指 導者 の皆 さ んは，是 非 この偉 大 な働 きを

続 けて いただ きた い と思 い ます。

末 日聖 徒 の皆 さん， よ くや りま した。皆

さんの信 仰 は立 派 な もので す。 これ まで に

な いほ ど大 いな る機 会 と祝福 が私 た ち に与

えられ ま した。 予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの

言葉 を借 りて 言 う と，「わ れ ら まこ とに偉 な

る大 義 に向 って準 まざ らんや 。進 み行 きて
た

退 くことな かれ。奮 い起 て よ， … …進 み進

みて勝利 に至 れ。」(教 義 と聖約128122)

教 会 や その指 導 者 に対 して 品位 を傷 つ け

る ような ことが言 わ れ た り，教 会 の教 義 や

活動 につ いて誤 った 宣伝 が行 なわれ て い る

こ とか ら，会 員 の 中に は心 を乱 され て い る

人 々が い ます。

この教 会 に反対 はつ き もので す。 過去 に

お いて も反対 があ り， これ か らも反 対 が や

むことはないで しょう。ほ かの 人々 の言動 に

落 胆 して はな りません。 ま っす ぐな狭 い道

に とど まって いて くだ さい。 その た め には
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鉄 の棒 ， す なわ ち聖典 に収 め られ てい る神

のみ言 葉 や， 地上 にお け る生 ける神 の僕 た

ち に よって与 え られ る神 の み言 葉 に， しっ

か りとつか まる ことで す。

十 二使徒 定員会 の兄弟 た ちは， す で に私

が 引用 したの を お聞 き にな った と思 い ます

が， こ こにモ ル モ ン経 か ら引用 した主 のみ

言 葉 が あ ります。 それ は次 の よ うに言 って

い ます。

「『され ど汝 に反抗 せ ん と して 造 る武器 は

一 つ も役 に立 たず。 す べて 汝 を訴 えて裁 か

ん とす る 口 は汝 に言 い破 ら る。 こは すな わ

ち主 の僕 らの受 くる祝福 な り。 また われ よ
のたも

り受 くる義 な り』 と， 主 は宣 う。」(皿 二 一

フ ァイ22：17)

兄 弟 姉妹 の皆 さん， これ は主 のみ業 です。

これ は地上 にお け る神 の教 会 で す。 主 は ご

自分 の教 会 を謙遜 な人々の手 にゆだねられ ま

した。 その 人々 には並 々 な らぬ責任 が課 せ

られ てい ます。 私 た ちは， 皆 さ んの信 仰 と，

支持 と， 絶 える こ とのな い祈 りを必要 と し

てい ます。

神 が生 きて お られ，今 日もそ のみ ここ ろ

を ご 自分 の僕 に現 わ され るこ とを証 いた し

ます 。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボール 大管 長 は，

今 日この地上 に選 ばれ た神 の予 言者 です。

この教 会 が イ エ ス ・キ リス トの教会 であ り，

地上 にお け る神 の 王国 で あ る こと を証 いた

し ます。

神 の み恵 み と祝 福 が， 皆 さ んや ご家族 の

上 に， ま た世 界 中 の善 良 な男女 の皆 さん の

上 にあ ります よ うに。 なぜ な ら私 た ちは皆 ，

天 父 というひ とりの御 方の子 供 だからです 。

これ らにつ いて証 し，皆 さんの 上 に私 の

祝福 を残 し ます。 イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ り申 しあげ ます 。 アー メ ン。



良い万を選ぶ

十二使徒定員会会員 マービン・」・アシュ トン

私
は数 週 間前 にス テー キ部長 会 を新 た

に組 織 す る ため に アイ ダホヘ行 き ま

した。 そ して何 人 かの立 派 な神権 指 導者 と

会 い， その 内の3人 をス テー キ部 長会 と し

て任命 し ま した。 しか しそれ ばか りで な く，

特 別 な若 い姉妹 に会 って，忘 れ が た い印象

を受 け たの です 。新 し く召 され たス テー キ

部 長会 の ひ と りは， 監督 を務 めて い ま した。

そ こで私 は， 彼 に代 わ る監督 と して推 薦 さ

れて い る兄弟 と面接 をす る よう にス テー キ

部 長会 か ら頼 まれ ま した。 も し問題 が な け

れ ば， 大 会 の翌 週 の 日曜 日に召 す ことがで

きるか らで す。 私 は面接 を引 き受 け， あ る

オ フ ィス で きち ん と した 身 な りの魅 力 的 な

ご夫 婦 と会 いま した。

簡 単 な紹 介 を済 ませ る と，私 は奥 さん に

目を向 け て言 い ま した。「ご主 人 につ いて話

して くだ さ い。」奥 さん は しば ら くた め ら っ

て か ら，よ うや く返 事 を しま した。「ア シ ュ

トン長 老， 私 は主 人 の こ とを よ く知 りませ

ん。」あ ま りに普 通 で は ない返 答 に，私 はす

ぐ さま尋 ね ま した。「それ はど うい う ことで

すか。」 「3週 間前 に結 婚 した ばか りな ので

す。」

この夫婦 は30代 前半 の若 い カ ップ ル で，

ご主 人 は弁 護 士， 奥 さん は学 校 の先 生 を し

て い ました。 まだ新婚 で， 見 つ けた ばか り

の深 い愛 で ふ た りが結 ばれ て い るこ とが よ

くわ か りま した。私 は用 件 を告 げま した。

「ご主 人が 監督 にな る こと につ いて， おふ

た りにお話 した い と思 い ます。」す る と，奥

さんが 言 い ま した。「何 日か前 に，ラ ンデ ィ

ー が監督 にな る こ とを暗示 す る夢 を見 まし

た。 で も， それが あ ま り早 く来 ない よ うに，

願 って い ま した。私 た ちは結婚 した ばか り

で すが 〔ふ た りが30代 にな る まで結 婚 しな

か っ たの は， お互 い を見 つ ける まで に長 い

年 月が か か った か らだ そう です〕，もし ラン

デ ィー を監 督 に召 す べ きだ と感 じて お られ

るな ら，彼 は適 任 者 で す。 私 は喜 ん で ラン

デ ィー を助 け ます。」何 と立派 な態 度 で し ょ

うか。何 とすば らしい支持 で し ょうか。夫

と教 会 に献 身 し， 自分 自身 を捧 げ よう とい

う決意 は， 私 が質 問 をす るず っ と以前 にで

きて い たの です。 良 い方 を選 ぶ決 意 を した

この姉 妹 を見 て， 私 は主 が マ リヤ にっ いて

語 られ た重要 な言葉 を思 い出 し ました。 ル

カ10章42節 です 。「無 くて な らぬ もの は 多 く

は ない。 いや， 一 つ だけで あ る。 マ リヤは

その 良 い方 を選 ん だの だ。 そ して それ は，

彼 女 か ら取 り去 っ て は な らな い もの で あ

る。」

教会 や世 界 各地 の人 々 と深 くかか われ ば

かか わ る ほ ど， 立派 な女 性 に対 す る私 の感

謝 と尊 敬 の念 は ます ます強 くな って い き ま

す。 き ょう私 は，[こう した特 別 な女性 たち

に心 か らの賛 辞 と激 励 の言葉 を贈 りた い と
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思 い ます。私 の考 える立 派 な女性 と は， 正

しい方 向 に向 か って歩 んで い るす べて の女

性 の こ とで す。 その勇気 と力 と献 身 の決意

に対 し， 私 はへ りくだ って絶 えず神 に感 謝

を捧 げて い ます。立 派 な姉妹 の皆 さんが そ

れぞ れの立場 で示 して くだ さる模範 や励 ま

し， 品行， 高潔 さな どに よ り神 のみ業 は伸

展 し， その 目的 と業 績 も共 に発 展 してい く

ので す。

私 が最近 経 験 した ことや 目 に した こと，

それに手紙 などをい くつ か取 りあげ て，特 に

教会 の独 身女 性 の皆 さん に紹 介 した いと思

います。 ほ とん どの独 身女 性 は， それ ぞれ

の置 かれて い る状 況 の 中で 立派 に務 めを果

た してい ます。 しか し， 私 た ち か らの愛 や

励 ま し， 尊敬 を本 当 に必 要 と して い るの で

す。独 身女性 もほ かの 人々 と同様 ，現 在 の 立

場 や責 任 に甘 ん じて い る必要 は あ り ませ ん。

永遠 の進 歩 は， イエ ス ・キ リス トの福 音 の

基本 です 。私 た ちが前 進 し， 良 い方 を選 ぶ

な らば， 日常 生活 にお ける幸福 ， 感 激，喜

びは必 ずや私 たちの もの とな るで し ょう。

イエ ス ・キ リス トの福 音 の原 則 は決 して変

わ りませ んが，境 遇 や環 境， 制度 ， 文化 様

式 な どは変 わ りま す。私 た ち に課せ られ た

チ ャ レンジは， 献 身 と熱 意 を も って現在 の

王 国 の中 で前進 す る こ とです。 そ して， そ

れ ぞれ与 え られた境 遇 に対処 して い く中 で，

私 たち は成 長 し人生 か ら喜 び を得 るため に

自分 の分 を果 た さな けれ ば な らない ので す。

ある フ ィ リピン人宣教 師の母 親 が， 息 子

の伝 道部 長 に最 近 次 の よ うな手紙 を書 き ま

した。「いつ も息子 に霊 的 な援助 と勧 告 を与

えて くだ さ り，心 か ら感謝 して い ます。… …

8年 近 く片親 で育 て て参 りま したが ， も し

福 音 に忠 実 で なか った ら， こ の年 月は とて

もつ らい もの に な って い た こ とと思 い ます。
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神 は生 きて お られ ，私 を愛 して くだ さ って

い ます。私 の真心 か らの熱 心 な祈 りを聞 い
こた

て， それ に応 えて くだ さい ます。 私 には ま

だ伝道 中の息 子 を含 め て7人 の子 供 が い ま

す。私 は主 か ら才 能 をい ただ いた ので， 子

供 たち を養 って くる こ とが で き ました。私

は洋 裁 で生計 を立 てて い ます。 片親 とい う

責 任 を 自信 をも って元 気 に果 たせ る よ うに

励 ま し と助 けを与 え て くだ さっ た教 会 の家

族(会 員)に ， 本 当 に感謝 して い ます。」

神 を受 け入 れ その教 えに従 う な らば，神

はそ の家族 を， た とえ片親 で もまた子 供 が

いな くて も祝福 して くだ さる こ とを， この

姉 妹 は学 ん だの です。

良 い方 を選 ぶ立派 な女 性 は，何 と偉 大 な

力 を持 って い る ことで しょ うか。

主 は私 たちが お招 きさ えすれ ば共 にい て

くだ さい ます。 しか し，選 択 す る力， 自由

意志 とい う賜 を神 の子供 か ら取 りあ げる こ

とは決 して なさ い ません。(伴侶 のあ るな し

にか かわ らず)若 い母 親 の皆 さんは， この

力 を正 し く用 い る こ とを学 ぶ必要 が あ りま

す。 目の前 に とるべ き行 な いが ふた つ以上

あ って， それ ぞれ正 し く思 え る ことが あ る

か も しれ ませ ん。 その ときは， 生活 の頃合

い や関連 す る事柄 を+分 に考 慮 した うえ で，

賢明 で慎 重 な決 断 を下 さなけ れ ばな らな い

の です。

母 親 の 中 には， 子供 の洋 服 を作 り， パ ン

を焼 き， ピア ノを教 え，扶 助協 会 へ行 き，

日曜学 校 で教 え，PTAの 会合 に出 席 す る
そな

な ど，何 で も こなす才 能 と活 力 を具 えた人

もい ます。 また 中 には， そ う した女性 を模

範 とみ な し， 比較 対照 して 自分 の至 らな さ

を感 じ，落 胆 し， 自分 は母 親 失格 だ と考 え

て いる人 もい ます。
わな

罠に陥ってこのような有害な劣等感を抱



いて は な りませ ん。 これ はサ タ ンの使 う道

具 で す。 多 くの人 は 「スー パ ーマ ン」や 「ス

ーパ ー ウー マ ン」 にな ろ うと して
， 大変 な

重荷 を負 って いる よう に見 え.ます。

姉 妹 の皆 さん， ほか の人 が行 な って い る

よ うな こ とを何 で もかで も自分 が で きな い

か らと いって， 無 力感 や挫 折 感 に陥 らな い

で くだ さい。 それ よ りも， 自分 自身 の立 場

や 力，才 能 を評 価 して くだ さい。 そ して，

家族 がひ とつ に な って互 い に協 力 し助 け合

える よ うに， 最 善 の道 を選 ん で くだ さ い。

皆 さ んの必要 や能 力，願 い は， 天 父 と皆 さ

ん だ けが知 って い ます。 この知 識 に基 づ い

て進 む道 を計 画 し， 選択 を しな けれ ば な り

ませ ん。

ひ と りで子 供 を育 てる 勇気 あ る母 親 の例

を もうひ とつ紹 介 しま し ょう。 この女性 も

自分 の置 かれ た状況 の中 で良 い方 を選 ん で，

有意義 な生活 を送 って い ます。 彼女 は30代

半 ばで すが， すで に 多 くの心 痛 を味 わ って

きま した。神 殿結 婚 後 間 もな く，夫 は教 会

に出 席 しな くな り， ほ とん どの時 間 を気 の

合 った仲 間 た ち と過 ごす よ うにな りま した。

家族 の幸福 に関 心 を向 けず， 妻 との間 に有

意義 な関係 を築 こ う と もし ませ ん で した。

生 活 の 中か ら教 会 の活動 は姿 を消 し，彼 は

やが て堕 落へ の道 をた ど って い きま した。

このか わ い ら しい女性 はや むを得 ず， 自

分 の 力で 子供 た ち を養 って い ます。 彼女 の

最 大 の 目標 は，子 供 た ちが情 緒 的， 経済 的，

霊 的 に守 られ て い る と感 じる こ とので き る

幸 せ な家庭 環境 を築 くこ とです 。10年 もの

間， 幸福 に欠 か せ ない こ う した要 素 が彼 女

の 家 庭 か ら奪 われ て い るの です。

この姉 妹 は， いつ の 日か再 び結 婚 の機 会

に恵 まれ る こ とを願 って は い ますが ， 当面

の関心 は子 供 た ちの必 要 で あ り， 彼 女 は教
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会 とその教 え を中心 とした堅 固 な家族 を築

くた め に努 力 して い ます 。

ひ と りで子供 を育 て る彼女 は， 良 い方 を

選 ん だの で す。

傷 つ いて落 胆 した ときは，他 人が行 な う

事柄 はつ か の間 で あ って， 永 続 す る もの で

はな い こ とを思 い返 せ ば， 慰 め に なるか も

しれ ませ ん。私 た ちの永遠 の進 歩 に影 響 を

与 え られ る の は， 自分 だけ なの です。

結 婚 して いな い姉 妹 の 中 に は， も うあ き

らめ る よ うに， 努 力 な どや め るよ うに， 自

分 の持 って い る もので な く持 って いな い も

の につ いて考 える よ うに誘 惑 され る人が い

ます。 しか し， 決 して あ きらめ ず に今 の生

活 を続 け て い く こ と が大 切 で す。 キ ャ ロ

ル ・ク ラー ク姉 妹 は， 美 しい言葉 を記 して

い ます。 「個 人 に課 せ られ たチ ャ レン ジは，

ただ待 っ ことで は な く，豊 かで楽 し く満 た

され た人生 を生 きる ことで す。 そ して 目標

17

1



は， ふ さわ しい人 を待 つ こ とで な く， ふ さ

わ しい人 に な る こ と なの で す。」(「独 身 生

活 ：独 身女 性 の た めの展望 」p.9〉 私 は 「生

きる」 とい う言葉 を強調 した い と思 い ます。

豊 かで楽 し く，満 ちた りた人 生 を生 きて く

だ さい。進 歩 成長 し可 能性 を伸 ば す機 会 に，

心 を奮 い立 たせ て くだ さい。 主 が与 え て く

だ さ った人生 と様 々 な機会 と特権 に， 胸 を

躍 らせ て くだ さい。

周 囲 の状 況 が ど うあれ， 自分 の理想 とす

る人物 になれ る よ う決 意 して くだ さい。 人

生 にお け る第一 の課 題 は， 「私 は何 者 な の

か」 を学 び， それ を受 け入 れ ， 自分 の もの

にす る こ とで す。 この質 問 につ いて聖 典 と

教 会 の教 え を注意 深 く調 べ るな らば， 一 人

一 人 が
， そ してす べ ての人 が 大切 な存 在 で

あ るこ とが明 らか にな るで し ょう。 自己に

対 す る良 い イメー ジを持 つ こ とは，人 生 に

立 ち向か う うえで最 も大切 で 欠 く ことの で

きない ステ ップで す。私 た ちは，他 人 か ら

吹 き込 まれた事 だけで， 自分 は そ うい う人

間 だと思 い込 んで しま うこ とが よ くあ りま

す。教会 の内 に も外 に も，神 か ら愛 され て

いな い女 性 はい ません。 ひ と りもい ない の

です。

詩 篇8篇4，5節 に こう記 され て い ます。

「人 は何 者 な ので
， これ をみ心 に とめ られ

るので す か， 人 の子 は何 者 な ので， これ を

顧 み られ るの です か。 ただ少 し く人 を神 よ

りも低 く造 って， 栄 え と誉 とを こうむ らせ

●'」

しか しサ タ ンは いつ も身 の周 りにい て，

私 た ちの栄光 を破 壊 し冠 をは ぎ取 ろ う とし

て い ます。 サ タ ンの最 も強力 な武 器 の ひ と

つ は，落 胆 させ る こ とです。独 身 の姉 妹 の

皆 さん， 落胆 して サタ ンを喜 ばせ ては な り

ません。
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独 身 の 人 は， 将 来 に影響 を及 ぼす方 法 を

捜 し求 め る よ りも， 自分 の殻 に閉 じこ もっ

て しまい が ちです 。何事 も達成 で きる と思

って始 め て くだ さ い。達 成 で きる こと を理

解 して くだ さい。 そ して， 達 成 で きる と信

じて くだ さ い。教会 の補助 組織 や地域 社会

の組 織 に積 極 的 に参 加 して， 自分 の存 在 を

示 して くだ さい。

思 考 力 と行 動 力 にあ ふれ る今 日の女 性 は，

人類 史 上最 も大 い なる時代 の中 に あっ て，

歴 史 に足跡 を残 す重要 な働 き を して い ます。

個 々 の献 身が今 の世 を変 え るだ けで な く，

その す ば らし い働 きは未来 に まで大 きな影

響 を及 ぼ す ので す。活 動 の輪 が広 が る につ

れ て， 友 人 や知 人 の数 も増 えて い くで しょ

う。 そ して立 派 な女性 は， それ らの 人々 に

さ らに大 きな影響 を与 える こ とで し ょう。

常 に忘 れ な いで いた だ きた いので す が，

私 た ち を不 幸 にす る原 因は， 境遇 や問題 で

はな く， それ らに正 しく対 処 で きない こ と

にあ ります。

あ る人 は こ う言 いま した。「幸福 は蝶 の よ

うだ。 追 え ば追 う ほ ど，逃 げて い く。 で も

注 意 を ほか に向 けれ ば，近 づ いて きてや さ

し く肩 に とま る。」(「リーダ ー ズ ・ダイ ジ ェ

ス ト〔英文 〕」1982年4月 号，p。148)

教会 にお いて指 導者 は， 問題解 決 に役 立

っ指針 を与 え よう と心 か ら願 い，そのために

多 くの時 間 を使 って思 案 し祈 って います。

大 管長会 は最 近 の手紙 で独 身 ワー ド部 の会

員 に関 す る指針 を出 しま したが， そ の手紙

につ いて 強調 した いと思 い ます。現 在独 身

ワー ド部 に集 って いる人 々の生 活 に及 ぼ す

影響 を考 慮 せ ず に，既 存 のプ ロ グ ラムに突

然 の変 更 を加 えて はな りませ ん。 この 点 に

つ いて よく考 えて くだ さい。現 在 ス テー キ

部長 に は， 監督 と協 議 し合 意 の うえで， 一



般 的 な指 針 に例外 を設 け る権 限 が与 え られ

て い ます。

だれ に対 して もユニ ッ トか ら出 る よ うに

要 請 すべ きで はあ りませ ん。 独 身 ワー ド部

に活発 に集 って い る年 長 の独 身者 に とっ て，

その ワ ー ド部 に出席 す る こ とに明確 な利 点

が あ り， か つ その ほか の状況 が他 と同 じで

あれ ば，適 当 な結 婚 の機 会 に恵 まれ な か っ

たか らと言 って， ほか のユ ニ ッ トに移 して，

必 要 とされ て いな い と感 じさせ た りして は

な りませ ん。 十分 な理 由 によ り， 方針 の 中

で は一 定 の年 齢制 限 が定 め られ て い ますが，

突 然 の変 更 に よって， 自分 は排 除 され た と

か， もう終 わ りだ とか感 じさせ る こ とが な

い よう に して くだ さい。

プ ロ グ ラム は教 会員 一 人一 人 に対 す る愛

と関心 を もって計 画 され ，実施 され ます。

その 目指 す と ころ は， すべ ての会 員 に成 長

し，進 歩 し，幸 福 にな る機 会 を提 供 す る こ

とで す。年 を追 う ご とに，伴 侶 な しに生 活

して い る姉 妹 の価 値 が， しだ いに明 らか に

な って い ます。 この よ うな姉妹 の 中か ら，

強 い指 導 者，有 能 な教 師 ，献 身的 な母 親 が

次 々 に出 て い ます。彼 女 た ち は勇気 と創 意

工 夫 を も って 生活 し， 奉仕 して い ます。 忍

耐 を通 して，成 功 を見 いだ して い るので す。

幸 せ な結婚 を した人， 不 幸 せ な結 婚 を した

人 ， ひ と りで子供 を育 てて い る人， 未亡 人，

教 会 に不 活発 な夫 を持 った人 ， そ のほ か い

か なる境遇 にあ ろ う と， 生活 をコ ン トロー

ル し成 功 す るた め に， 天 父 に近 づ く よう に

お勧 め し ます。天 父 を愛 して くだ さい。 そ

して， 天 父が 皆 さ んを愛 して お られ ， その

機 会 さ え差 しあ げれ ば， 導 き と助 け を与 え

て くだ さ るこ とを忘 れ な いで くだ さい。 決

断 をす る とき は， 天 父 の導 き を受 けて くだ
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さい。 自分 の価 値 を評 価 す る とき も， 天父

の導 きを受 けて く だ さい。「現 世 は，人間 が

神 に逢 う用意 を しな くて はな らぬ時期 で あ

る。現世 の生 涯 は， 人間 が各 々働 きを遂 行

せね ば な らぬ時期 で あ る。」(アル マ34：32)

目標 を定 めて く だ さい。 た だ し自分 の進

歩 を計 れ な い よう な 目標 は避 けま し ょう。

目 に見 え る成 果 が あが らな いか らとい って，

挫 折感 に陥 って は な りませ ん。達 成 す る こ

と よ りも努 力 す る こ との方 が大切 だ とい う

こ とを心 に留 め て くだ さ い。 卓越 した 自分

を 目指 して努 める人 ， す なわ ち現 実 的 な 目

標 を達 成 す る ため に，時 間 と労 力 を賢明 に

使 いな が ら最善 を尽 く して 日々努 力 す る人

は，成 功 者 な ので す。

だ れ よ りも皆 さ ん を知 ってお られ る天 父

と，毎 日言葉 を交 わ して くだ さい。 天父 は

皆 さんの才 能 や長 所， 短所 を ご存 じです。

今 この地上 に いるの は， これ らの特質 を伸

ば し洗 練 す るた めで す。私 は， 天父 が皆 さ

ん を助 けて く ださ る こと を約 束 します。 天

父 は皆 さん が必要 とす る こ とや， まだ答 え

を受 けて いな い祈 りに心 を配 って お られ ま

す。

神 が勇 気 あ る姉 妹 た ち を祝福 され ます よ

う にる 皆 さん は神 の 目に も私 たち の 目に も

すば らし い女 性 で す。天 父 の助 け とみ ずか

らの努 力 によ って幸福 を得 る こ とがで き ま

す よ うに。 もし も良 い方 を選 ぶな らば，現

在 の環 境 や境 遇 が ど うあ ろう と も， 必 ずや

その生 活 は最 も実 りある もの にな るで しょ

う。

神 の助 けが あ って これ らの こ とを達 成 で

き ます よ うに，私 た ちの友 で あ り蹟 い主 で

あ るイ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り祈 りま

す。 ア ー メ ン。
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結婚と離婚

十二使徒定員会会員 デ ビッ ド・B・ヘイ ト

聖
きみ た まの導 きが あ って， 私 の 申 し

あげ る事 柄 が真 理 と調 和 す る よう，

また同 じ天 か らの力 に よ って皆様 に受 け入

れ られ，理 解 され るよ う にと祈 っ てい ま す。

四半世 紀以 上 もの 間，私 た ちは幾世 紀 に

もわた って受 け継 が れ て きた家庭 とい う も

の に，絶 える こ とな く攻 撃 が加 え られ る の

をこの 目で見 て き ま した。人 間 の美 徳 や礼

儀 にか な ったふ る まい， 永遠 の父 な る神 へ
い けい

の愛 と畏敬 と いっ た神 聖 な価 値基 準 が挑 戦

を受 け て きたの で す。

自己 中心的 な新 しい世代 は，家 庭 を絶 え

ず冷 や か しの対象 に して きま した。 結婚 は

軽 ん じ られ， 避 け られ， 親 に なる こ とは退

け られ， 拒 まれ て い ます。 これ らがほ か の

不穏 な影 響力 と一 緒 に な って， い わ ゆる つ

かの間 の満足 を求 める 多 くの悪 い誘 惑 を生

み， 結婚 や， 妻 あ るい は母 と して の神聖 な

役割 につ ける品位 の低 下 を招 いた ので す。

不幸 に して， 世 の 中 には善 良 な人物 で あ り

なが ら， 神 の永遠 の計画 か らかけ離 れ た生

き方 を しよ うと してい る人 々 がた くさん い

ます。彼 らは，神 の子 らに対 す る永 遠 の計

画 を知 らない ので す。私 たち は聖 典 か ら，

結婚 が永 遠 の結 び つ きで あ り， 永遠 に続 く

家族 の絆 と とも に存在 す る とい う神 の み こ

ころ を学 んで知 ってい ます。

聖 典 に は， 地 が創 造 され た あ と， 神 は ご

自身 にか た どって 人 を造 られ， 人 に地 を治

め させ られた とあ ります。 男 ア ダムの傍 ら

に女 イ ヴが立 ち， ほか のす べ ての被 造物 の

統 治 者 と して神 か ら付 与 され た誉 れ と威 厳

を分 か ち合 っ たの です。 神 は言 わ れ ま した。

「人 が ひ と りで いるの は良 くな い
。 彼 の た

め に， ふ さわ しい助 け手 を造 ろ う。」(創 世

2：18)

「神 の かた ち に創 造 し
， 男 と女 とに創 造

され た。」(創 世1：27)

主 はさ ら にこ う教 え られ ま した。「それ で

人 は その父 と母 を離 れ て， 妻 と結 び合 い，

一体 とな るの で ある
。」(創 世2：24〉 これ

によ って合 法的 な結 婚 に よ る男 女 の結 び つ

きが認 め られ ま した。 これが天 上 で立 て ら

れ た， 肉体 の創 造 に関 す る計画 です。

ア ダム とイ ヴ に与 え られた戒 めの 中で，

記録 に登 場 す る最初 の もの は，「生 め よ，ふ

えよ，地 に満 ち よ」(創 世1：28)で した。

私 たち は子供 を神 か ら授 か った賜 と考 え，

私 た ちの保 護 の下 に愛 し， 育 て， 注 意の行

き届 いた 訓練 を与 える ので す。

主 は この よ うに も言 われ ま した。「また両

親 はその 子供 たち に祈 る こ とと，主 の前 に

正 し く歩 む こ と とを教 え ざ るべ か ら ず。」

(教義 と聖 約68：28)

子供 た ちを不 当 に扱 っ た り， 虐待 した り

して はな りませ ん。 彼 らはそ の両親 と共 に

永遠 の関 係 を築 く可 能性 を持 った家 族 の一

員 だか らで す。

スペ ン サー ・W・ キ ンボー ル大管 長 は，

次 の よう に説 明 して い ます。
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「主 は初 め に
， すべ ての計 画 を立 て られ

た時 ，子 を もうけ， 養 い， 愛 し，指 示 を与

え る者 と して父親 を，子 を宿 し，産 み， 育

て， 食物 を与 え，訓 育 す る者 として母親 を

定 め られ た。 主 は別 の方 法 を採 る こと もで
せつ

きた。 しか し， 主 は， 子供 たちが互 い に切
さ たく ま

磋 琢 磨 し，互 い を愛 し，敬 い， 認 め る よ う

にな る単 位 を設 け られ た。 それ に は責 任 が

伴 うと同 時 に 目的 を持 った交 わ りが あ る。

家族 と は， 天 父 が考 え，組 織 され た偉 大 な

生命 の計 画で あ る。」(「大 会報 告1973-75」

P。58)

結 婚 は，本 来夫 と妻 の間 の， 愛 と調和 の

あ る強 い結 びつ き を持 っ た関係 と して定 め

られ たも の で あ り， また そ うな り得 る もの

です 。

「見 よ， これわ が業 にして わが栄 光 ， す

な わち人 に不 死不 滅 と永 遠 の生 命 とを もた

らすな り。」(モ ー セ1：39)主 がモ ー セに

宣言 され た この言葉 を深 く考 え る とき，離

婚 に よ って引 き裂 か れ た家庭 や家 族 の深刻

な現 状 を悲 しい思 いで見 つ め ざる を得 ませ

ん。

離 婚 の裏 に秘 め られ た大 き な原 因 は， 結

婚 や家 族 が神 の定 めた もうた もの であ り，

神 が くださ っ た もので あ る とい うこ とへの

理解 の欠如 に ある よ うです。 この意味 を十

分 に理 解 して いた な ら， 離婚 と， それ に伴

う不幸 は少 な くな るで しょう。 男女 は神 の

教 えに基 づ い た， 幸福 な結婚 関係 を計 画 し

て いた だ きた い と思 い ます。 も しふ た りが

お互 い に愛 を抱 き始 め た と きか ら， その結

婚 関係 が永遠 にわ た る約 束 と条件 の下 に祝

福 を受 け得 る もの で あ るこ とを理解 して い

れ ば， 問 題 が生 じて も， その解 決 の手段 と

して離婚 を考 え る こと はな いで しょう。結

婚 が うま くい かな けれ ば離婚 すれ ば い い と

い う現 代 の考 え方 は， 結婚 を始 めか ら妨害

して いるの で す。

聖徒の道/1984年7月 号

離 婚 件数 が倍加 の一 途 をた ど って い る事

実 は， 不 幸 な結婚 や期 待 はずれ の結婚 の解

決 策 として離 婚 が広 く取 り入れ られ て きて

い る よい証 拠 です。

しか した とえ離婚 が どんな に容 認 され，

容 易 にで き るよ うに な って も， 離婚 の悲 惨

さ痛 ま しさ はそ の直後 だ けで は な く， そ の

後何 年 に もわ た って続 き ます 。

離 婚 によ って本 当 の終 止 符 を打 つ こ とは

決 してで きませ ん。 父親 や母 親 が 自分 の血

肉 を分 け た子供 か ら， そ して ま さに 自分 の

一部 とな った
， 共 に過 ご した 日々 の思 い出

か ら， どう して離 れ られ るで しょ う。

離 婚 が成 立 す る とほ とん ど必 ず と言 って

よい ほ ど心 理 的， 社会 的， 経 済 的 に大 きな

動揺 が もた ら され ます。 しか しなが ら， ほ

と ん どの人 が離婚 した夫 婦 の間 あ るい はそ

の子供 た ち， 友 人，親 戚 の 間 に起 こる疎外

感 ， 苦痛 ，一分 裂 ，挫 折感 を軽 く考 えて い ま

す。 離婚 によ って生 じた心 の痛 手 か らま っ

た く立 ち直 れ な い人 もい るの です。

あ らゆ る こ との 中 で最 も悲惨 な ことは，

離婚 の60パ ー セ ン ト以上 が，18歳 以下 の子

供 を巻 き添 え にして い る ことで し ょう。 離

婚 した夫婦 の子供 は非行 に走 りやす く， 自

信 に欠 け， 成 り行 き任 せ の と ころが あ り，

彼 ら自身 の結婚 もまた不 幸 な もの にな る こ

とが 多 いの で す。

結婚 の重要 性 を考 える と き，私 たちが幸

福 な結婚 生活 を送 る ため の備 え を十分 に し

て いな い とい うの はむ しろ驚 くべ き ことで

す。 若 い ふた りは大抵数 カ月， ある いは1，

2年 デー トを しなが ら ロマ ンス を楽 しみ，

互 い を よく知 り， 結婚 し ます。結婚 す るや
いんせき

ふ た りは， ロマ ン スに信仰 や姻 戚 関係 ， や

りく り， それ に社 会道 徳 や子 供， 家庭 管理

につ いて の真 剣 な話 し合 い といっ た もの を

加 えて いか な けれ ばな らない こ とを悟 るの

です。
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この気 高 い責 任 に対 して粗末 な備 え しか

して い ない人 が あ ま りに も多す ぎ ます。

「仕 事 は結婚 ほ ど重 要 で も報 い を約 束 す

るもので もない が， …… そ れで も… …人 は

仕 事 の備 え を す る た め に何 年 も大 学 に行

く。」(ロ ー ウ ェル ・S・ ベ ニ オ ン 『ユ タの

家庭協 議会 』「ソル トレー ク・トリビ ュー ン」

新聞 ，1980年4月6日 ，p.F-9参 照)

時 折監 督室 で重 大 な過 ちや傷 つ い た人 生

が打 ち明 け られ ますが， どの告 白か ら も明

らか なの は， 夫婦 関係 が今 よ りはるか に深

い関心， 祈 りを伴 った関 心 を受 ける に値 す

る もので ある とい う こ とで す。 も し夫婦 が

誠 意 ある監督 の もと を訪 れ ，監 督 か ら間題

を乗 り切 る方法 を学 び， 自己修 養 や 自制 を

上 手 に使 って利 己的 で な い愛 を育 む よ う励

ま しを受 ける こ とがで きれば， 暗礁 に乗 り

上 げ る結 婚 の数 は減 り， 幸福 な夫婦 が さ ら

に増 え るこ とで し ょう。

数年 前 の こ とです が， ハ ロル ド ・B・ リ

ー大管 長 は結婚 して い るあ る婦 人 か ら次 の

ような手紙 を もらい ま した。

「もう終 わ りだ，離婚 以外 に方 法 は ない

とふた りで考 え た と き， 監督 に相談 しな さ

い と雪 われて い たの で そ うし よう と思 い ま

し羅 監督はまだ若レ、ため初めは気が進

み ませ んで した。私 た ち よ り年 が お若 いの

で す。 で もと にか く監督 で すか ら， ふ た り

で彼 の と ころへ行 き ました。 そ して 一部 始

終， 心 の中 を若 い監督 に打 ち明 け ま した。

彼 は じっ と座 って黙 って聞 いて い ま したが，

私 た ちの話 の途切 れ た と きに ただ ひ と言 ，

『そ うで すか
。私 た ち夫 婦 に も同 じよう な

問題 が起 きた こ とが あ ります。 どう した ら

解 決 で、きるか， そ の と きわか りま した』 と，

た った それだ けお っし ゃった ので す。若 い

監督 の その言 葉 が心 に残 って，私 たち は部

屋 を出 て か ら，『彼 らに解 決 で きた とお っ し

ゃ るんだ。私 たち は どう なん だ ろう』 と話
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し合 い ま し た。」(「大 会 報 告1973-75」p.

121)

あ る著名 なプ ロ デ ュー サ ーが最 近 こう言

い ま した。

「映 画 や テ レ ビで は… …喜劇 や昼 の メ ロ

ドラマ は別 と して… …結婚 を取 りあ げる こ

とをあ ま り好 み ませ ん。 どち らか と言 う と

性 的 な事柄 を強 調 し… …子供 のお とぎ話 に

あ る よう な， 一 生幸 せ に暮 ら しま した， と

い っ た内容 は な お ざ り に され て い ます 。」

(カー ル ・E・ マイ ヤー)

私 たち の心配 は， 単 にプ ロデ ュー サー や

劇作 家 が幸 せ な実 りあ る結 婚生 活 を描 いて

いな い こ とで は な く， 結婚 した 多 くの カ ッ

プ ル が結 婚 を真 剣 に受 け止 めて い ない と こ

ろ にあ り ます 。結婚 生 活 の ため に努 力 し，

これ を守 り，養 い育 て， 昨 日よ りも き ょう，

き ょ うよ り も明 日と， よ り幸 せ な結婚 を 目

指 し， さ らに それ を永遠 に まで至 らせ よう

とい う真剣 な姿勢 が 見 られ な いので す。

中年 層 の離婚 は特 に悲惨 です。 これ は社

会 を支 え る成 熟 した人 た ちが， 自分 た ち の



結婚 を守 るべ く十分 な努 力 を払 っ てい ない

こ とを表 わ して い ます。45歳 過 ぎ の離 婚 が

目立 って 増 えて きま した。 中年層 の人 々，

中 には すで に子育 ての終 わ っ てい る人， あ

る いは初 孫 まで授 か ろ うとい う人 もいる か

も しれ ませ ん が， その ような 人々 が離婚 を

考 え，別 々 の道 を歩 も うと決意 す ると きに

悟 らな けれ ば な らな い こと は， 離婚 は どれ

を取 って も夫婦 どち らか， ある い は双 方 の

自分 本位 な考 え方 の結 果 で ある と いう こ と

で す。

マ ラ キ書 には こ う記 され てい ま す。

「これ は主 が あ なた と， あな た の若 い時

の妻 との間 の，契 約 の証 人 だ った か らで あ

る。彼 女 は， あ な たの連 れ合 い， 契約 に よ

る あな たの妻 で あ るの に， あ なた は彼女 を

裏 切 った。

・あ なたが た は みず か ら慎 んで， その

若 い時 の妻 を裏切 って はな らな い。」(マ ラ

キ2：14-15)

結婚 は誓約 です 。十 戒 の うち のふ た つは，

結婚 の神 聖 さの維持 に直接 かか わ る もので
かんいん

す 。「あな た は姦淫 して はな ら ない。あ なた

は…… 隣 人 の妻 …… を む さぼ って はな らな

い。」(出 エ ジプ ト20：14，17)

イ エ スは 貞操 の律 法 の深 い意味 を説 明 し

て こ う言 わ れ ま した。「しか し，わ た しは あ

な たが た に言 う。 だれ で も，情 欲 を いだ い

て女 を見 る者 は，心 の 中 です で に姦 淫 を し

た ので あ る。」(マ タ イ5：28)

理 想 的 な結 婚 には互 い に対 す る誠実 さが

あ ります。 その誠実 さは， 相手 を伴 侶 と し

て選 んだ と きか ら始 ま り ます。 箴 言 に は こ

う記 され て い ます。「あ なた の泉 に祝 福 を受

け させ，あな たの若 い時 の妻 を楽 しめ。」(箴

言5118)い つ も彼女 の 愛 を も って満足 し，

彼女 への 愛 を もって常 に喜 ぶの で す。(箴言

5：19参 照)

若 い と きの妻 と共 に暮 ら し， しわ や白髪

聖徒 の道/1984年7月 号

を気 にせ ず に深 い愛 と一 致 ， それ に今 も永

遠 に わた って も分 か ち合 え る知 恵 を得 て黄

金 の晩年 を共 に送 るこ とは，特 権 以外 の何

もの で もあ りませ ん。

結 婚 は， それ が神 に よ って定 め られ た こ

と に対 す る信 仰 と知識 に よって支 え られ，

愛 の 力 に よって 日々維 持 されて い ます。 あ

る学者 は こ う説 明 して い ます。「相 手 の満 足

や身 の安 全 が， 自分 の満 足 で あ り身の安 全

で あ る と感 じられ る よ うにな った とき， そ

こに初 めて， 愛 が 存在 す る。」(ハ リー ・ス

タ ック ・サ リヴ ァ ン 「現代 精神 医 学」p.42)

結婚 関係 には永遠 にわ た る何 か貴 い もの

が存在 す る とい う強 い確 信 をふ た りが抱 く

と きに， 悪 に対 抗 で き る信 仰 が築 かれ て い

き ます 。結婚 は美 しく満足 の い く もの， 私

た ちの最 大 の夢 以 上 に喜 びの あ る もので な

け れ ばな りませ ん。 なぜ な ら 「主 にあ って

は， 男 な しには女 はな い し， 女 な しに は男

はな い」(1コ リン ト11：11)か らです。

末 日聖 徒 は離婚 す る には及 び ません 。結

婚 問題 に対 す る解 決策 が あるからです。もし

夫婦 の 間 に何 か重 大 な誤解 があるな ら，ある

いは また， 結婚 生 活 を築 くう えで， ふ た り

の 間 に何 か重 苦 しい ものや緊 張 を感 じる と

き には，謙 遜 な気 持 ち で天父 の前 に共 にひ

ざ まず き， ふた りをお お う暗闇 を取 り除 い

て いた だけ る よう誠心 誠 意祈 る ことで す。

そ うすれ ば必 要 な光 が与 え られ て， 自分 の

欠 点 が よ く見 え， 悪 い点 を悔 い改 めて互 い

に赦 し合 い， 結婚 した 頃の初 心 を取 りも ど

す こ とがで きるで し ょう。神 が生 きて ま し

ま し， 皆 さんの謙 遜 な祈 りに応 え て くだ さ

る と心 よ りへ りくだ り申 しあ げ ます。 主 は

「イエ スの名 に よ りて何事 に まれ欲 す る と

こ ろを願 え，さ らば皆与 え られ ん」(教義 と

聖 約50：29)と 言 って お られ るの です。

イ エス ・キ リス1トのみ 名 によ り申 しあ げ

ます。 ア ー メ ン。
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基督イエスーその言葉と意味

七十入第一定員会会長会G・ ホーマー・ダラム

い最 近， 高 速道 路 で車 を走 らせ て い

つ たときのことです.、 台の車が傍ら

を追 い越 して いき ま した。 バ ンパー に目 を

や る と一 風変 わ っ た ステ ッカー が張 りつ け

て あ り， 「人類 を救 え」 と書 かれ て い ま し

た。 近頃 いろ いろ な種 類 の バ ンパ ー ステ ッ

カ ー を見 かけ ます が， これ を見 た と き， 私

はふ と根 本的 な もの， 「救 い」とい う言葉 に

っ いて考 えさせ られ ま した。 私 は救 いの計

画 につい て考 え ま した。 次 に学 問 の世 界 に

思 いを巡 らせ， 歴 史 の中 に はいわ ゆ る 「救

世 主」 が数 多 く見 られ る とい う， ア ー ノル

ド ・トイ ンビー博士 の指 摘 につ いて考 え ま

した。私 た ちは，真 の救 い を もた らす お方

は ただ ひ と り， 主 イ エ ス ・キ リス トで ある

ことを知 って い ます。 この教 会 は イエ ス ・

キ リス トの教会 で あ り，私 た ちは イエ ス ・

キ リス トの み名 を引 き受 け て います 。

普 通，イエ スがキ リス トであ る と証 す る と

き，それ は どの よう な意味 な ので しょ うか。

もちろ ん，大切 なの はみ た まの証 です 。しか

し 「イエ ス」 およ び 「キ リス ト」 と い う言

葉 には， 一体 どの よ うな意味 があ るの で し

ようか。

このふ たつ の言葉 の意 味 を簡 単 に調 べ て

お くこ どは，特 に最 近 の若 い人々 にと って

孝斐に立 つ と、思い ます。

「オ ック スフ ォー ド英語 辞典 」 によ ると，

英 語 の 「イ エ ス」 とい う言葉 は中期 英 語 か

ら登場 し，その源 をた どる と ラテ ン語 の 「イ

エズ ス」 を経 て， ギ リシ ャ語 の 「イエ ソ ウ

ス」 に至 り， さら にヘ ブル語 また は アラム

語 の 「エ シ ュア 」 や 「ホ シ ュア」 に まで さ

かの ぼ り， その語 源 は 「ヨシ ュア」 にあ る

と して い ます。同 辞典 によれ ば，「ヨ シュア」

と い う言 葉 は 「ヤハ ウェ」 の 「ヤハ 」 に由

来 し， 「エ ホバ は救 い」の意味 で あ る とされ

て い ます。 この よ う に 「イエ ス」 と いう言

葉 は，「救 い主」とい う言 葉 と同 じ意 味 を持

って い る ことが わ か ります。 エル サ レム に

あ るヘ ブ ライ大 学 の デ ビッ ド ・フル ッサ ー

博 士 は， 簡潔 に こう述 べ てい ます。 「『イ エ

ス』 はヘブ ル名 『ヨシ ュア』 がギ リシ ャ語

に一般 化 した もの で ある。」(「ユダ ヤ百科 事

典 」1971年 ，10：10)

「ウ ェブ スター20世 紀 新 英大 辞典 」 には

比較 定義 が あ り， ヘ ブル語 の 「ヨ シュア」

に語 源 を持 つ ラ テ ンーギ リシ ャ語 の派生 語

は， 文字 通 り 「エ ホ バの助 け」 とい う意 味

で あ る と説 明 され て い ます。 しか しさ らに

同辞 典 で は， この 言葉 は 「主 な る神 」 す な

わ ち助 け救 う ことの で きる御方 とい う意味

の ヘ ブル語 か らも来 てい る とあ ります。 こ

の 意味 か らす る と， 「イ エ ス」とい う言 葉 は

単 に 「神 は助 け」 とい う こと にな ります。

で は， どの よ うにす れば あの バ ンパ ー ステ

ッカ ーが 言 う よう に 「人類 を救 え」 るの で
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し ょうか。辞 書 と福 音 が その答 えを与 え て

くれ ます。

「キ リス ト」 とい う言葉 はど うで しょう

か。 これ も また， 中期 英語 か ら使用 され る

よう にな り， ラ テ ン語 の 「ク リスタ ス」 を

経 て ， ギ リシャ語 の 「ク リス トス」 にさ か

のぼ ります 。 この 「ク リス トス」は， 「油 を

注 ぐ」 と い う動詞 の過去 分詞 形 が名 詞化 し

た もの で， 「油注 が れ た者」 の 意味 で す。

ウ ェブ スタ ーの辞典 に よ ります と，「キ リ

ス ト」 と い う言葉 は元来 イエ スの称 号 だ っ

た とあ ります。 したが って 英語 にお いて は，

ジェー ム ズ ・E・ タル メ ー ジ長 老 が その著

書 の題 名 に用 いた よ うに， 「基督 イエ スJと

す るの が正 しい使 い方 で し ょう。言 葉 の慣

用 法 と啓 示 に よ り， この ふた つの言 葉 が結

合 して ひ とつ の神 聖 な貴 い名 前 とな った の

です 。

タル メー ジ長 老 は この ふた つの言 葉 を，

次 の よ う に定 義 し て い ま す。 「『イ エ ス』

(Jesus)は 救 い主 の個 人名 で あ って， こ の

発 音 はギ リシャ語 に由来 して い る。 … …原

語 で は， この名 が 『エ ホバ の助 け』 また は

『救 い主 』 の意味 で ある こ とが よ く理解 さ

れて い た。J

タル メー ジ長 老 は次 の よ うに強調 して い

ます 。 「『キ リス ト』 とは神聖 な称号 で あ っ

て， 決 して普 通 の ……， あ りふれ た名 前 で

・な い。 キ リス トとい う称 号 は元 来 ギ リ

シャ語 か ら出 た言葉 で， ヘブ ラ イ語 のメ シ

ヤ に相 当 し， 『油 注 がれ た もの』とい う意味

で あ る。」(「基督 イエ ス」pp.40-41)

現在 入 手 で き る資料 で， 「イエ ス ・キ リス

ト」 とい う聖 な る名 前 が最初 に出 て くる の

は ど こで し ょうか。 かつ て ケ ンブ リ ッジ大

学 特別 名 誉教 授 で あ った ジ ョセ フ ・アー ミ

テ ィ ッジ ・ロ ビ ンソ ン博 士 は， 「テサ ロニ ケ

聖徒 の道/1984年7月 号

人 へ の第 一 の手紙 」 の最初 の節 であ ろ うと

言 って い ます。(『イエ ス』「ブ リタニ 却百科

事典 」 第11版 ， 第15巻)十 字架 上 におけ る

キ リス トの死 か ら約20年 後 ，今 日私 たち の

目に触 れ る この手紙 を， テ サロ ニケ人 た ち

が受 け取 っ た ときの衝 撃 を想像 して みて く

ださ い。 「パ ウロ と シル ワノ と テモ テか ら，

父 な る神 と主 イ エス ・キ リス トとに ある テ

サ ロニ ケ人 たちの教 会 へ。」(1テ サ ロニ ケ

1：1)

「父 な る神 」 とい う言葉 と 「主 イエ ス ・

キ リス ト」とい う言葉 が， 「と」とい う接 続

詞 で分 け られて いる こ とに注意 して くだ さ

い。これ は 当時 の人 々 が，予 言者 ジ ョセフ ・

ス ミス に よって 回復 され た よう に， 天父 と

御 子 が別 々 のお方 であ る と信 じて いた こ と

を示 す もの です。

マ ル コに よ る福 音書 の最 初 の節 も， 深 い

意 味 を持 つ歴 史的 記述 と して力 強 く迫 って

き ます。

「神 の子 イエ ス ・キ リス トの福 音 の は じ

め 」 とあ ります。

愛 弟 子 ヨハ ネ に よる福音 書 は， さ らに雄

弁 に物 語 って い ます。 ヨハ ネは先 駆者 バプ

テス マの ヨハ ネ に よる証 を，次 の よう に記

録 しま した。「そ の翌 日，ヨハ ネ はイ エ スが

自分 の方 に こ られ る の を見 て 言 っ た， 『見

よ，世 の罪 を取 り除 く神 の小 羊 。』」(ヨ ハ ネ

1：29)

「人類 を救 え」 で すか?そ れ な ら 「見

よ，世 の罪 を取 り除 く神 の子羊 」 と言 った

バ プ テス マの ヨハ ネの証 を思 い出 して くだ

さ い。

人類 の救 い主 は， どの よ うに して この世

の名前 を得 られ た ので しょ うか。 啓示 に よ

って で す。 ナザ レの ヨセ フに， 主 の使 いが

夢 の 中 で現 われ， こ う言 いま した。
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「ダ ビデの子 ヨセフ よ
，心 配 しな いで マ

リヤ を妻 と して迎 え るが よい。 その胎 内 に

宿 って い る ものは聖 霊 に よる ので あ る。 彼

女 は男 の子 を産 む であ ろ う。 その名 をイ エ

ス と名 づ けな さ い。 彼 は， お のれ の民 をそ

の もろ もろの 罪か ら救 う者 とな るか らで あ

る。」(マ タ イ1：20-21)

マタイ に よる次 の記録 か ら，辞書 に あ る

イ エスの名 前 の意味 が確 認 され ます。「その

名 をイ エス と名づ け な さい。彼 は， おの れ

の民 を その も ろ もろの罪 か ら救 う者 とな る

か らで ある。」(マ タイ1：21)

マ リヤ も幼 な子 の名 前 に つ いて み使 い か

らお告 げを受 けた こ とが ， ル カ伝 に記 され

て い ます。

「す る と御使 が言 っ た
， 『恐 れ る な， マ リ

ヤ よ， あ なた は神 か ら恵 み をい ただ いて い

るので す。 見 よ， あな た はみ ご も って 男 の

子 を産 む で し ょう。 その子 をイ エ スと名 づ

けな さ い。」(ル カ1：30-31)

ル カ伝 に はさ ら に， この幼 な子 の正 式 な

命 名 は生後8日 目 に行 な われ た こ とが記 さ

れ てい ます。

「受 胎 の まえ に御 使 が告 げた とお り
，幼

な子 をイエ ス と名 づ け た。」(ル カ2：21)

この よ うに して「神 は助 け」 「油 注 が れ た

者 」「約 束 され た メ シヤ」とい う意味 を持 つ

この名 が，世 に もた らされ たの で す。

今 か ら30数 年 前， ア ー ノ ル ド ・トイ ン

ビー博 士 はか つて 見 られ なか っ たほ ど広範

囲 にわ たる歴 史研 究 を ま とめ ま した。 彼 は，

人類 が 「様 々 な救世 主 」 を求 め るの は 「逃

避」 の ため であ る と し， この救世 主 を4つ

に分 類 じま した。 第1は 「創 造 の天才 」 と

して の 救 世 主 ， 第2は 「剣 を 持 っ た 救 世

主 」，第3は 「タイ ムマ シー ンを持 った救 世

主 」 つ ま り理 想郷 や実在 した こ との な い古
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代 社会 を夢見 る救 世 主 の こ とであ り， 第4

は 「王 の仮面 をか ぶ った哲学 者Jと して の

救 世 主 です。 しか し， これ らの救 世 主 が す

べて不 適 格 で あ った こ とは， 歴 史 が証 明 し

ま した。 そ して最 後 に トイ ン ビー博 士 は，

「受 肉 した神 」 と して 主 イエ ス ・キ リス ト ・

を あげ， 次 の よ うに言 ってい ます。

「…… 実際
，救 い主 に つい て概 観 した最

終 的 な結 論 は次 の よ う にな り ます。 私 た ち

が この調査 を開始 した ときは， おび ただ し

い数 の群 衆 の 中 にい ま した。 しか し， 先 へ

進 む につれ て， 共 に行進 す る人々 は一 団 ず

つ姿 を消 して い き ました。最 初 に姿 を消 し

た の は剣 を とる人 々で す。 その次 は過 去 や

未 来 の 時代 に理 想 を追 う人々， 次 は哲 学 者

で した。 こ う して つ い に， 残 っ たの は神 々

だ け とな りま した。 … … そ して今 ，私 たち

が ふ と立 ち止 ま り， 行 く手 の岸 に じっ と 目

を注 ぐ と， 大 きな流れ の 中か らただ ひ と り
またた

の お方 だ けが丘 に上 り， 瞬 く間 に私 た ちの

眼前 に立 ち はだか ったの です 。 あ そこ にお

られ る方 こそ誠 の救 世 主 ……。」(「歴 史 の研

究」 第1巻 一第5巻 縮約 版 ，D・C・ サマ

ヴェル編 ，p.547)

私 た ちは， この 救世 主 こ そ，主 イエ ス ・

キ リス トであ る こ とを知 って い ます。私 は

これ まで受 けた数 多 くの経 験 か ら，主 が ま

さに 「助 け」 で あ り， 真 の救 い主 で あ る こ

とを心 か ら証 で き ます。御 子 が命 じ られ た

よ うに， 祈 りの中 で天 父 に近 づ くな ら ば，

門 は開 か れて助 けが与 え られ ，私 た ち は恐

れ る こ とな く この 人生 を進 ん で行 くこ とが

で きるの です。 あ らゆ る人々 が，創 世 の 以

前 に選 ば れた お方， 基 督 イエ スの 重要 性 を

知 る こ とがで きます。 これが私 の信 仰 であ

り証 で す。 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り

申 しあげ ます 。 アー メ ン。



永遠の家庭を築く

十二使徒定員会会員 卜一マス・S・モンソン

イ
セ

エス は今 日私 た ちが聖 地 と呼 ん でい

る町 や村 の ほ こ りだ らけの道 を歩 ま

れ，美 しい ガ リラヤ の そば で弟 子 た ちに教

え を説 かれ ましたが ， その とき主 は， 人々

にわ か りや す い言葉 で よ くた と えを使 っ て

話 され ま した。 そ して 聞 いて い る人々 の生

活 に言及 して， 家庭 を築 く こと につ いて た

び たび語 られ ま した。

イエ ス は言 われ ま した。「内部 で分 れ 争 う

・家 は立 ち行 かな い。」(マ タ イ12：25)

「見 よ
， わが家 は秩 序 の家 に して混乱 の家

にあ らず。」(教 義 と聖 約132：8)

1832年12月27日 ， オハ イ オ州 カー トラ ン

ドで予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス を通 して与 え

られ た啓示 の中 で， 主 は次 の よ うに言 われ

ました。「汝 ら組織 して必 要 な る物 を こと ご
しか

とく調 え よ。 而 して，祈 りの家 ，断 食 の家 ，

信 仰 の家 ， 学問 の家 ，栄 光 の家 ，秩 序 の家 ，

神 の家 な る一 つの家 を建 つべ し。」(教 義 と

聖 約881119)

人 が永 遠 に至 る まで住 む家 庭 を上 手 に，

しか も正 し く建 て る うえ で， これ ほ ど適 切

な青 写真 がほ か にあ るで しょうか。

その よ うな家 はマ タイ伝 に与 え られ て い

る建 築規 定 にかな う， 岩 の上 に建 て られ た

家 で(マ タイ7124参 照)， チ ャレ ンジの 多

い この世 の いた る所 に見 られ る逆境 の雨 や，

敵対 感 情 の大洪 水 や， 疑惑 の嵐 に も耐 える

こ とので きる家で す。

「しか しあの啓 示 は神殿 を建 て る ときの

もの で す。今 で も通 用 す るの で し ょうか」

と言 う人 が い るか もしれ ませ ん。

それ に対 して使 徒 パ ウ ロは 「あ なた がた

は神 の宮 で あ って，神 の御霊 が 自分 の うち

に宿 っ てい る こ とを知 らな い のか」(1コ リ

ン ト3：16)と 答 えて い ます。

ここ で これ らの建築 規 定 を ひ とつず つ考

察 して みれ ば，主 なる家 造 り， この世 の造

り主， 主 な る救 い主， すな わ ちイ エス ・キ

リス トか ら与 え られ た教 えを もっ とよ く認

識 す る こ とが で き る と思 い ます。

この青 写 真 は， 私 た ちの家 が まず祈 りの

家 で な けれ ばな ら ない と言 って い ます。 主

は言 われ ま した。「また祈 る時 には，偽 善 者

たち の よう にす る な。 彼 らは人 に見 せ よう

と して… …祈 る こ とを好 む。 … … あな たは

祈 る時 ， …… 隠 れ た所 にお いで に なる あな

たの父 に祈 りなさ い。 … …(ま た)… … く

ど くど と祈 る な。 … … あな たが た は こう祈

りな さ い。天 にい ます われ らの父 よ， 御名

が あ が め られ ます よ うに。御 国 が き ますよ

う に。 み ここ ろが天 に行 わ れ る とお り，地

に も行 わ れ ます よ うに。 わ た した ちの 日ご

との食 物 を， き ょう もお与 え くだ さい。 わ

た した ちに負債 の ある者 をゆ る しま したよ

う に， わ た したち の負債 を もおゆ る しくだ

さ い。 わた したち を試 み に会 わせ ない で，

悪 し き者 か ら お救 い く だ さ い。」 、(マタ イ

6：5-7，9-13)

この部分 の青写 真 は， 幼 い と きか ら子供
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たち に教 え るこ とがで きます。 私 たちの長

男 が3歳 ぐ らい の ときの こ とで す。私 たち

と一緒 にひ ざ まず いて夕 べ の祈 りを捧 げて

い ま した。 当 時，私 は ワー ド部 の監督 を し

て いま した が， ワ ー ド部 の マ ーガ レッ ト ・
がん

リスタ ー姉 妹 が癌 で危 険 な状 態 にあ り まし

た。私 た ちは毎晩 リス ター姉 妹 の ため に祈

ってい たの です が， あ る晩， 長 男 の番 に な

りま した。 ところ が彼 は，祈 り言葉 と童話

の物語 を混 同 して こ う言 った ので す。「天 の

お父様 ， リス ター姉妹 とヘ ン リー ・ペニ ー

ち ゃん と， に わ と りの な め ど りち ゃん とほ

かの お友達 をみん な祝 福 して くだ さい。」そ

の晩， 笑 う こと は控 え まし た。 と ころ があ

とで姉妹 が完全 に快 復 され，私 た ちは謙遜

な気持 ちに させ られ ま した。 子供 の祈 りを

軽 ん じて は な りませ ん。 なぜ な ら子供 たち

は， つ い最 近 まで天 父 のみ もとに いた か ら

で す。

私 た ちの家 を祈 りの家 に しま し ょう。

私 た ちの家 は， 断 食 の家 で なけ れば な り

ません。 この部分 の青 写真 は， イ ザヤ書 に

「ま こ との 断食 」 と題 して よく表 わ され て

います。

「わ た しが選 ぶ とこ ろの断食 は……

飢 えた者 に， あ な たのパ ンを分 け与 え，

さす ら える貧 しい者 を， あ なた の家 に入 れ，

裸 の者 を見 て， これ に着 せ， 自分 の骨 肉 に

身 を隠 さな いな どの事 で はな いか。
あかつき

そ うすれ ば， あ なた の光 が暁 の よ うに あ

らわれ 出て， あな た は， す み やか に いや さ

れ， あな たの義 はあ なた の前 に行 き， 主 の

栄光 はあ なた の しんが りとな る。

また， あな たが呼 ぶ とき，主 は答 え られ，

あな た炉叫 ぶ と き， 『わ た しは ここ にお る』

と言 われ る。 もし， 一…

飢 えた者 にあ なた のパ ンを施 し，苦 しむ

者 の願 いを満 ち足 らせ るな らば， あな たの

光 は暗 きに輝 き， あ なた の やみ は真昼 の よ
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うにな る。

主 は常 にあ なた を導 き， 良 き物 を もって

あなた の願 い を満 ち足 らせ， …… あな たは

潤 った園 の よ うに， 水 の絶 えな い泉 の よ う

にな る。」(イ ザ ヤ58：6-11)

私 た ちの家 を断 食 の家 に し ま しょう。

私 た ちの家 は信 仰 の家 で な けれ ばな りま

せ ん。ヤ コブ は言 い ま した。「あ な たが たの

う ち， 知 恵 に不 足 して いる者 が あれ ば， そ

の人 は， とが め もせ ず に惜 しみ な くす べて

の人 に与 え る神 に，願 い求 め るが よ い。 そ

うす れ ば，与 え られ る であ ろ う。 ただ， 疑

わ ない で，信 仰 を も って願 い求 め な さい。

疑 う人 は，風 の吹 くま まに揺 れ動 く海 の波

に似 て い る。」(ヤ コブ1：5-6〉

断 固 とした信仰 を実際 の生 活 に応用 した

例 は， 二一 フ ァイ の態度 とそ の人 の心 に奮

い 立た せ るよ うな言葉 の中 に 見 られ ます。

彼 は言 い ま した。「私 は主が命 じた もうた こ

とを行 って行 う。」(1二 一 フ ァイ3：7)

彼 はた め らう ことな く信 じ ま した。今 日で

も， これ に あて は まる ケー スが あ るの では

ない で し ようか。

前 の ことで す が， ヒュー ・B・ ブラ ウ ン
r副 管長 に同行 して サモ ア伝 道 部 に行

った と

きの こ とで す。 ア メ リカ領 サモ ア の会 貝 や

宣教 師 たち が，厳 しい干 ば つで これ以上 日

照 りが続 け ば給水 が 止 ま り， 礼拝 堂 や学校

を閉鎖 しな けれ ば な らな くな る と教 えて く

れ ま した。 そ して， そのた め に共 に祈 りを

捧 げ るよ う頼 まれ ま した。

パ ゴパ ゴの飛行 場 か らマプ サ ガの学校 ま

で の道 か ら， 干 ば つの 爪跡 が よ く見 て とれ

ま した。太 陽 は容 赦 な く照 りつ け， ま っ青

な空 には雲 ひ とつ あ りませ ん で した。 集会

が始 ま るこ とを会 貝 た ちは とて も喜 んで い

ま した。開会 の祈 りを捧 げ た人 は，私 たち

が期 待 され る雨 を もた らす のを知 って いた

かの よ うに，私 たち が無事 に到 着 した こ と



を天父 に感 謝 しま した。そ して，ブラ ウ ン副

管長 が 話 す ころ にな る と， 太 陽が雲 でお お

われ てい き ま した。 雷 鳴 が聞 こ え， いな ず

まが見 え たか と思 うと， 天 が開 き， 雨 が 降

り出 し ま した。 干 ば つは終 わ っ たの です。

後 日， 飛 行場 で西 サモ ア に向 か う準備 を

して いた ときで すが，小 さな飛 行機 のパ イ

ロ ッ トが， 地上 整備 員 に向か って こう言 う

の が聞 こえ ま した。「これ は今 まで にな い異

常天 候 だ。 マ プ サガ にあ るモ ル モ ン教会 の

学校 の上 空 以外 は雲 ひ とつな い。不 思議 な

こ とだ」 と。

「教会 につ い て教 え るよ いチ ャ ンスで す

ね」 と副 管 長 が言 わ れた ので， 私 はさ っそ

くそ うい た し ました。

確 かに私 た ち の家 は信 仰 の家 です。

私 たち の家 を学 問 の家 に し まし ょ う。 主
よ ふみ

は言 われ ま した。「汝 ら最 も善 き書 よ り智 恵
まさ

あ る言 葉 を探 し求 め よ。 また正 に研 究 と信

仰 とに よ りて学 問 を求 むべ し。」(教 義 と聖

約881118)ま た こう勧告 して お られ ます。

「わ た し に学 びな さ い
。 そう すれ ば， あ な

たが た の魂 に休 み が与 え られ るで あ ろう。」

(マタ イ11：29)学 問 の探求 で これ ほ ど深

遠 な報 い を約 束 して いる もの は ほか にあ り

ませ ん。

私 たち の家 を学 問 の家 に し まし ょう。

私 たち の家 は栄光 の家 とな るべ きです。

そうす る ため に私 た ち は神 に対 して正 直 で

あ り， ほ かの 人々 に対 して公平 であ り， ま

た 自分 に正 直 で なけ れば な りません。 行 な

い と心 は ひ とつ でな けれ ば な らな いので す。

マー ク ・トウ ェイ ン として知 られ るサ ムエ

ル ・ク レメ ン スは， ハ ッ クル ベ リー フィ ン

を通 して大 切 な こ と を教 えて いま す。

「身震 い した。 これ まで の よ うな 自分 に

な るの をや めて， 良 くな るこ とが で きな い

か な と思 って祈 っ てみ よ う と思 ったの さ。

ひ ざ まず いた まで は よか った が，言 葉 が 出
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て こな い。 どう した か って?神 様 に隠 し事

を し よう と した って むだ な こ とさ。 ど うし

て言 葉 が出 て こ ない のか 自分 に はち ゃあ ん

とわか っ て いたの さ。 そ れ は 自分 に二 心 が

あ った か ら さ。 も う罪 を犯 さな い ような 、言・

りして い て，心 の奥 底 で は一番 罪深 い こと

を して い たの さ。 口先 で は正 しく きれい な

事 をす る と言 い なが ら， 自分 の奥深 くで は，

それ が嘘 だ とい う ことが わ か ってい たの さ。

神 様 もそれ を知 って いた ん だ。嘘 を祈 った

って だめ な こ とが わ か った の さ。」

あ る人 の言葉 に こうあ りま した。 「節 操，

それ は宝 だ。」節 度 を もって常 に良 き物 を求

め る こ とに よ り，私 た ちは栄光 の家 を確実

な もの とす る ことが で き ます。

私 たち の家 は秩序 の家 で なけ れば な りま
あめ

せ ん。 「天 が 下 の すべ ての 事 に は季 節 が あ

り，す べ ての わ ざ には時 が ある」(伝道3：

1)と 伝 道 者 は言 って い ます。 これ は真実

で す。 家族 の時，働 く時， 学 ぶ 時，奉 仕 の

時， 憩 い の時， 自分 の時， そ して何 もの に

も増 して， キ リス トの ため の時 を設 け ま し

ょ う。

そ う した な らば，私 た ちの家 は秩 序 の家

にな ります。

最 後 に， 私 た ちの 家 を神 の家 にし まし ょ

う。 清 い心 ， 高貴 な 目的 ，何 で も進 ん で し

よ う とす る心 ， 人の た め に助 け とな ろう と
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い う気持 ち な どはす べて， 神 の家 の一部 を

なす もの です。 神 は私 たち を ひ と りで苦 労

させ られ ませ ん。私 た ちを助 けよ う と， い

つ も備 えてお られ るので す。

だ いぶ前 の ことで すが， 私 は伝 道部 長 と

して召 され，400人 を越 える宣教 師 と親 し く

交 わ る特 権 を与 え られ ま した。 ひ と り， ひ

どい病気 にか か った宣教 師が いま した。数

週 間 の病 院 生活 の後 に，複 雑 な手 術 を手 が

ける段 に な り， 医 師 が，彼 の両 親 を呼 び寄

せ る よ うに と言 い ました。 助 か らない可能

性 が ある か ら とい うこ とで した。

両 親 が来 ま した。 あ る晩遅 く父 親 と私 は

カナ ダの トロ ン トの あ る病 院 の一 室 で， こ

の若 い宣教 師 の頭 に手 を置 き， 祝福 を授 け

ま した。 それ か ら起 こ った出 来事 は私 に と

って強 い証 とな りました。

そ の宣 教 師 の病室 は6人 用 の部屋 で した。

ほか のベ ッ ドに は異 な った病気 の人 た ちが

い ました。 手術 が行 なわ れ る朝 ， そ の宣教

師 の ベ ッ ドは空 にな って い ま した。 看護 婦

が朝 食 を運 ん で きま した。最 初 の ベ ッ ドに

いる人 の所 に行 っ て，「け さ は，卵 を少 し余

分 に持 って き ま した よ」 と言 い ま した。

第 一 のベ ッ ドの人 は， 芝刈 り機 で けが を

した人 で した。 つ ま先 を けが した ほ かは健

康 な人 で した。 「今 朝 は食べ ませ ん」とその

人が 言 い ま した。

「い いわ
， そ の分2番 目のベ ッ ドの お友

達 に差 しあ げ るか ら。」看護 婦 はそ う答 え ま

した。

す る と2番 目の病 人が 言 い ま した。「今 朝

は食 べな いで お こ う と思 う。」

5人 と も朝 食 を拒 み ま した。 と う とう看

護婦 が音 をあ げ ま した。「いつ もた くさん 食

べ る人 た ちが， き ょうは全 然 食 べた が らな

いな んて， 一体 ど う した こ とで し ょう。」

6番 目のベ ッ ドの人 が答 え ました。「3番

目の ベ ッ ドが空 いて いる で し ょう。 今 手術
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を して るん です よ。彼 に は助 けが必 要 な ん

です 。彼 は教 会 の宣教 師で， この病 室 に い

る間 に教会 の原 則 につ いて話 して くれ ま し

た。祈 りの 原則 や信 仰 の原 則， 断食 の 原則 ，

それ らに よ って 主 に祝 福 を求 め るこ とが で

きる こと をね。 モ ルモ ン教会 の こ とにつ い

て はあ ま りよくわ か らな い けれ ど， あの人

につ いて は よく知 って い ます。 彼 の ため に

き ょうは断 食 して い るん です。」

手 術 は成功 しま した。治療 費 を支 払 う段

に な って， 医 師 は こう言 い ま した。 「受 け

取 っ た ら私 は 不 正 を して い る こ とにな り

ます 。 自分 の 手 が 自分 以 外 の 力 で導 か れ

て い る よう な思 いを しな が ら手 術 を した の

はこれ が初 め てで す。 どな たか高 い所 にお

られ る方 が文字 通 り助 け て くだ さ ったん で

す ね。 そ ん な手 術 に対 して お金 はい ただ け

ませ ん よ。」

それ こそ神 の家 で す。

これ こそ私 た ちの建 築計 画 で す。私 た ち

は永 遠 の家 ，神 の 宮 の建 築 士 な ので す。(1

コ リ ン ト3116参 照)

「汝 ら組 織 して必要 な る物 をこ と ごと く

しか

調 えよ。而 して，祈 りの家 ， 断 食の家 ，信

仰 の家 ，学 問 の家 ，栄 光 の家， 秩 序 の家，

神 の家 なる一 つ の家 を建 つ べ し。」(教 義 と

聖約881119)

そ して 主 は， かつ て ソ ロモ ンに現 われ て

言 わ れ た よう に，建 築 検査 官 と して こう言

われ る こ とで し ょう。「わた しはあ なた が建

て た この 宮 を聖 別 して， わ た しの名 を永 久

に そ こに置 く。 わ た しの 目 と， わ た しの心

は常 にそ こに あるで あ ろ う。」(列 王 上9：

3)

私 た ちが この神 聖 な青 写真 に従 う ことが

で き ます よう に。 そ して永遠 の 家 を建 て る

有 能 な建 築士 とな る ことが で き ます よう に。

イ エ ス ・キ リス トのみ名 を通 して 申 しあ げ

ます 。 アー メ ン。



1983年 度統計報告
大管長会秘書

フランシス・M・ギボンズ

大
管 長会 は，1983年12月31日 現 在 の教

会 の発 展 と状況 に関 す る統計 記録 を

以下 の よ うに発表 し ました。(会員数 は大会

まで に提 出 され た1983年 度報 告 書 に よる概

算)

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

1，458

ワ ー ド部数

343

178

ス テー キ部 内の支 部数

9，329

2，641
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伝 道部 内の支 部数2，024

(1983年 度 内 に，66の ス テー キ部 と378の ワ

ー ド部 お よび支部 が増加 した こ とに なる)

ワー ド部 また は支 部 の

組 織 され て いる国90

ワー ド部 また は支 部 の組 織 されて い る

準州 ，植 民地， 属領17

教会員数

教会員総数

(1983年 度 末現 在)

1983年 度内の会員数の増加

子供の記録の増加

5，400，000

子供 の バ プ テス マの数

112，000

改宗者のバプテスマの数

69，000

一 般 統計

出 生率(1，000人 当 た り)

結婚 率(1，000人 当 た り)

死亡 率(1，000入 当 た り)

189，419

24.5

11.1

神権者

執事

教師

祭司

長老

4.0

七十人

大祭司

229，000

169，000

335，000

444，000

32，000

宣教師

専任宣教師

190，000

26，565

系 図

1983年 度 内 に神 殿 エ ン ダウ メ ン トの た めに

処理 した名 前 の数4，288，303

聖徒の道/1984年7月 号

神 殿

1983年 度 内 に執行 され た エ ンダ ウ メン ト数

生者

死者

5，116

4，β64，928

儀 式 を行 な って い る神 殿25

建 築 中， ま たは計 画 中の神 殿17

年 度 内 に閉鎖 した神 殿1

1983年 度 内 に6つ の神 殿 が 献 堂 さ れ，

1984年 度 中に も6つ の神 殿 が献 堂 され る予

定 で す。(問題 が生 じた場 合 ，献 堂 が1985年

に延期 され る神殿 も出 て き ます)

教 会 教育 制 度

1982-83年 の在 席 者数

セ ミナ リー， イ ン ステ ィテ ユー ト

(特別 プ ログ ラ ムを含 む〉389，258

教 会 経 営 の学校 ， 大学 ， 生涯 教育 …68，707

福祉活動

社会福祉課の援助を受けた人

有給の職業に就いた人

・118
，672

労働奉仕日数累計

25，460

倉庫からの監督の注文

339，375

305，891

昨 年4月 以降 に死 亡 した著名 な会 員

十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 マ ー ク ・E・ ピー

タ ーセ ン母 老， 十 二使徒 評 議 員会会 員 ハ ワ

ー ド・W・ハ ンター長 老 夫人 クラ ラ ・メ イ ・

ジェ フス ・ハ ンター， 元管 理 監督会 副 監督

故 カー ル ・W・ ビ ュー ナー夫 人 ル シール ・

サ ～ マ ン ・ビ ューナ ー，元 管理 監督 会 副監

督 故 ジ ョン ・ウ ェル ズ夫人 マー ガ レ ッ ト ・

ア ン ・ニ ュー マ ン ・ウ ェル ズ， 前 中央扶 助

協 会書 記 ブ ラン シ ュ ・ブ ラ ック ・ス トダー

ド，前 中央 日曜学 校会 計 係 ポ ール ・ベ ンジ

ャ ミン ・.タナ ー。 戸
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「永遠の神が定めたもうた大計画
J

十二使徒定員会会員 二一ル・A・マツクスウエル

まい

吉 遙 な末 日の啓 示 を源 とす る偉 大 な祝同

福 の 中 に， 驚 嘆 すべ き救 いの計 画 と

いう重要 な福 音 の計 画 が あ ります。 これ は

幸福 を与 え る計 画，憐 みの 計画 と も呼 ばれ

ます。(ア ル マ42：5，8，15参 照)表 現 は

ど うあれ， これ はア ミュ レクが述 べて いる

「永遠 の神 が定 め た も うた大計 画 」(アル マ

3419)で あ り， これ な く して人 類 は こ と

ご とく滅 びて しまう ので す。

この計画 は， イエ ス ・キ リス トの福 音 の
ぜんぼう

全 貌 を見事 に表 わ した驚 くべ き例 と言 え ま

す。 さ らに，主 イエ ス ・キ リス トに対 す る

完 き信 仰 に至 る には，御 父 の救 いの計 画 へ

の完 き信仰 が必 要 とされ ます。

ブ リガム ・ヤ ング大 管長 は こう語 りま し

た。

「……救 いの計 画 を知 り
，神 のみ前 に通

じる道 をそ れず に進 む ため に は， 啓示 のみ

た まが一 人一 人 に なけ れば な らな い。」(「ブ

リガム ・ヤ ング説 教集 」9：279)

この計 画 は，非 常 に重要 で あ り， その内

に とどま るか否 か に よって 人 は見通 しを失

い， 悲惨 な状 況 に陥 るこ と にもな ります。

事実 ， 人類 の悲劇 の ほ とん どは，救 いの計

画 に対 す る無知 も しくは不従 順 の結 果 な の

です。 この世 にお け るそ う した悲劇 は， こ

の計画 に従 お う と しない限 り決 して やむ こ

とはない で し ょう。 この大 切 な知識 を私 た

ち に惜 しみ な くお授 け くだ さって い る主 が

こ の計 画 の 基 につ い て 「自由 に」(モ ー セ

6：58)教 え る よう に と言 われ た の はその

た めで す。

御 父 の この計 画 の中心 にお られ るの は，

一人類 の照 い主 で あ られ る イエ ス ・キ リス ト

で す。 しか し予 言 され て い るよ うに， 多 く

の人 た ちが イ エ スを「つ ま らぬ者 」(1二 一

ファイ19：9)と 判 断 し， また 「あ た りま

えの人 問 と思 」(モ ー サヤ319)っ て い ま

す。 た とえほ かの 人々 が イエ ス を否定 し，

見下 そ うと， 私 たち に とって イ エス は主 で

あ り救 い主 で す。兄 弟姉 妹 の皆 さん， 比較

の点 か ら言 えば， 人が私 た ちの こ とを どう

考 え るか はあ ま り問題 で は あ りませ んが，

私 た ちが主 を どの よう に考 える かは大 変 に

重要 な ことで す。 また人 が私 た ちの こ とを

いか な る人 物 か と言 う か も問題 では な く，

大切 なの は私 た ちが イエ ス を どんな お方 と

見 る か なので す。(マ タ イ16：13-17参 照)

た とえば，私 た ちは単 に イエ ス ・キ リス

トの偉 大 な神性 のみ な らず， そ の息 を のむ

ほ どの行動 力 と羊 飼 い と しての管 理 の範 囲

の広 さ を認 め，高 く評 価 して い ます。 復 活

され た イエ ス は， メ シヤ と して生 きた 中東

の地 を再 び 訪 れ， 続 い て ア メ リカ大 陸 の

人々 の も とへ(III二 一 フ ァイ11参 照)， さ ら

にほか の失 われ た 羊 の もとへ も行 かれ ま し

た。(III二 一 フ ァイ17：4参 照)
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主 は この思 いや りあ る計 画 の中 で， 人 の

子 らの ため にな る こ とで なけれ ば何 事 もな

され ませ ん。(II二 一 フ ァイ26：24参 照)主

は モー セや エ レ ミヤが述 べ た よ うに，私 た

ちが 「つね に さい わい で」 あ る よう に，絶

えず愛 を もって働 いて くだ さい ます。(申命

6：24。 エ レ ミヤ32：38-40も 参 照)主 の

偉 大 な計 画 の中 に あ って，主 の 「業 」と 「栄

光 」とは， 「人 に不 死不 滅 と永 遠 の生 命 とを

もた らす」(モ ーセ1：39)こ とで す。 この

よ うに， た と え私 たち が心 か ら神 を愛 す る

よ うに なっ て も， 最初 に愛 して くだ さ った

の は神 なの だ とい う こと を謙 虚 に肝 に銘 じ

な けれ ば な り ませ ん。(1ヨ ハ ネ4：19参

照)

さて， シェー ク ス ピアの 「この世 はすべ

て 舞 台で あ る」との言 葉(「お気 に召 す ま ま」

第2幕 第7場)は 大体 当を得 て い る と思 い

ます が，舞 台 は舞 台 で も劇 を演 じるた めの

舞 台 で はあ りませ ん。

この計画 とい う言葉 は， 父 と しての神 の

目的 の成就 ， す なわ ち この世 の舞 台 の上 で

混乱 し絶望 した人 々 が切望 して い る もの を

実現 す るこ とを確約 す る もので す。

「幸福 を与 え る計画 」 は
，私 た ち一 人 一

人 に不 死不 滅 の体 を約 束 す るの み な らず，

さ らに良 い人格 を持 っ た人間 へ と生 まれ変

わ る こ とも保 証 して くれ ます。「お お私 た ち

の神 の 計画 の偉 大 な こ とよ」(II二一 フ ァイ

9：13)と 述 べ た予 言 者 の言葉 は言 い得 て

妙 です。 エ ノク は， 目の前 に展 開 す る歴 史

と人類 の不 必要 な悲 劇 を見 て 涙 を禁 じ得 ま

せ んで した。(モ ーセ7：41参 照)し か し，

彼 は神 の計 画 の勝 利 も見 たの で す。別 の予

言者 が こう叫 んで い ます。

「……神 は
，われ らが亡 び ない よ うに… …

これ らの こ とを示 し… … われ ら自身 も愛 し

聖徒 の道/1984年 ア月号

た もう か ら… … ま た憐 みの心 が深 いので神

の使 た ちを われ らにつ かわ して …… われ ら

に も救 い の 計 画 を示 した も う。」(ア ル マ

24：14〉

天使 の訪 れ は近代 に も見 られ ま した。 そ

れ は，神 の救 いの計画 を再 び教 え， この世

で の生 活 が最終 的 な墓 場 とな るので は な く，

死 を も って人類 が消滅 しな い こ とを私 たち

に確 信 させ るた めで した。

アル マ は 「霊 も肉体 も一 し ょに みな消 え

て な くな って しま」(ア ル マ36：15)う か の

よ うな恐 ろ しい苦 しみの瞬 間 を経 験 しま し

た。 その とき， 「神 の 子 であ る イエ ス ・キ リ

ス トと言 う お方が ，世 の 人の 罪 を照 う ため

に この世 へ来 りた もう」(ア ル マ36：17)と

い う父 の予 言 を思 い出 します 。 そ して この

非常 に謙 虚 な状 態 にな った と きに， アル マ

は心 の 中 で こ う嘆 願 します。「神 の御 子 イ エ

スよ， … …私 を憐 み た まえ。」(ア ル マ36：

18)

こ う して 目的が 苦痛 に とって代 わ り， み

く らに まし ます神 を見 た思 いが した と きに

喜 び は失 意 を飲 みつ く し， アル マ は神 と一

緒 に いた い と思 った ので す。(アル マ36：22

参 照)

この 天 の家 への希 求 は， この世 で の生活

が どう意 図 され たか を考 え た とき に特 に現

実 味 をお びて きます。 兄弟姉 妹 ，結 局私 た

ち は美 しい景 色 や偉 大 な絵画 ， 音楽 に接 し

た と きに喜 び を覚 え ますが， それ は，過 去

に別 の場 所 で獲得 した本 能 の ひ らめ きにす

ぎ ない ので す。

しか しなが ら人生 は， 機会 と選 択 ， そ し

て祝 福 の略奪 を含 む，綿 密 に組 み立 て られ

た試 しと訓練 の場 とい うこ と も事 実 で す。

さ らに言 えば，避 けて通 る こ との で きな い，

必 ず通 過 しな けれ ばな らない道 な ので す。
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「通 過 」 す る とは何 と大変 な こ とで しょ う。

しか し過 ちを犯 しやす い私 た ち人 間 の た

め に， この憐 み の計 画 には過 ちを認 め て修

正 し， 中 断 され た進 歩 を回復 す る機会 も与

えられて い ます。

失 った もの を取 り返 し，精 練 す る場 は備

え られて い ます。 勇敢 なペ テ ロ は， ち ゅう

ち ょしたた め に渦 巻 く波 間 に沈 み か け ま し

たが， ど なた を 目指 して生 き るべ き かを知

って いて， 「主 よ， お助 けく ださ い」(マ タ

イ14：30)と 叫 びま した。 温厚 なモ ーセ は，

イ スラエル の民 の悪 と指 導 者 として の重圧

と闘 っ て い ま した。(民 数11：11，14，29参

照)ま た ニネ ベ に行 かず にタ ル シ シに行 こ

う と した ヨナ は やは りニ ネベ に行 く こと に

な りま したが， その こ とで思 い や りに関 し

て偉大 な教 訓 を得 ま した。 過 ちを犯 した オ

リヴ ァ ・カ ウ ドリ， マー テ ン ・ハ リス， そ

れ に トーマ ス ・B・ マー シ ュは，霊 性 を 回

復 し， 西 部 に渡 って再 び教会 に加 わ り，赦

しを得 ， 救 いの 計画 とそれ を宣 言 した末 日

の予 言者 た ちを支 持 して1み ず か らの悔 い

改 め を証 明 しま した。

兄 弟姉 妹 ， この よう に神 に最 も忠実 で 洗

練 された 人生最 高 の期 間 は， 往 々 に して最

も暗 い時期 の さ中， あ るい はす ぐあ とに来

る ものな の です。

したが って， まさ に主 の 訓練 の段 階 に あ

る人 が主 に対 して不 平 を言 うの は， 何 と皮

肉 な こ とで し ょうか。 この死 すべ き世 を信

仰 に よっ て歩 かね ば な らない と いう現実 に

怒 りを覚 える人 も同 じで す。 しか し，実 利

的 で しか も霊 的 であ った ブ リガ ム ・ヤ ング

大管 長 は こう言 い ま した。「事 実 を認識 す る

だけ では救 い に通 じる信 仰 は得 られ な い。」

(「ブ リガム ・ヤ ング説教 集 」p。154)
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また， あ ま りに も短 い この世 で の生 活 で

す か ら， 通過 す る ため の決 まった ルー トが

い くつ かあ る はず です。 楽 な ルー トや大変

なル ー ト， ま た短 いル ー トや長 いル ー トも

あ ります。 したが って， た とえ信仰 を もっ

て して も，私 た ちは大 胆 に もこれ らすべ て

のル ー トを， 常 にすべ て の人 に対 して ふさ

ぐこ とはで きませ ん。 また完全 な，永 遠 に

わ た る ビジ ョンが あれ ば， 決 して そう は し

な いで しょ う。

記 憶 の あ る部分 を制 限 され て い る私 た ち

は，世 の初 め か ら終 わ りまで を見 る こ とは

で きませ ん。 しか し神 には それ が おで き に

な ります。 一 方私 たち は今 ， 右 も左 もわか

らな い状 態 と言 え ま し ょう。 しか し その よ

うな 中 にあ って， た とえ 自分 の 身辺 で起 こ

って い る こと一 つ一 つ につ いて 説 明で きな

く と も，神 が私 た ち一 人一 人 を完全 な状 態

で愛 して くだ さっ て いる こ とは よ くわ か り

ます。(1二 一 フ ァイ11：17参 照)

この まゆ の よう な この世 の教室 の中 で，

私 たち の視 野 はさ えぎ られ て い ます。唯 一，

「永遠 の神 が定 め た も うた大 計 画」 に対 す

る信仰 と知 識 が 与 え られて いるだ け なの で

す。

した が って， 救 い の計画 に関 す る キ リス

トの教 義 は， ま さ しく私 た ちの行 く手 を照

らす導 きの聖 典 と言 え ま し ょう。 主 の福 音

の ガ ー ドレー ル は まっ す ぐで狭 い道 にそ っ

て伸 びて お り， 道 をそれ よう とす る私 た ち

を押 し戻 し，守 り，と きに は揺 さぶ りをか け

て私 た ちの霊 の 目を開 かせ て くれ ます 。

この偉 大 な計画 は，抽 象 的 な神 学 よ りむ

しろ， 日常生 活 に目 を向 け させ ます。 そ の

真 理 は，私 た ちが 自分 自身や ほ かの 人々，人

生， 主， そ して宇宙 に対 す る見 方 を決 め る

きわ めて重 大 な もの です。 また，赤 子 ，死 ，
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世 の誉 れや 賞賛 に対 す る考 え方 に も同 じよ

うに影響 を及 ぼ します。 救 いの計画 は事 物

の意味 を知 る源 と して 主要 な もの で あ り，

どの よ うな試練 にあ って も私 た ちを守 り，

育 てて くれ るので す。

この計 画 の真理 と， それ に従 った結果 を

考 え る とき，私 た ち は偉 大 な書 物 とつ まら
ふくしゆう

な い広告 ，復 讐 と正義 ，怒 りと義 憤 ，快 楽

と幸福 の違 いを知 るこ とがで き ます。

この よう に， 神 の救 いの計画 を理 解 すれ

ば， 人 生 に おけ る喜 びや努 力， 苦 しみ と訓

練， そ して忍 耐 の経験 は， 私 た ち を， 救 い

主 が 「われ と同 じ人物j(m二 一 フ ァイ271

27)と 言 っ て招 いて お られ る状 態 にまで高

め るた めに， そ れ な りの役 目を果 た して い

る こ とが わ か り ます。 もし望 む な ら， 私 た

ち はそ の ような 人物 になれ るの です。

この個 人 の進歩 には，と きとして シオンの

陣 営 の行 軍 や行 く手 をはば む断崖 ， そ して

北 メキ シ コの移住 地 で の試練 とい った特別

ク ラス が必要 とな ります。 しか し， こう し

た特別 な試練 の機 会 を経 て こそ，特別 な人

物 が送 り出 され るので す。 しか しそ う した

エ ピ ソー ドにつ いて，起 こ った場所 は問題

で はあ りませ ん。 問題 は， それ らがす べて

第二 の位 で あ る この試 しの世 で起 こ って い

ると い うこ とです 。

したが って， この計 画 を知 り， それ にお

とな し く従 う とき， 自分 で条件 をつ け られ

るな らば喜 ん で降伏 す る と神 に向 か って言

うこ と はで き ませ ん。 無条 件 降伏 に条件 は

ない か らです。

救 いの計 画 そ の もの がす べて にわ た って

完全 な もの であ って も， そ の計画 の示 す標

準 か ら大 きくそ れ た生 活 を して い る人 に真

の幸福 は もた らさ1れません。 また欺 かれ る

ので は ない か と思 っで1函む 人 も幸 福 は得 ら
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れ ませ ん し， この世 的 な会 堂 で の地位 を失

う こ とを思 い悩 む人 に も誉 れ を得 る場 は与

え られ な い ので す。(ヨ ハ ネ12：42-43参

照)

この計画 によれ ば私 た ち には心 配 して く

だ さる御 父 と救 い主 が 与 え られ て います が，

これ を信 ず る者 た ちが俗 世 の とど まる こ と

を知 らな い心配事 か ら 自動 的 に免 れ る こと

がで きる わけ で はあ りません。

この計 画 は，現 代 人 の選択 の 自由 を見事

に強調 してい ます。(II二 一 フ ァイ2：27参

照)し か し，今 私 た ちが 置 かれ て いる状 況

の ある部 分 は， か つ て 自由意志 に基 づ いて

な された，今 は忘 れ られ て いる契約 の結 果

です。

救 いの計 画 は常 に進 む べ き道 を示 して く

れ ますが， そ の道 を な ら して は くれ ませ ん。

個 人 の進 歩 にと っ て， 「必 ず そ の反 対 の も

の」(II二 一 フ ァイ2：11)が な けれ ばな ら

ない か らです。

主 は主 の計 画 につ いて，私 た ちに必要 な

知 的，睾 的 な確 認 を与 え て くだ さい ます が，

それ はあ く まで も主 が定 めた もうた条件 と

方 法 に従 うこ とに よ って得 られ るので す。

「神 の みこ ころ を行 お う と思 う者 で あ れ

おしえ

ば， だ れで も， わ た しの語 っ てい る この教

'髭

が神 か らの ものか， そ れ と も， わ た し 自身

か ら出 た もの か， わか る であ ろ う。」(ヨ ハ

ネ7：17)

確 か に，死 すべ き人 間が犯 すあ らゆる過

ちの 中 で，神 の救 いの計 画 を誤 りで ある と

す る過 ち は決 して犯 して はな らな い もの で

しょう。 その過 ち ほ ど後 々 に わた って重 大

な結 果 を招 く過 ち はな いか らです。

また この教会 とその民 が， 費 用 と労力 を

惜 しまず この計画 を教 え る完 全 な福 音 を宣

べ伝 え るの は，以 上 の こ とを考 えれ ば 当然

の ことで す。

また主 が この計 画 を簡潔 に，繰 り返 し教

える よ う望 ん で お られ る こと も うなず け ま

す。

当然 の こ とです 。 この 計画 は神 の 計画 で

あ り，私 た ちの計 画 で はな いの です 。人 間
へきえき

の計 画 が この世 の 問題 の解 決 に辟 易 して い

る ときに，何 と喜 ば し い ことで しょう か。.

さ らに この こ とにつ いて， ヤ コブ は私 た ち

を代 弁 して こう書 い て い ます。「キ リス トの

身代 りの瞭 罪 の こ とを話 して ……何 の さ し

つ か えが あ ろ う か。」(モ ル モ ン経 ヤ コ ブ

4112)兄 弟 姉 妹 の皆 さん， キ リス トの 瞭

罪 は，神 と救 い主 キ リス トが幸 福 を得 るた

め の この大計 画 を もって進 まれ る とき， 人
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類 の あ らゆ る歴 史 の橋 渡 しをす るこ とに な

る で し ょう。 この計 画 の中 で，神 は私 た ち

が幸福 にな る こ とを望 んで お られ ます が，

それ には まず選択 の 自由 を得 な けれ ばな り

ませ ん。

この死 す べ き世 に おけ る選 択 の 自由 とい

う賜 につ いて考 える と，神 の祝福 に満 ちた，

人 に進 歩 を得 させ る 目的 につ い てす ば ら し

い事柄 が わか って きます。 しか し， そ の 自

由 の乱 用 は恐 るべ き結 果 を私 た ちの 身 に招

くの です。

しか しなが ら， 私 た ちは この世 の 舞 台で，

憐 み の偉大 なひ と と き，慈 愛 の霊 感 あ ふれ

る瞬 間， そ して感 動 的 な無私 の精 神 や 人知

れず絶 え間 な く示 され る勇気 あ る行為 を，

信 条 や皮 膚 の色 を問 わ ず あ らゆ る民 の 間 に

見 る ことが で き ます。

これ は驚 くには あた りませ ん。私 たち が

どなた の霊 の子供 なの か考 えて みて くだ さ

い。(ヘ ブル12：9参 照)

した が って， 当然 の こと なが ら この地上

の学校 は， いくつ か の輝 か しい勝利 を生 み

出 しこそ すれ， 歴 史 は個 々が犯 す過 ちで満

ちて いる ので す。 しか し学 校 や カ リキ ュ ラ

ムの せ いに すべ きで は あ りませ ん。 ま して

校長 のせ い にす る な どとん で もな い ことで

す。 また生徒 の 立場 にあ る私 た ちは，御 父

に向 か って説 教 を すべ きで は あ りませ ん。

さて， 兄 弟姉 妹 ，末 日に おい て主 の弟子 に

な る こと は公 園で ピクニ ック をす る よ うな

ものだ と はだ れ も言 い ませ ん で した。

過 去 の苦 難 の時代 が私 た ちに導 きを与 え

て くれ ます。古 代 にお いて イエ スの来 臨 が

間近 に迫 った とき， た く さんの しる しが あ

りま した。 「疑 い」(m二 一 フ ァイ8：4)

を抱 く者 もまだ い ま した。 しか し、忠実 な者

たち は勝 ち，その正 しさが立証 され たので す。
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当 時，信 じる 人たちを公 然 とあざける者 た

ちがいました。信 じる人 た ちの信仰 をあざ け

って「騒 ぎ」を起 こし，キ リス トに従 う者 たち

の信仰 が水 泡 に帰 す だ ろ う とほ くそ笑 んで

さ えい ま した。(皿二 一 フ ァイ115-7参

照)し か しそ うは な りませ ん で した。信 者

た ちは信 仰 を守 り，信 仰 は信 者 た ち を守 っ

たの で す。

しか し，現 代 にあ ってみ た ま との調和 を
あんねい

得 て いる人 々 に とって，安 寧 の基 は， かの

エ リシ ャの召使 の若 者 と同 じと ころ にあ り

ます。敵 の大軍 に囲 まれ て いるの を見 た若

者 は， い み じ くも予 言 者 で あ り聖見 者 で あ

るエ リシ ャに導 きを求 め ま した。答 えは こ

うで した。「恐 れ る こ とはな い。われ われ と

共 に い る者 は彼 らと共 にい る者 よ り も多 い

のだ か ら。J(列 王 下6：16)し か しこの若

者 の 目には ど う して も予 言者 の 言 うよ うに

は見 え ませ んで した。 そ こで予 言者 が彼 の

ため に祈 る と，目が 開 けて，「火 の馬 と火 の

戦 車 が山 に満 ちて」(列 王下6：17)い るの

が見 え ま した。

これ か ら も， 昔 同様主 の誓約 を守 る人 々

に は次 の主 の約 束 が こだ ま して くる か らで

す。

「そ して彼 らはわ た しの民 とな り， わ た

しは彼 らの神 となる。 わ た しは彼 らに一 つ

の心 と一 つの道 を与 えて常 にわ た しを恐 れ

させ る。 これ は彼 らが彼 ら自身 と その後 の
さいわい

子孫 の幸 を得 るため で あ る。 わ た しは彼 ら

と永 遠 の 契約 を立 て て， 彼 らを見捨 てず に

恵 み を施 す こ とを誓 い… …」(エレ ミヤ32：

38-40)

私 は これ らの こと を， 使徒 の権 能 とイエ

ス ・キ リス トのみ名 によ りお約 束 い た しま

す。 アー メ ン。
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七十人第一定員会会員A・ セオ ドァ・夕 トル

一 こ数 年 の 間， 私 は伝 道 部 長 な らび に
禽一 神 殿長 と して働 いて きま した

。 そ し

て ，若者 たちが 南 米 に伝 道 に来 た り， エ ン

ダウ メ ン トや結 び固 め を受 けに神殿 に や っ

て来 るの を見 て き ま した。

この よう な祝 福 を授 かる の によ く準 備 の

で きた若者 もいれ ば， それ ほ ど準備 の で き

て いな い若 者 もい ま した。 しか し，何 よ り

も心配 だっ たの は， 準備 の で きて いな か っ

た若者 たち， つ ま り伝 道 や神 殿 に ま った く

来 なか った人 々 です。 私 は なぜ な のか不 思

議 に思 い ました。

その よ うな若 者 の 中 に は， 少数 なが ら，

伝 道 の召 しや神 殿 の祝 福 を受 け られ るよ う

にあ らゆる努 力 を払 って きた家庭 の 子供 も

いま した。 しか しほ とん どは， 資格 を身 に

つけ させ， また奉 仕 の望 み を起 こさせ る の

に必要 な こ とを教 え なか っ た家 庭 の子供 た

ちで した。

青 少 年 に伝道 に出，神 殿 の祝 福 を受 ける

備 えを させ るた め には，親 は学 校教 育 や職

業 へ の備 え もさ る ことな が ら， それ以 上 に

考 えてお か なけれ ば な らな い大 切 な こ とが

あ ります。 宣教 師 にな りさ えす れば よ い，

つ ま り伝道 に出 さ えすれ ば よい と い う考 え

だけで は， 確 か に十分 で は ない ので す。

誓約、儀 式 ，奉 仕 と いう3つ の言葉 を私 た

ちは心 に留 め てお か なけれ ば な りませ ん。

誓約， 儀 式， 奉仕 につ いて教 える のは家

庭 におい てで す。親 が何 に もま さっ て この

3つ の こと を心 に留 めて い るな らば， 子 供

たち は備 え を受 け，将 来 の職 業 の ため に必

要 な訓 練 を受 け そ こな う こ ともあ りません 。

新 しい チャ レ ンジ

父親 も母親 も，親 と しての義 務 を果 たす

た め に神 か ら教 えを授 け られ て い ます。 こ

れ まで私 た ちが行 な って き た事 柄 だ け では，

この危 険 な時代 にあ る子供 たち を守 る には

もは や十分 とは言 えませ ん。 この業 が神 の

業 で あ る との 自分 自身 の証 を持 た なけ れば，

だれ も耐 え られ な い ときが来 る とい うこ と

は前 々 か らこの教 会 で教 え られ て き ま した

が， つ い にその ときが来 たの です。私 た ち

は，証 のな い人 が真理 に背 を向 け， 罪 の犠

牲 にな って い くの を 目に して い ます。彼 ら

を失 って私 た ち も嘆 いて い ますが， また正

しい原則 を教 え なか った り，信 仰 の弱 い者

に疑 いを起 こさせ た り， あ るい は誤 った考

えを公 然 と教 えて彼 らを背 教 へ と押 しや っ

た りした人 々 も，悲 しむ こ とに なる で し ょ

う。 誓約 と儀式 を受 け，奉 仕 を しな い若者

が あ ま りに も多 す ぎます。 私 た ちの家 庭 に
こうかつ

対 す る悪 の攻撃 は， これ まで にな く狡 猜 で，

しか も大胆 にな って い ます。 そ の犠 牲 にな

って いる家 庭 もあ ります 。 こ う した悪 の 影

響 か ら逃 れ るの は容易 な こ とで は あ りませ

ん。

しか し， も っ と賢 明 に行 動 すれ ば難 を逃

れ る ことが で き ます。聖典 に は，「… … も し
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おそ

汝 らに備 え あ らば怖 る る ことな か らん」(教

義 と聖約38：30)と あ ります。解 決 方法 は

簡単 です。 しか も その結果 は確 実 で す。 子

供 の教育 につ い て教 会 が そ の責 任 の大 部分

を果 た して くれ る もの と思 って は な りませ

ん。 親 に 第一 の責任 があ る ので す。 子供 に

福 音 の原則 と儀 式 を教 え， 奉仕 に励 む よ う

に しつけ る こ とにつ いて， 親 は主 か ら完全

にその責 任 を問 われ るで しょ う。 もち ろん，

教 会 はホ ーム テ ィー チ ャーや訪 問教 師， レ

ッス ン， カ ウ ンセ リ ング な どを通 して両親

を援 助 します。 した が って， 主 か ら授 か っ

た この義 務 を果 たす にあ た って，教 会 で は

どの親 もひ と り取 り残 され た と思 って はな

りませ ん。

教会 の最近 の調査 で， 私 たち の 目的 を実

現 す るう えで親 にで きる い くつ かの事柄 が

明 らか に な りま した。 デ ィー ン ・ラーセ ン

長 老 は その結果 を次 の よ うに報告 して い ま

す。

「若 い人々 の個 人的
，宗 教 的 な生 活や望

ま しい結果 を達 成 す る うえ で何 よ りも大 き

な影 響 を及 ぼす の は， 家庭 にお け る宗教 上

の習慣 で あ る。定期 的 な家 族 の祈 りがあ り，

福 音 や聖 典 の勉 強 が定期 的 に行 なわ れ， 基

本的 な価 値 観 が一致 して いる家 庭 で若 い人

人 が育 っ たな ら，彼 らが伝 道 に出， 神殿 結

婚 す る確 率 は ぐっ と高 くなる。 家庭 や家 族

か ら受 け る この影響 は， 友達 の影響 や， 教

会 の プ ロ グラ ムや活 動 に参加 して受 ける影

響 よ りも はる か に重 大 で ある。事 実 ，家 庭

の影 響 は， よ か れ あ しか れ 圧倒 的 に 大 き

い。」(地 区代 表 セ ミナ ー，1983年4月1日)

お気 づ きか と思 い ますが，3つ の重 要 な

事柄 が あげ られ て い ます。定 期 的 に家 族 で

祈 る こ と， 定期 的 に家族 で聖 典 か ら福 音 を
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学 ぶ こ と， そ して親子 の間 に基本 的 な価 値

観 の一致 が あ る こと， この3つ で す。 誓約 ，

儀式， 奉仕 を正 しく理 解 す るの に これ ほ ど

大切 な こ とはあ りませ ん。

家 族の 祈 り

両親 の皆 さん， ひざ まず いて行 な う家 族

の祈 りで毎 日を始 め て くだ さ い。 子供 た ち

は祈 り， 自分 で聖 霊 か らの知 識 を得 る必 要

が あ ります。 二 一 フ ァイは この よ うに述 べ

て い ます。「あな た たちが も し祈 らね ば な ら

ぬ こ とを教 える 『み た ま』 の言葉 に聞 き従

うな らば， あな たた ち は祈 らな くては な ら
さと

な い ことを覚 る であ ろ う。 悪 魔 は祈 れ と人

に教 えず …… 」(II二 一 フ ァイ32：8)

聖典 の勉強

集会 統合 化 プ ロ グラ ムに な って か ら， 家

族 で聖 典 を学 ぶ機会 が 多 くな りま した。安

息 日の良 い点 は，個 人 で も， 家族 と一 緒 の

場 合 で も， 聖典 の勉 強 をす るに は まさ に う

ってつ けの 日だ とい う ことで す。

聖典 の勉 強 ほ ど霊 的 な成 長 の糧 とな る も

の はあ ま りあ りませ ん。救 い主 は，「聖 文 を

持 って いる者 は よ くそれ を研 究 して， … …

調 べ …… よ」(Hl二 一 フ ァイ10：14)と 言 わ

れ ま した。聖 典 を よく調 べ るな ら， す ば ら

しい霊 的 な真理 を悟 り， キ リス トを私 たち

の偉大 な模 範 と して信頼 す るこ とが で きる

ようにな る， と主 は約 束 して お られ ます。

主 と誓約 を交 わ し， 儀 式 を受 け，奉 仕 した

い とい う望 み が強 め られ るの です 。 アル マ

は ヒラマ ン に大切 な原則 を教 え ま した。 こ

う言 って い ます。「わが 子 よ。……神 の命 に

従 って生 き よ。」(ア ル マ37：47)

父親， 母親 の皆 さん， 子供 を本 当 に教 え

た いと思 った ら， 何 を します か。救 い主 の

よ うに教 えた い とは思 い ませ んか。 救 い主

は質 問 を使 い，聖 典 を引用 し， た とえ話 や
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物 語 を用 い， 証 を され ました。 また， 日常

の経験 の中 か らあ らゆ る機 会 を とら えて霊

的 な真 理 をお教 え にな りま した。 さ らに は，

学 ぶの にふ さわ しい状 況 を作 り出 し， た だ

説 教 す るの で はな く， 聞 く人々 に考 え させ

る よ うに された の です。

私 の知 人 は， 食事 どき を利 用 して子供 た

ち を教 えて い ます。福 音 に関す る質 問 を2，

3す る のが習 慣 に な って いるの で す。彼 い

わ く， 十代 の子供 を必 ず引 きつ け る方 法が

あ るそ うで す。それ は，「当 た った ら1ド ル

あ げ よう」 と言 うのだ そ うです 。

基 本的 な価 値 観 の一 致

私 た ちは みた まに よって教 え よう とす る

と き， 誓約 ， 儀式 ，奉 仕 の大 切 さを最優 先

して考 え ます。

誓約 とは， 強制 力 の ある約 束 を互 い に交
なんじ

わ す こ とで す。 「汝 らわ が言 う と ころ を行

わ ば， 主 な るわれ これ に対 して責 任 あ り。

され ど，汝 らわが 言 う と ころ を行 わず ば汝

ら何 ら約 束 を受 けず。」(教義 と聖約82110)

福 音の 誓約 は神 と人 との 間 で交 わ され る も

の です 。 その条 件 は主 が お定 め に な ります。

福 音 の 誓約 は啓示 によ って与 え られ ま した。

主 は こ うした 誓約 と儀 式 を私 た ち に与 えて

くだ さ ったの です 。 それ らは私 た ちが主 の

み もと に帰 るた め に不 可欠 な もので す。

罪の赦 し を受 け るため に水 に沈 め られ る

バ プ テ スマ は， ど う して も主 と交 わ さ なけ

れ ば な らな い誓約 で す。 そ して， この儀 式

を受 ける に先 だ って求 め られ る のが信 仰 と

悔 い改 めで す。確 認 と聖 霊 の賜 を授 か るた

め の按手 礼 は， バ プ テ スマの後 に行 なわ れ

ます。 この 第一 原則 と儀 式 を受 け入 れ る こ

とに よ り，私 た ちは罪 の赦 しを受 け， 救 い

を約 束 され る ので す。私 た ちは，聖 餐 の儀

式 にあ ずか る こ とに よ って この誓約 や その

ほ かの 誓約 を定期 的 に新 た に し， また交 わ



購慧

難

雛 、

轟 慶

灘

した誓約 を守 る こ とに よって 主 のみ た まを

授 か り ます。

同様 に，聖 な る神 権 も誓約 によ って授 か

る もの で す。神権 は奉仕 す る力 です。 ほか

に も，神 殿 で エ ンダ ウ メン トや結 び 固め を

受 け る とき に主 と誓約 を交 わ します。 これ

らの誓約 は昇 栄 を約 束 す る もので す。 子供

た ち に次 の こ とを教 えて くだ さい。 これ ま

で述 べ た よ うな儀 式 を受 け， また誓約 を交

わ さな い限 り， 決 して昇 栄 し， 天 父 の よう

に なる こ とは で き ませ ん。信 仰 を持 って終

わ りまで耐 え忍 び， 人 々 を愛 し， 人々 に仕

え る とき に， 私 た ち は必要 な徳 や人格 を高

め， 主 と共 に住 む にふ さわ しい者 とな るこ

とがで き るの です。

した が って，奉 仕 は最 も重要 な徳 の ひと

つ にな ります。 救 い主 は利 己心 を捨 てた奉

仕 の模 範 で す。奉 仕 は神 か ら命 じ られ た務

め なの です。 ベ ン ジャ ミン王 は， 人々 の た

め に働 くの は神 の ため に働 くの と同 じ こと

で あ る，と教 えて い ます。(モ ーサ ヤ2117

参 照)

皆 さんが 自分 た ち は子供 に 誓約 を交 わ し，

儀 式 を受 け， 奉仕 をす るた めの備 えを させ

て い るの だ とい う こ とを忘 れな けれ ば，今

とは違 った教 え方 が で きる で し ょう。優 先

順 位 も異 な って く るで し ょう。 ま た， もっ

とは っ き りした ビ ジ ョンを持 ち， 実 のあ る

努 力 を もって教 える こ と もで きるで しょう。

そ うす れ ば， 伝 道 に出 ，神 殿 に参 入 す る若

人 が急増 す るだ けで な く， こう した祝福 を

受 ける ため の資格 を さ らに身 に つけ， また

早 い うちか ら奉仕 に励 む よ うに なる で しょ

う。

皆 さ んの子 供 た ちが これ らの こ とを行 な

う な らば，彼 らは終 わ りの 日に高 く上 げ ら

れ るで しょう。 そ して よみ が え って，永 遠

の生命 に導 い て くれた皆 さん をほ めた た え

る ことで し ょう。

親 の私 た ちが心 か ら子 供 に福 音 を教 えた

い と望 む とき に， 主 は子 供 た ちの心 を開 い

て くだ さい ます。 その瞬 間 が訪 れ た ときに，

私 た ち には彼 らを教 え る神 聖 な義 務 が ある

こ とを理 解 で きます よ うに。 イエ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り申 しあげ ます。 アー メ ン。
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賢明な選択ができる世代を育てる

前中央若い女性会長 イ レイン・A・キ ャ ノン

キ
ンボール大 管長 ， き ょう この場 に大

管 長 を お迎 えで き る こと は私 たち に

とってこの うえ ない祝 福 です 。ヒ ンク レー副

管 長 ， ベ ン ソ ン 会 長 そ して 教 会 幹部 の皆

さん，私 は今 話 され た タ トル長 老 に特別 に

敬 意 を表 した い と思 い ます。 長 老 は長 い間

若 い女 性 の ア ドバ イザ ー を務 めて くだ さい

ま した。 心 か ら敬 愛 申 しあげ て い ます 。

これ まで大 会 の たび に幾度 も足 を運 ん で

きた このタ バ ナク ルで， 今 こう して説教 壇

に立 ち なが ら私 の胸 は感 激 で一杯 です 。 こ

の よ うな時期 に私 は誕生 日を迎 え ます が，

私 は9歳 の誕 生 日に この タバ ナ クルで す ば

ら しい説 教 を聞 きなが ら過 ごした ことを今

で も は っ き り と覚 え て い ま す。 そ して き

ょう， その説 教 の役 目を授 か った ことを心

か らうれ し く思 い ます。

私 た ち は今 こ こに主 のみ名 に よって 集 ま

ってい ます。 私 た ちは真 理 の み業 に携 わ っ

てい るので す。皆 さん と同 じよ うに，私 も

この教 会 の会 員 で あ る こと を心 か ら感謝 し

てい ます。 昨 日， 私 は興 味 あ る経験 を しま

した。最 近 あ る会 合 で， 女性 に神 権 が授 け

られた らど うなる か とい う内容 の話 が 出 た

のです が，神 権 を持 っ こ と(holdingthe

priesthQod)に っ いて ど う思 う か と私 に尋

ね た方 が い ました。私 は は っき りとこ う言

い ました。「神権 者(訳 注 ：thepriesthood，

こ こで は夫 の こ と)が 夕 食 に戻 った ら， 一

番 に抱 きしめ たい(holding)と 思?て い ま

す わ。」あ りふれ た冗談 です が， そ れが私 の

答 えで した。 今 こう してす ば ら しい， しか

し重 い責 任 か ら解 任 されて， 私 は 自分 の愛

す る夫 が帰宅 する と きに， そ して か けが え

の ない家 族 が集 まる とき に， その場 にい た

い とい う気持 ちで一杯 です。

き ょう ここで お話 した い と思 って いる こ

とは， 深 い感 謝 の気持 ち と大 きな関 心 の念

か ら湧 きあ が って くる こ とば か りです。 最

初 に感 謝 の気 持 ち をお伝 え したい と思 い ま

す。私 は， ダー ガ ー姉 妹 ， ス ミス姉妹 ， そ

して若 い女 性 中央 会長 会 の幹 部書 記 を務 め

て くだ さっ たパ ー マー姉妹 と共 に すば らし

い若 い女性 のた めの奉 仕 の業 を心 か ら愛 し，

絶 えず愛 を注 いで参 りま した。 そ して今 共

に助 け合 い携 わ って き た このみ業 に， 私 た

ちは大 きな喜 び を感 じて い ます。

私 た ちは平安 と信頼 の 中 で働 いて参 りま

した。 また主 の助 けを求 め， 常 に大 きな支

えを感 じる こ とが で き ま した。 この よ うに

して導 か れて きた こと に心 か ら感 謝 してい

ます。私 た ちは奉仕 に喜 び を感 じて い る者

で す。 き ょう ここで解 任 され た，若 い女性

中央 管理 会 の魅 力 あ るす ば ら しい忠実 な方

方 に心 か ら感謝 申 しあ げます。

ほか の組織 や補 助 組織 の指 導 者 の皆 さん

と共 に働 けた ことに，またいろ いろ な部 門 の

方 々 に， また こ う した組 織 を運 営 す る教 会

の偉 大 な機構 に感謝 して い ます。私 た ちは

そ れ らの すべ て に感 謝 して い ます。
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そ う した親 し いつ なが りか ら離 れ去 る こ

とは少 々寂 しい気持 ちが し ますが， しか し

私 た ちは新 た に召 され た方 々 を見 て心 に慰

めを覚 え て います 。私 た ち はアー デス ・カ

ップ姉 妹 を心 か ら愛 して い ます。 カ ップ姉

妹 は極 め て有能 な方 で，彼 女 が き ょう この

大切 な責 任 を引 き受 けて くださ った こ とを

誇 らし く思 いま す。前 に も言 い ま した よ う

に，私 た ち は何年 に もわ た り立 派 な神権 指

導者 か ら特別 な導 きをい ただ いて参 りま し

た。 その指 導者 の方 々 を私 た ち は深 く敬 愛

してお ります。 また心 か ら感謝 して お りま

す。

私 の心 か らの愛 は，今 キ ンボ ール大 管長

に向 け られ て い ます。約6年 前 に私 の頭 に

キ ンボール 大管 長 の手 が置 か れ，私 は この

責 任 に召 され ま した。 そ して み業 に働 くた

め の特 別 な祝 福 を受 けた ので す。 愛 に あふ

れ た この偉 大 な愛 すべ き神 の僕 は， ま さ し

く予 言者 です。 立 派 な紳士 で あ られ る大管

長 は， 以前 「実 行 」 と いう こ とを言 われ ま

した。 大 き な喜 び を持 って，私 も今 このタ

バ ナ クル で そう 申 しあ げた い と思 うの です

灘
難

鶴

が， そ うお っ しゃ った大管 長 が私 たち と教

会 の若 人 につ いて話 し合 っ てい る と き， こ

の よう にお っ しゃ ったの で す。「若 者 た ちに

伝 えて くだ さい。悪 い こと は決 して実 行 に

移 して は な らな い と。」

先 日， 新 しくで きた教 会 歴 史美術 博 物館

の献 堂 の祈 りの 中で， ヒ ンク レー副管 長 は，

忠実 な聖 徒 たち の什分 の一 の献 金 によ って

その建 物 が完 成 したこ とを私 た ち全員 に思

い起 こ させ て くだ さい ま した。 さ らに，什

分 の一 を守 って い る人々 を心 に か け， 天 の

窓 を開 いて ひ ときわ勝 った祝福 を注 いで く

だ さる よう に と天 父 に願 って くだ さい ま し

た。

あ の とき，私 は 自分 の心 の中 で様 々 な思

い をめ ぐ らせ て い ま した。 とい うの も，若

い女 性 の た めに行 なわれ た あ らゆ る事 柄 に

っ い て，新 たな観 点 か ら見 つめ られ る よ う

にな って い たか らで す。 た とえば，善 良 な

人 々が 納 め た什分 の一 に よって テ キス トや

手 引 き類 が発行 され， 個 人 の進 歩 のた めの

さ まざ まな機会 や指導 な どが可能 にな りま

した。 皆 さ んの什 分 の一 や献 金 に， そ して

皆 さんの奉 仕 に私 たち は ど う感謝 した らよ

いか わ か りませ ん。

兄弟姉 妹 の皆 さ ん， この教 会 には善 良で

才能 豊 かな人 々 が い ます。 これ が私 の学 ん

だ もう ひ とっの大 きな教 訓 で あ り， その こ

と に私 は深 く感謝 して い ます。 この責 任 に

あ る間，私 は行 く先 々 で有能 な女 性指 導 者

や頼 もしい神 権指 導 者 に出会 い，幾 度 とな

く驚異 の 目をみ は って参 りました。 彼 らは

皆 ，教 会 が設 立 された地 か ら遠 く離 れ た所

で成長 され た方 々 です。 飛行 機 を降 りる と，

無 数 の見知 らぬ 人 々の 中 に光 輝 く顔 が あ る

の です。 そ して お互 いが キ リス トの弟子 で

あ る こと， この教 会 の会 貝 で あ るこ とがわ

か るの です。 実 に寸 ば らし いこ とです 。天

父 は これ まで何 度 も，教 会 の若 者 た ちを信
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頼 の 置 ける忠実 な人々 に育 て る ため の助 け

手 と して， 立 派 な人 々 を養 成 して こ られ ま

した。

これ まで受 けて きたす ば ら しい機会 を あ

とにす る今 ，私 の思 い は 自然 と私 が これ ま

で抱 いて きた関心事 に向 け られ て い ます。

私 た ちはい つで も賢 明 な選 択 が で き るよ う

な世代 ， 辛抱 強 く耐 え忍 べ る世 代 を育 て て

いか なけれ ば な りませ ん。神 と誓約 を交 わ

すこ とを心 か ら望 み， それ らを守 る人， ま

た神 の み言葉 を学 び それ を宣 べ伝 え てい く

人々 を育 て て いか な けれ ばな りませ ん。会

長会 にあ る私 たち は いつ も この こ とを念頭

に行 動 して参 りま した。 また私 た ち は長 い

歴 史 を持 っMIAの す ば らし い伝統 を復 活

させて き ま した。 実 際 こ こに お集 ま りの 多

くの方々 はそ う した伝 統 の 中 で過 ごして こ

られた はず で す。 若 い女 性 た ち には毎年 違

ったテ ー マ聖 句 が与 え られ て お り， 少 女 た

ちはそ れ を覚 えて毎 週 暗唱 して い ます。 そ

してそ の聖句 につ いて話 を した り， 聖 句 を

参 考 に して 目標 を決 め た りして い ます。彼

女 た ちの生 活 も聖 句 に そった もの にな って

ほ しい と願 って い ます 。

今 年度 の聖 句 は， 約束 を テー マ と した二

一 ファイ 第一書3章7節 です
。「私 は主 が命

じた もうた こ とを行 って行 う。」 「行 っ て行

う」， この 言葉 を何 度 も繰 り返 す の です。

き ょうこの タバ ナ クル に お集 ま りの皆 さ

ん や，放 送 をお聴 きの皆 さ ん には，教 会 の

指導者 と して果 たす責 任 以上 に大 切 な両 親

としての責 任 が あ ります 。私 は教 会幹 部 の

方 々が話 され た事柄 に ま った く同感 で す6

この二 一 フ ァイ第一書3章7節 の 暗唱聖 句

は，次 代 を担 う若 者 た ちが生 活 の 中で体 得

して いかな けれ ば な らな い ことな ので す。

数年 前 にキ ンボール大 管 長 が言 わ れ た よう

に，彼 らは， 主 の再 降 臨の前 に道 を備 える

誓約 の 民 と して， 準備 を しな けれ ば な りま
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せ ん。

この歴 史 的 な タバ ナ クル にお集 ま りの皆

さん， また放 送 で大 会 をお聴 きの皆 さん は，

自国語 に翻 訳 され た メ ッセー ジをお聴 きの

こ とと思 い ます。皆 さ んが神 の み言葉 をよ

く理 解 で き る よう に， この よ うな方法 が と

られ てい る ので す。私 たち が着席 して いる

この タバ ナ クル の会 場 の下 で は， 各 ブー ス

の中 に大 勢 の通訳 者 た ちが働 いて います。

彼 らの姿 を 目 にす，る人 々 は心 温 ま る思 いが

す るこ とで しょう。彼 らの 中 には若 人 も大

勢働 いて い ます。 主 は ご 自分 の子 供 た ちに，

自国語 で福 音 を聞 くよ うに な る と約束 して

くだ さ い ま した。 この教 会 は それ を実 現 さ

せ つ つ ある の です。私 は，家 族 は お互 いに

天 父 な る神 のみ 言葉 で福 音 を教 え合 わ なけ

れ ばならないと思 っ てい ます。家庭 にあ って

導 きが必 要 に な った と き， 問題 や誤解 が生

じた とき，若 者 た ちを傍 らに呼 び よせ て聖

典 をひ もとき，「祝 福 の基 づ く変 わ ら ざる律

法 」 を私 た ち が見 いだ す こ とがで きる よう

に願 っています 。神 のみ 言葉 を通 して神 のみ

ここ ろを学 ぶ と き，敬 慶 さや証 や決 意 が生

まれ て き ます。 そ して どの ような 国 に住 ん

で い よう と どの よ うな政 治体 制 の もと にい

よ う と， 私 た ちは だれ もが よ り清 らか な生

活 を送 れ る よう にな るの です。

私 は福 音 を愛 し， 主 を愛 して い ます。 ま

た こ こに い らっ し ゃる教 会幹 部 の 方々 が，

特 別 な主 の僕 であ る とい う こと に少 しの疑

い も抱 いて い ませ ん。 この こと に感 謝 して

い ます。 これ まで奉 仕 の業 に携 わ って これ

た こ とを心 か ら うれ し く思 って い ます。 こ

れ まで私 た ちが抱 いて きた同 じ関心 を心 に

抱 き，貴 い これ らの若者 た ちに備 え を させ

て くだ さる皆 さん の よ うな方 々が お られ る

こ とに， 心 か ら感 謝 申 しあげ ます。 これ ら

をイエ ス ・キ リス トの み名 によ り申 しあ げ

ます。 アー メ ン。



霧の中を通り抜ける

七十人第一定員会会員W・ グラン ト・バンガーター

キ
ンボ ール大 管長 ， この場 に集 って お

られ る皆 さんの気 持 ちを その ま まお

伝 え します。 大管 長 が よく私 た ち に言 わ れ

た よう に， 「私 た ち は大 管 長 を愛 して い ま

す」 と申 しあ げ ます。

き ょ.うの私 の話 の テー マ は， これ まで た

くさん の方 が取 りあげて お られ る とこ ろを

見 る と， 良 い テー マ だ と思 いま す。 これ か

ら私 は， 霧 の 中 を通 り抜 け るこ と につ いて

お話 した い と思 い ます。

この責 任 を果 た す に当 た って，私 は いっ

も， か つてJ・ ル ー ベ ン ・クラ ー ク ・ジ ュ

ニ ア副管 長 が述 べ た い くつ かの基本 原 則 を

思 い出 します。 ク ラー ク副 管長 は この よう

に述 べ て い ます。

「教 会 と して
， また教 会 員 の一 人一 人 と

して，見 落 と した り，忘 れ た り， 隠 した り，

捨 てた りして は な らな いふ たつ の基本 的 な

こ とが あ る。

第1に ， イ エ ス ・キ リス トが… …神 の御

子 で ある こ と。

第2に ，御 父 と御 子 が， 実 際 に，… …示

現 で予 言者 ジ ョセ フに姿 を現 わ され た こ と。

・原始 教会 の背教 に よって 失 われ て いた

福 音 と聖 な る神権 が この地 上 に 回復 され た

こ と。」(「教 会 の教 育 方針 」ユタ州 アスパ ン

グロー ブ での講 演11938年8月8日 ，p.3)

私 は この原則 が真 実 な もので あ り，確 か

な神 の み た まに よ って この知 識 を啓示 され

た こと を証 します 。

よこしま む くい

聖典 に 「邪 曲 と応報 」(モ ー セ7：60)に

満 ちた と述 べ られ て いる時代 にあ って，大

管 長会 は ステ ーキ部 大会 を通 じて教会 員 に

特 別 な メ ッセ ー ジを送 りま した。「誓約 を守

る こ とに よ って，ま っす ぐな狭 い道 を歩 む」

とい う もの で す。

神 よ り召 された予 言者 の指 導 を求 め る私

た ち は， 今 こそ注 意 を払 わな けれ ばな りま

せ ん。戒 め を無 視 して い る人 は，何 よ りも

まず この警告 に耳 を傾 け る必要 が あ るで し

ょ う。「滅 び にい た る門 は大 き く，その道 は

広 い。 そ して， そ こか らは いって行 く者 が

多い。」(マ タイ7：13)

警 告 は不 義 な こ と， つ ま り罪や邪 悪 な行

ない に対 して 向 け られ る ものです 。 ペテ ロ

はそ の罪悪 を明確 に して い ます。 まるで現

代 の こ とを話 して いる かの よ うに，「主 を否

定 」 す る ことや， 食欲 のた めに 「利 をむ さ

ぼ る」 こ と， ソ ドム とゴモ ラの罪 悪 の例 ，

「非道 の者 ど もの放縦 な行 い」に触 れ
， 「そ

いんこう

の 目は淫行 を追 い， 罪 を犯 して飽 くこ とを

知 らな い」と述 べて い ます。(IIペ テロ2：

1，3，6，r7'，14)

テ レ ビ， ラ ジオ，新 閏な どの マ スメ デ ィ

ア や広 告 にお け る表現 ， 麻薬 や アル コール

な ど を使 用 させ よう とす る誘 惑 につい てち

ょっ と考 えて みて くだ さい。金 もうけ のた

め に は人の魂 も売 り物 にし，売 買 し よう と

い う企 てが あ る ことが容 易 にわか ります。

新 聞記 事 や衆 目に触 れ る表現 には，「非道
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の者 どもの放縦 な行 い」(IIペ テ ロ2：7)

が しば しば伝 え られ て い ます。私 た ち は こ

の よ うな 時代 を， い わゆ る 「邪 悪 で不 義 な

時代 」(マ タ イ16：4)と 呼 んで い ます。

確 か に， 私 た ち は絶 えず邪 悪 な表現 を浴

びせ られ て い ます。 ち ら りと現 われ て は消

え，現 わ れ ては消 えて い くので す。 時 に は，

避 け られ な い ような形 で現 われ る こ とも あ

ります。
かんいん

私 た ちの杜会 に は， 依 然と して， 姦淫 や

ポル ノグ ラフ ィー，裸 体， 放縦 の類 を描 い

たもの を青 少年 の 目に触 れ させ るべ きで は

ない とい う考 え方 が あ ります。 それ は もち

ろんそ うあ るべ きで すが ，年 齢制 限 をす る

こと 自体 が そ もそ も偽 善 な ので す。 成人 の

既婚 者 に対 して は， よ り重大 な堕落 を起 こ

す もの が提 供 されて い るか らです。 姦淫 を

犯 すの は彼 らで す。家 庭 を壊 し， その神 聖

な義務 に背 くの は彼 らです。 結婚 してい る

人々 が離婚 し， 誓約 を破 り， 配偶 者 を欺 い

て， み ずか らの約 束 に誠 実 で な くな るの で

す。

また 当然 の こ となが ら， その よ うな邪悪

な行為 をす るこ とに つい て も， そん な に悪

い こ とで はな い と言 い ます。世 の中 の実 に

多 くの 人々 が容 認 してい るの に，受 け入 れ

な か った り公然 と反 対 した りす れば物 笑 い

の種 にな る とい うの です。 そ して， 紳士 淑

女 ぶ って い る， 頭 が古 い， いや に厳格 で独

善 的 な人間 だ と， まるで 自分 が 罪人 にで も

な ったか の よ うに呼 ばれ， 人 間 の か らだ の

「美 しさや本性 」 を認 めな いの は悪 意 に解

釈 して いる か らだ と言 われ かね な い と言 う

ので す。

も う何年 も前 に な ります が， あ る夕方 の

聖 餐会 で， ス ミス 兄 弟 と いう人 が， 世 の 中

の こ とに対 す る教 会 員 の姿勢 につ いて印 象

深 い例 を話 して くれ ま した。 それ は， ス ミ
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ス兄 弟 が州 の刑 務 所 で犯 罪者 を更生 す る仕

事 を して い た ときの経 験 で した。 ス ミス兄

弟 は ある母 親か ら， 拘 留 中 の息子 に手 を差

し伸 べて くれるように頼 まれ ていたので す。

そ の 若 者 は 最 初 ， 「ほ っ とい て くれ」 と

言 っ て， ス ミス 兄 弟 を ま っ た く受 けつ け

ませ んで した。 しか し， ス ミス兄 弟 はあ る

日， 刑 務所 内 に どち らか とい う とぞん ざ い

な絵 が描 かれ て い るの を見 つ け まし た。 調

べて み る と， その若 者 が描 い た もの だ とい

う こ とが わ か りま した。 そ こで今 度 は別 の

方 法 で近 づ き ま した 。

「君 が あ の絵 を描 い たの か い?」

「ああ， そ うだ よ。」

「な かな か いい絵 だね 。私 に も何 か描 い

て くれ ない かな あ。」

「さあ
， ど うか な。 どん な絵 が い いの か

い?」

「それ が ま だ一 度 も見 た ことが な いの だ

が。読 んだ だ けで」 と， ス ミス兄弟 は言 い

ました。

「どこ にあ るん だ い。」

「この本 の 中 にあ るの だ よ。 モル モ ン経

の第1二 一 フ ァイ8章 。 そ こを読 ん で， 絵

に な るか どうか考 えて みて くれ ない か?」

後 で ス ミス兄 弟 は，若 者 に そ こを読 ん だ

か どう か尋 ね ま した。

「あ あ
，読 んだ よ。」

「絵 にな りそ うか い?」

「ああ
，絵 に なる よ。」

「じゃ，描 いて くれ る かい?」

「どう し よう かな
。」

そ こで ス ミス兄弟 は必 要 な画 材 を買 って，

その若者 に贈 りま した。 す る と若 者 は初 め

て打 ち解 けて応 じ， いい道具 が使 える と言

って感謝 しま した。 そ して絵 を描 いた ので

す。 ス ミス兄弟 はそ の絵 を聖餐 会 に持 って

来 て い ま した の で，私 も見て い ます。それ は

もち ろん リー ハ イの夢 を描 いた もの で す。

聖徒 の道/1984年7月 号

と こ ろ で， 皆 さ ん もそ の 絵 を 想像 して

み て くだ さ い。 二 一 フ ァイ 第 一 書8章 を

読 ん だ こ とのあ る人 な ら， だれ しもその場

面 を思 い浮 かべ る こ とが で き るで)よ う。

まだ読 ん だ こ とのな い人 は， ぜ ひ読 んで そ

の絵 の印 象 や光 景 を とら える よ うに して い

ただ きた い と思 い ます。

リーハ イ の夢 は この よ うに説 明 されて い

ます。 まず リー ハ イは荒 野 を さ まよい， そ

れか ら大 きな広 い畑 にた ど り着 きます。 そ

こ には幸福 に なる ため に どん な木 の実 よ り

も好 ましい実 の な った木 ，神 の愛 が あ りま

す。 リーハ イ はそ の実 を家族 に も食 べ させ

た い と思 い ます 。 しか し， ふ た りの 息子 は

食 べ よう と しませ ん。 その実 を取 ろ うと し

て多 くの 人 々が 押 し進 んで い る と， 暗黒 の

霧 が起 こ って道 が よ く見 えな くな りま した。

道 に沿 って， 滅亡 を意味 す る川 が流 れ て い

ます 。道 をそれ な い よ うに鉄 の棒 が延 びて

い ます。 川 の向 こう側 に は大 き な広 々 と し

た建 物 が あ り， 軽 べ つ的 な態度 の人々 で一

杯 で した。 また道 を進 ん で来 て も世 の人 々

の あ ざけ りや 高 慢 に 負 け て し ま い やす い

人々 や， せ っか く生 命 の木 の実 を食べ て も

禁 制 の道 に迷 って しま う人々 もい ました。

みず か ら末 日聖徒 と称 す る人 々の この世

の影 響 力 に対 す る姿勢 を， この偉大 な示 現

ほ どは っき りと描 き出 して い るもの はあ り

ませ ん。 これ は現実 なの です 。偉 大 な予 言

で あ り，現 実 的 な警告 で す。

さ て， 先 程 の入獄 して い る若者 の話 に戻

りますが， ス ミス兄弟 は汚 れ た川の上 にひ

と りの天使 が描 かれ て い るのが 目に留 ま り

ま した。そ こで若 者 に尋 ね ました。「この天

使 の ことは ど こで知 ったの?私 は天使 の

こ とを読 ん だ覚 え は ない のだ が。』

す る と若 者 は こう答 え ま した。「そ うなん

です 。 だ け ど僕 が そ こに置 い たの で す。 こ

れ は僕 の天使 なん です。 絵 を描 い て いる う
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ち に，』僕 を悪 の道 か ら救 い出 して安 全 な道

に連れ戻 せ る よう に，神 様 が僕 の行 く手 に

天使 を置 かれ たの だ と いう こ とがわ か って

きたので す。」言 う まで もな く， この経 験 が

きっか け とな って 若者 は更生 しま した。

確 か に， 世 間 の声 や誘惑 は，善 を悪 ， 悪

を善 で ある よ うに見 せ かけ ます。神 が存在

しない かの よ うに不道 徳 な行為 を した り，

家庭 用 の ビデ オで いか がわ しいテ ープ を見

た り， 際 限 な く快 楽 を求 め た りす る よう に

仕 向け る偽 りの誘 惑 は， 実 は恐 ろ しい鎖 で

私 た ちを縛 ろ う と して い るサ タ ンが仕 か け

た， 地獄 の わ なな ので す。

ず っ と昔 の こ とにな ります が， 飛行 機 の

操縦 の仕 方 を習 った こ とが あ ります。教 官

は まっす ぐ水 平飛 行 を して い ま した。 や が

て地平線 に山並 が見 えて き ました。 その と

きで す。 教 官 が この よ うな こと を しま した。

〔訳注 ：こ こでバ ンガー ター長 老 は実 際 に

動 作 を して見 せて い ます〕私 は 山々 が迫 っ
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て来 るの を見 て， ぞっ と しま した。 と思 う

と， 飛行 機 は宙返 りを して また元 の正 常 飛

行 に戻 りま した。 次 に飛行 機 はき りもみ降

下 の体 勢 に入 りま した。 くる くる回転 しな

が ら降 下 して いき ます。私 に は地 球全 体 が

ま るで回転 す る巨大 な車 輪 の よ うに見 え ま

した。 視 界 がす ば ら しく よか った こ と もあ

って， 非 常 に よ く見 え たの で す。 以来 ， 急

横 転 や き り もみ降下 の よ うな演 習 は何 度 も

経 験 しま したが， もしき ょ うそれ をす る こ

とにな って も， 山 が引 っ く り返 った とか地

球 が 回 る とかい うふ う には考 え な いで し ょ

う。 なぜ か と言 え ば， それ は経験 によ って

現 実 と いう もの を知 って い るか らで す。 で

すか ら， もうだ ま され は しませ ん。

教 会 員 に とっ て現実 とは何 で し ょうか。

それ は， 「イ エ ス・キ リス トが神 の御 子 で あ

る こと。御 父 と御 子 が実際 に予 言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミス に姿 を現 わ され た こと。福 音 が

この地 上 に回復 され た こ と」 で す。

私 た ちに は正 し い道 か ら離 れ る理 由 が あ

りませ ん。鉄 の棒 を しっか りつ かん で いる

限 り，欺 かれ る こ とは ない ので す。

讃美 歌 の中 に， 昔 の聖 見 者 二 一 フ ァイを

歌 った ものが あ ります。 二 一フ ァイ もまた

父 リーハ イの示 現 を見 ま した。

昔 の予 言者 二 一 フ ァイの示 現

み こと ばに鉄 の 棒 しめ さる

この世 の旅 路 の 誘惑 の もと

闇 を行 く とき に 危険 の中 に

誘 惑近 づ き 道曇 れ ば

その棒 をた よ り み助 け乞 わん

強 く正 し き棒 と りて た よれ

そ は神 の み こ とば 導 き まさ ん

(「讃 美歌 」165番)

イ エ ス ・キ リス トのみ名 によ って 申 しあ

げ ます。 アー メ ン。



彼らの人生の炎で暖め
させていただいた

前中央扶助協会会長 バーバラ・B・スミス

キ
ンボー ル大管 長， ヒンク レー副 管長

を初 め とす る教会 幹部 の方 々， また

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん。私 は今，95歳 の

誕生 日を迎 え たあ る元最 高 裁判 所長 官 の よ

うな気持 ちで す。彼 はそ の 日が いつ もの 誕

生 日と何 ら変 わ りな い もの と思 って い ま し

た。 と ころが， 挨拶 に立 っ た 自分 の 口か ら

あ ふれ 出 たの は， 人生 を愛 し， 仕事 や同僚

を愛 する言葉 で した。

彼 は言 い ま した。

「私 は人生 の燃 え る炎 の前 で両 手 を暖 め

て きま した。思 い出 と いう宝 は私 の もの で

す。 また， き ょうあ る貴 い もの も私 の もの

で す。 しか し， 最 良 の人生 は常 に もっ と先

にあ ります。 人生 の真 の魅 力 は， 時 と い う

丘 を越 え た私 た ちの 目の届 かな い とこ ろに

ある ので す。」

この方 の よう に私 も人生 を愛 して い ます。

これ まで9年 半 携 わ って きた扶 助協 会 の こ

の仕 事 を，私 は心 か ら愛 して い ます。 大変

で， 骨 の折 れ る こ ともあ りま したが， とて

もす ば ら しい仕 事 で した。 その あ ま りの す

ば らし さに過 ぎ去 った時 間が ほ んの一 瞬 の

よ うに思 え ます。

今 この転換 期 を迎 え るに あた り，様 々 な

思 い 出が よみ が え って き ます 。私 を助 け，

辛 抱強 く私 の帰 宅 を待 って くれ た夫。 忙 し

い中 を私 の スケ ジ ュール に合 わせ て くれ た

子供 た ちや娘婿 ，嫁 た ち。 よ く私 の模 範 に

な って くれ たひ孫 た ち。共 に働 い た姉 妹 た

ち。彼 らの姿 や経 験 や印 象 の入 り混 じった

万 華鏡 が今 よみ が え って きます。

献 身的 で才能 が あ り， 忠実 に働 いて くだ

さ った副会 長 の マ リア ン ・R・ ボイ ヤー姉

妹 や， ジ ャナ ス ・キ ャノ ン姉妹 ， シ ャー リ

ー ・W・ 卜一マ ス姉 妹
， アン ・S・ リー ス

姉妹 ， また書 記兼 会計 係 の マ ヨラ ・R・ ミ

ル テ ンバ ー ガー姉妹 の姿 が見 えます。私 は

彼女 た ちを心 か ら愛 して います。 中央扶 助

協 会 で働 いて こ られ たす ば ら しい才 能豊 か

な管 理会 員 の皆 さん の姿 も見 え ます。 ま た

私 個 人 の秘書 や扶助 協会 ビル の接待 主任 ，

広 報 部 の代 表 を務 め て く だ さ っ た モ ナ ・

B・ ベネ ッ ト姉 妹 な どす ば ら しい姉 妹 た ち

の姿 も見 え ます。1

その ほか世 界 各地 の ステー キ部 や ワー ド

部 で働 い てお られ る誠実 な扶助 協会 の指 導

者 の方 々 や， この組 織 を構 成 して い る数 多

くの姉妹 たち のお顔 も見 え ます。 そ の よう

な方 々 に私 は心 か ら感謝 して い ます。

こ こで私 は キ ンボ ール大 管長 の 言葉 を繰

り返 す の みで す。「主 が このす ば ら しい女 性

を祝福 した まわん こと を。」

確 かに，私 は この方 々 の人生 の 炎 で両 手

を暖 め させて い ただ き ま した。 私 は彼女 た

ちが，個 人 的 な悩 み や落胆 ，悲 しみ を克服

して すば らし く成長 して い くの を見 て きま

した。 また この方 々 が，家 庭 や隣 人 に愛 と

奉仕 の業 を施 すの を見 て 参 りま した。

そ して彼 女 た ちの創 造性 を味 わわ せて い
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ただ き， 成果 を共 に喜 び合 って きま した。

日曜 日の扶助協 会 の集 会 や， 女性 のた め の

地域 大会 ， ノー ヴー で行 な われ た よ うな歴

史的 な行事 な どに参加 し， 姉妹 た ちの 力の

偉大 さを感 じて き ま した。 ノー ヴ ー はこの

愛 す る組織 の発 祥 の地 であ り， そ こ には女

性 を記念 した美 しい庭 園 が あ り ます 。

私 は， このタ バナ クル に大 勢 の姉妹 が集

い， 扶助協 会 の創 立50周 年 を祝 った ときの

こと を読 ん でみ ま した。会 長 の ジー ナ ・D・

H・ ヤ ング姉妹 は こう言 って い ます。

「私 の言葉 が この タバ ナ クル にお られ る

兄弟姉 妹 の皆 さんだ けで な く， すべ て の人

人 に聞 いて いた だけ た ら と思 い ます。 この

大陸 だ けで な く， ア ジアや ア フ リカ， ヨー

ロッパ， そ して海 の 島々 に住 む すべ て の人

人 に聞 いて いた だ き， 理解 して いた だ け た

らと，思い ます。」

これ はか つて の偉 大 な指 導者 が単 に もの

悲 しげ に訴 えて いる ので は な く， も っと深

い意味 が あ る と思 い ます。 それ は， ち ょ う

ど今 の よ うな時代 の た めに行 な った主 への

嘆願 だ った のだ と思 い ます。

私 は幼 い頃， この タバ ナ クル で行 な われ

た あるプ ロ グラ ムに参加 した ことが あ りま

す。 その とき， 決 して忘 れ る こ との で きな

いある感情 にか られ ま した。 そ の と きはそ

れが何 なの か理 解 で き ませ んで した。 私 の

胸 に， いっ か この建 物 の 中 で大 勢 の教 会 員

の方 々の前 に立 つ ことが あ るか もしれ ない

という気持 ちが湧 きあが っ たの です。

子供 の ときに受 け た この示現 は，1974年

に扶助 協会 の大 会 で， 中央 扶助 協 会 の会長

に支持 され たこ とに よ り実 現 したか の よ う

に思 い 手 した。 しか し，今 確信 を持 っ て申

しあげ ますが， 私 が見 たの は き ょうの この

日の こ とだ った ので す。 そ して ジー ナ ・ヤ

ング会 長 の よう な祈 りが あ ったれ ば こ そ，

福 音 の真理 を宣 言 す る私 た ちの声 が世 界 中
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に届 く よう にな りまし た。 その真理 は耳 を

傾 けて理 解 しよ う とす る人々 の心 に しみ通

るもの で す。

私 は， 予 言者 や十二使 徒 が神 か ら召 され

た方 々 で あ るこ とを誇 りを持 って証 い た し

ます。彼 らは， 神 の導 き と聖霊 の力 に よ っ

て教 会 を正 し く導 い て い ます。

教 会 の女 性 に は大切 な仕 事 が あ ります。

そ の仕 事 には， 人格 の 力 と イエ ス ・キ リス

トに対 す る信 仰， 世 の光 とな る純粋 な心，

こ の世 を争 い と悪 で包 む暗 闇 と戦 う正義 の

城 壁 が必要 です。

私 は皆 さん を愛 して い ます。新 しく召 さ

れ 支持 され た扶助 協会 の会 長 を深 く愛 して

お りま す。 扶 助協 会 が立 派 な方 の手 にあ る

こ とを知 っ てい ます。 この組 織 は これ か ら

も成長 前進 し， い ろい ろな面 で神 の娘 た ち

の 生活 に恵 みを もた ら して くれ る で し ょう。

それ は真実 です。神 が生 きてお られ， イエ

スが キ リス トで あ り， 私 た ちの救 い主 ， 貝費

い主 で あ られ る こ とと同様 ， そ れが真 実 で

あ る と全 身 で感 じて お ります。

人生 の一刻 一 刻 を大 切 に し，時 とい う丘

の かな た の どこ かで天 父 や救 い主 と再 び ま

み え る ことが で き ます よう に。 イエ ス ・キ

リス トのみ名 に よ りへ りく だ りお祈 り申 し

あ げ ます。 ア ー メ ン。

懸



家庭を天国のように

七十人第一定員会会員 ジーン・R・クック

ス
ミス姉妹 ，教 会 のす べて の姉妹 ， そ

して兄 弟 を代表 し， お礼 を 申 しあ げ

た い と思 い ます。 ス ミス姉妹 ， キ ャノ ン姉

妹 の お働 きに心 か ら感謝 して い ます。

数年 前 ， あ る家族 の家 が真 夜 中 の火事 で

全 焼 して し まい ま した。近 所 の人 が偉 大 な

原則 を教 え られ る こと にな る とも知 らず，

家 を失 った7歳 の 子供 を慰 めな が ら言 い ま

した。「ジ ョニー，家 が丸焼 け にな って本 当

に大 変 だ ね。」ジ ョニ ー はち ょっ と考 え てか

ら言 い ま した。「ブ ラ ウ ンさん，そ うで もな

い よ。 焼 け たの は家 で， ぼ くらの家庭 じゃ

な い もの。 ぼ くた ちの家 庭 は ち ゃん と残 っ

て いる よ。 た だ， 今 その場所 が ない だけ な

ん だ よ。」

子供 か ら何 と偉 大 な原則 を教 え られ た こ

とで し ょう。家 庭 とい う言 葉 は あな た の心

に何 を思 い起 こ させ るで し ょうか。 あ る人

に とって は城 で あ り， 食事 をす る所 で あ り，

眠 りにつ く所 で す。 ま た この世 で必要 な も

のを保 管 す る所 で もあ るの です 。

しか し， あ る人 に とって は も っと霊 的 な

意 味 が あ ります。 それ は家族 の いる所 で あ

り， 自分 の心 が宿 る神 聖 な所 ， 邪悪 な この
いこ

世 を離 れた 憩 いの場 なの です。

しか し静 か な細 い声 は私 の心 に もっ と深

い意 味 を さ さや きま す。家 庭 は天 国 で ある

と。 この地 上 で の我 々 は皆 他 人 同士 です 。

私 の本 当 の家庭 は この世 で はな く， 天 にあ

ります。 私 が後 に して きた天 にあ る家庭 と

同 じよ うな家庭 を どの よう に して この地 上

に築 くか と い うこ とが，私 に与 え られ た課

題 なの で す。 主 は私 た ちが 「生 まれ る以前

か ら霊 界 に おい て基本 的 な教 えを受 け，主

の 定 め られ た とき に出 て行 って 人の救 いの

ため に ぶ どう園 で働 く準備 を して いた」 と

言 わ れ ま した。(ジ ョセフ ・F・ ス ミス ー死

者 の蹟 い に関 する示現56参 照)

この よ うに私 た ち はぶ ど う園で一生 懸命

働 く よう教 わ った ので す。 ぶ ど う園で の働

きの大部 分 は，(それが 一番 大切 な ことなの

で すが)家 庭 で どの よ うな働 きを した らよ

い か を知 る とい う ことで す。 そ のた め に私

た ち は最 も偉 大 な教 師で あ られ る主 よ り教

えを受 けて いる ので す。 で すか らこの世 で

私 た ちが 自由 意志 を使 って再 び教 わる とい

う こと は， 骨 肉 の体 で実際 に教 育 を経 験 し

再 認識 す る とい う こ となの です。

以前 教 わ った こ とを どの よ うに思 い出 し

再 認識 で きるの で し ょうか。 主 は次 の よう

に答 え てお られ ます 。「祈 りな さい，そ うす

れ ば人 々の信 仰 と清 い行 ない と に応 じて創

世 の 前 か ら備 えて あ る腰 いの計 画 を示 すで

あ ろ う。」(ア ル マ12：30参 照)主 は 「また

わ た しが話 してお い た こと を， こと ごと く

思 い起 させ るで あろ う。」(ヨ ハ ネ14：26)

「ま た 国 民 の 記 憶 の 力 が 強 くな るで あ ろ
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う」(ア ル マ3718参 照)と 言わ れ ま した。

家庭 や家族 とい う言 葉 を 口 にす る と，独

身 や未亡 人の方 ある い は離婚 され た方 ， ひ

と り住 まいの お年寄 りの方 は， 自分 た ち に

は関係 の な い こと と思 わ れ るか も しれ ませ

ん。 しか し思 い出 してい ただ きたい の は，

私 たち をそれ ぞれ の成長 のた め に この世 に

お送 りにな った とき，私 た ちが霊 的 に もこ

の世 的 に も家 族 を通 して成長 で きる よ う計

画 され た とい う ことで す。 主 は全世 界 を そ

の ように組織 され たの で す。 永 遠 の生命 を

受 け るに は， それ以外 に方法 はあ りませ ん。

それ で もあ る人 は 「私 には家族 が あ りま

せ ん。 ひ と りぼ っ ちで す」 と言 うか も しれ

ませ ん。 忘 れ ないで くだ さい。 あ な たは今

まで もそ うで あっ た よう に， 永遠 に神 の家

族 の一員 な ので す。 あ な たは神 の息 子， 娘

な ので す。

あな たの両親 や伴 侶 ，兄 弟 ，姉 妹 が教 会

員 であ るか ど うか，生 きて い るか ど うか は

一切 関係 あ りません。 彼 らはあ く まで あな

た の家族 なの で すρ あ なたが最 後 まで正 し

く忠実 に歩 むな ら， 現在 の状 態 が ど うで あ

ろ う と何 らかの家族 の絆 に結 ば れ るので す。

で すか ら私 たち は， 親 で あ ろ うと兄 弟 ，姉

妹 であ ろ うと， ある い は祖 父， 祖母 ， お じ，

お ば， 子供 で あ ろ うと， また は結婚 して い

よう とい まい と，昇 栄 の準 備 として家族 生

活の 原則 をで き る限 り学 び実践 しな けれ ば

な らない ので す。 これ が主 の方 法 で あ り，

主か ら見 た家族 とい う言葉 の定 義 な ので す。

「ゆ えに
，地 上 に ある すべ て の家 族， そ

の大小 牽問 わ ず， ま た地 上 に生 ける すべ て

の魂 よ， 主 の言 葉 に耳 を傾 け よ。 そ うす れ

ば主 は家 族 とい う天 の組 織 が いか に神聖 な

もの かお教 え にな るで あ ろ う。」

兄 弟姉 妹 の皆 さん，少 しの間 皆 さ んが前
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世 で 天上 の大 会議 ， そう，神 様 の大 家族 会

議 に出席 して いる と考 えて くだ さい。神 は

私 た ち に次 の よ うな こと を言わ れ なか っ た

で し ょうか。

1.「 地 上 にお ける結婚 は，神 の 人 に定 め ら

れ る と こ ろ な り。」(教 義 と聖 約49：

15-16;131：1-4参 照)

2.

3.

4.

「神聖 な お きて によ り
，お前 た ちは神 の

協 力者 と して地 上 に子 らを もうけ るな

り。」(創 世1：22，28;II二 一 フ ァイ

2：22-23;教 義 と聖 約132：63参 照)

「家族 とい う単位 は個 々の霊 的
，肉体 的

成長 の最 小 か つ基本 的 単位 な り。」(モ

ー サヤ4：14 -15;教 義 と聖約68：25
，

28参 照)

「心 をつ くして主 なる神 を愛 する こ とを

子 ら に教 え よ。」(申命6：5-7参 照)

5.「 互 い に 愛 し互 い に 助 け よ 。」(モ ー サ ヤ

4：15参 照)

6. 「朝 も昼 も夜 も家族 と共 に祈れ
。 そ う

お ぽ 　

す れ ば ， こ れ ら の教 え を す み や か に憶

え させ よ う 。」(III二 一 フ ァ イ18：21;

ア ル マ34：21，27;教 義 と聖 約68：28

参 照 〉

7.「 悔 い改 め の原則 ，生 け る神 の子 キ リス

トヘの信 仰 ， バプ テス マ， 聖霊 の賜，

神 権 の 誓約 ，神 殿 の儀 式 な どを子 らに、

教 え よ。」(教 義 と聖 約68：25，27;

132：19参 照)

祖 父，祖 母 ， お じ， お ばで あ る皆 さん は

大 き な力 にな れ るは ずで す。

8.「 家族 の財 産 を聖 別 し，惜 しまず主 に捧

げ よ。」(教 義 と聖 約42：30-31;ヤ コ

ブ2：17;教 義 と聖 約119：1-7参

照)

9.「 子供 をお こ らせ て は な らな い。」(エ ペ

ソ6：4参 照)



10.「 また悪魔 に仕 え互 い に争 って はならな

い。 争 い の種 を まか ない よ う に。」(モ

ーサ ヤ4：14参 照)

神 は次 の よ うに も言 われ た と思 い ます。

11.「父 た る者 よ，汝 らは真 の霊 的指 導者 と

は何 かを世 の 中 でで はな く，家 庭 にあ

って学 ぶ で あ ろう。

母 た ち よ，汝 らは他 の全 て と異 な る神

聖 な召 しが あ る。小 さな子供 た ちを私

の よ うに なる ため に育 て な けれ ばな ら

な い。

幼 な子 の よう にな らな けれ ば だれ も私

の も とに も どる ことは で きな い。」

12.「 生 ける予 言 者 と聖典 か らあなたの義務

を学 べ。」

13。 「最 後 に，親 とい う この神 聖 な職 の故

に， 私 は聖 霊 を通 して最 も大切 な こ と

を汝 に教 え ん。 すな わ ち， 私 に近 くあ

り， へ りくだ って助 け を求 め よ。」

お そ ら く天 父 は こ うもつ け加 え られ た は

ずで す。すな わ ち，「わが子 らよ，世 の 強 い

影響 力 に負 けぬ よ う多 くの警告 を与 えん。」

1.「 世 の 人 々は家 族 を なるべ く小 さくする

よ う勧 め るで あろ うが だ まされ て はな

らない。『子供 は勇士 の 手 にあ る矢 の よ

うだ。 矢の 満 ち た矢筒 を持 つ 人 はさ い

わ いで あ る』(詩 篇127：4-5)と い

う言葉 を覚 え よ。」

2.

3.

「この世 にあ って は
，家 族 の こ とを まず

第一 に しな けれ ば な らな い。 家族 へ の

教 えや活 動 を準備 す る とき， き まって

そ れ を侵 害 しよ う とす る者 が あ るで あ

ろう。 しか し忘 れ て は な らない。 あ な

た方 が その責任 を持 つ第一 人者 ぞあ り，

その成 功 は常 にその神 聖 な関係 に どれ

ほ ど注 意 を傾 けた か によ って計 られ る

ので あ る。」(教 義 と聖 約88：119参 照)

「家族 とで きるだけ一 緒 になる よ うに努

め な さい。 家族 を離 れ ば なれ にす る よ

うな活 動 や人 々 を避 け るが よい。 その

愛 の深 さの ため人 をうれ い させ，悲 し

ませ，く じけ させ る こ と もあ ろ う。」(II
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二一 フ ァイ1：14，21参 照)

4。 「子供 たちは父 や母 の教 えに心 しなけれ
われ

ばな らな い。主 なる我 が両 親 を与 えた

こ とを覚 え， 両 親 を敬 え。」(出 エジプ

ト20：12参 照)

5.「 世 に出 て行 くに あた り，子供 た ち よ，

次 の こ とを忘 れ て はな らな い。 す な わ

ち，私 の よう に祖 父母 や 曽祖 父 母 ， あ

るい は親 で も， ひ とたび親 にな った ら

永遠 に親 で あ る とい う こと を。 家族 を
つかさど

司 る責 任 は 代 々 続 き， 子 の心 を父 に

向 け る と い う み 業 の助 け を す るの で

あ る。家 族 と の交 わ り を避 け， 自分

の好 きな こ とだ けを す ると い う誘 惑 を

断 ち切 れ。 祖 父母 と して， その知 恵 と

経 験 か ら家 族 を親 密 に させ る こ とが で

きるは ずで あ る。 ま こと に家 族 は主 な

る我 が汝 らに与 えた もので あ る。」(モ

ーサ ヤ2：5参 照)

兄弟 姉妹 の皆 さん， 神 は最後 に次 の よ う

に言 って話 を終 え られ た と思 わ れ ます。

6。 「わ が子 らよ，これ らの こ とを すべ て覚

える必要 はな い。 それ らを教 わ る ζき

が来 れ ば， す で に知 って い るよ うな な

つか し さが こみ あげ て くる に違 いな い。

それ はあ なた方 す べ てが天 の家 で聞 い

た こ とだ か らで あ る。1(1二 一 フ ァイ

15：8，11参 照)

汝 らは子 供 を育 て て い くと き に， こ

の私 が汝 らに対 して経 験 した と同 じ苦

しみ を味 わ うで あ ろ う。(教 義 と聖 約

133：52-53参 照)し か し恐 れて は な ら

ない。『われ は天 の衆群 と わが天 の使 た

ちに抜 らをあず け た り。』彼 らは 『天 よ
いだ

り来 たれ ば汝 らを囲 みて，懐 き さ さえ

ん。』(教 義 と聖約84：42，88参 照)こ

れは汝 らに と り我 々 の教 え を経 験 す る
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すば らし い機 会 で あ る。 み たま の勧 め

に従 え。 我 々 は 汝 らを 深 く 愛 し て い

る。」

兄 弟姉 妹 の皆 さ ん，終 わ りに あた り次 の

こ とを言 わせ て い ただ き ます。

親 であ る皆 さん，何 が あ ろ う とも家 に帰

って くだ さ い。

子 供 の皆 さん，皆 さ んは ど こに あって も，

また どの よ うな失敗 や問題 ， 罪 を抱 えて い

て も常 に家 族 か ら愛 され て い るので す。 家

に帰 りな さ い。

祖 父母 の皆 さ ん， そ して兄弟 ，姉 妹 ， お

じ， おば の皆 さ ん， 家 族 を ひ とつ にま とめ

て くださ い。家 庭 に も どって くだ さい。家

庭 とい う概 念 を誉 れ高 い もの に保 って くだ

さい。主 は初 めか らその よ うに定 め てお ら

れ るの で す。

私 も自分 の祖 父母 ， そ して妻 子 を誇 りに

思 って い ます。 家庭 を世 界 中 で一番 すば ら

しい所 と して く ださ い。私 にと って この地

上 で家庭 以上 に居心 地 の良 い所 はあ りませ

ん。

最後 に，私 た ちが この す ば らしい家庭 を

た た えて次 の よ うに歌 う 日が来 るこ とを祈

ってや み ませ ん。

高 きに栄 え て 住 め る わが父

いつ， か え り行 き て み顔 を見 る や

み親 は一 人 か 深 く思 え ば

永遠 の真理 は告 ぐ 天 に母 あ りと

この 身 を横 た え 世 を去 る ときに

父 母 と高 きにて わ れ は会 え るや

仰 せ の みわ ざ みな 成 しとげ し とき

受 け入れ み そ ばに 住 まわ せ た まえ

(「高 きに栄 えて」讃 美歌140番)

イ エス ・キ リス トのみ名 によ り申 しあ げ

ます。 アー メ ン。



祈りの万法

十二使徒定員会会員 ブルース・R・マ ッコンキー

一 の たび ラ ッセル ・M・ ネル ソン， ダ
角一 リン ・H・ オー ク ス両 兄 弟 が

，主 イ

エ ス ・キ リス トの特別 な証 し人 と して立 つ

よう召 され た こ とを うれ し く思 って いま す。

お ふた りは霊 感 の みた ま によ り主 か ら召 さ

れ ま した。 そ して， これ か ら永遠 に主 の家

に あ って， 義 の柱 と して しっか りと立 って

い かれ る ことで し ょ う。

私 は，深 い感 謝 の念 で圧 倒 されん ば か り

です。 また，主 が私 に示 して くだ さ った恵

み に心 が躍 る思 いで す。

主 は この私 に，苦 しみ を味 わ い， い ろい
いや

ろ と思 い悩 み， 主 の癒 しの力 を味 わ う こ と

を許 して くだ さ い ま した。 多 くの方 々の信

仰 と祈 りに心 の底 か ら感 謝 いた し ます。 ま

た私 のた めに捧 げて くだ さ った皆 さんの心

か らの願 いが恵 み の み座 に まで達 した こと

を うれ しく思 い ます。

私 たち は神 の 子 です。 その神 が喜 んで く

ださ るの は， 私 た ちが 断食 と祈 りを通 して

主 の祝福 を求 め る と き， 心 か ら熱望 す る こ

とを全 身全 霊 を込 めて願 い求 め ると き， そ

してパ ウ ロが述 べて いた よう に，「あわ れ み

を受 け， また， 恵 み にあず か って時機 を得

た助 け を受 け るた め に， はば か るこ とな く

恵み の御座 に近 づ こ う」(ヘ ブル4116)と

す る ときで す。

祈 りは， 私 た ちが創 造 主 と交 わ り， 助 言

を求 め る手 段 と して創 造主 が授 けて くだ さ

った もの で あ り， 純粋 で完 全 な礼 拝 の 「隅

のか しら石 」 とな る もの で す。

祈 りの 中で私 た ちは主 に語 り， 主 は私 た

ちに語 りか けて く だ さい ます。私 た ちの声

をい と高 き所 で聞 いて いた だけ る こ と， ま

たみ た まに よ って運 ばれ た主 の答 えを耳 に

す る こ とがで きる とい う ことは，私 たち に

与 え られ た特権 です。

祈 りは，私 た ちの生 活 を変 え ます。祈 り

によ って私 た ち は主 に近 づ き， そ して主 は

私 た ちが 同 じ状 態 に踏 み とどま る ことが な

い よ うに， そ の指 を私 た ち に触 れ て くだ さ

るので す。

祈 りは力 の偉 大 な塔， 尽 きる こ とのな い

義 の柱 ， 山を も動 か し人 を救 う強力 な力 で

す。祈 りを通 して， 病 人 は癒 され， 死人 は

よみが え り， 聖 きみ た まは、忠実 な人 々 に限

りな く注 が れ るの で す。

祈 りの 中で私 た ち は， 生 涯主 を愛 し， 主

に仕 える とい う厳粛 な誓約 を交 わ します。

そ して， い と高 きお方 に身 を捧 げ，聖 式 を

捧 げ るので す。
いこ

さて， 緑 の牧場 に伏 し， 憩 いの み ぎわ に

伴 う人々 の た め に捧 げ られ る特別 に とって

おか れ た祈 りが あ ります。 これ は罪 の荒 野

に住 む人 の ため には捧 げ られ な い祈 りで す。

以 上 の こ とを心 に抱 きなが ら，私 の胸 の

内 にあ る祈 りを紹介 させ て いた だき たい と
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思 い ます。 これ は皆 さ んの心 にあ る同 じよ

うな思 い とひ とつ にな り， 賛 美 と嘆願 ，称

賛 と感 謝 の力 強 い合 唱 とな って高 きに昇 り，

いと高 きみ く らで主 に聞 いて い た だけ る こ

とで しよう。

私 た ちの捧 げ る祈 りは， 暗 記 した祈 りや

形式 的 な祈 り， 同 じ言葉 の繰 り返 しで はあ

りませ ん。 祈 りはみ た まの導 きを求 め る も

の であ り， その時 々 の必要 にあ っ た もので

あ るはず です。 次 々 に起 こ るい ろ いろ な こ

とに同 じ言 葉 で祈 る な どと いう こ とは考 え

られ な いこ とです。 しか しなが ら，以 下 の

ような思 い を伝 える言葉 を私 た ちの祈 りの

中で用 いるの は妥 当 な ことだ と思 わ れ ます。

お父様 ， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り
いづ

願 い求 め ます。 私 た ちの 口 よ り出 る言 葉 に

耳 を傾 けて くだ さい。 あ なた のす べ て を見

通 す 目で私 た ちの心 にあ る思 い を見分 け，

私 た ちの正 しい望 み をか な えて くだ さ い。

私 た ちは， あな たの み前 に参 り， 王座 の

前 で身 をかが め， あな た を父 と呼 べ る こ と

を大 いな る特 権 で あ る と感 じて い ます。 そ

して， あ なた が私 た ちの叫 び声 を聞 いて く

だ さる こと を知 って い ます 。 ど うぞ私 た ち

が聖 霊 の力 によ って語 る こ とがで きます よ

う に。

それ か ら， この死 す べ き世 にお け る祝 福

や，不 死不滅 の永遠 の生 命 にあず か る機 会

が ある こと を主 に感 謝 す る とき には， 次 の

よ うな こと を述 べ る と よいで しょ う。

お父様 ，私 た ちに命 を与 えて くだ さ った

こ とを感 謝 して い ます。 なぜ な ら私 た ちが

天 の家 か ら遠 く離 れて巡 り歩 く この試 しの

世 は， ほ かの方 法 で は決 して得 られ ない経

験 を得 るため にあ るか らで す。

私 たち は， あな たが偉 大 にして永 遠 な る

救 いの計画 を定 め， 打 ち立 て て くだ さ った

58

こ とを感 謝 します 。 その お かげ で， あ なた

の霊 の 子供 で あ る私 た ちは， すべ て の事柄

に忠 実 か つ誠実 で あ る こと を条 件 に， 進 歩

成 長 して あな た と似 た者 に なる力 を与 え ら

れ ました。

また， あな たの聖 な る御 子 イ エ スを救 い

主， 照 い主 として お送 りく ださ った こ とを

感 謝 いた し ます。 それ によ って あな たの偉

，大 に して永遠 な る救 いの計 画 の条件 がす べ

て完全 に機能 し，私 たち は死 や地獄 ， 悪 魔，

そ して尽 きる こ との ない苦 しみか ら救 わ れ

る こ と とな りま した。

ああ， 主 と主 の祝福 され た み名 は何 と麗

しい こ とで しょ う。 肉体 と霊 の両方 の死 か

ら貝費って くだ さ った こ とに私 た ちは限 りな

く喜 び を覚 え ます。私 た ち とあな た との と

りな しを して くだ さ るお方， 私 た ち に罪 を

着 せ ず， か え って ご 自分 の 身 を打 たれ る に
いや

任 せ て私 た ち を癒 して くだ さった お方 に誇

りを覚 える ので す。

父 よ， そ の独 り子 を お与 え くだ さ った こ

と を感 謝 します。 御子 を信 じる こ とに よっ

て私 た ちが滅 び ず して永 遠 の生命 を受 け ら

れ るよ うに して く ださ い ま した。 また ゲ ツ

セマ ネで の血 と苦 しみ， カ ルバ リでの 血 と

苦 痛 を通 して，私 たち が悔 い改 め る こ とを

条件 に私 た ちの罪 をそ の身 に負 って くだ さ

い ま した。

あ あ， キ リス トと呼 ばれ る主 イ エ スを私

たち は何 と愛 して いる こ とで し ょう。 イエ

スは聖 な る メ シヤで あ り， 私 たち の主 ， 神，

王， そ して神 会 を構 成 す る偉 大 な お方 と し

て私 た ちの礼拝 の対 象 とな って い るお方 で
とが

す。 また， か の大 いな る 日に主 の前 に瞥 な

く して 立 つ こ とが で き るよ う私 た ちは衣 を

その血 で清 め るの で す。

この 時代 にお ける栄 えあ る福 音 の 回復 に



一

つ いて の祈 りは， 次 の よう な言 葉 で述 べ る

とよ いで しょう。

私 た ちの先祖 たち の神 よ， あ なた が この

時代 に私 た ちの ため に なさ って くだ さ った

こ とに感謝 し， 喜 ん で い ます。

私 た ちは心 か ら，福 音 を回復 して くだ さ

った こと に感 謝 して い ます。神 の み声 が再

び聞 か れ， それ まで閉 ざ されて い た天 が開

かれ， 神権 とその鍵 ，光 明 と真理 と を携 え

た聖 な る天使 た ちが訪 れて ，私 たち に導 き

と恵 み を与 えて くだ さい ま した。

1820年 の春 に あな た とあ なた の愛 す る御

子 が ジ ョセ フ ・ス ミスの もとを訪 れ て， 時

満 ち たる神 権 時代 の訪 れ を告 げ て くだ さ っ
い けい

た こと を思 う とき，私 たち の心 は畏敬 の 念

で満 ちあ ふ れ ます。

あ な たが モ ロナ イ を送 ってモ ル モ ン経 を

世 に現 わ し， モー セ を遣 わ して世 の 「エ ジ

プ ト」 か ら神 の シオ ンに イ スラエ ル を集 め

る力 を私 た ち に授 け， またエ ラ イ ジャを送

っ て， 地 上 で つな ぐ力 と， この世 での行 な

い を天 にお い て永遠 に結 び固 め る力 をお授

け くだ さ った こ とに驚 きを禁 じ得 ませ ん。

私 た ち はエ ラ イヤ スが アブ ラハ ム の福 音

を 回復 して くれ た こと をどん な に感 謝 して

い る こ とで し ょう。 この こ とに よ って誓約

の子 で あ る私 た ち は， 家族 とい う単 位 を永

遠 に持 ち続 ける こ とがで き るよ う にな りま

した。

御 子 の照 罪 を通 して，私 たち と御 父 との

和解 が 可能 とな っ たこ とに つい て は， 以下

の よう に祈 るの がふ さ わ しい と思 われ ます。

お父様 ， あな たは私 たち にあ なた と心 を

ひ とつ にす る こと をお教 え にな り，私 た ち

聖徒 の道/1984年7月 号 59



に啓示 や示 現 を お授 け くだ さ い ました。 私

た ちは あな たの民 で あ り'，与 え られ た召 し

と選 び にふ さわ しくあ りたい と願 って い ま

す。

あ なた は これ まで私 た ちの 中 で奇跡 を行

なわれ， 私 た ち に聖 典 を お授 け くだ さ り，

特 にこの時代 に あな たの言 葉 を現 わ して く

だ さい ま した。 また， あ らゆ る真理 に導 か

れ， 身 も霊 も清 め られ る よう に， 聖霊 の賜

を授 けて くだ さい ま した。

これ らの こ とにつ い て，私 たち の感謝 の

気持 ちは と どまる と ころ を知 りませ ん。 ま

たこ う した事 柄 の た めに，私 た ちは あ なた

の聖 なる み名 を永遠 にあ がめ る こ とで し ょ

う。

私 たち はあ な たの前 に罪 を告 白 し， 赦 し

を求 め ます。私 た ち とあな た との間 に何 者

を も置か ず， あ な たの みた ま を絶 え間 な く

受 け られ るよ うに する た めで す。

地 上 に神 の王 国 を確 立 す るこ とに つい て

は， 私 た ちの必要 と して いる こ とを次 の よ

うに述 べ る とよい で し ょう。

どうぞ地上 の王 国 で あ るあ なた の教会 を

祝 福 して くだ さい。 あ な たの み手 の力 あ る

器 として古代 の シオ ンの再建 ， はた また来

たるべ き新 エル サ レム の建 設 のた め に働 く

こ とが で き ます よう に。

またあ なた の古 代 の予 言者 が予 言 した よ

う に， イ ス ラエル の失 われ た羊 をすべ て の

国 の シオ ンの ステ ーキ部 に集 め る ことが で

き ます よ うに。

あ なた の回復 された福 音 をすべ て の国民 ，

血族 ， 国語 の民， 世 の 人々 に宣 べ伝 える力

をお与 え くだ さい。 あ らゆ る国々 の扉 を開

いて くだ さい。

あ なた の御 子 の来 臨 の ため に人 々 を備 え
まつと

る とい うあな たか らの使 命 を完 う させ て く
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だ さ い。 また私 た ち がそ れ ぞれの先 祖 を見

いだ し， あな たの聖 な るみ名 に捧 げ られ た

宮居 にお いて彼 らの救 い と昇栄 の儀 式 を行

な うこ とがで きます よ うに。

あ あ，私 た ちに あわれ み があ ります よ う

に。 私 た ちの 弱 さ に耐 えて くだ さ います よ

う に。私 た ち はあ なた に信 頼 を寄 せ て い ま

す 。 あ なた は私 た ちの神 で あ り， ほか に神

と して仰 ぐ方 はい ませ ん。私 たちが礼 拝 と

賛 美 と感 謝 を捧 げ るの は あな たに対 して な

ので す。

私 た ちの この世 にお け るい ろい ろな 問題

につ いて は， 私 は何 の た め らい もな く こう

話 し ます。

私 た ち は， 家畜 の群 れ のた め に， 野 に あ

る果実 の ため に， また， つる や木 が伸 び る

よ うに願 い求 め ます。 ま た風 や雨 を静 め，

災害 か ら私 た ちを守 り， 私 た ちの か ごや倉

が一杯 に なる よ う願 い求 め ます。

私 た ち には食物 と衣服 と住 居 が必 要 で す。

また栄養 と仕 事 が必 要 で す。 また仕 事 や事

業 に は知 恵 が必要 です。

ど うぞ私 た ちの必 要 に応 じて これら の も

の をお与 え くだ さい。貧 し く も余 る ほ どで

もな く， 私 た ち にほ ど よい食物 をお 恵み く

だ さ い。

私 たち の救 いの備 え とな る個 人 的 な祝 福

につ いて は， 次 の ような言葉 で心 にあ る思

いを述 べ る とよ いで し ょう。

家 庭 に あ って夫 と妻 が共 に愛 し合 い，互

いに結 び合 える よ うに祝 福 して くだ さ い。

また光 明 と真理 に よ り， 子供 を育 て る こ と
くんとう

が で き ます よ うに。 そ して，主 の薫 陶 と訓

戒 によ って育 て られ た子供 た ちが ，義 なる

父 た ち にな らって 父母 を敬 う者 とな る よう

に祝 福 して くだ さ い。

お お， 父 よ。私 たちの 中 に は， 永遠 の伴



侶 を得 た い と望 ん で い る人 々， また得 るに

ふ さわ しい人 々が大 勢 い ます。 彼 らの前 に

道 を備 えて，彼 らが その心 に義 な る望 み を

抱 くこ とがで き る よう に祝福 して くだ さい。

私 た ちの中 に は病気 の者 ，悩 め る者 が い

ます。 病 に苦 しむ者， まだ死 の命 を受 けな

い者 が います 。 あ あ， 偉大 な医師 で あ られ
いや

る柚 よ， あ なた の聖徒 たち に癒 しの力 を注

いで くださ い。

おお，神 よ。私 たち の信 仰 を強 く し，今

よ りも多 くの病 人 が癒 され，死 人 が よ みが

え ります よ うに。

しか しそれ に も ま して お願 い い た します。

癒 しの神 よ，癒 しの翼 を持 って来 た者 た ち

が私 た ちの霊 を も癒 して くれ る よう に して

くださ い。

また私 た ちが清 くあ り，聖 な る民 となれ

ます よう に。 私 た ち は何 よ りも まず聖 きみ

た ま を伴 侶 とした い と思 って い ます。古 代

の 人々 が祈 った よう に， 私 た ち も聖 霊 が受

け られ るよ うに と祈 ります。

お お，父 よ。 私 た ち はみ た まの賜 を受 け.

て喜 び， ま たさ らに 多 く与 え られん ことを

願 い求 め ます。 私 た ち の中 に証 と啓示 と示

現 と奇 跡 とが何 倍 に もな って増 し加 えられ

ます よう に。私 た ちに永遠 の奥義 ， す なわ

ち 目が ま だ 見 ず， 耳 が ま だ 聞 か ず ， 人の

心 に まだ入 り込 まな い事柄 につ いて お教 え

くだ さい。

そ して，結 びの言 葉， 誓約 ， 嘆願 と して

は， 以下 の事 柄 を表 わす言 葉 を選 ん で用 い

る とよい で し ょう。

そ して最 後 に お父様 ，御 子 が あな た とひ

とつ であ られ る よ うに，私 たち も御 子 と ひ

とつ にな れ る ようお導 き くだ さい。私 た ち

は救 い を求 めて い ます。 永遠 の 生命 を望 ん

で い ます 。 あな たの み も とに帰 り， アブ ラ
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ハ ム， イサ ク， ヤ コブの ほか， この世 に出

た一切 の聖 い予 言者 と共 に席 を得 て再 び天

の王 国 を去 るこ とが な いよ う，願 い求 め ま

す。

死 すべ き人 間 と して この地 上 に ある間 に，

あな たの御 子 の み顔 を拝 させて くだ さい。

そ して主 が こ う言 われ るの を聞 くこ とがで

き ます よ うに。「私 の父 に祝 福 され た人 た ち

よ。来 な さい。 あ なた方 はあ な た方 の 主の

喜 び に入 る で あ ろう。 あ な た方 の 召 し と選

び は確 か な もの とな った。 あな た方 は私 と

共 同の相 続 人 で あっ て，父 の持 て るすべ て

を受 け，所 有 し， 受 け継 ぐであ ろ う。」

私 た ちの永遠 のエ ロ ヒム であ られ る神 よ，

これ まで述 べ た すべ て の感 謝 の 言葉 と祝福

の嘆願 につ け るあ なた のみ ここ ろを承 知 し

てい る私 た ち は， あな たの前 に誓約 します。

私 た ち はあ な たが く ださ った戒 め を守 り，

生 涯 あ な たを愛 し， あな た に仕 え ます。

私 た ち は こう誓約 し ます。 これ よ り後 私
とか

た ち は， 省 な く，忠 実 に， 従順 に， また信

頼 にす べ て応 え，互 い に対 す る愛 の心 を持

ち， あな た の民，牧 場 の 羊，選 ばれ た民 で

ある こ とを言葉 と行 な いで示 しなが ら， あ

なた がお示 し くだ さ った道 を歩 み ます。

以上 述 べ た言葉 は私 た ちの気持 ちや望 み

を表現 す る もの と して， 祈 りの中 で主 に 申

しあげ る に、三・さわ しい もので す。

こ う した賛美 と嘆 願， 称 賛 と感謝 の合 唱

に加 わ り， 祈 りの言葉 にそ った生 活 を しよ

う と努 力 す る人々 は， この世 にお いて は平

安 を， 来 た るべ き世 に あ って は永 遠 の生命

を得 る こ とが で き る と私 は信 じて い ます。

以上 が私 自身 の， 私 の家 族 の そ して全 イ ス

ラエ ルの祈 りで す。

主 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 しあ

げ ます。 アー メ ン。
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1984年4月7日(土)神 権部会

伝道 あなたしか決められないこと

ブリがム・ヤング大学第6

ステーキ部第/ワ ード部 デ ビン ・G・ダ ラ ン ト

兄
弟 の皆 さん， この よ うに皆 さんの前

に立 つ こ とがで きて光 栄 に思 い ます。

初 めに，教 会 で よ く取 りあげ られ る テー マ，

審 判 に つ いてお話 した い と思 い ます。

ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 で はバ ス ケ ッ トの

試 合 の前 に， 審判 が両 チー ムの キ ャプ テ ン

をセ ンターサ ー クル に呼 ん で，儀 式 ば っ た

無 意味 な 言葉 を繰 り返 し ます 。実 際 に大 切

な ことは何 ひ とつ あ りませ ん。 と ころ が，

ノー トル ダム と試合 を した と きの こ とです。

審判 を務 める私 の友 達 が， この ミー テ ィ ン

グで深 く考 え させ る こ とを言 い ま した。「今

晩私 たち審判 は一生 懸命 にや る。 多少 の ミ

スは ある だろ うが， 君 た ち もベ ス トを尽 く

して くれ。」

私 はその言 葉 を胸 に， 試合 に臨 み ま した。

あ と数 分 で試合 終 了 とい う とき， ノ ー トル

ダ ムの大 きな選 手 が ， リバ ウ ン ドしたボ ー

ル に飛 びつ こ うと した私 を突 き倒 し ま した。

私 は床 に倒 れ た ま ま， 審判 を見上 げ ま した。

なん と審判 は私 を指 差 し， 私 の反 則 をと っ

たの です。 その判 定 に驚 きなが ら，私 は立

ちあ が り， 審判 に笑 いか け なが ら こ う言 い

ま した。「試合 前 に言 った こ とは正 しか った

よ。」彼 は きょ とん と してい ま した。 「多少

の ミスは ある って言 った け ど， 今 の は大 き

かっ たね。」私 た ちは互 い に顔 を見合 わせ て

大笑 い し， 試合 を続 け ました。

私 は， 多 くのむ ずか しい判定 を大 観衆 の

前 で即 座 に下 す審 判 を， 心 か ら尊 敬 して い

ます。 しか し人生 には， 審判 の下 す判 定 よ

りもは るか に重要 な決 定 が あ ります。 それ

は時 間 をか けて じっ く りと考 え，祈 り，・自

分 自身で下 す もので す。 その ひ とつ が，伝

道 に出 るか出 な いか の決定 で す。私 は小 さ

い頃 か らず っ と伝道 に出 た い と思 って い ま
ちゆう

した が， い ざ書 類 を送 る段 階 に な って，躊
ちよ

躇 しま した。考 えな けれ ばな らない様 々 な

ことが， 心 に重 くの しか か って きた ので す。

伝 道 に出 るの は，1年 を終 えてか らが よい

の か，2年 を終 え て か らか， あ るい は大学

を卒業 して か らが よ いの か， わか りませ ん

で した。 いろ いろ な考 え や思 いが浮 かん で

きて， ど うに も決 心 が っ き ませ ん で した。

それ に伝 道 に出 て，私 に とっ ては貴 重 な メ

ッセ ー ジで も， それ を人 に伝 える だ けの知

識 が 自分 にあ るか疑 問 で した。私 は た くさ

んの 人 に相 談 しま した。 多 くの 人 は快 く意

見 を聞 か せて くれ ま した。 す ぐに出 るべ き

だ と言 う人，待 った方 が い い と言 う人， 中

には，行 くべ きじ ゃな い と言 う人 もい ま し

た。 今行 くか， 待 つ か， やめ る か， もし こ

の質 問 を皆 さん に した と した ら，皆 さん は

どの よう に答 えて くだ さった で し ょうか。

お そ らく，私 が話 しに行 った立 派 な神 権

指 導 者 の よ うに答 え て くだ さっ た ことで し

ょう。私 は彼 の とこ ろへ行 き， 自分 の置 か
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れ て いる状 況 につ いて説 明 しま した。 その

指 導 者 は， 私 の話 を忍 耐 強 く また関心 を持

って 聞 いて くれ ま した。 そ して，伝 道後 に

バ スケ ッ トを続 け られ る可能 性 につ いて私

が 自分 の気持 ちを述 べ る と， 心 に しみ る次

の よ うな助 言 を与 えて くれ ま した。 「デ ビ

ン， もし君 が伝道 に出 て忠実 に働 い た ら，

帰 った と き， 今 よ りす ば ら しいバ ス ケ ッ ト

ボー ル選 手 に なれ るだ ろ う。」

私 は その 人 を心 か ら信 頼 して いたの で，

彼 が み た まに導 か れて語 って い るの だ と感

じま した。 ま た， この 言葉 は伝 道 に出 るす

べて の運 動選 手 にで はな く， 私個 人 に与 え

られ た もの だ と感 じま した。 人 に よって状

況 は異 な るか らで す。彼 は，私 に助 言 す る

こ とは で き ました。 両親 も友 人 たち もで き

ま した。 しか し， だれ も私 の代 わ りに伝 道

に出 る こ とは で き ませ んで した。伝 道 に行

くのは私 で あ り，私 以外 のだ れ も私 の伝 道

に つい て決定 を下 す こ とはで き ませ ん。 自

分 で決 めな け れば な らな か ったの で す。

私 が伝 道 に出た い と思 っ たひ とつ の理 由

は，伝 道 が 父 と母 に与 えた影響 を見 て きた

か らで す。 家庭 の 夕べ で， 父 は よ く伝 道時

代 の こ とに触 れ ま した。父 の伝 道 の召 しに

つ いて話 して くれ ました。 父 は伝 道 に出 た

い と思 って い ま したが ， それ を祖 父 に話 す

と， 思 い と どま る よう に言 わ れ ま した。父

の家 は， ユタ州 の ア メ リカ ンフ ォー クで養

鶏 場 を営 んで い ま した。祖 父 は健康 状 態 が

す ぐれ な か ったの で， 自分 ひ と りで は養鶏

場 をや って いけ な い し，伝 道 資金 を出す こ

と もで きな いだ ろ うと感 じたの です。

メル ビン ・グ ラ ン ト監督 がや って きて，

その問題 につ いて 家族 と話 し合 い ま した。

祖 父が 監督 に， 息 子 を伝 道 にや る こ とはで

きな い と言 う と，祖 母 は椅 子 か ら立 ち あが
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って こ う言 い ま した。「ニ ワ トリの世 話 は私

が します。 息子 の ジ ョー ジ は伝 道 に行 き ま

す よ。」

こ う して父 は イギ リスに行 きま した。 伝

道 に出 て か ら数 カ月後 に届 いた祖母 の手 紙

には，こう書 いて あ った そ うです。「ニワ ト

リは お まえが どこ にい るか を知 って いる の

で しょ う。 今 まで こん なに卵 を産 ん だ こと

なん てな か った ので す か ら。」

1980年 の春 ，私 は宣 教 師訓練 セ ンター に

入 り，ス ペ イ ンの マ ドリー ドで の伝 道 に備一

えて スペ イ ン語 を習 い始 め ま した。訓練 セ

ン ター にい る とき，私 は正 しいζ とを して

い る と確信 しま した。 心 の 中 には，伝 道 か

ら帰 っ てバ ス ケ ッ トボ ール を した い という

願望 が あ りま した。 しか し同時 に， た とえ

二 度 とバ ス ケ ッ トボー ルが で きな くな った

と して も， 自分 の決 め た こ とを後 悔 す まい

と決意 しま した。

私 は スペ イ ンで， 「ダ ラ ン ト長 老」と書 か

れ た小 さな名 札 を胸 につ け る特権 にあ ずか

りま した。 「長老 」とい う肩書 き は， これ ま

で 目に した どんな称 号 よ りも， 栄 えあ る も

の で した。私 は宣教 師 と して， た くさんの

経 験 を しま した。 人々 が福 音 を受 け入 れて

くれ た とき には， 言葉 に表 わ せ ない喜 び を

味 わ い， 福 音 の メ ッセー ジを拒 む人 に出会

った と きに は， 深 い悲 しみ を感 じ ました。

最 もす ば ら しい思 い出 の ひ とつ は，1981

年 の夏 に始 ま ります。 私 た ちは午 前 中い っ

ぱ い， 街 頭伝 道 を して ビジネ ス マ ンに教 会

に つい て話 しま した。昼 にな る頃 に は暑 く

な り， 疲 れ て きた ので， そ ろそ ろ休 憩 しよ

うと思 い ま した。私 たち は近 くの公 園 を通

り抜 け る こ とに し ました。 道 を歩 いて い く

と，若 い人 の グル ープ が 目 に入 り ました。

そ こで， 私 た ち はメ ッセ ー ジを聞 く気持 ち
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が あ るか どうか確 か め る こと に しま した。

近 づ いて い く と， うさん く さそ う な 目で

こち らを見 ま した。末 日聖 徒 イエ ス ・・キ リ

ス ト教会 の宣教 師で あ る こ とを告 げ る と，

ち ょっ と笑 い声 が 起 こ り， あ ざ ける よ うな

言葉 が返 って き ま した。 聞 きた くな い こ と

は明 らか な ようで す。 しか し， その 中 にひ

と り真 剣 な まな ざ しで私 た ちを見 て い る少

年が い ま した。 そ こで私 たち は ギ ター を持

ったその少 年 に的 を絞 っ て，話 しか け ま し

た。 「な にか弾 い て くれ ませ んか。」彼 は に

っこ り笑 うと， ギタ ー をかか え て弾 き始 め

ま した。

弾 き終 わ った と ころで， 私 た ち は もう少

し自分 た ちの こと につ いて話 し， メ ッセ ー

ジ を伝 え ま した。 少年 の名 前 はホ セ ・マ ニ

ュエル と言 い ま した。 それ か ら少 し話 を し

て， 別 れ ぎわ に 「ま た別 の 日に教 会 につ い

て お話 で き ませ んか」 と尋 ね る と， 少年 は

言 い ま した。「喜 ん で。僕 は ほとん ど毎 日公

園 に来 て， 犬 を散歩 させ るか ギ ター を弾 い

て い ます か ら。」

私 たち は立 ち去 る と き， この少年 がバ プ

テス マを受 ける とは夢 に も、思い ませ んで し

た。 数 日後 に同 じ場 所 に行 く と， うれ しい

こ とに彼 が いま した。 尋 ねて み る と， 話 を

聞 くと言 うの で，公 園の ベ ンチ をふ たつ持

って きて，私 と同僚 がひ とつの ベ ンチ に，

彼 が も うひ とつ のペ ンチに座 りま した。私

たち はホ セ ・マ ニ ュエル の 目 を見 つ め， イ

エス ・キ リス トにつ いて話 し ま した。 終 わ

りの方 で， モル モ ン経 を紹介 し， イエ ス ・

キ リス トが復 活後 にア メ リカ大 陸 を訪問 さ

れた こ とを説 明 しま した。 そ して， この す
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ば らしい 出来事 につ いて読 む よう にチ ャ レ

ン ジし ま した。 彼 が そ うす る と言 うの で，

モ ル モ ン経 を渡 し ま したが， 本 を開 くこ と

さ えして くれ る か疑 問で した。

数 日た ち， モル モ ン経 を読 んだ か どう か

確 か め に行 く こ とに しま した。 驚 い た こと

に， ホ セは言 わ れ た とこ ろを読 ん だ と言 い

ま した。 しか も， その 内容 を友達 に話 す と，

読 ん で みた い と.言うの で， あ げて しま った

との こ とで した。 もう1冊 手 に入 りませ ん

か と尋 ね られ，私 た ち は何 とか な る と思 い

ます と答 え ま した。

その後 も私 た ち は福 音 を教 えて い きま し

た。 彼 の外 見 と心 が変 わ っ て い くの が わか

りました。 ホセ はバ プ テス マ を望 んで い ま

した。

ス ペ イ ンの マ ドリー ドで ホ セ ・マニ ュエ

ル と会 って か ら，3年 近 くに な り ます 。 ホ

セ は今 で は教 会貝 です。 そ して数 カ月前 に，

皆 さん や私 と同 じよ うに， あ る決 断 を下 さ

な けれ ばな りませ んで した。伝 道 に行 くか，

それ と も行 か ない かで す。行 け な い理 由 は

す べて そ ろ ってい ました。 まだ 日の浅 い改

宗 者 で す し， 福 音 の知 識 も 多 くはあ りませ

ん。数 年前 にお父 さん が亡 くな って いたの

で， お母 さ んは彼 に行 かな いで ほ し い と思

って い ま した。家 族 の だれ もが そうで した。

ホ セに は，18カ 月 の間伝 道 す るだ け の資金

が あ りませ んで した。 さら には，伝 道 以前

の 問題 として， 兵役 を全 うす る必要 が あ り

ました。 本 当 に八方 ふ さが りで した。

私 たち は皆，伝 道 につ いて考 え る とき，

行 くべ きで ない理 由 を たく さん見 つ け る こ

とがで きます。 しか し， こう した理 由 に惑

わ され ず， その 向 こ うにあ る もの を見 す え

る必要 が あ ります。大 切 な こ とは，行 くべ

き理 由 を捜 す こ とで す。 ホ セ ・マ ニ ュエル
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に はそれ が あ りま した。 イエ ス ・キ リス ト

は神 の御 子 で世 の救 い主 です。 ジ ョセフ ・

ス ミス は示 現 を受 け ま し た。教 会 は真 実

で あ り， そ の 教 会 に よ っ て 彼 自 身の 生活

が変 わ りま した。 そ して ホ セは， 出 て行 っ

て これ らの証 を世 の 人々 に宣 べ伝 えた い と

願 って いま した。

ホセ は伝 道 に出 たい と思 い ま した。 そ し

て， そ の召 しを受 け ま した。 主 の助 け に よ

り， す べて が う ま くい きま した。 こう した

こ とは，rいっ も起 こって い るよ うです 。彼

は様 々 な障 害 を克服 し，今 スペ イ ンの バル

セ ロ ナで伝 道 して います。

だれ で も大 きな障害 に直 面 して，伝 道 に

出 るの は無 理 だ と考 え る こ とが あ ります。

私 の父 の場 合 ，祖 父 が病気 で した。 ホ セ ・

マニ ュエル の塚族 は伝 道 に反 対 しま した。

私 は， バ スケ ッ トボー ルの選 手 と して 自分

の将来 を心配 し ま した。 私 た ちの 直面 す る

多 くの 障害 は，私 た ちの心 の 中 にあ ります。

そ こで少 しの 間，次 の よう に考 えて い る皆

さん に，特 にお話 した いと思 い ます。「ガー

ル フ レ ン ドがい るか ら」「い い仕 事 に就 いた

し， 車 も買 った か ら」 「学 校 の成 績 が悪 く

て ，聖 句 や レッス ンプ ラ ンを暗記 で きない

か ら」「知 らな い人 と話 すの は苦 手 だか ら」

「伝 道 部 の規 則 を守 れ そ う もな いか ら」「教

会 が真 実 で あ る とい う強 い証 を持 て ない の

に， そ れ を人 に伝 え るな んて で きや しな い

か ら」

こ う した考 え を持 って い る皆 さん に申 し

あげ ます。 今 は十分 な証 が な くて も，伝 道

中 に得 る こ とがで きます。 ガー ル フ レン ド

の こ とは心 配 い りません。 聖 句 や レ ッス ン

プ ラ ンは， 十分 に学 ぶ こ とがで き， うま く

活用 で きる よ うにな ります。 見知 らぬ人 に

話 しか ける 勇気 も得 られ ます。従 順 になれ
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ます。 皆 さ んはで きるの です。

皆 さん の中 に は， これ まで の生 活 に照 ら

して， 自分 の能 力 に とて も 自信 の持 てな い

人 が いる か も しれ ませ ん。 学力 や社 会 性 の

面 で卓 越 して い ない か も しれ ませ ん。確 か

に， 社 交上 の た しな み，高 い教 養， 経 験豊

かな指 導力 ，話 し上 手 な ど は， 伝道 に役 立

つ才 能 で す。 しか し， 宣教 師 に真 の力 を与

える源 は， こう した もの を はる かに越 え た

と ころに あ るので す。

私 は最 近 ， 同僚 と して伝 道 して い るふ た

りの宣教 師 につ いて聞 き ま した。一 方 の宣

教 師 は多 くの才能 に恵 まれ て い ま したが，

他方 はそ うで はあ りませ んで した。 ふた り

は， 何度 か レ ッス ンを教 えて き た家 族 か ら

手紙 を受 け取 りま した。 そ の手 紙 には， こ

れ以上 レ ッス ンを受 けな い こ とに したの で，

モル モ ン経 を取 りに来 て ほ しい と書 いて あ

りま した。

しか し一 見才 能豊 かな長 老 は， 自分 の社

交性 と学識 を駆 使 すれ ば， ご主 人 の気 持 ち

を変 え られ る と自信 満 々 で した。 そ の長老

は家庭 集会 で， 自分 の持 つ才能 と技 術 を す

べて使 って家族 を説 得 しま した。 もうひ と

りの長 老 は黙 って 聞 いて い ま した。 そ して

つ いに ご主 人 は， レ ッス ン を続 ける こ とに

同意 しま した。

後 にそ の家族 の バプ テ ス マ会 で， 有能 な

長 老 はあ の晩 の こ とを思 い出 して， い く ら

か得 意 にな って い ました。 バ プ テス マ会 が

終 わ る とご主人 が彼 に こう言 い ま した。「あ

の晩， 私 は気持 ちを変 え て， レッス ンを続

けて受 け よ うと決心 し ま した。 私 の生涯 で

最 も大 切 な晩 で した。 あ の とき， あ なた の

話 を聞 い て も， 私 は も うこれ き りに し よう

と堅 く心 に決 めて い たの で，私 に レ ッス ン

を続 け る気 持 ち を起 こさせ よう と して，何
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を言 って くだ さって もむだ だ ったの で す。

と ころが ふ とあ な たの同僚 を見 る と， 彼 の

目が じっ と私 に注 が れて い ま した。 その顔

か らは， これ まで感 じたこ との な いよ うな

愛 が伝 わ って きま した。私 はみ た まを感 じ，

その無 言 の メ ッセー ジ を拒 む こと はで きま

せ んで した。 そ の とき，教 会 が この よ うな

愛 の源 で あ るな ら，私 も会 員 に な りた いと

思 ったの です。」

社 交 や教養 に関 して 人並 以上 の賜 があ れ

ば，伝 道 の助 け にな ります。 しか し， もっ

と必 要 とされ るの は， 愛，信 仰 ，証 と いっ

た 内 なる賜 で す。 これ らの賜 にお いて ， す

べ ての 人 は平 等 な ので す。

健康 で あ るな らば，宣 教 師 と して ふ さわ

し く自分 自身 を備 えて くだ さい。 障害 を わ

きへ押 しや り，伝 道 に出て くだ さい。

伝道 ， 結婚 ， 人格 ，奉 献， 道徳 な ど， あ

らゆ る事 柄 に つい て決 断 をす る と きに， 主

の祝福 があ る よ うに祈 って い ます。

私 は スペ イ ンで ダ ラ ン ト長 老 と して働 く

特 権 に恵 まれ た こ とを， 感謝 して い ます。

イ エス ・キ リズ トは生 きて お られ ます。 主

は この地 上 に お られ る間 に， 私 た ちの生 き

るべ き道 を教 えて くだ さ い ました。 主 は私

た ち神 権 者 に，主 か ら受 けた もの を携 えて

出 て行 き， それ を人 々 と分 か ち合 う よう求

めて お られ ま す。 この み業 を進 め るな らば，

主 は私 た ちが接 す る人 々の生 活 だ けで な く，

私 たち を も祝 福 して くだ さい ます。 主 が与

え て くだ さっ た福 音 は真 実 で す。 私 の人 生

に おい て この福 音 が非 常 に大 切 な もの であ

っ たか ら こそ，私 は伝 道 に出 たい と思 った

の です。

これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの み名

に よ り証 しま す。 アー メ ン。



主のチームに誰が入るや

七十人第一定員会会長会 」・卜一マス・ファイアンズ

大
リー グで は スカ ウ トを雇 って， 優 秀

　

な若 い選 手 を絶 えず捜 させて い ます。

スカ ウ トは その訓 練 された 目でヴ 優 れ た成

績 を着 実 にあ げる選 手 を見 つ け ます。 こ う

した若 い選 手 が選 び出 され るの は， 偶 然 に

よるの で はあ りませ ん。優 秀 な選 手 にな る

に は， た くさん の準備 が必要 なの です。 選

手 は長 い年 月 を訓 練 に費や し， プ レー の す

べて の部分 にわ た り完壁 さを 目指 して努 力

します。長 時間練 習 します 。筋 力 を つけ る

た め に栄養 の あ る食 物 を取 るよ うに心 が け

ます 。摂 取 す る物 が スタ ミナ に影響 する こ

とを知 って い るか らで す。 十分 な休 息 を取

り，健 康 管理 の原則 に従 い ます。生 活 の 中

で体 調 を最 高 の状態 に保 つ こ とを， 最 も大

切 な こ とと して い ます。 日ご と，週 ごと，

鞭

年 ごと に 目標 を設 定 し， ひ たむ き に努 力 し

ます。 コー チの助 言 に注意 深 く耳 を傾 けま

す。 コ ーチ は常 に選手 を見守 り， そのプ レ

ー につ いて選 手以 上 に よ く知 って.いる か ら

です。 選 手 は コー チ と一 緒 に ビデ オを見 て

自分 の プ レー を研 究 し， コ ンピ ュータ ーの

描 き出 すグ ラ.フを も とに，様 々 な能 力 につ

いて詳 し く分 析 します。 新 しい方法 や原理

が あれ ば それ を取 り入 れ られ る よう に， い

つ も気 を配 って います 。夜休 む とき には，

自分 の プ レー を もう一度 振 り返 り， プ ロ ス

ポ ー ツ界 を構 成 す る強 豪 チー ム の一 員 とし

て迎 え られ る 日の こと を思 い描 くの です。

私 た ちは讃 美歌 「主 の方 に は誰 が立 つや」

を歌 い ますが， 「主 の方 」とは どうい う意味

で し ょうか。 この 「方 」(side)に は， ゲ ー

ムや スポ ー ツで相 争 う団体 の片方 ，選 手 団

の片方 ， つ ま りチー ム と いう意味 が あ りま

す。

この定義 に基 づ けば，「主 の方 には誰が 立

つや 」 と いう質 問 は 「主 の チ ーム に誰 が入

るや 」 と言 い換 える こ とが で き るで し ょう。

そ こで，神 権 者 にあ て は まる と思 われ る歌

詞 を紹介 し ま しょう。

主 の チー ム に 誰 が入 るや

恐 れ ず聞 か ん 時 は いた る

生 け る神 に 仕 え まつ り
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少 な く とも 力 示 さ ん

恐 れ ず行 き われ ら勝 た ん

主 の軍勢 わ れ らに あ り

主 の チー ム に 誰 が入 るや

恐 れ ず聞 かん 時 は いた る

(「讃美歌 」160番 参照)

主 の チーム で働 くの は，偶 然 で はあ りま

せん。 ス ペ ンサー ・W・ キ ンボ ール大 管長

は次 の よう に語 って い ます。「これ は私 たち

が受 け継 ぐ もので す。私 た ち はその よ う に

生 まれつ いて い ます。 そ して ，私 た ちが行

な う必 要 の ある こ とは，受 け継 ぎ を得 る に

ふ さわ しい者 とな って， この祝 福 にあ ずか

るこ とで す。」(「神 権 」P.2)

アル マ書13章1節 に は，「主 なる神 は ……

人を選 んで按手 礼によって神 の聖 なる神 権 の

祭 司 らに任命 をな した も うた」 とあ ります 。

さ らに3節 と4節 に は次 の よ うに記 され

て い ます。「祭 司 た ちが聖 任 され た仕 方 は次

の ようであ る。 かれ らは そのす ぐれて堅 固
よ

な信仰 と善 い行 い とが あ るた めに，神 の先

見 の明 に よっ て創 世 の前 か らすで に選 ん で

備 えて おか れ た。 かれ らは まず善 を選 ぶ の

も悪 を選 ぶ の も心 の まま に許 して おか れ た

が， す で に善 を選 んで その信 仰 が す ぐれ て

堅 固 であ った か ら，聖 い召 を受 けて この職

に召 され た。 一一

かれ らが この聖 い職 に任 ぜ られ たの は そ
よ

の信仰 に由 っ たの であ って， ほか の人 々 は

その こころ が かた くな でそ の精神 が暗 いた

め に神 の 『み た ま』 をたび た び拒 んだ ので

あ った。 も しも こ う言 うこ とが なか った な

らば， その 兄弟 た ち と同様 に大 きな特権 を

受 けたで あ ろう。」

ア ルマ書13章9節 には，「この よ うに永遠

に…… 大祭 司 とな り」 と記 されて い ます 。

皆 さんがバ ス ケ ッ トボール の選 手 に な っ
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て も，演 劇 に出演 して も， カル テ ッ トで歌

って も， ある い はス カ ウ トに入 隊 して も，

その期 間 は普通 わず か数 カ月 ，長 くて も数

年 とい う とこ ろです。 こ う した活 動 へ の参

加 に は， 始 め が あ るよ うに，終 わ りが あ る

ので す。 しか し， アル マが教 えて い るよ う

に， 私 た ちは永遠 に大祭 司 で す。神権 は永

遠 な ので す。

さて若 人 の皆 さ ん， こ こで予 言者 の生 涯

の 中か らい くつか模 範 を取 りあげ て，予 言者

た ちが神 権 に対 す る霊 的備 えを どの よ うに

行 な ったか考 えて み ま し ょう。 ジ ョセ フ ・

フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス大管 長 は， 自分

の気 持 ち を次 の よう に述 べて い ます。 「『私

が ま だ小 さな少 年 で，神 権 を受 ける年 齢 に

な っ てい なか った とき， 父 は私 の手 に モル

モ ン経 を置 いて， この本 を読 む よ うに言 い

ま した。 私 は この 二 一 フ ァイの記録 を感 謝

しで受 け取 り， 自分 に与 え られ た割 り当て

を こつ こつ と果 た して い き ました。私 の心

に刻 み込 まれ た聖 句 が い くつかあります。私

は それ ら の聖 句 を忘 れ た こ とが あ り ませ

ん。』ス ミス大 管長 は10歳 にな る まで に， モ

ル モ ン経 を読 み終 え ま した。 それ も1度 で

は な く，2度 です。 兄弟 た ちの記憶 に よれ

ば， 自分 の仕 事 をで き るだ け早 く片づ け，

ときには 野球 か ら早 く帰 って，干 し草 置場 に

閉 じと もるか木 陰 に座 って， モル モ ン経 を

読 んで い た との こ とです。」(ジ ョセ フ ・フ

ィール デ ィング ・ス ミス ・ジ ュニ ア， ジ ョ

ン ・J・ ス チ ュワー ト 「ジ ョセ フ ・フ ィー

ル ディ ング ・ス ミスの生 涯」p.57)

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管長 は， この

よ うに述 べ て います。「私 は執 事 の と き，未
まき

亡 人 の方 々 の ため に土曜 日に薪割 りを した

の を覚 えて い ます。9人 の少 年 が集 ま って

短 い ミー テ ィング を開 き， そ れか ら斧 を持
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って 未亡 人 の家 を 回 り， その週 に必 要 な だ

け の薪 を割 りま した。」

マ ッケ イ大 管長 は さ らに続 けて い ます。

「祭 司 として聖 餐 の儀 式 を執 行 した こ とや
，

初 めて聖 餐 の祈 りを捧 げた と きに失敗 した

こ とを覚 えて い ます。 その 当時 は，今 日よ

く見 か け る よ うな祈 りの 言葉 を書 いた カー

ドは， 置 いて あ りませ んで した。 暗記 す る

こ とにな って い たの で す。聖 餐 台 は説教 壇

の真 下 にあ りま した。 私 の父 は監 督 で した

の で， いつ もパ ンと水 の祝 福 をす る人 のす

ぐ上 に い ま した。 私 は祈 りの言葉 を覚 え た

と思 って い ま した。 しか し， ひ と りで 暗唱

して い たの で， ひ ざ まず いて 目の前 の会 衆

を見 る と， う ろた えて しまい ま した。誹(ク

レア ・ミ ドル ミス編 「懐 しい経験 」P.190)

若 人 の皆 さん， マ ッケイ大 管長 は こう した

チ ャレ ンジ に遭 って も落胆 しませ ん で した。

さ らに準 備 を重 ね て， 自分 自身 を卓越 した

段 階 まで 引 き上 げ たので す。

キ ン ボール大 管 長 は，少 年 の と きに立 て

た 目標 につ いて次 の よ うに語 って います。

「私 が ほ んの 子供 の頃 に立 てた 目標 の ひと

つ に つ いてお話 し よう。 それ はソル トレー

ク ・シ テ ィー か ら来 た教会 の指導 者 が大会

で， 私 た ち は聖 典 を読 むべ きで あ る， と言

った の を聞 いた と きの こ とであ る。私 はそ

れ まで一度 も聖 書 を読 んだ こ とが なか った

の を認 め た。 そ の夜 そ の説教 を聞 いた あと，

1ブ ロ ック ほ ど離 れ た家 に戻 り， 家 の一番

上 の と ころ にあ る狭 い屋根 裏 の私 の部屋 へ

の ぼ り，小 さな机 の上 にあ る小 さ な灯 油 ラ

ンプ に火 をつ け た。 それ か ら，創世 記 の初

め の・数 章 を読 ん だ。1年 後， 私 は そ の 大

きな すば らしい本 の すべ て の章 を読 み終 え

て， 聖 書 を閉 じた。

私 は読 み続 けて いた聖 書 が66の 書 か ら成

る こと を知 った。それか ら，聖 書 は1，189章
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に分 かれ，(英 文 で)1，519頁 もあ る こと を

知 った と きには， 読 むの を やめ よ うか と さ

え思 った。 私 の手 に負 えそ う もな かっ た。

しか し，他 人 に で きる こ とな ら， 自分 に も

で きる こ とを私 は知 って い た。

M歳 の少 年 に は理 解 しに くい箇 所 が数 々

あ る ことを知 っ た。 ま た， 特 に興 味 の ない

頁 もか な りあっ た。しか し，66の 書 を1，189

章 ，1，519頁 にわ た って読 み終 えた と き，私

は ひ とつ の 目標 を定 めて それ を達 成 で きた

という，言 い知 れ ぬ満 足感 を味 わ ったの で

あ った。」

大管 長 は続 けて い ます。「私 は今 自慢 をす

る ため にこの話 を して いるの で はな い。私

が灯油 の明 か りで それ をやれ たの だ か ら，

皆 さん は電 気 の明 か りで それ をす るこ とが

で きる。 ただ それ を言 いた いが ため に例 と

して この話 を使 った に過 ぎ ない。私 は1頁

も残 さず に聖 書 を読 み通 したこ と を今 で も

喜 ん で いる。」(『豊 かで満 ち足 りた人生 を計

画 す る』 「大 会報 告1973-75」p.202)

私 は ほとん ど毎週 ，世 界 の ど こか の ステ

ー キ部 大会 に出席 して い るの で
，私 の ワー

ド部 の福 音 の教義 ク ラ スに出席 す る こ とが

で きませ ん。今年 度 ， この クラ スで はモル

モ ン経 にっい て教 え られて います。 イエ ス

が キ リス トで あ る ことを証 す る も うひ とつ

の神 聖 な書物 か ら霊 感 を受 け， その重要 性

を理 解 す る特 権 にあず かれ な いの は， まこ

とに残 念 な ことで す。 そ こで， 妻 と私 は家

庭 で モル モ ン経 を研 究 す る とい う 目標 を立

て ました。1984年 度 の福 音 の教義 ク ラ スの

テキ ス トを この総 大会 まで に終 え よう と決

心 したので す。1月 か ら始 め て，3月12日

の月曜 日に46課 あ るモ ルモ ン経 コー スの最

後 の課 を勉 強 し ま した。 この 目標 を達 成 で

きて本 当 に満 足 してい ます。
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全世 界 の選 ばれ た若 人 の皆 さん， 皆 さん

は主 の チー ムの一 員 とな るた め に備 えて い

る ので す。皆 さん は大 きな期 待 を担 って い

ます。 皆 さんの頭 に手 が置 かれ， イエ ス ・

キ リス トの み名 に よっ て神 の神権 が授 け ら

れ ま した。 皆 さん は主 に代 わ って， 人 の子

ら に聖 なる儀 式 を施 す こ とがで きるの です。

この こ とに つい て少 し考 え てみ て くだ さい。

共 に神 権 を持 つ兄弟 の 皆 さん， 私 は皆 さん

を心 か ら愛 して います 。 すべ て の教 会 幹部

が皆 さん を愛 して い ます。 毎 日，霊 的 な運

動 をす る よ うにお勧 め します。 この運 動 は，

皆 さん が 自分 で選 んだ レベ ル で行 な う こと

が で きます。 た とえば， 毎 日モル モ ン経 を

数 節 ず つ，1章 ず つ，15分 ず つ， ま たは30

分 ず つ読 み ます。 皆 さん は 自分 にどの程 度

の霊性 を得 る必要 があ るか おわ か りにな る

で し ょう。 この チ ャ レ ンジを受 け る こ とが

で きます ね。

皆 さん は優 れ た献 身的 な行 な い ゆ えに，

主 の チー ム の一貝 と して迎 え られ ま した。

何 とすば らしい特権 を手 に した ことで しょ

う。 皆 さん は奉 仕 と愛 を もって 自己を鍛 え

ます。 人生 の チ ャ レ ンジに祈 りを も って立

ち向 か うと きに持 久力 を養 い ます。 そ して，

聖 典 を読 んで深 く考 え る ときに栄 養豊 かな

霊 的食物 を取 り，霊 的 なス タ ミナ と筋 力 を
はぐく

育 み維持 す るので す。 プ ロ スポ ー ツ選 手 の

不 断 の努 力 が生 活 に浸透 し，心 身 と もに最

高 の コ ンデ ィシ ョンにな る よう，神 権 の こ

う した健 康管 理 を最 優先 させ ま し ょう。 そ

うすれ ば夜寝 る と きに皆 さん の心 と思 い と

祈 りは 自動 的 に再 び，大 きな望 み とと もに，

主 の偉 大 な神 権 の チー ムで の プ レー を完 壁

な もの にす る こ とに向 け られ るで しょ う。

イ エス ・キ リス トのみ名 に よ り申 しあげ ま

す。 ア ーメ ン。



，失われた羊を連れ戻す

七十人第一定員会会員 ジョセフ・B・ワースリン

愛
する兄 弟 の皆 さん，私 はネ ル ソ ン兄

弟 を補 佐 す る責 任 を2度 務 め た者 と

して， ラ ッセル ・M・ ネル ソ ン長 老 の召 し

に感 謝 します。 そ して，彼 が高 貴 な 人格 を
そな

具 え， 王 国 にお いて偉 大 な業 を行 な う人 で

あ る と断 言 します。 同 じ く， オー ク ス長 老

もす ば ら しい人格 を具 え た方 で す。

これ か らあ る若者 の話 を した い と思 い ま

す。 その若 者 は，深 い見識 で広 く知 られ て

いる賢 者 の も とを訪 ね ま した。 そ して，現

在取 り組 ん でい る分 野で， 自分 の立 て た高

い 目標 を達 成 す る に はど う した らよ いか，

助 言 を求 め ま した。

「私 につ いて来 な さい。」 賢者 はそ う言 う

と， 若者 を近 くの川 に連 れて行 き，全 身 を

水 の 中 に沈 め て， 上 か ら手 で押 さ えつ け ま

した。 そ して，若 者 が苦 し くな って もが き
おぽ

始 め，今 に も溺 れ そ うに なっ た とこ ろで，

ようや く手 を放 し ました。水 か ら顔 を出 し

た若 者 は， あ え ぎ な が ら言 い ま し た。「息

が， 息 が， で きませ ん。」

す る と，賢者 は こう言 い ま した。「これが

第一 の教 えだ。今 お まえが 息 を した い と思

っ たそ の気持 ちで成 功 を求 め る な ら， 目標

は必 ず達 成 で きる。 成功 す る ことが で きる

の だ。」

願 望 ， それ も燃 える よ うな願望 は， 人並

み以上 の何 か を達 成 す る際 の基本 を なす も

の です。

最初 に この話 を したの は， 関係 して いる

すべ て の人 が この願望 を持 つ こ とが， 今 晩

私 がお話 す る テー マ 「教 会 に来 て いな い会

員 が活発 にな れ る よう に助 ける」 を実践 す

る最 初 め ス テ ップ にな るか らです 。

しか し， 話 の 内容 が聞 き手 の求 め る もの，

達 成 したい と熱望 す る もの と一致 して いな

けれ ば，私 の話 す こ とは何 の役 に もた たな

い で し ょう。 いか な る場合 も， 立派 な業績

を残 す 人々 は， 自分 の行 な って いる こ とを

楽 しんで い ます。 ま た よく知 られ て いる よ

うに，私 た ちが正 しい こと を行 な うには，

まず一 人一 人 の態 度 や思 い が正 しくな けれ

ばな りませ ん。

デ ィー ン ・L・ ラー セ ン長 老 は， こう し

た考 えを次 の よ うに鮮 や か にま とめて い ま

す。「善悪 の区別 が で きる とい うこ とは，選

択 をす る際 に 自由意 志 が使 える とい う こと

で す。 また そ うする時 に， 私 た ちは 自分 が

選択 した こと に対 して責任 を負 わな けれ ば

な り ませ ん。選 択 の 必然 的 な結果 か ら逃 れ

る こ とはで き ない か らです 。善 悪 を判断 す

る上 で の 自由意 志 の行使 は，進 歩 と成長 に

大 き な期 待 を か けて いる 人々 の 中に あっ て

は欠 かせ ない大 切 な もの です。」(『自己の責

任 と人 間 の進 歩』 「聖 徒 の道 」1980年9月

号 ，p.117)

イエ ス は根 本 的 な原則 を教 える こ とを第

一 に考 えて お られ ま した。 そ して， それ ら

の原 則 は，個 人の霊 性 や心 の状 態 と深 くか

か わ る もので した。 救 い主 は， 心 の状 態 が
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正 しけれ ば， そ の ほか のほ とん どの こ とも

正 しい こ とを知 っ てお られ たの で すρ しか

し， も し心 の状態 が悪 けれ ば， 人生 にお い

て何 ひ とつ業 績 を残 す ことはで きませ ん。

ですか ら， 二一 フ ァイ が その民 に次 の よう

に訓戒 した こと も，うな ずけ ます。「私 はキ

リス トの言 葉 を よ く味 わ え とあ なた た ち に

勧 め た。 それ は キ リス トの言葉 は， あ なた

た ちの しな くて はな らない こ とを みな教 え

るか らで ある。」(II二 一フ ァイ3213)

イエ ス は こう言わ れ ま した。「わ た しに む

かって 『主 よ， 主 よ』 と言 う者 が， みな天

国 にはい るの で はな く， た だ， 天 に い ます

わが父 の御 旨を行 う者 だ けが は い るので あ

る。」(マ タ イ7121)

「狭 い門 か らは い れ。」(マ タ イ7113)

マ リオ ン ・G・ ロム ニー 副管 長 は， この聖

句 の意味 を次 の よう に明確 に して い ます。

「最善 を尽 くすだ けで は十分 で あ りませ ん。

で きる ことを すべ て行 な わな い限 り， な す

べ き ことを した とは言 えない の です。 必要

な こ とを行 なう際 に，私 た ちは成 功 しなけ

れ ばな りませ ん。 与 え られ た仕 事 を完 遂 す

る まで は， 十分 で ないの で す。」

私 は大 学時代 に スポ ー ツを やっ て いた関

係 で，今 で もスポ ー ツに関心 があ り，冬 季

オ リン ピ ック の記事 に も目 を通 し ます。 あ

る スポー ツ記 者 は， ドイ ツ民主 共和 国 と し

て知 られ る小 さな 国， 東 ドイ ツが， 目覚 ま

しい活躍 を して い ると報 じて い ま した。 そ

の記事 に よる と， 東 ドイ ツの選 手 はほ かの

国 の選手 よ りも激 しい訓練 を受 け たわ けで

はない が，精 神 や意 志 を鍛 え る時間 を多 く

取 って い るので， 精 神的 な備 え にお いて勝

って いる そ うです。昔 か ら言 い古 され た「健

全 で積極 的 な心構 え」 とい う もの が， この

国の選 手 を際 立 たせ て いるの で す。(リ ー ・

ベ ン'ノン 「デゼ レ ト ・ニ ュー ズ」1984年2

月16日 付参 照)
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教会 に来 て い ない会員 を強 め よ うとす る

とき，私 た ちは以下 の人 々 に心 を向 け ます。

1.教 会 員 の家 庭 に育 ちな が ら教会 に活発

に集 っ た経 験 の ない会 員 。 その た め，

子供 も教 会 に来 て いな い こ とが 多 い。

2， 改 宗後2，3年 の間 が普通 であ るが ，

霊 的 に弱 くな って教会 を離 れ る改宗 者。

3。 罪 に陥 った り， そ のほ かの 問題 が あ っ

て教会 を離 れ る活発 会貝 。 多 くの場 合 ，

この 問題 は，福 音 に対 す る証 や知識 の

欠如， ふ さわ し くな い行 な いや罪悪 感

か ら来 る心 の痛 み で あ り，教 会 で責 任

を受 ける こ とに対 す る恐 れの場 合 もあ

ります 。

4.

イエ スが 明言 され た よう に，

ワー ド部， 支 部， 定員 会 の指 導 者が最 優 先

しなけれ ば な らな い ことで す。教 会 に来 て

い ない会 員 は， これ まで の働 きか け に どう

応 えた か にか かわ らず， すべ て活発 化 の対

象 と して考 え るべ きで す。

私 た ち は思 いや りと忍 耐 ，寛 容， 愛 ，誠

実 ， 不断 の努 力 を もって働 きか ける必要 が

あ ります。私 た ちが心 か ら愛 と関心 を寄 せ

て い る こ とをわか って も らわ な けれ ば な り

ませ ん。

教 会 に完 全 に活発 に なる に は，霊 的 な意

味 で の改宗 を徐 々 に経 験 し， ほ かの会 貝 た

ちか ら受 け入 れ られ る必要 が あ ります。私

た ちは力 を尽 くして その ような会 貰 に福 音

を教 え，温 か く迎 え入 れ て フ ェロー シ ップ

を行 な う必要 が あ るの です。

世 の 中の考 えや行 な い に引 かれ て，教

会 か ら迷 い 出た青少 年 。 この中 に は，
ふ はく

つ か の間 の浮薄 な楽 しみ を追 い求 め る

世 の風 潮 に押 し流 され た青 少年 や，現

実 に迫 られ る まで何 ひ とっ真 剣 に受 け

止 め よ う と しない同年 代 の グル ープ に

影響 され た青 少年 が います 。

この失 われ た羊 を連 れ戻 す とい う仕 事 は，

ステ ーキ部 ，



最 近 出席 した ス テー キ部 大 会 で，会 員 の

活発 化 につ いて心 に残 る話 を聞 きま した。

その ス テー キ部 の ある監督 は，教 会 に来 て

いな い兄弟 を活発 化 す る こ とに深 い関心 を

抱 いて い ま した。 彼 は また， 活発 化 の第 一

段 階 は コ ミュニ ケ ー シ ョンを図 る こ とにあ

り，教 会 に来 て い ない兄 弟一 人 一人 をみず

か ら訪 問 す る必要 があ る こ とを知 って い ま

した。

そ こで， 電 話 を かけ る こ とか ら始 め まし

た。 あ る兄 弟 に電 話 をす る と，奥 さん が出

て こ う言 い ま した。「監督 さん，お電 話 を く

だ さ って，本 当 にあ りが と うご ざい ます。

あ いに く主 人 は外 出 して い ますが， 帰 りま

した ら， 電話 す る よ うに伝 えます。」ご主人

は監督 か ら電 話 が あ った こ とを聞 くと， 予

想 通 りの反 応 を示 しま した。電 話 を し よう

とせ ず に，こ う言 った ので す。「監督 に言 っ

て くれ， おれ は眠 って るとね。」そ してユ ー

モ ラ スにつ け加 えま した。「死 んで る って こ

とさ。」

この 言葉 は， 本 人が 意識 して いる以 上 に

真 理 を突 いて い ます。 その通 りなの です。

彼 は眠 って いま した。 悲 しい ことに， 霊的

な生 活 にお いて死 ん で いた ので す。

しか し， 賢 い妻 は夫 の生 活 に すば らしい

影響 を与 え る もの で す。 こ の兄 弟 の奥 さん

は穏 やか な調子 で ，電 話 を する よ うに勧 め

ま した。

電 話 を受 けた監 督 は，親 しみ の込 もった

声 で提案 しま した。「今 晩，監督 室 で少 しの

間 お会 いで きた ら，本 当に うれ しいの です

が。」その兄 弟 は， 誠実 で思 いや りの あ る誘

いを断わ りきれず，監督 に会 い に行 きました。

そ して監 督 の証 と真 心 か らの 関心 に動 か

され て， 間 もな く始 まる こ とにな って いた

神殿 準備 セ ミナ ー に出席 す る こ とを約 束 し

ま した。

そ の セ ミナー で毎 回，真 理 につ いて の豊
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か な知 識 と霊 感 あふれ る証 を持 うた有能 な

教 師か ら教 えを受 けて ，彼 は心 を動 か され

ま した。 そ して`自 分 の家 族 を強 め，神殿

で永 遠 の結 び 固め を受 けよ うと決心 したの

で す。

この善 良 な兄 弟 は， まだ眠 って い るか も

しれ ませ ん。 しか し， 以前 とはず いぶ ん違

い ます。 自分 の手 で家 族一 人一 人 の生活 に，

言葉 で は表 わ せ ない喜 び と幸 せ を もた らし

た ので す。

別 の ワー ド部 で は， 監督 が最 も優 秀 な2

名 の ホー ム テ ィーチ ャー に，教 会 に来 て い

な い家族 の中 か ら特 に1家 族 を選 ん で割 り

当 て ま した。 そ の家族 の家 長 で あ り父親 で

あ る兄 弟 は， メル ケ ゼ デク神権 の長 老 の職

に聖 任 されて い ま したが， 何年 もの問教 会

に来 て いませ ん で した。 ホ ーム テ ィー チャ

ー は その兄 弟 と連 絡 を と り
，毎 週特 別 な教

師 が訪 問 して福 音 を教 えて も よいか ど うか

尋 ね ま した。家 族 の 了解 が得 られる と， そ

の 家族 が必 要 と して い る ことや求 め て いる

こ とに合 わせ て， 福音 の レ ッス ンを教 えて

いき ま した。

監督 も2，3週 お き に面 接 を して， ホー

ムテ ィー チ ャー を助 け ま した。 その兄 弟 は

日曜 日にい つ も ゴル フ に行 くの で，初 めは
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自分 の生活 を変 えるつ も りは まった く あ り

ませ んで した。 あ ると き， その兄 弟 と面 接

をして いた監督 が こう言 い ま した。「霊 性 を

高 める ため に もっ と努 力 を しな い と， すば

ら しい ご家族 を失 う ことに な ります よ。」教

会 か ら離 れ て いた兄弟 は この言葉 を聞 いて，

大切 な事 柄 に つい て深 く考 え させ られ ま し

た。 そ して， それ か ら数 週 間以 内 に行 な わ

れた次 の面接 で，監督 に こ う言 った ので す。

「これ か らは什分 の一 を納 め ます 。私 た ち

夫 婦 は，神 殿 で結 び固 め を受 け る こと を 目

標 に した い と思 い ます 。」

この家族 は教 会 に活発 に集 う よ うに な り，

福 音 に対 す る態度 が完 全 に変 わ りま した。

喜 んで福音 の原則 を受 け入 れ ，進 んで生 活

を変 えて いる よう で した。

も うひ とつ実例 を紹 介 しま し ょう。 その

家族 には，近 所 に住 ん で いる ホー ム テ ィー

チ ャー が特別 に割 り当 て られ ま した。 ホー

ムテ ィー チ ャー はまず真 心 か らの友 情 と，

隣 人 と して の関 心 を示 して ， ま じめ な態度

で話 し合 え るよ うに なる の を待 ち ま した。

あ る 日， そ の家 族 と座 って話 を して い る と

き，毎 週訪 問 して福 音 を教 え て もよい か ど

うか尋 ねて み ま した。 そ して， いか な る強

要 も しない こ とと， その訪 問 で は救 い主 の

福音 を教 えて家族 の質 問 に答 える だけ で あ

るこ とを，約 束 しま した。 それ か ら数 週 間

も しない内 に， その 家族 はホ ーム テ ィー チ

ャー に伴 われて教 会 に出席 し， や がて 自分

たち だけで 来 る よう にな りま した。 監督 は

夫婦 と面接 を して， メル ケ ゼデ ク神 権 を受

け るこ とと，神 殿 で結 び 固め を受 け る こ と

を目標 とす るよ うに働 きか け ま した。

監督 は， この夫婦 が5人 の子 供 とこの世

か ら永遠 に わた って結 び 固 め られ るの を見

て， 胸が一 杯 に な った と述 べ て い ます。神

殿 の結 び固 めの部屋 に は， ワー ド部 の会 員

や友 人が た くさん詰 め か けて いた そ うです 。
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この家族 は現 在 ，福 音 が真 実 で ある こ と

に対 して強 い証 を持 ってい ます。 ワー ド部

の 多 くの会員 は， これ ほ ど人 が変 わ るの を

見 た ことが な い と言 い ます。 この兄 弟 は今 ，

長 老 定員 会 の会長 会 で働 いて い ます。

私 は ブ ラ ジル の すば らしい 人々 や教会 員

を心 か ら愛 して い ます が， その ブ ラジル の

傑 出 した ステ ーキ部 の あ る長老 定 員会 の会

長 が， 目覚 ま しい成 果 を報 告 して くれ ま し

た 。昨年1年 間 に，教会 に来 て い なか った

15人 の長老 が 活発 にな った とい うの で す。

私 は 「どの よ うな方法 を使 った ので す か」

と尋 ねて み ま した。 す る とその会 長 は こ う

答 えま した。「私 た ち会 長会 とホー ム テ ィー

チ ャーが， 彼 らの家 を何度 も訪 問 し ま した。

そ して，心 か ら関心 を抱 いて い るこ とを知

って もら ったの で す。」この長 老 た ち は証 を

強 め， 今 で は家族 と共 に活発 に教 会 に集 っ

て い ます。

主 は， 兄弟 や姉 妹 を力づ け る ため に働 く

人 々 に， 大 い な る報 い を約 束 され ま し た。

近 代 の啓 示 の 中で， 次 の よ うに述 べ てお ら
しか

れ ます 。「而 して汝 らも し生 涯今 の世 の人 々
ただ

に向 いて悔 改 め を叫 ぶ こと に力 を尽 し，唯

一 人 の人 た りともわ れ に導 かば
， わ が御 父

よろニ い か

の 国 に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如 何 ば か り

ぞや。J(教 義 と聖約18115)

私 が知 って い る こ と，感 じて い る こと を，

皆 さ んの心 に刻 む ことが で きた らと思 い ま

す。私 の揺 るぎ ない証 を述 べた い と，思い ま

す。天 父 とその御 子 イ エス ・キ リス トは，

万 物 を治 め支 配 して お られ ます。 私 た ち は

福 音 が永遠 の もので あ る こ とを理 解 しな け

れば な りません。 福 音 は永遠 で あ って， す

べて の 人 に適 用 され ます。私 た ち一 人一 人

が福 音 に対 して責 任 が あ るの です。

この大切 な み業 に携 わ る私 た ちに主 の祝

福 が あ ります よ うに， イ エ ス ・キ リス トの

み名 によ り祈 ります。 ア ー メ ン。



私の羊を養いなさい

十二使徒定員会会員 ボイ ド・K・パ ッカー

私
の友 であ る， ア ロ ン神権 者 の皆 さん

にお話 した い と思 い ます。 まず た と

え話 を紹介 し，次 にテ ス トを し ます 。

仮 に， あ なた と私 が監督 か ら， ワー ド部

全 会員 のた めの ピクニ ックの計 画 を頼 まれ

た と しま し ょう。 ワー ド部 始 ま って以来 最

もす ば ら しいパ ー テ ィー に した いとの こ と

です。 お金 は い くら使 って もか まい ませ ん。

まず町 か ら離 れ た美 しい ピクニ ックグ ラ

ン ドを予約 します。 そ して， ほか の人 が だ

れ も じゃ まを しな い よう に します。

手 配 はす べて うま くい き， 当 日は天気 も

上 々 で す。 準備 は完 壁 に整 い ま した。 テ ー

ブル は一 列 に長 く並 べ， テー ブル ク ロス や

食器 まで あ ります。 今 まで見 た こ ともな い

ような 食事 で した。 扶助 協 会 と若 い女 性 の

姉 妹 たちが全 部 自分 たち で用意 して くれ た

の です。 メ ロ ン， ス イカ， トウ モロ コ シ，

フラ イ ドチ キ ン， ハ ンバ ー ガー， ケ ーキ，

パ イ な どお い しそ うな料理 が テ ーブ ルー杯

に並 んで い ます。皆 さん は想像 す る ことが

で き ます か。

皆 席 に着 いて， 監督 は祝 福 師 の兄弟 に食

物 の祝福 を頼 み ま した。 お腹 をすか せ た小

さい子 供 た ちは お い しそ うな食 べ物 を前 に

して， 祈 りが短 けれ ば いい な と思 い ました。

ち ょう どその とき， 思 い が けな い ことが

起 こ りま した。 おん ぼ ろの車 が ガ ーガ ー音

をた てな が ら ピク ニ ックグ ラ ン ドに突 っ込

ん で きて私 たち のそ ば に止 ま ったの です。

私 た ち は腹 を立 て ま した。 「予 約 済」という

看板 が 見 え ない ので しょ うか。

車 か ら出 た男 の人 が首 を か しげな が らボ

ンネ ッ トを開 け る と， スチ ーム が も うも う

と上 が り ま した。 車 の整備 を して いる ひ と

りの兄 弟 が それ を見 て，「あれ は，ち ゃん と

した修 理 を しな い と もう動 か ない よゴ と言

い ます。

車 か ら子供 が何 人 か 出て きま した。 うす

汚 れ た よれ よれ の服 を着 て， 大 声 で騒 いで

い ます。 そ れか ら母親 が待 ち切 れ な さそ う

に，私 た ちの近 くの空 い た テーブル に箱 を

置 き ました。 食事 をす る よ うです。 子供 た

ち はお腹 をす か して い ます。母 親 は残 り物

の食事 を テー ブル に広 げ ま した。 そ して そ

れ を注意 深 く並 べ て， お腹 をす か した子供

たち の食事 に見 え る よう に して い ま した。

で も十 分 で はあ りませ ん。

私 た ちは い らい ら しなが ら，静 か に なる

の を待 って い ます。 お祈 りを して早 く食 べ

たか っ たか らで す。

す る と小 さな女 の子 が私 た ちの テー ブル

をの ぞ き込 み ま した。 そ して鼻 を た らした

弟 の 手 を引 っ張 ってあ な た と私 の間 か ら首

を突 っ込 み ました。 首 を出 した子供 た ちが

あ ま りに も汚 い もので す か ら，私 た ちは思

わず体 を そ らせ ま した。 女 の子 は言 いま し
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た。「ね え，見 て。 う一 ん， どん な味 がす る

の かな。」

みん な が待 って い ます。 な んで彼 らはよ

りによ って こんな とき に来 たん で し ょう。

なぜ こん な よそ者の ため に楽 しいパ ー テ ィ

ー を中断 しな けれ ば な らな いの で し ょう
。

なぜ ど こか ほかの とこ ろに車 を止 め られ な

か ったの で し ょう。彼 らは仲 問 で はあ りま

せん。 それ に汚 く，私 たち の ようで は あ り

ませ ん。私 た ちと は違 うの です。

私 た ちは監督 か らパー テ ィー を任 さ れた

ので すか ら， この よう な こと も処 理 しなけ

れ ばな りませ ん。 どう した らいい で し ょう。

もちろ ん これ はた とえ話 で す。 さ て テス ト

で す。 も しこれ が本 当 の話 だ った らあ なた

は ど う しますか。

答 えを3つ 出 しま し ょう。

第一 は，祝福 の祈 りの間静 か に して くれ

る よう に言 い ます。 その後 は無視 しま す。

何 とい って も， その場 所 は 自分 た ちが予約

した ので す か ら。

で も皆 さん はそ うは しないで し ょう。 お

腹 をす か した子供 を見 なが ら食 べ物 が の ど

を通 ります か。私 たち は そん な冷 た い人間

で はあ りませ ん。 これ は答 え で はな いで す

ね。

次 は これ で す。 テー ブル が ひ とつ余 って

い ました ね。 そ して料理 の中 に は余 分 な も

の もあ ります。 少 しず つ分 けて その テ ーブ

ル に運 び， 子供 たち を そち らの テー ブル に

戻 る よ うう なが す ことが で き ます。 そ うす

れ ば私 た ち は じゃ まされ ず に食事 を楽 しめ

ます。 結局私 た ち は， 自分 た ちの力 で食物

を得 たの で す。 モル モ ン経 に ある よ うに，

自分 た ちの働 きに よ って食物 を得 たの です

か ら。(ア ル マ4：6参 照)
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で も， そ うは しな い こと を願 って い ます。

もっ とい い答 えが あ ります。 も うわ か りま

す ね。

その家 族 の と こ ろに行 って， 仲 間 に加 わ

る よう に招 くので す。 少 しず つ席 をつ めて，

私 た ちの間 にその 女 の子 を座 らせ るこ とが

で きます。 こう して全 員 が ど こか に座 りま

す。 それ か ら車 を修 理 して， これ か らも続

けて旅 が で きる よ うに いろ い ろな もの をあ

げ るので す。

お腹 をす か した子供 に食 べ物 を あげ られ

る こ とほ ど純粋 な喜 び があ るで しょ うか。

パ ーテ ィー を中 断 して整備 士 の兄 弟 に車 を

直 して もらう こ とほ ど満 足 で き るこ とが ほ

か にあ るで しょ うか。

皆 さん は この よう に します か。 そ うで す。

そ う しな けれ ばな りませ ん。 で もあ えて言

い ます が， 必 ず し もそ うしな い よう な気 が

します。 説明 し まし ょう。

教 会 員 で あ る私 たち は，完 全 な福 音 を持

って い ます。 霊 的 な栄養 と して考 え られ る

もの は すべ て与 え られ て い ます。 霊 的 な メ

ニ ュー はす べて そ ろ って い ます 。霊 的 な力

は限 りな く与 え られて い ます。 あ のや もめ

の油 の びん の よ うに， 私 た ちが使 っ た分 だ

け補充 され て， な くな る こ とが な いの で す。

(列王上17：8-16参 照)

で も世 界 中 に， そ して私 た ちの 周 り， 近

所 の人 々や友 達， あ るい は家 族 の 中 に も，

霊 的 な栄養 不 足 の 人が い るの です。 餓 死寸

前 の人 もい ます 。

も し私 たちが この霊 の栄養 を 自分 た ちだ

けで使 って い る と， お腹 をす か して い る人

を前 に して ごち そ うを食べ て い る こと と何

ら変 わ らな くな ります 。

その 人 た ちの とこ ろ に行 って， 一緒 に食

べ る よ うに招 待 す る必要 が あ ります。 私 た
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ちは宣教 師 な ので す。

その ため に学校 を 中断 して も，就 職 や結

婚 やバ ス ケ ッ トボール が遅 れ て も問題 で は

あ りませ ん。大 きな健康 上 の 問題 が な い限

り， す べて の末 日聖 徒 の若 人 は伝 道 への召

し に応 えるべ きで す。

過 ちや罪 に対 して さ え道 を妨 げ させ ては

な りませ ん。皆 さん は， 召 しを受 ける にふ

さわ しく 自分 自身 を備 えな けれ ば な りませ

ん。

古代 の使 徒 た ち は初 めの 内 は福 音 が異 邦

人 ， つ ま りすべ て の人 のた め にあ る こ とを

知 り ませ ん で した。

そ してペ テ ロは夢 をみ ま した。 い ろい ろ

な生 き物 の入 った器 が あ って， ペ テ ロは そ

れ を殺 して 食べ るよ うに言 われ ま した。 ペ

テ ロは汚 れ た もの だか らと言 って 断わ りま

した。 す る とその声 は 「神 が き よめ た もの

を，清 くな い な どと言 っ ては な らな い」(使

徒10：9-16参 照)と 言 っ たので す。 その

夢 と直後 の経 験 を通 して， 使徒 たち は 自分

た ちの義 務 が何 かを悟 りま した。 こう して

全 キ リス ト教 徒 に よる偉大 な伝 道 の業 が始

まっ たの です。

ほ とん どす べ ての帰 還宣 教 師 は こ う尋 ね

るで しょう。「霊 的 に飢 えて い るの な ら，な

ぜ福 音 を受 け入 れな い ので すか。 なぜ 『結

構 で す』 と言 って ドア を閉 め るので す か。」

オ ー ス トラ リアで伝 道 して いた私 の息 子

は，福 音 を拒 ん だ男 の 人 にポ ーチ か ら投 げ

飛 ば され ま した。

息子 は体 も大 きく強 か った ので， 仕返 し

もで きたで しょ う し， ま た そん な暴 力 を振

る1わせ な い よう にす る こと もで きた と思 い

1ます 。

最初 勧 めた と ぎに断 わ られ た と して も忍

耐 しま し ょう。 霊 的 に飢 え た人 すべ てが福
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音 を受 け入 れ る とは限 らない こ とを覚 えて

お いて くだ さい。皆 さん に も覚 えが あ る と

思 い ます が， 初 め ての 食べ物 に対 して はだ

れ で も食 わず嫌 い とい うこ とが あ ります。

お母 さん か ら食 べ な さい と言 われ て よ うや

く 口をつ ける ので は ない で し ょうか。

栄 養失 調 の子 には少 しずつ気 をつ けて 食

べ物 を与 え ますが， 霊 的 に飢 えて いる子 に

対 して もそれ は同 じです。欺 きや罪 で弱 っ

て いる子 にす ごい ごち そ うを持 って行 って

も，彼 らは拒 む で し ょう。 少 しず つ， 上 手

に食 べ させ なけ れば な らな いの です 。

またあ る人 は，霊 的 に餓 死 寸前 にあ って，

フ ェロー シップ と い うスープ をスプ ー ンで

あ げな けれ ばな らな いで しょ う。 つ ま り活

動 や プ ログ ラム で栄養 を与 え るので す。聖

典 に も書 かれ て い るよ うに， 肉 の前 に ミル

ク をあ げな けれ ばな りませ ん。(1コ リン ト
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3：2;教 義 と聖約19：22参 照)で も，私

た ちが 与 え る栄養 が その スー プ だけ で終 わ

って し まわな い よ うに気 をつ け る必要 が あ

ります。'

必 要 な物 は与 えな けれ ばな りません。 私

た ちは あ らゆ る国民 ，民 族， 国語 の民， 人

人 に福 音 を宣 べ伝 える よ うに命 じ られ て い

ます 。 これ は聖典 の中 で80回 以上 も繰 り返

され て い るので す。

私 はニ ュー イ ングラ ン ドでの伝 道部 長 の

召 しを受 け る まで宣教 師 と して働 いた経 験

が あ りませ ん。私 が皆 さん と同 じよう に，

宣教 師 とな るべ き年 齢 の 頃 には，若 人 は伝

道 に召 され ません で した。 第2次 世 界 大戦

の最 中で，私 は4年 間 軍務 に服 して いた の

で す。 で も私 は伝道 を しま した。福 音 を伝

え たの で す。 私 は 日本 で伝道 部 が 閉鎖 され

て22年 後 に初 めて再 び 日本 人 にバ プ テス マ

を行 な う特 権 に恵 まれ ま した。 そ の と きに

バプ テ スマ を受 け たの はふ た りで した。 エ

リオ ッ ト ・リチ ャーズ 兄 弟 が佐藤 龍 猪兄 弟

に， 私 が奥 様 の チ オ姉 妹 にバ プ テ スマ を施

し， 日本 での伝 道 が再 開 され た ので す。 バ

プ テ スマ は空襲 で廃 塘 と化 した あ る大 学 の

プ ール で行 な われ ま し拳。

それ か ら程 な く して， 私 は大 阪 で横 浜行

きの汽車 に乗 り込 み ま した。横 浜 か ら船 で

帰国 す る ため です。 佐藤 兄 弟姉 妹 が駅 まで

見送 りに来 て くだ さ いま した。 別 れ のあ い

さつ を交 わ しなが ら，涙 が とめ どな く流 れ

ました。

底冷 えの す る夜 で した。 ぽ つん と残 っ た

駅舎 に は冷 気 が た だ よい， 飢 えた子供 た ち

がす み っ こで寝 て い ました。 それ は当時 の

日本 では あ た り前 の光 景 で した。 古新 聞 や

ボロ を体 に かけ て寒 さ を しのげ る子供 はそ

れ こ そ幸 運 で した。



その汽車 で，私 はな かな か寝 つ け ません

で した。座 席 が狭 か った こ ともあ ります。

やが て夜 が 白々 と明 け た寒気 の中， 汽車 は

とある駅 に止 ま りま した。 す る とだれ か が

窓 を トン トンとた た いて い ます。 ブ ライ ン

ドを上 げ る とそ こに は小 さな男 の 子が いて，

ブ リキ の かん で窓 を たた いて い るの です。

み な し子 が物 乞 いを して い るの です。 ブ リ

キ のか ん は彼 らの苦 しみ の象徴 で した。 と

きど きスプ ー ンを持 って い る こと もあ り ま

した。 「お腹 がす い た。 何 か 食べ させ て」と

言 って いる かの よ うで す。

6歳 か7歳 ぐ らい だ った で し ょうか。小

さな体 は飢 えの ため に やせ こ けて い ました。

着 て いる もの と言 え ば， 薄 いボ ロボ ロの

着 物 だ けで す。頭 はか さぶ た だ らけで， あ

ご は虫歯 の ため か はれ て い ました。 その は

れあ が った あ ご には汚 れ た布 切 れ が巻 かれ

てお り， 頭 の上 で結 ばれて い ま した。 自分

な りの 手 当て を して い るつ も りなの で し ょ

う。

私 が起 きて い るの を見 る と， 彼 は かん を

振 りま した。物 乞 い を して いた ので す。哀

れ に な った私 は，何 かで きる こ とはな いか

考 え ま した。思 いつ い た ことが あ りました。

日本 円 を持 って いた ので す。 洋服 をつか み，

ポケ ッ トを さ ぐる と， 日本 円の紙 幣 が何枚

かあ りま した。 窓 を開 け よう と しま したが

開 き ませ ん。私 は急 い で ズボ ン をは くと，

車両 の端 の方 に走 って行 きま した。 彼 は外

で待 ち切 れ な さそ う に立 って い ま した。 な

か なか開 か な い ドア を一 生 懸命 開 け よう と

して いた とき， 汽車 は動 き出 して しまい ま

した。 うす 汚れ た窓 か らは， はれ た あご に

ボロ を巻 きつ け たその子 が， さ びた ブ リキ

の かん を差 し出 して いる のが見 え ま した。

そ こに立 って いた私 は 占領軍 の将 校 で し
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た。家 族 の待 つア メ リカヘ，一そう，未 来 へ

向 けて 出発 しよ う として い ました。 ズ ボ ン

だ け をは いて， お金 を握 りしめな が ら。 そ

の お金 を彼 は見 ま した。 で も彼 に渡 す こ と

が で きな か ったの です 。彼 を助 け たか った。

で もで きませ んで した。 た った ひ とつ の慰

め は， 自分 が と にか く助 け よう と した とい

う事 実 で した。

もう38年 も前 の こ とで す。 で も， まるで

昨 日の こ との よう にそ の男 の子 の顔 が 浮 か

んで き ます。

これ は私 の心 に残 っ たひ とつ の傷 か もし

れ ませ ん。 もしそ うな ら， それ は戦争 の傷

跡 ，何 ら恥 じる ことの な い価 値 あ る傷 で す。

で も， この経 験 か ら私 は 自分 に課 せ られ た

ひ とつ の義務 を思 い起 こす ので す。

若 い兄 弟 の皆 さん。私 には，私 たち一 人

一 人 に呼 びか け る主の 声が 聞 こ えます
。 ち

ょう どペ テ ロに語 られ た と同 じ声 が。「わた

しの小 羊 を養 い な さい…… わ た しの羊 を飼

いな さ い… … わ た し の羊 を養 い な さ い。」

(ヨハ ネ21：15-17参 照)

若 い兄弟 の皆 さん， 私 は皆 さんを心 か ら

信 頼 して い ます。 皆 さんは， 回復 の業 を進

め る若 き兵 士 で す。 この霊 の戦争 にお いて，

皆 さん は霊 的 に飢 えて い る羊 を救 い， 養 わ

な けれ ば な りませ ん。 そ して それ は皆 さん

の義務 なの で す。

私 た ち に は永 遠 の完全 な福 音 が与 えられ

て い ます が， 同時 に， まだ それ を知 らない

人 々 に分 か ち合 う責 任 も与 え られ て いるの

で す。 願 わ くば，私 た ちが主 よ り与 え られ

たそ の使命 を尊 び， 自分 自身 を備 え て召 し
こた

に 応 え る こ と が で き ます よ う に 。 へ り く だ

り， イ エ ス ・キ リ ズ トの み 名 に よ っ て祈 る

もの で す 。 ア ー メ ン 。
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福音を全世界に宣州云える使命

十二使徒定員会会長 エズラ・タフ ト・ベンソン

親
愛 なる兄 弟 の皆 さん， 今 晩 この よう

にして皆 さん に挨拶 で き る こと は，

私 の喜 び であ り，名誉 で もあ ります。 この

プ ログ ラム を心 ゆ くまで楽 し ませ て い ただ

きます。 ダ ラ ン ト兄弟 ， あ なた の よう な人

人 に感 謝 したい と思 い ます。私 もバ ス ケ ッ

トボー ルが好 きです。 それ ほ ど上 手 で は あ

りませ んで した が， ユ タ州 立 大学 の チ ー ム

の メ ンバー で した。7人 の子 供 が い た私 の

父 は， フ ラ ンク リン郡 の全 家 族 に対 抗試 合

を申 し込 ん だ こ とが あ ります。 十分 な人数

が そ ろっ たチー ムが あ れば ，父 は必 ず 試合

を申 し込 み ま した。相 手 をす る家族 が い な

か った こと は， 今思 えば私 たち に とって幸

運 だ った と思 い ます。 しか し， いず れ に し

ても， あ な たの お話 はす ば ら しい もので し

た。・

今 晩私 は教会 の偉 大 な伝 道 活動 につ いて

少 し話 して みた い と思 い ます。教 会 が今 日

ほど宣教 師 を必要 と して い る と きはあ りま

せん。私 たち は， イエ ス ・キ リス トの福 音

をあ らゆ る国民 に宣 べ伝 える よ うに求 め ら

れて いま す。主 は，1831年 に こ うお命 じに
はる

な りま した。「わが教会 の長老 た ちを遙 か に
つか

離 れ たる諸 々 の国民 に遣 わ し， また海 の 島
とつくに

島 に至 ら しめ， また外 国 に遣 わ して万 国 の
と

民 を訪 わ しめ， まず異邦 人 を訪 い次 にユ ダ

ヤ人 に至 らしめ よ。」(教 義 と聖 約133：8)

すべて の民族 ， 血族 ， 国語 の 民， 国民 に

福 音 を伝 える とい う この使命 は，救 い主 の

地 上 へ の来臨 が近 い こ とを信 じ る者 に知 ら

せ る しる しで す。 この 主 の再 臨 の しる しに

つ いて， イエ ス は次 の よう に予 言 され ま し

た。「そ して この御 国 の福 音 は，すべ て の民

に対 して あか しをす るた め に， 全世 界 に宣

べ伝 え られ るで あろ う。 そ して それ か ら最

後 が来 るの であ る。」(マ タ イ24：14)

この業 を達成 す るに は， 現在 全 世 界 で伝

道 の業 に携 わ って いる宣教 師 よ りも もっ と

もっ と多 くの宣教 師 が必要 です 。

今 この話 をお 聞 きの若 人 の 中 には，教 会

の ため に宣教 師 として奉 仕 しよ う と決 心 し

て い る方 が大 勢 お られ る こ とで し ょう。 そ

の準備 と得 た資格 は見 上 げ た もので す。皆

さん は伝 道 中 のみ な らず，伝 道 後 の生 活 に

お い て も計 り知 れ な い祝 福 をお受 け に な る

こ とで し ょう。

また，伝 道 に出 る こ とを決 め かね て い る

人 もい る ことで しょ う。私 は そ うした方 々

と， また奥 様 と一 緒 に伝道 に出 る可能 性 を

持 ってお られ る年 輩 の方 々 に お話 したい と

思 い ます 。

皆 さん は今 ， か つて な いほ ど に求 め られ

て い ます。 「収 穫 は 多 い が，働 き人 が少 な

い。」(ル カ10：2)

この召 しを忠 実 に遂行 した 人々 は， 信仰

を深 め， よ り献 身的 にな り， ま た指 導性 を
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高 め て帰還 して い ます。 ま た犠 牲 を通 して，

自分 で直接 人 の ため に献 身的 に奉仕 す る こ

とに よっ て しか学 ぶ こ とがで きない もの が

ある こ とを知 るの で す。

た とえ ば宣教 師 は，神 が み業 を行 な うの

に 自分 を器 と して お使 い に なる こ とを学 び

ます。 モ ルモ ン経 の宣教 師 ア ンモ ンの よ う

に こう言 う こ とが で き るの です。「私 た ちが

神 の御 手 に使 われ て この大 きな事業 を為 し

遂 げ た の は，本 当 に神 の賜 う た祝 福 で あ

る。」(ア ル マ2613)

また宣教 師 は， へ りくだ って主 に頼 らな

けれ ばな らない こ とを学 び ます。 自分 だけ

でな く人 の ため に も心 か ら熱心 に祈 り， み

た まに導 かれ な けれ ばな らない こ とを知 る

ので す。

私 が常 に主 に頼 る ことの必要 性 を知 った

の は，私 の最 初 の伝 道 の と きで した。

1922年 ，若 い宣教 師 だ った私 は， 北 イ ン

グ ラ ン ドにい ま した。教 会 へ の敵対 感情 が

強 く， 伝道 部長 が街頭 伝 道 をす べ て中止 し，

ある地 域 で は戸別 訪 問 も中止 せ ざ るを得 な

い状 況 で した。 ほか の教会 の聖 職 者 た ちの

間 に反 対 の気運 が大 き く広 が り始 め， や が

て それ は非 常 に険 しい もの とな りま した。

彼 らは私 た ちに つい て何 も知 りませ んで し

た。 ある 日戸別 訪 問 を して いた ときの こと

で す。 ひ と りの美 しい婦 人 が戸 口に出 て き

て，私 た ちは彼 女 と気持 ち よく話 を して い

ま した。 と ころが 同僚 がモ ル モ ン.という名

を 口に す る と，海 軍 の制 服 に身 を包 ん だ彼

女 の夫 が出 て きて，こう言 い ま した。「あの

モル モ ンの連 中 の こ
.とな ど一切 口 にす るな。

私 は イ ギ リス海軍 に20年 勤 めて い るが， ソ

び 輯 幾 冠.
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ル トレー ク港 へ 入港 した と きの こ とだ。 連

中 は私 た ちを上 陸 させ よ う とさ え しなか っ

た。」当時彼 らが私 た ちに つい て知 っ てい る

こ ととい えば大体 そ の程 度 の こ とで した。

同僚 と私 は北 西海 岸 に あ るサ ウス シー ル

ズ に行 き，聖 餐 会 で話 を す るよ う招 待 を受

けて い ま した。

招待状 に は， その会 に多数 の出席 者 が あ

る ことが約 束 され て い ま した。 そ して次 の

よ うに も書 か れて い ま した。「私 た ちの友 人

の 多く は，教 会 にっ いて書 かれ たで た らめ

な記事 な ど信 じてお りませ ん。」

私 た ちは心 か ら断 食 して祈 り， その聖 餐

会 に出 かけ て行 き ま した。会 場 は一杯 で し

た。 同僚 は福 音 の第一 原 則 につ いて話 す よ

うに計画 し，私 の方 は， 背教 につ いて話 そ

うと思 って一 生懸 命 準備 を して い ま した。

集会 は み たま に満 ちた もの で した。 同僚 の

最 初 の話 はす ぐれ た霊 的 な話 で， 続 い て話

した私 も，今 だか つて な いほ ど 自由 に， 思

って いる こ とを話 す こ.とが で き ま した。 と

ころが， 席 に戻 ってか ら背教 につ いて話 し

て い なか った こ とに気 が つ きま した。予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミスの こと につい て話 し，

彼 の使命 とモ ルモ ン経 の真実 性 につ いて話

した だけ だ ったの です。 しか し，私 は込 み

あげ る涙 を抑 え る ことが で きませ んで した。

集会 が終 わ る と， た くさん の人 が前 に出

て きま した。教会 員 で な い人 も何 人 かい て

こ う言 い ま した。「今 晩私 た ちはモ ル モニ ズ

ムの真 実性 につ いて証 を得 ま した。バ プ テ

ス マを受 け たい と思 い ます。」

これ は祈 りへの答 えで した。 求道 者 の心

に触 れ るこ とだ け を話 せ る よ うに と祈 って

い たか らです 。

そうで す。 宣教 師 は ほかの 人々 を教 会 に

導 くこ とに， た と えよ う もな い喜 び を見 い
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だす ので す。

聖 典 に記録 されて い る宣教 師 の物 語 の 中

で最 た る もの に数 え られ るのが ， モー サ ヤ

王 の4人 の 息子 と息 子 アル マ の， レー マ ン

人へ の14年 間の伝 道 で す。聖 典 には彼 らが

何 千 人 もの 人々 を教 会 に導 い た と書 かれ て

い ます。 その ひ と りア ンモ ンは こう叫 ん で

います。「ご らん，私 は喜 びが満 ち充 ちて心
あふ

に溢 れ る ばか りで あ る。」(ア ル マ26：21)

兄 弟 の皆 さ ん，福 音 の光 を人 に伝 える こ

とに匹敵 する喜 びは ほか にあ りませ ん。 主

は次 の よう に約 束 してお られ ま す。
しか

「而 して汝 ら も し生 涯 今 の世 の人 々 に 向
つ く

いて悔 改 め を叫 ぶ こと に力 を尽 し， 唯 一 人

の人 た り ともわ れ に導 か ば， わ が御 父の 国
よろこ い か

に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如何 ばか りぞや。
もと

さて， わが御 父 の 国 にわれ の許 に導 きた

る唯一 人 の人 につ きて汝 らの悦 び大 い な ら

ば， 汝 ら もし多 くの 人 を導 き来 らばそ の悦
はた

び は果 して如何 ば か りぞや。」(教 義 と聖約

18：15-16)

宣教 師 は， 自分 に授 け られ た神 権 が神 の

権 威 で あ るこ とを知 るよ うに な り串す。 バ
いや

プ テ スマ や確 認 ，病 人 へ の癒 しの儀 式 な ど

を通 して，神 権 を行 使 す る機 会 が得 られ る

の です。 そ して宣教 師 た ち は， ほ とん ど例

外 な く， 神 が奇 跡 の神 で あ るこ とを証 して

い ます。(モ ル モ ン9：15参 照)

宣 教 師 は，天 父 な る神 が祈 りにお答 えに

なる こ とがで き， 実際 にそ うな さ るこ とを

学 び ます。 聖 きみた まの導 き を得 ， それ に

従 うこ とを学 ぶ ので す。 宣教 師 はへ りくだ

って聖 霊 の導 きを よ く受 け られ る よう に祈

りますが ， それ は 自分 のた め だけで は な く，

自分 が働 きか けて いる人 の た めで もあ りま

す。 こう して祈 りと実際 の働 きを通 して，

心 か ら主 を愛 し， なお さ ら十 分 に同胞 を愛



す る よ うに なるの で す。

次 の ことが よ く問 われ ま す。若 い男性 は

す べ て伝 道 に出 るべ きで す か。答 えは主 ご
しか

自身が 与 えて お られ ます。 「然 り」で す。若

人 はす べ て伝 道 に出 るべ き です。

しか し， 若 人が すべ て伝 道 に 出 るべ き こ

とは確 か です が， 肉体 的， 情 緒的 ， ま た道

徳 的 な準備 が で きて い ない人 が い るこ と も

事 実 で す。 その結果 ， 宣教 師 とな る機 会 を

失 って しま う人が い るか もしれ ませ ん。 し

か し，全 員 が備 え を し，主 に仕 え る資 格 を

得 な けれ ばな りませ ん。主 は言 われ ま した。

「人 こ と ご と くそ の手 に正 義 を取'り腰 に
まと いまし

忠信 を纏 いて，世 に住 め る人 々 に警 めの声
ふた

を挙 げ， 言葉 と逃 げ走 るこ と と両 つ なが ら

によ りて悪 人 の上 に荒廃 の おそ い来 る を宣

べ ん こ とを欲 す。」(教 義 と聖約63：37)

あ る若 い男性 は， 罪 の た めに， 宣教 師 に

な る こ とに は興 味 が な いと言 い ます。 もち

ろん本 当 の理 由 は， 資格 が ない と感 じて い

る点 にあ ります。 その よう な人 は， 監督 の

も とに行 って 問題 を打 ち明 け， 心 か ら悔 い

改 めれ ば， 立派 に伝 道 の召 しを果 た す こと

が で きるの で す。

私 たち は教 会幹 部 と して，備 え をす るよ

う心 か ら呼 び か ける もの です。 主 に仕 える

よ う今， 備 え を して くだ さ い。 肉体 的 ，道

徳 的，霊 的， 情 緒 的 にみ ずか らを備 えて く

だ さ い。

監督 と話 を して くだ さい。 自分 の気持 ち

を話 して くだ さい。 問題 を打 ち明 け，助 言

を求 め て くだ さ い。 そ して ， 人生 にお ける

この重要 な決 定 につ いて天 父 に祈 る ので す。

この教 会 の偉 大 な宣教 師 の ひ と りであ っ

た リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長老 は こう言 い

ま した。「多 くの人 が，教 会 で の一番 の経験
ちゆうちよ

は何 で したか と聞 き ます。 私 は躊 躇 な く，
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最 初 の伝道 です， と言 い ます。 主 と主 の教

会 を心 か ら愛 し， 主 の王 国 の建 設の た めに

働 こ うとい う望 み を抱 いた のが その ときだ

った か らで す。」 ・

今 晩 この話 を 聞 いて お られ る若 人 の皆 さ

ん一人 一 人が預 金 口座 を作 り， 伝 道 への備

えを す るよ う希 望 し ます。

私 は最 近 テキ サ ス州 のダ ラス で，200人ほ

どの宣教 師 に話 をす る機会 に恵 まれ ま した。

その 中 に若 い姉 妹 た ち もい ま した。 この宣

教 師 た ちに話 を しな が ら， 私 は彼 らが邪 悪

な世 に生 きて い るに もか かわ らず世 の罪 に

染 ま らな い若 人 の 良 き模 範 で あ るこ とを感

じま した。

私 は教 会 の若 人 に対 して喜 び を覚 え ます。

彼 ら を誇 りに思 い， 彼 らに感謝 し， 主 が彼

らを祝 福 し力づ け て くだ さ って いる こ とを

感 じて い ます。 どの伝 道 本部 に行 って もこ

う した若 人 に会 え る こ とは大 いな る喜 びで

す。彼 らは選 び抜 かれ た若 人で す。

で は年配 の兄弟 たち に少 しお話 し ま しょ

う。今 ，私 た ちは選 り抜 きの夫婦 の宣教 師

を必要 と してい ます。

私 の父 は，伝 道 に召 され た と きに7人 の

子供 を母 の手 に残 した ま ま家 を離 れ ました。

そ して彼 が伝 道地 に到 着 して4カ 月後 に8
はぐく

番 目の子供 が 生 まれ ま した。 こう して育 ま

れ た我 が家 の伝 道 の ス ピリ ッ トは決 して な

くな る こと はあ りませ んで した。 心 か ら感

謝 して います 。

お孫 さん をお持 ちの方， 皆 さん はほか の

何 よ りも伝 道地 か らの手紙 を通 して お孫 さ

ん に影響 を与 え る ことが で き ます。

家 の仕 事 を終 えた後 で 台所 の テー ブル を

囲 み，母 が 父 か らの手 紙 を読 んで くれ た の

を よ く覚 えて い ます。母 の 口か ら聞 いた父

の伝 道地 は地 球 の 反対側 の よう な印象 を受
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けま したが， そ れ はア イオ ワ州 の シー ダ ー

ラ ピ ドス， イ リノ イ州 の シカ ゴ とスプ リン

グフ ィール ド， それ に中世 部 の ほ かの い く

つかの町 で した。

ふ た りの妹 は未亡 人 で， それ ぞれ子 供 が

10人 と8人 い ま したが， 子供 を全員 伝 道 に

出 したあ とで， 自分 も伝 道 に出 たい と監督

に申 し出 ま した。

彼女 た ちが私 に電 話 して きた と きの こ と

を思 い出 します。「何 だ と思 う?私 た ち宣教

師 に召 され たの よ。」

「何 の 宣教 師?」

「何 も知 らな いの?」

「何 も聞 いて い ない よ。」

「お兄 さんが伝 道 したイ ギ リスに ふた り

と も召 され たの よ。」

伝 道部 長 は ふた りを同僚 に し，20カ 月 間，

転任 な しで した。 多分 今 まで に ない こ とで

しよう。

後 に我 が家 の子供 は11人 に増 え ま した。

そ して， その全 員 が伝道 の召 しを果 たす喜

び を味 わ い よ した。 最後 の ひ と りが最 近伝

道 を終 えて，夫 と共 にサ ンデ ィエ ゴか ら戻

りま した。

若 人 の皆 さん， そ して年 配 の方 々， も う

一度 強調 します。 今皆 さん は主 の業 にあ っ

て， 伝道 の働 きを す るよ うに求 め られ て い

るの です。

私 は この話 を聞 いて お られ るす べ ての兄

弟 の皆 さんに証 します。 この教 会， すな わ

ち末 日聖 徒 イ エ ス・キ リス ト教会 は， 「全 地
おもて お い の ち

の面 に於 け る唯 一 の真 に して生 命 あ(る)

教 会」(教 義 と聖 約1：30)で す。私 た ちは

バプ テ スマの 誓約 と確 認 の儀 式 を通 して主

の教会 の会 員 となる特権 を得 ました。世 の

人々 が永遠 の生 命 を受 け る機 会 を得 る には，

この教 会 の会員 を仲 立 ち とす るしか あ りま
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せ ん。私 た ちは真理 を知 ってい ます。 この

真理 と，福 音 を知 らな い人 に福 音 を伝 える

特権 とを是 非 皆 さん に も得 て いた だ きた い

と、思い ます。

特 に モル モ ン経 に親 しむ よう にお勧 め し

た い と思 い ます。子供 た ち との ことで ひ と

っの 思 い出 が あ ります 。 あ る 日私 は子供 た

ち か ら彼 らの部 屋 へ来 て ほ しい と頼 まれ ま

した。行 って み る と彼 らのベ ッ ドの上 には

本 が何 冊 か置 いて あ り， ひ と りが こう尋 ね

て き ま した。「ぽ くた ち今年 の夏 はお じさん

の所 で七面 鳥 の番 をす る こと にな って るん

だけ ど， 父 さん前 に七 面 鳥 は農 場 で一 番静

かな動 物 だ って 言 った よね。 そ うす る と暇

な時 間 も出 て くる と思 うん だ。」それ か ら私

に どの本 を推 薦 す るか選 ん で ほ しい と頼 ん

で き ま した。

私 は軍 人 用 の小 さ なモル モ ン経 を選 び，

「これ な らズ ボ ンの ポケ ッ トに も入 る」 と

言 い ま した。

「これ1冊 だけ なの。」

「そ うさ，今 に モル モ ン経 が好 き にな っ

て， 伝道 も好 きにな る よ。」そ して実際 彼 ら

はそ の通 りにな りま した。

そ うで す。 これ は主 のみ業 で す。 そ れ は，

私 が今 生 きて いる と同 じよう に真 実 で す。

神 が私 た ちす べ て に， 主 の み もと に人 々

を連 れ来 たる ス ピ リッ トと望 み を与 えて く

だ さ います よう に。 それ は私 た ちの義務 な

の です。

神 の祝 福 が皆 さん の上 に あ り， また，皆
こた

さんが このす ば ら しい呼 び かけ に応 え られ

ます よ うに。 主 は私 た ちが伝 道活 動 にお い

て さ ら に大 きな働 きをす る よ うに望 んで お

られ ます。 私 はこれ らが真 実 で あ るこ と を

知 って い ます。 へ りくだ り， イエ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り証 い た しま す。 アー メ ン。



信仰がもたらす奇跡

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

ま
ず，場 所 を問 わず， この神権 会 に集

って お られ る兄 弟 の皆 さん に感 謝 の

言葉 を述 べ させて いた だ きます。 特 に， か

な り早 くか ら この タバ ナクル に入 場 して，

今 まで3時 間 もの間席 に着 いて お られ た若

い男性 の皆 さん に感謝 します。少 し疲 れて

お られ るか も しれ ませ んが， この会 も もう

少 しの時 間 で終 わ りで す。

通例 ，組 織 の役 貝 は年 に一 度株 主 に対 し

て報告 をす る こ とにな って い ます。神 権 者

の皆 さん を この偉 大 な主 の み業 す なわ ち末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の株 主 で ある

とみ な して，報 告 を させ て いた だ きた い と

思 い ます。

私 は これ を誇 り高 ぶ った気持 ちで は な く，

謙遜 な思 いで したい と思 い ます。 私 が話 す

こ とに主 の導 きが あ る よう に と祈 って い ま

す。 と 申 します のは， 教会 をひ そか に傷 つ
こうかつ

け， その信 頼 を失 わ せ よう とす る狡猜 なた

く らみが，教 会 貝 の 中 にさ えあ るか らです。

私 は教 会 が健 全 な状 況 に ある こ とを うれ

し く思 います。 き ょうの昼 ，大 管 長会 秘書

のフ ラ ンシ ス ・ギボ ンズ兄 弟 か らの統 計報

告 を聞 か れ た方 も多 い と思 い ます。 そ の中

か ら少 し引用 して 簡単 に所 見 を述 べ た い と

思 い ます。

昨年12月31日 現在 ，教 会 員総 数 は540万 人

で す。 昨年1年 間 に23万9千 人 の増加 をみ

ま した。成 長 し拡 大 す る組 織 の一 貝 とな る

こと は何 とす ば ら しい ことで しょうか。 私

た ち に敵 対 す る人 々 は過 去1年 間 に教 会 を

離 れた 人の数 を出 す よ うに迫 ります。確 信

を もって 申 しあ げ ます が， その数 は比較 的

少 な くな って い ます。敵 対 す る人 々か らそ

う した要 求 を受 ける たび に残念 に思 い， 彼

らが別 の立場 か ら事 実 を認 識 で きた ら と心

か ら思 うので す。 しか し，私 た ちは彼 らに

立 ち向 か う こと は しませ ん。励 ま し，彼 ら

が とど まる よう に勧 め ます。彼 らは 自分 の

選 び に よって，教 会 の会 貝 に与 え られ る多

くのす ば ら しい祝 福 を失 う こ ともで き ます。

わ ずか で すが教 会 を去 る人が い ます。 その

中 の ある人 々 は新 しい教 義 を味 わい ますが，

しば ら く して それ が 口 に合 わな い ことがわ

か り，教 会 に戻 りたい と言 って き ます。 そ

の よ うな人 を心 か ら歓 迎 します。

昨年 中 の宣教 師 によ る改 宗 者 のバプ テ ス

マが少 し落 ちた こ とに関心 を持 たれ た方 も

いる と思 い ます。 これ は宣 教 師 の在 任期 間

を24カ 月 か ら18カ 月 に減 ら した と きに，十

分 に予期 して い た こ とで した。 これ は伝 道

して い る青 年 た ちの 時間 が25パ ーセ ン ト減

少 され たこ とを示 しま す。 それ に比較 して

改 宗者 の バプ テ ス マの減少 の比率 が それ ほ

ど大 した もので は ない こ とをお知 らせ して

お きます。 これ は彼 らの伝 道 期 間が短 くは

な りま した が， これ まで以上 に熱 心 に効 果
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的 に働 いて いる こ とを示 して い ます。

昨年 末 現 在 で， 伝 道 中 の 宣 教 師 の 数 は

26，565人 で した。 主 の忠 実 で献 身 的 な僕 た

ちが救 い の この偉 大 な業 の推 進 の た め に時

間 と資 力 を用 いて い ます。何 とす ば ら しい

人 々で しよ う。

しか しこれ まで も語 られ て きた ことで す

が， も っと多 くの 人が必 要 とされ て い ます。

畑 は白 く，刈 り入 れ を待 って い ます。 そ し

て働 き人'はまだ少 ない か らで す。 この業 に

出で行 くすべ ての男 女 は教 え るす べて の人

人 に祝福 を与 え ます。 さ らに無私 の働 きに

よ り， 自分 の生 活 を も豊 かに す るので す。

主 の業 に働 い た宣教 師 が驚 くよ うな成長 を

遂 げて い る奇 跡 を 目の あ た りに した こ との

ない人 が いる で し ょうか。

神 権指 導者 や父親 ，母 親 は， 子供 が まだ

小 さい うちか ら宣 教 師 に なる よ う導 く必 要

が あ ります。 また聖 餐会 を帰 還 宣教 師 の熱

烈 な証 で活 気 づ けな けれ ばな りませ ん。

それ に加 えて， 自分 の 身の 周 りの人 々 に

福 音 を分 か ち合 う こと を心 に留 めて い ただ

きたい と思 い ます。 「分 か ち合 う」とい う言

葉 を強 調 した い と思 い ます。私 は この言葉

が好 きで す。 しか し彼 らに と って プ レッ シ

ャー にな る よ うな言葉 は使 わ な い よう に し

て ほ しいと思 い ます。 また， そ の よう にす

る必要 もな い と思 い ます。 隣 人 と して イエ

ス ・キ リス トの福 音の模 範 を示 す こと， そ

して穏 や か に， や さし く教 会 に導 くこ とで

す。 そ うすれ ば大 い な る成 果 が得 られ，助

け よう と して い る人 か ら拒 否 され るこ と も

少 な くな り， さら に感謝 され る よ うに なる

で し よう。

次 に財政 的 な事 柄 につ いて報 告 を したい

と思 い ます。

教会 の財 政 は健全 な状 態 にあ ります。世
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界各 地 にお け る教 会 の急 激 な発展 に伴 い，

什分 の一 基金 の必 要 は大 き くな って きて い

ます。現在 建 設 中の建 物 は896あ ります 。す

ば ら しい発 展 で す。考 えて く だ さい。900近

くの建 物 が新 築 され る ので す。 この よ うな

こ とは ほか に は見 られ ませ ん。神 の戒 め に

従 順 に従 う聖 徒 た ちの献 身 に よ りこれ は可

能 とな るの です。 ご存 じの よ う に私 た ち は

地 元 負担率 を変更 しま した。 最近 まで70対

30の 割 合 で したが， そ れが96対4に 変 わ り

ました。

した が い ま して，教 会 の建 物 の建 築 は ほ

とん どが什分 の一 で まか なわ れて い ます。

この変更 が で きた こ とは喜 ば しい こ とで す。

啓 示 に よ り定 め られ， 大管 長会 ， 十二 使

徒 会 ，管 理監 督会 に よっ て構 成 されて い る

什 分 の一 支 出承認 委 員会 は， 教会 の支 出 が

これ よ り後教 会 の収 入 を上 回 らな い こ とを

確 認 い た し ま した。

1983年 に6つ の神 殿 が献堂 され ました。

1984年 に は さ らに6神 殿 ，85年 には さ らに

6神 殿 の献堂 を予 定 して い ます。今 朝私 た

ち は さ らに5つ の神 殿 の建 設 を発表 し ま し

た。 そ れ らは コ ロ ンビア の ボ ゴタ， カナ ダ

の トロ ン ト， オ レ ゴン州 ポー トラ ン ド， カ

リフ ォル ニア州 サ ンデ ィエ ゴ， ネバ ダ州 ラ

スベ ガス に建 設 が予 定 されて い ます。

これ は極 め て重要 な ことで す。教 会 幹部

の皆 さん すべ て そ うで す が， ふ さわ しい忠

実 な末 日聖徒 とジ ョー ジア州 ア トラ ンタ，

トンガ， サモ ア， タ ヒチ， チ リのサ ンチ ャ

ゴ， メキ シ コ シテ ィーの新 しい神殿 でお会

いで き るの は何 とす ば ら しい ことで しょ う。

この気持 ち は経 験 した人 で なけれ ば わか り

ませ ん。皆 遠 くか ら， ある い は近 くか ら，

服装 を整 え， 身 だ しな みを整 えて，顔 を輝

かせ てや って 来 ます。 その心 には聖 な る宮



居 の本 質 と 目的 に対 す る生 き生 き とした確

信 が あるの で す。

私 は彼 らの顔 を拝 見 して き ました。 立 派

な男女 が， 主 の家 の祝福 に対 して，神 へ の

愛 と感 謝 の涙 を流 して い るので す。 彼 ら は，

そ して何 十万 の 人々 は， この世 を超 えて永

遠 の生命 を得 るた めの結 び固 め は， 神殿 に

お いて聖 なる神権 の権能 に基 づ いて でな け

れ ば不可 能 で あ る こと を知 って い ます。 こ

の聖 な る宮 居 の儀 式 を通 して で な けれ ば，

すで に世 を去 った人 々 に天 の御 父 がそ の子

の ため に とって お かれ た永遠 の福 音 の すべ

て の祝 福 を与 える ため の扉 が開 か な い こと

を知 って い ます。

教 会 が達 成 して い る こと を見 る と， 奇跡

と しか思 え ませ ん。この奇 跡 は，主 が王 国 の

財 政維 持 の ため に ご 自身 で確 立 され た計 画

に対 す る信 仰 によ って可能 に な って い ます。

什 分 の一 は実 に簡潔 で 明確 です 。私 た ち

に与 え られて い る原則 は，教 義 と聖 約119章

に記 され て い ます。 この第4節 は英語 で わ

ずか35語 で す。政 府 が定 め た課税 の た めの

複 雑 な法 律条 文 と比較 して くださ い。 この

主 の短 い声 明 の中 で は， 什分 の一 は個 人 が

信 仰 に基 づ い て行 な う ことに な ってい ます。

しか し税 法 の方 は1人 が作 り上 げ， 法律 が

強制 す る もの で クモの 巣 の よう，にか らみ合

って い ます。

教 会 はその財 力 の範 囲 内で進 み ます 。皆

さん も そう考 え て お られ る で し ょう。 また，

この神 聖 な基 金 が教会 の偉 大 な使 命 にか な

う事 柄 に正 しく使 われ る ようあ らゆる努 力

が払 われ る こと も確信 して お られ る と思 い

ま すq

教会 基 金 の保全 と， 同時 に自発 的 な奉仕

の機会 の拡 大 と して，私 た ちは定年 退職 し
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た方々 が神 殿 や教 会 の様 々 な部 門で働 くプ

ロ グラム を続 けて います。 興味 がお あ りに

な るこ と と思 います が， そ の よう に して働

いて くださ る方 が5，000人 お り，それ は，フ

ル タイ ムで働 く人 の500人 分 に相 当 します。

この よう に して， 教会 の基金 が何 千 万 ドル

も節約 され て いる ので す。 こ のす ば ら しい

献 身的 な人 々 は， み業 を進 め るた め に愛 を

もって専 門家 と しての働 きを して くれ て い

ます。

教 会 の財政 につ いて 申 しあ げ る と同 時 に，

私 た ちは個 人的 な証 と して ，予 言者 マ ラキ

を通 して主 が古代 に お与 え にな った約 束 を

繰 り返 した いと思 い ます。 主 は その約 束 の

中で， 什分 の一 と捧 げ物 を正 直 に納 め る人

人 には，天 の 窓 を開 き， あ ふれ る恵 み を注

ぐと言 われ ま した。 こ の約 束 が守 られ る こ

とを， 什分 の一 を正直 に納 め るすべ て の人

が証 で きる ので す。

偉 大 な教 会教 育 プ ロ グ ラム は進 展 を続 け

て い ます。 セ ミナ リー ・イ ンステ ィ テ ユー

トプ ログ ラム を通 じて の生徒 の訓 練 の業 は

絶 え ず 拡 大 して い ま す。 昨 年 末 現 在 で

389，258人 がセ ミナ リー イ ンス テ ィテ ユー

トに登録 して い ます。 このプ ロ グラ ム を受

けて お られ る方 々 は， この大 い なる価値 の

経 験者 で す。私 た ち は，す べ て の人が この

プ ログ ラム を活 用 され るよ うに勧 め る もの

です。 私 た ちは，何 らた め らう こ とな く，

皆 さんの福 音 の知 識 が増 し加 え られ， 信仰

が強 め られ てい く と約 束 い た します。 そ し

て共 に学 ぶ仲 間 とす ば ら しい友 情 を築 く こ

とがで きる で し ょう。

私 はと きど き， モ ル モ ン経 が翻 訳 され，

その初版 が 出版 され た と きの こ とを考 え ま

す。1830年3月 にパ ル マ イラで 印刷 され た

初版 は，5，000部 で した。最 近 で は，67力 国
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で年 に何 百万 部 も出版 され， また再 版 され

て い るの です。

聖典 には次 の よ うに書 か れ てい ます。

「あ あ私 が天 使 にな っ て私 の心 の願 い を

達 する こ とがで きた ら善 い ものを。私 の願

い とは 出て行 って神 の ラ ッパ の よう に地 を

震 わせ る声 で話 し， 万民 に悔 改 め をす す め

るこ とで ある。」(ア ル マ29：1)

私 たち はそ こ まで は至 って い ませ んが，

大 きな進 歩 を遂 げて い るこ とは確 か です。

こ よい， 世 界 中か ら数 千人 の兄 弟 た ちが映

像 と音 声 を通 して ，衛 星 中継 とい う驚 くべ

き方法 で共 に集 って い ます。 こう した設備

を通 して， 私 た ち はア メ リカ全 域 ， ア ラス

カ， ハ ワイ まで神 の言 葉 を宣 べ伝 える こ と

がで きるの です。 私 た ちは この驚 くべ き技

術 を通 して， 声 の届 く範 囲 を拡大 しよ う と

してい ます。

話 は変 わ ります が， 私 は教 会 が組織 され

て か ら115年 目の1945年 に設 立 され た150番

目のス テー キ部 を管理 す る特 権 に恵 まれ た
r
ことが あ ります。40年 弱が経 過 した現 在 ，

約10倍 に及 ぶ1，458の ス テー キ部 が シオ ン

に確 立 され て い るので す。 また新 し いワ ー

ド部 ，支 部 が1983年 内 に378組 織 され，全 体

と して約14，000と な りま した。 私 た ちが末

日聖 徒 の礼 拝 と教 えの場 として 多 くの建 物

を必要 と して い る こ とに何 も不 思議 は ない

ので す。

以上 はす べて統 計的 な事 柄 で す。 そ して

ほ とん どが一 時的 な もので す。 しか し，私

た ちが心 に かけ て い るも っ と大切 な ことが

あ り ます。 それ は私 た ちの 民の 生活 の霊 的

な質 が ど うか とい う こ とで す。私 た ちは聖

餐 会 の 出席 が増 えて いる こ とを知 って い ま

す。聖 餐 会 で私 た ち は主 との誓 約 を新 た に

し， キ リス トのみ名 を新 た に身 に受 け ます。



家庭 の夕 べ を開 いて い る家族 や， 家族 と し

て共 に安 息 日を過 ご した り主 の道 につ いて

学 ん で いる家族 が増 え てい ます。 家族 の祈

りを定 期 的 に実 践 して いる家族 が増 えて い

る こと も確 かな よ うで す。聖典 を読 み， そ

こか ら霊感 を得 て いる人 々 が増 えて い る と

確信 して い ます。

最 近 数 カ 月の 間，私 は63人 の兄 弟 た ち と

話 を し，彼 らを伝 道部 長 と して 召す機 会 が

あ りま した。 こう した，伝 道 部長 と して召

され る人 々 の心 の中 に は必 ず深 い信仰 を見

いだ す こ とがで き ます。 召 しを受 けた夫 ，

妻 ， そ して子供 た ちは，快 適 な家庭 や友 人

との交 わ り， そ して 愛 す る人々 や仕事 を あ

と に し， イ エ ス ・キ リス トの福 音 を宣 べ伝

え るた め に出で行 くの です。

兄弟 の皆 さん， 主 の み業 は今 まで にな く

伸 展 してお り， しか もその伸 展 は速 度 を増

して い ます。私 た ち は個 人 として そ こまで

達 して いな いか もしれ ませ んが， 私 た ち に

不 足 が あ る と， み業 が水 泡 に帰 す る ことの

な い よう に， 主 は私 た ち に代 わ って別 の人

人 を召 され る こ とで し ょう。

私 た ち は この み業 が水 泡 に帰 す と いっ た

話 を よく耳 に し ます。 モル モ ン経 が出版 さ

れ た とき も， 浅薄 な批判 者 た ち はその よ う

な物 は す ぐに忘 れ去 られ るだ ろ うと言 い ま

した。 カー トラ ン ドで様 々 な問題 が起 こ っ

た と きも そ うで した。敵 対 者 た ちは， こ の
とん ざ

み業 は頓 挫 す るで あ ろう と言 っ たので す。

聖徒 た ちが ミズ ー リ州 を追 われ た と きも，

彼 らを追 い出 した人 々 は， 教会 は間 もな く

消滅 す るだ ろ うと言 い ま した。予 言者 とハ

イラ ムが カ ーセ ー ジで殉教 した とき も， ふ

た りを殺 した人々 は， 教会 は終 わ りだ と言

いま した。1846年2月 に幌 馬車 の列 が 川 を

渡 り， 冬 の アイ オ ワヘ と向 か った と きも，
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教 会 の敵 対 者 た ちは， これ で教 会 は立 ち行

か な くな る と言 い ました。 この荒涼 と した

峡谷 で コ オ ロギ に作 物 を食 い荒 され たと き

には，聖徒 た ちの 中 に さえ， これ です べて

が終 わ っ た と思 った人 々 もいたの です。

しか し， この み業 は前進 し続 けて きま し

た。1830年 に組 織 され て以 来， 教会 は一 度

も後 退 した ことが あ りませ ん。 今後 もその

よう なこ と は決 して ない で し ょう。 これ は

主 の み業 であ り，神 の教 会 で す。 この末 の

日に確 立 され た主 の み業 なの です。 これ は

また， 人手 によ らず に山 か ら切 り出 され た

小 さ な石 で あ り，転 が り出て， 全地 に満 ち

るよ うに な り ます。(ダニ エル2：44-45参

照)神 は，偉 大 な前 進 を続 けて い くこの教

会 を祝福 して お られ ます。 この業 を推 し進

め る にあ た って，皆 さん一 人一 人 が信仰 深

く忠 実 で あ り， その責 任 を果 た され るよ う

へ りくだ り祈 る と と もに， この業 が神 の ま

ことの み業 で あ る こ とをイ エス ・キ リス ト

の み名 に よ って証 します。 アー メ ン。
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1984年4月8日(日)午 前の部会

キリストの特別な証し人

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

す
ば らし い光 景 です 。4月 は， 北半 球

で は春 で， 自然 界 にお いて新 た な生

命 が動 き始 め ると きです 。間 もな く， キ リ

ス ト教 世 界 で は，神 の御 子 の， 死 か らの復

活 を祝 う復 活祭 がや って きます 。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の この偉

大 な総大 会 に集 って い る私 た ちは， 次 の こ

とにつ いて世 界 中 に証 いた します。 イエ ス

が救 い主 で あ り， 生 け る神 の生 け る御 子 で

ある こと， イエ スが神 の御 子 と して時 の絶

頂 に この地上 に来 られ た こと， イ エ スがパ

レス チナの道 を歩 み， 永 遠 の福 音 につ い て
いや

の真理 を宣言 し， 病 人 を癒 し，死 人 をよ み

が え らせ，盲 人 の 目 を開 き， 聞 く耳 の あ る

す べて の者 に メ シヤ にかか わ る人知 を越 え

た希 望 の メ ッセー ジを もた らされ た こ と，

イエ スが悪人 に捕 ら えられ， 非難 され， カ

ル バ リの丘 で十字 架 にか け られ た こ と，3

日の後 に よみが え り， 眠 れ る者 た ちの初 穂，

死 の征服 者， 永遠 の生命 の主 とな られ た こ

と，「アダ ムに あって すべ て の人 が死 ん で い

るの と同 じよ うに， キ リス トにあ って すべ

て の人 が生 か され る」(1コ リ ン ト15：22)

こ と， イエ ス とそ の御 父 す なわ ち偉 大 な る

エロ ヒムが1820年 の春 ， 少年 ジ ョセ フ ・ス

ミス に現 わ れ， 時満 ちた る神権 時代 の到 来

が告 げ られ た こ と， イ エ スが その名 を冠 す

る この教 会 の頭 として立 って お られ るこ と，

イザ ヤの予言 の成 就 と して，神 の王 国 の「ま

つ りご とはそ の(イ エス の)肩 にあ り， そ

の名 は，『霊妙 な る議 士，大能 の神 ，と こ し

えの父， 平和 の君』と となえ られ る」(イ ザ

ヤ9：6)こ と。

私 はイ エ スにつ いて ， また イエ スが 永遠

の父 な る神 の永 遠 の救 い の計画 の 中 で唯一

無 二 の地 位 を 占め てお られ る ことを厳 粛 に

証 いた します。 これ らの こ とを，私 に授 け

られ て い る聖 なる使 徒職 の権 威 と権 能 によ

り証 い た しま す。

みた まの導 きを得 て， 今朝 ，私 は この神

権 の職 ， す なわ ち，使 徒 と しての職 につ い

て い くらか のお話 が で きれ ば と思 って い ま

す。

昨 日私 た ち はこの神 聖 な召 しに、ζ、た りの

兄弟 を支 持 いた し ま したの で，彼 らが聖 任

され た後 ， 十二 使徒 評 議員 会 の席 が満 た さ

れ る こ とにな ります。 このお ふ た りが，予

言 と啓示 のみ た まに よ って選 ばれ， 召 され

た こ とを証 した い と思 い ます。 この問題 に

つ いて は 多 くの祈 りが捧 げ られ ま した。私

た ち は，今 日の主 の予 言者 ス ペ ンサー ・W・

キ ン ボール大 管長 と話 し合 い， 大管 長 か ら

明確 な声 明 を いた だ きま した。 な ぜ な ら，

この件 につ いて は大 管長 が特 権 を持 って お

られ るか らです。

この最 も重要 に して神聖 な責任 にだれ が

選 ば れ るべ きか につ いて， 私 はは っ き りと
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した明 瞭 な印 象 を， つ ま り私 が み た まの さ

さや き と呼 ぶ もの を受 け ま した。 新 し く召

され た方 々 は社会 で も教 会 で も経 験 豊 か な

方 々 で す。 また彼 らはそれ ぞ れの分 野 で学

識 と実 績 の あ る方 々で， 同僚 を初 め， 内外

の 多 くの人 々 か ら賞賛 の栄誉 を受 けて こら

れ ま した。

彼 らの これ まで の教会 にお け る働 き も，

注 目に値 します。 少年 の ときか ら， お ふた

りとも信 仰 が 強 く活発 で した。 おふ た りと

も ステー キ部 長会 で働 き， 地 区代 表 も務 め

ま した。 また，教 会 の様 々 な責任 に携 わ り，

その都 度 立派 な働 きを して こられ ま した。

しか し，彼 らが 召 され たの は， そ のた めで

は あ りませ ん。

彼 らが召 され た の は， 主 の神 性 の証 し人

として この職 につ くよ う主 が望 まれ たた め

で す。 この方 々 は主 が生 きて お られ る こ と

を高 らか に証 して こ られ ま した。 また， こ

れか らも証 して いか れ る ことで しょ う。

お.ζ・た りと も信 仰 の人 で す。聖 なる使徒

職 に聖 任 され，十 二使 徒評 議 員会 会 員 と し

て任命 され た後， 彼 らは主 として導 きと恵

み を施 す業 に みず か らを捧 げ る よう期待 さ

れ るで しょ う。 彼 らは世 界 にあ って キ リス

トの み名 の特 別 な証 し人 と して立 つ責 任 を，

ご 自分 の生 活 の 中で第 一 に考慮 すべ きそ の

ほか のあ らゆる事柄 の上 に置 か れ る ことで

しよう。

現 在 の地 位 で とて も立 派 にや って お られ

る と きに， ど う して教 会 はあ の よう な有 能

な方 々 を公 の仕事 か ら引 き抜 い たの か， と

言 う人 が いる か も しれ ませ ん。 私 に はわ か

りませ ん。教 会 が そ う したの で はあ りませ

ん。 そ うで はな く， この方 々 こそ主 の証 し

人 とな るべ き人 であ る こ とを，主 が 明 らか

に された ので す。 彼 らが これ まで に して こ
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られ た よ うな こ とを行 な う こ とが で き， 彼

らと同等 の資格 を持 ち，十分 な訓練 を受 け

た 人 はほ か に もい ます。 しか し，今 彼 らは，

そ の特別 なす ば ら しい召 しを受 け うれ たの

で す。 主 は人 の及 ばぬ知 恵 を もって彼 らを

お招 き にな りま した。

私 た ち と同 じよ うに， 彼 らも人間 で す。

長 所 もあれ ば弱点 もあ ります。 しか しこれ

か らの残 りの生涯 のあ い だ， 忠実 であ る限

り， そ の最大 の関心 事 は この地 上 にお け る

神 の業 の伸展 にな る に違 い あ りませ ん。 ま

た， 彼 らは，教 会 の 内外 を問 わず， 天 父 の

子供 た ちの福 祉 に携 わ るに違 い あ りませ ん。

また， 悲 しんで い る人 を慰 め，弱 い人々 に

力 を与 え， た じろ いで いる 人 を励 ま し，友

のな い人 の友 にな り， 生 活 に困 って い る人

を養 い， 病人 を祝 福 し， 神 の御子 であ り，

友 で あ り主 で ある お方(お ふ た りはそ の僕

なの で すが)に 対 して単 な る信仰 か らで は

な く確 かな知 識 を もって証 を述 べ る ため に，

i灘
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ご 自分 に で きるす べて の こ どをな さる に違

いあ りませ ん。

主 は， 導 き と恵 みを施 す業 を助 け， 主 の

死後 そ のみ業 を広 める十 二使 徒 を選 ばれ ま

した。 また，使 徒 パ ウ ロ は教 会 は 「使徒 た

ちや預 言 者 た ち とい う土 台 の上 に建 て られ

たもの であ って， キ リス ト ・イエ ス ご 自身

が隅 の か しら石 で ある」(エ ペ ソ2：20)と

宣言 して い ます。 に もかか わ らず，使 徒 と

いう職 も十 二使 徒 評議 員会 も私 が知 る限 り

ほかの いずれ の キ リス ト教 会 に もあ りませ

ん。私 は今 までず っと， この こと を注 目す

べ きこ とであ る と考 えて きま した。

同様 に七 十 人の職 もあ りませ ん。 この 大

会 で何 人 かの 人が この職 に召 され ま した。

この職 に も同様 に， 使徒 と同 じよ うに， キ

リス トの み名 を証 す る責 任 が あ ります。

使 徒(apostle)と い う言葉 は も とも と字

義 的 に は， 「遣 わ さ れ た人 」 と い う意 味 で

す。 この定義 が も し 「あ る権 能 と責任 を も

っ て遣 わ され た人」 を表 わ してい るの だ と

した ら， 主 が この地上 を歩 まれ た と きに与

え られ た召 し， そ して私 た ちの 時代 に与 え

られ て いる召 しを的確 に表 わ して いる こ と

に な ります。

ル カ は主 につ いて次 の よ う に記録 して い

ます。「イエ ス は祈 るた め に山へ行 き，夜 を

徹 して神 に祈 られ た。 夜 が明 け る と， 弟 子

た ちを呼 び寄 せ， その中 か ら十二 人 を選 び

出 し， これ に使 徒 とい う名 をお与 えに なっ

た。」(ル カ6112-13)

主が この こ とにつ いて夜 を徹 して祈 られ

た後 ， ご自分 と共 に歩 くべ き人 を選 ばれ た

こ とは， 私 に とって重 大 な こ とで す。

「そ こで
， イエ ス は十二 弟子 を呼 び寄 せ

て， 汚 れ た霊 を追 い出 し， あ らゆ る病気 ，
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あ らゆ るわ ず らい をい やす権 威 を お授 け に

な った。 ・… ・

イエ ス は この十二 人 を つか わす に 当 り，

彼 らに命 じて言 わ れ た， … …

行 っ て， 『天 国 が近 づ い た』 と宣 べ伝 え

よ。 … …

病 人 をいや し， 死 人 を よみが え らせ， ら

い病 人 を きよめ， 悪霊 を追 い出 せ。 た だで

受 けた のだ か ら，た だで与 える が よい。… …

語 る者 は， あな たが たで は な く， あ な た

が たの 中 にあ って語 る父 の霊 であ る。」(マ

タ イ10：1，5，7，8，20)

この神権 時 代 に キ リス トの教会 が再 建 さ

れ た とき， これ と同 じ使 徒 の職 が地 上 に 回

復 され ま した。教 会 の組 織 に つ いて1830年

の4月 に与 え られ た 啓 示 の 中 で， ジ ョセ

フ ・ス ミスは， 「神 に召 され イエ ス ・キ リス

トの使徒 の聖 職 に按 手任 命 せ られ て， 当教

会 第一 の長 老 」 と言 われ ま した。 また次 に，

「この神 命 は神 に よ りイエ ス ・キ リス トの

使徒 に召 され て 当教 会 第 二 の長老 とな り，

しか もジ ョセ フに よ り聖職 に按手 任命 せ ら

れ たる オ リヴ ァ ・カウ ドリに も下 りた り」

(教義 と聖 約20：2-3)と あ ります。

ブ リガム ・ヤ ングは， この神権 時代 に お

け る最 初 の十 二使 徒 定員 会設 立 の際 の状 況

につい て，興 味 深 い こ とを述 べて い ます。

1834年 ， 指 導的 な立場 にあ った オハ イオ州

の兄 弟 た ち は， 同僚 た ちを助 け るた め に ミ

ズー リ州 まで行 って， また戻 っ て きま した。

それ は長 く困難 な， ほ とん どが徒 歩 で の旅

で した。厳 しい試 練 の と きで した。 ブ リガ

ム ・ヤ ング は次 の よ うに言 って い ます。

「ミズ ー リか ら戻 って か ら
，兄 ジ ョセ フ ・

ヤ ング と私 は， あ る集 会 で説 教 を した後 ，

歌 を歌 って いた。 集会 が閉会 す ると， ジ ョ

セ フ ・ス ミス兄弟 は， 『一 緒 に私 の家 へ行 こ
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う』 と言 った。私 た ちは行 って，長 い こと

歌 って か ら， 彼 と話 を した。 そ う してか ら，

私 が思 う に初 めて彼 は十二使 徒 と七 十 人 の

こ とにつ いて話 し出 した。

彼 は言 った。『兄 弟 の皆 さん，私 はこれ か

ら十 二使 徒 を召 そ う と思 い ます。 皆 さ ん と

共 に集 い， 十 二使徒 を選 び ます。 そ して シ

オ ンヘ旅 して きた人 々 の中 か ら七 十 人定 員

会 を選 び ます』 と。 … …1835年 の1月 の終

わ りか2月 ， ある い はそ の頃，私 た ちは連

日の よう に集 会 を開 き， ジ ョセ フ兄 弟 は，

そ の折 に十 二使徒 を召 した。私 たちが彼 の

た め に歌 を歌 って い た とき，彼 は啓示 を受

けたの で あ る。 彼 をよ く知 る人々 は， 彼 に

啓示 の み た まが降 る ときを知 って いた。 と

い うの も， 彼 が その 力 を受 けて い る ときは，

独 特 の表情 を示 す か らであ っ た。 彼 は啓 示

のみ た まに よ って教 え を説 き， 同 じみ た ま

に よって評 議 会 の人 々 に教 え た。 した が っ

て，彼 を よく知 ってい る人 は， た だ ちに そ

れ と知 る こ とがで きた。 その よ うな と き，

彼 の顔 は，独 特 な透 き通 る よう な明 る さを

呈 す るか らで あ った。」(「説教 集」9：89)

モル モ ン経 の三 人 の見証 者 ， オ リヴ ァ ・

カウ ドリ， デ ビ ッ ド ・ホイ ッ トマ ー， マー

テ ン ・ハ リスは， この神権 時代 に おけ る最

初 の十 二使 徒 を推 薦 す る責 任 を与 え られ ま

した。 候補 にあ げ られ た人 々 は，1835年2

月27日 ， カー トラン ドで開 かれ た集 会 に召

集 され ま した。 この会 で書 記 を務 め たオ リ

ヴァ ・カ ウ ドリは議 事録 に こう記 して いま

す。

「ス ミス大管 長 は次 の問 題 を提起 した。教

会 の他 の召 しや職 と異 なる この十 二使 徒 の

召 しに は， どの よ うな重要 性 が あ るの か。

討 議 の後， … … パ ッテ ン， ヤ ング， ム レ リ

ンと ジ ョセ フ ・ス ミス ・ジ ュニ ア大 管長 は
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羅、、鍵 轍

以下 の決 定 を下 した。

彼 ら十 二使 徒 は巡 回高 等評 議 員 の職 に召

され てお り， 異 邦 人の教 会 を管 理 す る。 異

邦 人 の間 に は管 理体 が確 立 され て いな い。

彼 らは主 がユ ダヤ 人の もと に行 く よう命 じ

られ る まで，旅 を して異邦 人 に福 音 を宣 べ

伝 える。彼 らは この導 きと恵 み の業 の鍵 を

有 し， あ らゆ る国 民 に対 して天 の王 国 の扉

を開 き， すべ て の被 造 物 に福 音 を宣 べ伝 え

る。 これ は権 威，権 能 であ り，彼 らの使 徒
そな

職 に具 わ る力 で あ る。」(「予 言 者 ジ ョセ フ ・

ス ミス の教 え」 カ ー トラ ン ド，1835年2月

27日)

後 の啓 示 に述 べ られ て いる よ うに，彼 ら

は大 管長 会 の管理 の も とに働 き，「全世 界 に

於 け るキ リス トの御名 の特別 の証 人」(教義

と聖 約107：23)と して 出 て い く の で す。

また，彼 らが この召 しを果 た す う えで援 助
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が必 要 な と きに七十 人を召 し， また状況 に

よ っては ほか の役員 を召 します。
rこ の神 権 時代 にお け る主 の み業 の開 始以

来，84人 が十 二使徒 評 議貝 会会 員 と して 召

され て き ました。 ラ ッセ ル ・M・ ネ ル ソ ン

長 老 と ダ リン ・H・ オ ー クス長老 は， その

よ うに して選 ばれ ，聖 任 され ，任命 され た

85番 目と86番 目の人 で す。彼 らの職 は偉 大

で神 聖 で す。20年 間 こ の代 わ る もの の な い

崇 高 な定 員会 の一 員 と して働 いて きた者 と

して， 私 はそ こに見 られ る兄 弟愛 と，献 身

と，信 仰 と， 努 力 と，神 の王 国 を推 進 す る

た めの驚 くば か りの奉 仕 を 目のあ た りに し

て き ま した。

今 少 し個 人的 な気 持 ち を述 べ させて い た

だ け るな ら， 皆 さんの前 で彼 らに感 謝 の意

を表 した い と思 い ます。 キ ンボー ル大管 長

よ り教会 の大管 長会 副 管長 と して働 く よう



召 さ れて 以来 ， ほぽ3年 の歳 月 が流 れ ま し

た。 こ の間 の 多 くの年 月 を， 私 はへ りくだ
おそ

り， こ の壮 大 で畏 るべ き責 任 を果 たす べ く

努 め て参 り ましたρ孤 独 と恐れ と， 深 い懸

念 を覚 え る ことた びた びで した。私 は指 示

と力 と導 きを求 め て熱心 に祈 りま した。私

は愛 す る十 二使徒 評 議員 会 の兄 弟 た ちに助

け を求 め ま した。彼 らは，支 持 と援 助 と霊

感 に満 ち た勧 告 を喜 んで惜 しみ な く与 えて

くだ さい ま した。

教 会 の大 管長 会 に は一致 が あ ります。大

管長 会 と十 二使 徒会 の間 に は一 致 ，完 全 な

一致 が あ ります
。七 十 人 第一 定員会 と管理

監督 会 の 間 に も一 致 が あ ります。私 は この

教 会 の歴 史 をあ る程 度 理解 して お ります が，

ため らう ことな く申 しあげ られ る こ とは，

今 日ほ ど これ ら指 導 的立場 に あ る評議 会 の

中 に， また各 々 の評議 会 の 間 に強 い一致 が

見 られ た こと はな い とい うこ とで す。

私 は幹部 の兄弟 た ちを愛 して います。 彼

らはひ と りの人 に対 して忠 誠 と支持 を示 し

て い ます。彼 ら はた め らう こと な く自分 の

都合 を二 の次 に して， あ らゆ る召 しに応 え

ます 。彼 らは イエ ス ・キ リス トの真 の弟 子

です 。今 ， またふ た りの方 が聖 任 され任 命

され て使 徒 が12名 に な りま した。定 員会 は

完全 で す。私 た ちは， リグ ラ ン ド ・リチ ャ

ー ズ長老 とマ ー ク ・E・ ピー タ ーセ ン長老

の逝 去 に よ り， ふた りの傑 出 した偉 大 な人

物 を失 い ま した が， その 空席 を埋 め る ため

に， ふた りの傑 出 した偉大 な人物 が 召 され

ま した。 彼 らは主 の支持 の も とに召 され，

教会 員 の信 仰 に よ り支持 され ました。

み業 は威 厳 と権 威 を も って進 み ます。 王

国 は堅 固 に着 々 と成長 し ます。証 は全世 界

の教 会 貝 の心 の 中で， そ して生 活の 中で 強

聖徒 の道/1984年7月 号

ま って い ます。 こ こに こそ この王 国の偉 大

な力が あ ります。 それ は堅 固 で真実 で個 人

的 な確 信 で あ り，世 界 の津 々 浦々 で異 な っ

た言語 を話 す何 百 万 の末 日聖徒 た ちの心 に

見 いだ され ます。 そ して一 人 一人 が信 仰深

い人 々 の群 れ の一 員 で す。忠 実 な教 会 員一

人一 人 は永遠 の 父 な る神 が生 きて お られ る

こ とを知 って い ます。 またイエ ス がキ リス

トであ り， 人類 の腰 い主 ，救 い主 であ る こ

とを知 って い ます。 彼 らが この はっ き りと

した真理 を知 って い るの は一人 一 人 に証 を

す る聖霊 の力 に よ ります。

奇 し きみ業 と， そ の み業 を動 か し進 め る

不 可 思議 で しか も確 か な方 法 を神 に感謝 し

ます。

私 は教会 幹部 の兄弟 たち のみ な らず，国

の内外 を問 わず全 世 界 の末 日聖 徒 の方 々 の

支 持 に，心 か ら深 く感謝 申 しあ げ ます。私

は皆 さ んの祈 りの力 を感 じて まい りました。

皆 さん の支 持 の挙 手 と心 を私 は知 って い ま

す。 皆 さん の働 きに心 か ら感謝 いた します。

皆 さん は 自分 を捨 て，偉 大 な， 人 を動 かす

信仰 を もって主 の業 を推進 し， 主 の息 子，

娘 に対 す る御 父 の永遠 の 目的 を達成 するの

を援 助 して お られ ます。

世 界 の い た る所 にお られ る皆 さん を神 が

祝福 した まい ます よ うに。義 にか なって働

くと きに信仰 が 強 め られ ます よ うに。 永遠

の真理 の泉 か ら飲 む と きに証 が 絶 えず強 ま

ります よ うに。 主 の偉大 な王国 を支持 し，

主 に対 して正直 に歩 む とき に， 皆 さ んのか

ごと倉 が い っぱ い にな ります よ うに。皆 さ

んの心 に， そ して家庭 にキ リス トの平安 が

あ ります よ う に。 主 の聖 な るみ名， 主 イ エ

ス ・キ リース トの み名 によ りへ りくだ り祈 り

ます。 アー メ ン。[
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聖なる使徒職への召し

十二使徒定員会会員 ラ ッセル・M・ネル ソン

19
84年4月 の総 大会 の 土曜 日は，何 年

も前 か らカ レンダー に丸 印 が つけ ら

れて いま した。 そ の 日は， 我が 家 の ひ と り

息子 が成 長 して， 私 と一 緒 に初 め て神 権 部

会 に出席 で き る よう にな る 日だ ったか らで

す。 昨晩 ，待 ちに待 ったそ の 目標 が実 現 し

ま した。 兄弟姉 妹 の皆 さん， その同 じ 日に

十二使 徒 定員会 の一員 と して私 の名 前が提

示 され よ うと は思 って もみ ませ んで した。

私 た ち夫婦 が まった く知 らなか っ た ことで

すか ら， 子供 た ちが知 るは ず もあ りませ ん。

結婚 した娘 た ちが大会 の合 間 に電話 を して

きま した。 出産 を間近 に控 えた娘 は こう言

いま した。「お父 さん，発表 の シ ョックで 陣

痛が始 ま りそ うだわ。」そ して， 言 った通 り

にな りま した。 です か ら大 管長 会 の この発

表 は， 出産 の助 けを した と いう点 で賞 賛 さ

れて 当然 で はな いで し ょうか。 こ う して22

番 目の孫 が，昨 晩無事 生 まれ ま した。

私 の人生 を変 える この召 しにつ い て聞 い

てか ら，様 々 な思 いが心 に浮 か びま した。

まず最初 に感 じた の は，・自分 が至 らない人

間で ある とい う ことで す。 この気持 ちは，

リグ ラ ン ド・リチ ャー ズ長老 とマ ー ク ・E・

ピー ター セ ン長 老 の比類 な い力 につ いて考

えた と き， さら に強 くな りま した。 おふ た

りを失 って， 私 た ち は本 当 にさび しい思 い

を してい ます。 このお ふた りは，人 々 か ら

尊敬 され る指 導者 で あ る と同時 に，私 に と

って良 き友 人 で もあ りま した。 私 よ りも資

格 の あ る， そ して才 能 に恵 まれ た方 々の 力

を見 る につ け， 私 は この召 しに対 す る 自分

の至 らな さ を感 じる ばか りで す。

幸 い にも， こ う した思 い は信 仰 が取 り去

って くれ ます。 なぜ な ら， 二 一 フ ァイの次

の 言葉 は真実 で ある か らです。「私 は主 が命

じた も うた こと を行 って行rう。私 は， 主 が

命 じた もう こと には， 人 が それ を為 し とげ

るため に前 以 てあ る方 法が備 えて あ り， そ

れ でな くて は， 主 は何 の命令 も人 に下 した

まわな い こ とを承 知 して い るか らであ る。」

(1二 一 フ ァイ3：7)私 は， 主 と その予

言者 に絶対 的 な信 頼 を寄 せ て い ます。主 の

定 め られた神 権政 体 の系 統 を通 して召 しが

与 え られた場 合， 私 はその 召 しに疑 問符 で

は な く，感 嘆 符 を つけ る よ うに教 え られて

きま した。

今 か らお よ そ20年 前 ， 十二 使徒 定員 会 の

ふ た りの方 が，新 しい ス テー キ部 長 を選 ぶ

た めに，私 た ちの住 ん でい る ボネ ビル ス テ

ー キ部 に派遣 され て きま した
。 そ のふ た り

と は， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール長 老 と

リグラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老 で した。 そ し

て ステー キ部 長 の召 しは私 に与 え られ ま し

た。私 は今 ，亡 く な られ た リグ ラ ン ド ・リ

チ ャー ズ長 老 の空 席 を埋 め るた め に， スペ

ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の按 手 によ
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り使徒 に聖任 され よ う として い ます。

すべ て を捧 げて働 こ うと いう気持 ちが，
わ

心 の底 か ら湧 きあ が って き ます。 愛 す る妻

ダ ンツ ェル と私 は，38年 前 に主 の宮居 で，

主 に仕 える ため に生涯 を捧 げる とい う誓約

を交 わ しま した。私 は き ょう， その約 束 を

新 た に し ます。 すな わ ち， この地 上 に神 の

王 国 を築 くため に，私 の持 つす べて の もの

を捧 げ る と約 束 します。 この召 しに伴 って，

様 々 な チ ャ レン ジや責 任 や鍵 が授 け られ，

苦 難 も与 え られ るで しょ う。 私 は この 召 し

を受 け入 れ る に際 し，全 力 を尽 く し， すべ

て を捧 げ る覚悟 で い ます。

私 の すば らしい両 親 と開 拓者 で あ った8

人の曾 祖 父母 の こと を思 う と， 感謝 の気持
ちようみつ

ち に満 た され ます。ヨー ロ ッパ の人 口 稠 密

な国 で改 宗 し，8人 全 員が ユ タの小 さな町

エ フ ライ ム に移 民 しま した。曾 祖 父母 た ち

はこの大 会 の模 様 を， 天 の窓 か らな がめ て

いる こ とと、思い ます。

愛 す る妻 ダ ンツ ェル に， 永 遠 の愛 と尽 き

せ ぬ感 謝 を捧 げ ます。 ダ ンツ ェル は家庭 を

豊 か な愛 で潤 して くれ る泉 です。m人 の す

ば ら しい子 供 を この世 に もた ら し，教 え，

訓練 し， そ の一方 で は，教 会 の責 任 や仕事

にっ い て一 言 も不 平 を言 わ ず に私 を支 持 し

て くれ ま した。 そ のた め に彼 女 の払 った犠

牲 は， 不朽 の もの です。私 た ちは8人 の娘

婿 もわ が子 の よ うに愛 して い ます。私 たち

親 子 を永 遠 に結 ん で くれ る神 殿結 婚 の完全

な絆 に感 謝 してい ます。 また， す で にこの

地 上 に やっ て きた愛 らしい孫 た ち と， これ

か ら生 まれ て くる孫 た ちに も感謝 して いま

す。

私 は名 目上 は， 外科 学 お よび その母体 で

ある 医学 の 出身者 で す が，実 際 に は， 厳格

な法 の も とで訓練 を受 けて鍛 え られ た者 で

す。 しか し私 の 言 う法 と は， 司 法関係 の兄

聖徒 の道/1984年7月 号
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弟 た ちが修得 した人間 の法律 で はな く，創

造 主 の永遠 か つ不 変 の律 法 の こ とで す。外

科 医 はい ち はや く，神 の律 法 に は議 論 の余

地 が ない こ とを学 び ます。 す なわ ち，望 み

や願 いは と きと して力 の な い単 なる ご まか

しにす ぎな くな り， 求 め る祝 福 は神 の律 法

に従 わな い限 り決 して 与 え られ ない と悟 る

りで す。 です か ら私 は， こ う した律 法 を学

ぶ ことを 中心 に き ょう まで 生 きて きま した。

律 法 につ いて学 び， それ に従 う と きにの み，

望 んで い る祝 福 が得 られ ます。 この点 で は，

これ まで も使 徒 と して 召 され た これか らも，

私 の行 な い に何 ら変 わ る と ころ はあ りませ

ん。 主 の永遠 の律 法 は， 教義 と して使 徒 に

よ って 明 らか に されて い るの です。

私 は共 に医療 に携 わ って きた同僚 た ち に

感謝 し ます。 彼 らのお か げで，私 は患者 の

治療 に加 わ る こ とがで きま した。 これ か ら

は彼 らが引 き続 き治療 を行 な って くれ るで

し ょう。 同僚 たち の無私 の働 きは，神 と隣

人 を愛 す る とい うふた つの偉 大 な戒 め を満

足 させ る もの です。最 大 の奉 仕 を す る人が

最大 の愛 を抱 いて い る とい うこ とを，体 得

して いるの で す。

イザ ヤや エ ゼキ エル か ら， ジ ョセ フ ・ス

ミス， スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル に至 る

まで，私 は主 の僕 をす べて支 持 します。 そ

して主 の僕 が私 を信頼 して くだ さる こ とに，

深 く感謝 して い ます。私 は主 の僕 と彼 らが

仕 える全 人類 とを心 か ら愛 して います。

聖 なる使徒 職 へ の召 しとは， 主 な る基 督

イエ スの神性 を世 に証 す る者 にな る こ とで

あ ると， 私 は理解 して い ます。 救 いの 中心

はイ エス にあ るの です。 天使 はベ ンジ ャ ミ

ン王 に言 い ました。「救 い は身代 りの蹟 罪 を
よ

な した もう全 能 の主 なる キ リス トの血 に由

って与 え られ る。」(モ ー サヤ3：18)
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ジ ョセ フ ・ス ミス は 「あ なた の宗教 の根

本 的 な 原則 は何 です か」 と聞 かれ た と き，

こう答 え ま した。「私 た ちの宗教 の根 本 原則

は， イエ ス ・キ リス トが亡 くな って葬 られ，

3日 目に よみ が え って 天 に昇 られ た こ とに

つ いて， 使徒 と予 言者 の立 て る証 で す。私

た ちの宗 教 の その他 の こと はすべ て， この

証 に付随 す る もの に過 ぎませ ん。」(「教会 歴

史」3：30)

地 球 とそ こに ある万物 の創 造 ， 人類 を生

ず るた め に必要 な堕落， そ して主 の腰 い，

これ らは神 の永 遠 の計 画 を構 成 す る3つ の

根 本 要素 です。 照 いの犠 牲 が な けれ ば，不

死不 滅 も永遠 の生命 もな か ったで しょ う。

主 の教 え は， イエ ス ・キ リス トの 回復 さ

れ た福音 であ り， その み名 を冠 す る教会 に

よって管 理 されて い ます。 主 は，世 の す べ

て の人 々 に主 の教 義 を宣 言 す る予 言者 を通

して，神 権 の力 と啓 示 に よ り，教 会 の 諸事

を導 いて お られ ます。

私 の述 べ る証 は，1820年 の春 以来 ， 十二

使 徒 の 召 し を受 けた84人 の方 々 に よって繰

り返 し語 られ てき た もの です。 父 な.る神 と

その御 子 が現 われ て，永 遠 の真 理 を伴 うこ

の最 後 の大 いな る神 権 時代 の到 来 を お告 げ

にな りました。 私 た ち はイ スラエ ル の家 に

属 し，特 に ヨセ フの血 統 を受 け，長 子 の特

権 を担 う者 と して， 救 い主 の再 臨 に世 の

人 々 を備 え させ る とい う， 最後 の責 任 を与

え られ て い る こと を証 しま す。 この責 任 を

果 た す な らば，遂 には あ らゆ る国 民， あ ら

ゆ る血 族， あ らゆ る国 語 の民 の 中か ら数 え

きれ な、いほ どの人 々 が私 た ち に加 わ っ て，

イエ スが 救 い主 で あ り， 生 け る神 の御 子 で

あ る と宣 言 す るよ うに なる で し ょう。 これ

らの証 をイ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り申

しあげ ます， アー メ ン。



「教会の姉妹たちを愛しています」

中央扶助協会会長 パーバラ・W・ウインダー

い けい

私 は畏敬 の念 にか られて い ます。 教会

の総 大会 に来 て， タバ ナ クル に集 え

るの は いつで も偉 大 な誉 れ であ り，特 権 だ

と思 い ます。 しか し， 予言 者 と同席 で きる

こ と，健 康 上 の都合 で常 に そ う して い ただ

けな いの に，特 に予言 者 とき ょう こ う して

ご同席 させ てい た だ くこ とに感激 して お り

ます し，偉 大 な指 導者 の方 々の 言葉 を伺 い，

感 動 してお りまず。私 は皆様 方 に本 当 に感

謝 して お ります。 き ょうの ヒンク レー副 管

長 の証 とお話 は， 何 とすば らしか った こと

で し よう。

私 の夫 リチ ャー ド ・ウ イ ンダー伝 道部 長

と私 を ここ に送 って くれ たの が単 な る飛行

機 だ けで はな い こ とを私 は知 って い ます。1

私 の夫 は， あ の偉 大 なカ リフォル ニ ア ・サ

ンデ ィエ ゴ伝 道 部 の伝 道部 長 を務 め て いま

す。 そ して，今 週末 ， こっ そ りとそ こ か ら

抜 け 出 さな けれ ばな りませ んで した5私 は

主 が与 えて くだ さ る啓 示 と霊性 につ い て証

を持 って い ます。私 は至 らない 人間 で ある

とは思 い ますが， 主 が助 け た まい， そ の業

を前進 させ た もう こ とを知 って い ます。

サ ンデ ィエ ゴの長老 や姉 妹 宣教 師 の皆 さ

ん，私 は， 数 日前 にあ なた方 と共 に いた同

じウイ ンダ ー姉 妹 で す。 そ うで す， シ ャツ

に アイ ロ ンをか け た り， ボタ ン をつ けた り，

聖 典 を携 帯 す る ことな ど， お母 さん か ら教

えられ た こ とが で き るよ うお手伝 い を して ・

いた あの ウ イ ンダー姉妹 で す。例 の 白い手

引 き もここ に持 って い ます。 そ うで す。 あ

の ウイ ンダ ー姉 妹 で す。 そ して， その2年

前 には， 昨 日皆 さ んが お聞 き にな ったあ の

偉 大 な姉妹 た ち と共 に評議 員 会 に座 って管

理 役員 や補 佐 の方 々 と共 に学 び教 えを受 け

て いた あの ウ イ ンダー姉妹 です。 この姉妹

た ちの 多 くは私 の友 人 で あ り教 師 です。私

は この方 々 に感 謝 す る とと もに，共 に働 く

機 会 を持 ち教 えて くだ さった すば ら しい兄

弟 の方 々 に も非常 に感 謝 してお ります。

私 た ち女 性 は神 権者 の指 導 の下 にあ りま

す。 そ の働 き.に従 った 人々 か ら私 が教 え ら

れ た こ とが あ ります。 それ は，今 日の よ う

に混乱 の時世 にあ る女性 が 思 いや りの あ る

妻 ，母 親 とな り，主 の 王国 の忠 実 な会員 と

して 自分 たぢ の地域 社会 に貢献 で き る よう

な 人 にな るの を助 け る ことで す。 そ の よう

な人 にな る こ とは末 日聖徒 の女 性 に与 えら

れ た力 で す。

私 は，私 の両 親 お よ び夫 の両 親 が正 しい

原 則 を教 え， またふ さ わ しい模 範 を示 して

くれ た こ とに感 謝 し ます。2年 振 りに私 た

ち を乗 せ て ソル トレー ク に到 着 した飛 行機

が その ま ま飛 び続 けて くれ た ら と思 い ま し

た。着 陸 した と ころ は堅 い， 堅 い ア スフ ァ

ル トの道 で した。で も，4人 の子供 とその

結 婚相 手 ， か わ い らしい孫 た ちが私 たち を
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迎 え， こ こに我 が家 が あ るこ とを教 えて く

れ ま した。彼 らの支 持 に感 謝 して い ます。

私 は夫 に感 謝 します。 ソル トレー ク神 殿 で

ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 に よって結 び固

め られ，30年 間結婚 の絆 で結 ばれ て共 に働

いて き ま した。 目的 をひ とつ に して， 団結

し， お互 い に助 け合 いな が ら， 数 々 の教 会

の 召 しや責 任 を務 め て き ま した。教 会 の

人々 に 目的 を ひ と?に して団結 して働 く よ

う にと勧 め， 全体 が良 くなる よ うに ほか の

あ らゆる部分 も機 能を 果 た さなけ れ ばな ら

ない こ とを教 えたパ ウロの ことを考 えざ る

を得 ませ ん。 それ と同様 に， 結婚 生 活 や家

族 で も一 人一 人 が共 に働 くよ うに な らな け

れ ば な りませ ん。 昨 日すば らしい教 えを受

けま した。私 は教 会 の姉 妹 た ちを愛 して い

ます。神権 につ いて 唱 えた あの す ば ら しい

教義 と聖約 の第84章 に は，「体 はあ らゆ る他

の部 分 を要 す る な り。 か く して すべ て互 い

に強 め養 いて， その系 統完 全 に保 たる る な

り」 と書 かれ て い ます。 パ ウ ロの言葉 と同

様， 主 の教会 の会員 はお互 い に思 いや りを

持 つ よ うに と教 えて い ます。

私 も教 会 の姉 妹 に対 して この愛 を感 じて

お ります し， 一 人一 人 の持 つ価 値 に つい て

感 じて い ます。私 は，皆 が一致 団結 し， 神

権 者 と協 力 し， 今 日こ こに神 の王 国 を建 設

す る ため に働 き，福 音 を必要 と して いる人

人 に その喜 び を伝 え るこ とが で きる よ う切

に望 ん でお ります。 これ は主 の王国 で す。

それ を分 か ち合 う と いう大 き な責 任 が私 た

ち にあ ります。神 様 が生 きた も うこ と， 私

た ちを愛 してお られ る こ とを私 は知 って い

ます。 これ は私 の証 で あ り， 皆 さ んの た め

に務 める こ とを お約 束 し ます。イエ ス ・キ リ

ス トのみ名 に よ り申 しあげ ます。 アー メ ン。
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簡潔な福音の真理

七十人第一定員会会員 ロバー ト・L・シンプソン

昨
日の朝， ダラ ム長老 は， 車 の バ ンパ

ー ス テ ッカー の言葉 を引 いて話 の テ

ーマ を紹介 され ま したが
， ロサ ンゼル スの

ある壁 には この よ うな言葉 が書 かれ て い ま

す。「ス コ ッテ ィ，今 す ぐ僕 に光 線 を。こ の

地 上 に は知 的 生 活が まっ た く見 られ ない。」

(後注参 照)

と ころで ，兄 弟姉 妹 の皆 さん，知 的 生活

が あ ると い う疑 いの ない証 拠 が あ ります。

あ りが た い こと に， 天 父 は 「神 の栄 光 は英

智 な り。す なわ ち，光 明 と真理 な り」(教 義

と聖 約93：36)と 述 べて お られ ます。 純 然

たる福 音 の光 と真理 を受 け入 れ， それ に従

って生 活 す る人 は， ま さ しく知 的 生 活 を送

って いる こ とに な り ます。

今 朝私 が皆 さん にお話 した いの は， その

純 然 た る光 明 と真理 に つい てで す。 これ は，

主 の使徒 とな った マ シュー ・カウ リー伝 道

部長 の も とで 宣教 師 と して働 いて い た とき

に強 く注 意 を引 かれ た こ とで す。 カ ウ リー

長 老 は 「イ エ ス ・キ リス トの福 音 は簡潔 で

美 しい」 とよ く教 え られ ま した。

その言葉 が真実 な こ とは， 今 年 の初 め に，

家 族 や友 人 と， か つて イ エス が歩 まれ た所

を歩 む こ とに よ り一 層確 かな もの とな り ま

した。 い に しえの エル サ レム の町 に も驚嘆

しま した。 ベ ツ レヘ ムの近 くで は， 羊 飼 い

た ちが今 もな お羊 の世話 を して い ます。私

た ち はオ リブ 山の 同 じ道 に沿 って 歩 き ま し

た。 それ か ら北 に向 か い， 静 か な ガ リラヤ

を眺 め ま した。 途 中， 関連 のあ る聖 句 を読

み直 し，改 めて考 えて みる と，2千 年 前 に

起 こっ た ことが急 に， 新 た な深 い意義 を も

って迫 って き ま した。

ヤ コブの井 戸 で イエ スが サ マ リヤ の女 に

話 され た あの 「生 け る水 」 が，現 実性 を も

って きま した。(ヨ ハ ネ4：10参 照)ゲ ツセ

マ ネ に立 って，「父 よ，み ここ ろな らば， ど

うぞ， この杯 を わた しか ら取 りのけて くだ

さい。 しか し， わた しの思 いで はな く， み

こ ころ が成 る よ う に して くだ さ い」(ル カ

22：42〉 とい う不 滅 の言葉 につ いて考 えて

い る と， 涙 が出 て き ま した。 また， カル バ

リで の簡 潔 なが ら深 遠 な教 えが あ ります。

「父 よ， 彼 らをお ゆ る しくだ さ い。 彼 らは

何 を して い る の か， わ か ら ず に い る の で

す。」(ル カ23：34)

美 しい ガ リラ ヤで は， ユニ ー クか つ深 い

意味 を持 っ たあ の誘 いの 言葉 の簡潔 さ に驚

嘆 しま した。主 は こう言 われ ま した。「わ た

し につ いて き なさ い。 あな たが た を， 人 間

を とる漁 師 に して あ げよ う。」(マ タイ4：

19)引 用 した こ う した言 葉 は， 主 な るキ リ

ス トの典 型 的 な言葉 で す。純 粋 か つ簡明 な

真 理 を教 え られた イ エ スは，謙 遜 に， ま た

非常 にわ か りやす く話 され ま した。

イ ス ラエル滞 在 中 に，救 い主 の優 れた教

えに改 め て 目覚 めた こ とが，何 よ りの 自信

を与 えて くれ ま した。主 が残 され た教 えは

何 とわか りやす く純粋 な こ とで しょう。実
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際 ， パ ウロ は， コ リン トの聖徒 へ の手 紙 で

同 じ見方 をして い ます。「神 は無秩 序 の神 で

は な く，平 和 の神 で あ る。」(1コ リン ト14：

33)ヤ コブ は別 の言 い方 で そ の こと を述 べ

て い ます。「しか し上 か らの知 恵 は，第一 に

清 く，次 に平 和， 寛容 ， 温順 で あ り， あ わ

れ み… … に満 ち」(ヤ コブ3：17)

、確 か に カウ リー長 老 が[イ エ ス ・キ リス

トの福 音 は簡 潔 で美 しい」 と言 わ れ た こと

は本 当で した。初 等 協会 に集 う子供 で も，

8歳 の誕生 日を迎 え てバ プ テス マ を受 ける

頃 には，福 音 の基本 的 な こ とな ら よく理解

で きる ほ どわか りや す いの です。

救 い主 の最 も重要 な教 えの いくつ か は，

子供 たち の信 仰 が 中心 に な ってい ます。 マ

タイ伝 の 中で，弟 子 た ちが次 の よう に尋 ね

た ときの こ とを覚 えて お られ るで しょ う。

「『いった い，天 国 で はだれ が い ちばん偉 瞭

のです か。』す る と， イエ ス は幼 な子 を呼 び

寄 せ，(子供 を優 し く抱 きかか え，ひ ざの上

にのせ た主 の お姿 が 目に浮 か び ます〉 ……
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言 われ た，『よく聞 きな さい。心 をいれ か え

て幼 な子 の よう にな らな けれ ば， 天 国 には

い る こ とはで きな い であ ろ う。 この幼 な子

の よ う に 自分 を低 くす る者 が， 天 国 で いち

ば ん偉 い ので あ る。』」(マ タイ1811-4)

確 か に救 い 主 は弟子 た ち にお答 えに な っ

た とき， 幼 な子 の持 つ絶対 的 な信仰 と誠実

さに つい て考 えて お られ た はずで す。

子供 た ちが祈 る とき，私 た ちは皆 注意 し

て 聞 く必要 が あ るの で はな いで しょう か。

昨 日の モ ン ソ ン長老 のお話 で思 い出 した

ので すが， 娘 の ク リス テ ィー ンが まだ幼 か

っ た頃， 家族 で祈 る とき，彼 女 に も祈 りを

頼 む こ とが あ りま した。私 た ち家 族 は いつ

も健康 を願 って祈 りま した。 娘 に と って発

音 の む ずか しい言 葉 が あ りま した。娘 は「健

康 」(healthy)"と 言 えず， いつ も「お金持 ち

(wealthy)に な る よう に祝福 して く だ さ

い」 とな るの で した。私 はそ れで結 構 だ と

思 い， その ままに して お き ま した が，天 父

は娘 の言 おう とした こ とを ご存 じで，富 は

私 た ちを避 け てい きま した。

賢明 で気 高 い予 言 者， 教 師 であ っ たベ ン

ジ ャ ミン王 は， 肉欲 に従 う こ とを捨 てて，

主 キ リス トの貝費いに よ って聖 徒 とな る こと

を人々 に教 え， さ らに 「幼 児 の よ うに従 順

で柔 和 で謙遜 で忍耐 で 愛情 に富 み， 幼 児 が

その父 に従 う よう に」(モ ー サ ヤ3：19)な

らな けれ ばな らな いと言 って い ます。

私 た ちは，イエ ス ・キ リス トの福 音 は あ ら

ゆる真理 を含 ん で いる と教 え られて い ます。

キ リス トの福 音 に は科 学 上 の真理 も含 まれ

ます。私 は， 化学 や物 理 の分 野 の基本 的 な

真理 の簡 明 さ にいつ.も興味 を引 かれ ます。

た と えば， 水 の 化 学 記号 はH20と して

簡 単 に表 わ され ます。 また不 思議 なの は，

ア イ ン シ ュ タ イ ンがEニMC2と い う簡 単

な方程 式 で思考 の枠 を拡 大 した相 対性 理 論

を表 わ して い る ことで す。根 本 的 な真理 に



近 づ けば近 づ くほ ど， 真理 は もっ と簡 単 に

表 わせ るよ うに思 わ れ ます。

この こ とに関 して宗 教 的 な真 理 の 一番 良

い例 は，高価 な る真珠 の モ ーセ の書 に あ っ

て， よ く読 まれ る聖 句 では な いで し ょうか。

そ こに は，永 遠 に つい ての総合 的 な 目的 が

ひ とつの文 章 で表 わ され て い ます。 「見 よ，

これ わが業 に してわ が栄光 ， す なわ ち人 に

不 死不 滅 と永 遠 の生命 と を もた らすな り。」

(モー セ1：39)永 遠 の進歩 と救 いに関 す

る すべ ての計 画 が この短 い言葉 に要約 され

て いる ので す。私 は この言葉 が好 きで す。

真 実 だ か らです。 この言 葉 は根本 的 な こ と

で あ り， ま った く道 理 に かな って い ます。

む だが な く， 従 えばだ れ もが成功 を収 め る

ことの で きる 目的 を定 め てい ます。 天 父 の

子供 たち は皆 昇 栄 を得 る候補 者 とな ります。

そ して， 昇栄 への過 程 にあ って私 た ちが成

功 を収 め る ことが， 神 を たた え る こと にな

るので す。

永 遠 の真理 の 多 くは非常 にわ か りやす く

述 べ られ てお り， 誤解 され る ような こ とは

あ りませ ん。 しか しヤ コブの 時代 の人 々 の

よう に，「は っき りした言葉 を侮 り，予 言者
わか

た ち を殺 し，解 りに くい こ とをた ずね求 め」

(ヤ コブ4：14)る よ うな人 もい ます。

ここで， わ か りやす い福 音 の真理 につ い

て考 えて くだ さい。 時 間 の都合 で短 く言 い

替 えます。

什 分 の一 や献 金 を収 め る こ とは天 の窓 を

開 く。(マ ラキ3：10参 照)

知 恵 の 言葉 に従 うこ とは，健 康 ，知 恵，

幸福 を保 証 す る。(教 義 と聖 約89参 照)

犯 した罪 を進 んで神 権指 導 者 に告 白 し再

び繰 り返 さ な いな らば， 完全 な悔 い改 めが

も た ら され る。(教 義 と聖 約58：43参 照)

「あ な たが たの 中 に
， 病 ん で いる者 が あ る

か。 その 人 は，教 会 の長 老 た ちを招(く)

・が よい。」(ヤ コブ5：14)
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悔 い改 め， バ ブ テス マ を受 け， 信仰 を持

ち続 け る者 は すべ て 日の光栄 を授 か る。(教

義 と聖 約18：22参 照)

パ ウ ロ は非 常 に はっ き り と， しか も簡潔

に言 って います。 「主 は一 つ， 信 仰 は一 つ，

バプ テ ス マは～ つ。」(エ ペ ソ4：5)何 者

もこの簡 潔 な真理 を変 え るこ とはで きませ

ん。

最 後 に，私 の好 きな聖 句 です。「そ して真

理 は， あ なたが た に 自由 を得 させ るで あ ろ

う。」(ヨ ハ ネ8：32)人 はだ れ も自由 に な

る こ と， 罪 や利 己心 や悪 癖 か ら 自由 に な る

ことを望 んで い ます。 そ うで す， 政 治的 な

自由 で さ え簡 潔 な真 理 とい う神 の計 画 に よ

り可 能 に な ります。

も ちろ ん， 簡潔 さや 明 白 さの大 切 な こ と

につ いて これ まで述 べ た こ と も，結 果的 に

は天 父 の子供 た ちが喜 び と達 成感 を得 な け

れ ば意味 が あ りません。 バ プ テ スマを受 け

て新 し く教会 の会員 とな った 人が， 意欲 に

燃 えて福 音 の計 画 に応 え，簡 潔 な教 えを守

る こ とに よ り約 束 され た祝福 を得 る よ うに

な って い くの を見 る と胸 が躍 ります。

これ は， い わ ゆる開発 途 上 に ある地域 で

特 に見 られ ます。 イ ン ドの コイ ンバ トール

に皆 さん を お連 れ して，非 常 に粗 末 な環 境

の 中 で生 活 して い る100人 余 りの教 会 員 に

会 って いた だ くこ とがで きた らと思 い ます。

彼 らは この世 的 な物質 はほ とん ど持 って い

ませ ん。 と き には食物 さえ十分 にあ りませ

ん。大 部分 の人 が ほ とん ど， ある いは まっ

た く教 育 を受 け て お りませ んが， 彼 らの 人

生 は 回復 され た イエ ス ・キ リス トの福 音 を

通 して短期 間 に好 転 しま した。

一般 的 な健康 の レベル が 向上 し
，学校 に

行 く人 も多 くな りま した。彼 らは シオ ンの

歌 を心 を こめて歌 い， 前 以上 に笑 みを たた

えて い ます。 彼 ら は希 望 を見 いだ しま した。

恵 まれ た人 は いま せん が，救 い主 につ いて
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簡 潔 な真理 を教 え られ ま した。福 音 は複雑

な もので は あ りませ ん。彼 らは福 音 を理解

し， それ に応 え て いま す。 小 さな一部 屋 の

集会所(清 潔 な土 間)に 最 近 集 っ た ときで

した。彼 らは教 え を受 ける の を待 ち望 んで

いる よう に見 えま した。 集会 が進 行 す る一

方， 物見 高 い隣 人 たち はそ ば にや って きた

い衝 動 を抑 え られ ず， 開 いた窓 や 入 口か ら

眺 めて い ま した。 中 にい る人 との ぞ いて い

る人 との間 に著 しい違 いが あ るの に驚 きま

した。福 音 の教 えが，霊 性 はも と よ り，個

人の健康 管理 ， 身 な り，態 度， 顔 っ き な ど

を感化 し， 人々 が 「簡潔 で美 しい」何 か を

新 しく見 いだ した こ と を表 わ して い ま した。

教 会 の姉妹 宣教 師 た ちが タイ やフ ィ リピ

ンの難 民収 容所 で， ク リス チ ャン と して真

の奉仕 を して い る こと を知 って いる 人 はわ

ずか で す。基本 的 に， この姉妹 た ちは英語

と西洋 文化 を教 え ますが， 純粋 な愛 と優 し

い態 度 を通 して祖 国 を追 わ れ た この 人 々 に

深 い教 え を施 して い ます。

カ ンボ ジアか らの若 い難民 で カ リフォル

ニア に配 置 され た人 の話 が あ ります。彼 は

自分 で教 会 の集会 所 を見 つ け ま した。表 の

看板 にあ る教 会 の名 前 が，収 容 所 で教 え て

くれ たす ば ら しい姉 妹 宣教 師 の名札 の そ れ

と一致 して いたか らで す。 彼 は その名 札 を

毎 日見 て い たので した。 人 は誠 実 な親 切 は

いつ まで も，忘れ ない もの で す。 純粋 な愛 は

すべ ての違 いを乗 り越 え ます。

みた まが この教会 に光 を与 えて いるの で

す。 英国 の あ る最近 の改宗 者 の ことが頭 に

浮 かび ます。私 が尋 ね た とこ ろ， 改宗 につ

いて話 して くれ ま した。 あ る土 曜 日の朝 ，

花壇 の と ころ にひ ざ まず いて春 の植 え付 け

用 に土 の整備 を して い た ら， 突 然， 後 ろ か

ら声 が して ，簡 単 な質問 を した そうで す。

「あ なた は主 を愛 して い ます か
。」

天使 が立 って いるの だ ろ うとす っ か り期
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待 して振 り返 る と， そ こに はふ た りの天使 ，

モ ルモ ンの宣教 師 が ふた りいた そ うです。

彼 は 「もち ろん愛 して ます よ。 それ に つい

て話 す の な ら， 中 に入 りま し ょう」 と答 え

た そ うで す。 それ はとて も簡潔 で，純粋 で

した。 救 い主 が用 い られ た の もこの方 法 だ

った のか もしれ ませ ん。

最 近 の こ とで すが， 台湾 に住 んで い たあ

る若 い アメ リカ女 性 が タ クシー に乗 ったの

です が，彼 女 は， 運転 手 が高 い料 金 を取 ろ

う と して遠 回 りを して い る と、思 った そ うで

す。 そ こで， は っき り と自分 の、思って い る

ことを言 お うと して いた ら， その若 い運 転

手 が彼 女 の 態度 に明 らか に心 を傷 つ け られ

た様 子 で，車 を止 め， エ ン ジン を止め， 振

り向 いて ただ こ う言 った そ うです 。「そん な

こと は しませ ん よ。私 は モル モ ンです 。」そ

の言葉 に， 平静 さを取 り戻 した彼女 はモ ル

モ ンと は何 か尋 ね まし た。 彼女 が3週 間後

に教 会 に入 った と ころ をみ る とモル モ ンが

何 か わか っ た ようで す。心 の正 直 な 人が か

かわ る とこ う した こ とが非 常 に簡 単 に起 こ

ります。

使 徒 ヨハ ネの この世 での働 きを予 言 した

二一 フ ァイ は， ヨパ ネ の教 え は 「は っき り

して い て純 粋 で あ り， また非 常 に貴 くてす

べて の人 に解 り易 い もので あ っ た」(1二 一

フ ァイ14123)と 言 って い ます。真理 に つ

いて私 た ちの理解 す る とこ ろが簡潔 で美 し

い もの で あ ります よ う， 救 い主 ，蹟 い主 で

あ るイ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り心 か ら

お祈 り申 しあ げ ます。 ア ー メ ン。

(注)こ れ はテ レ ビ番 組 「スター トレック」

を も とに した ジ ョー ク。 「スター トレッ ク」

で は， あ る光 線 を浴 び る と瞬 く間 に場 所 を

移動 で きる こ とに な って いる。



真理の実践

管理監督会第二副監督 」 ・リチ ャ ー ト・ク ラ ー ク

ヨ
ハ ネ伝 に ピ ラ トとナザ レのイ エ スの

有 名 な言 葉 の や り取 りが あ ります 。

ピラ トに と って救 い主 は謎 の 人物 で した。

彼 は言 い ま した。 「あ な たは王 な の だな。」

イエ スは答 えて言 わ れ ま した。「わた しは真

理 に つい てあ か しを す るため に生 れ， また，

その ため に この世 に きた ので あ る。」(ヨ ハ

ネ18：37)

それ に対 して ピ ラ トは話 をそ ら し， いつ

の 時代 に も絶 え る ことの なか った ひとつ の

質 問 を し ます。 「真 理 と は何 か。」(ヨ ハ ネ

18：38)ピ ラ トは答 え を待 ち ませ ん で した。

答 え があ る と も思 ってい なか ったの で し ょ

う。 彼 は，何 世 紀 に もわ た って ロー マや ギ

リシャの哲学 者 の 間 で， 真理 が好 ん で討論

の テ ーマ に され，常 に探 求 の対 象 で あ った

こ とを知 って いた の です。

きょう こ こで真理 につ いて抽 象 的 な説 明

をす るこ とは私 の 目的 で はあ りませ ん。私

は， 真理 を実 践 す る こ とにつ いて， すな わ

ちその原 則 と応 用 に つい て話 したい と思 い

ます。

ウ ィ リアム ・ジ ョー ジ ・ジ ョー ダ ン(米

国 の著 作 家，1864-1928)は 言 って い ます。

「真理 とは
， 正 しい と思 う こ とに忠実 で あ

り，理 想 にそ った生 活 を す る勇気 で あ り，

力 で ある。真 理 は完 全 に定義 しが た く，電

気 と同 じで， 現 象 を も って しか説 明 す る こ

とが で き ない。 真理 はた ま しいの道 しるべ

であ り， 良心 の守 り手 であ り，何 が正 しい

か最 終 的 な標 準 と な るもの であ る。真理 は

理 想 の現 われ で あ り， 同時 に，理 想 を実現

す るた めの霊 感 と な り，励 ま しと なる もの

であ る。」(「真 理 の力 」p.3)

末 日聖徒 と して，私 た ちは真理 の 原則 に

身 をゆ だね て います 。私 た ち は真 理 を求 め，

真理 を信 じ， 真理 が 自由 を得 させて くれ る

こ とを知 って います 。(ヨ ハ ネ8：32参 照)

真 の弟 子 とな るに は， 信 じて いる と公言 す

る原則 と実 践 す る真理 が 一致 して いな けれ

ばな りませ ん。

ア ンモ ンの 民 の よ うに 「神 と万 民 とに対

する熱 心 と善 徳 と に於 て著 しく，何 ごとに

も全 く正 しく正 直で あ って終 りまで も固 く

キ リス トを信 じ」(ア ル マ27：27)る 人々 に

な らな けれ ばな りませ ん。

外 側 は美 し く見 えて も， 内側 は良 い もの

がな に もな い空 洞の ような 白 い墓 にな って

はな りませ ん。(マ タ イ23127参 照)神 が 息

子 や娘 と して私 た ち に期待 して お られ る姿

を装 うの で はな く，実 際 にそ うな らな けれ

ばな りませ ん。

真 理 の実 践 ， す なわ ち私 た ちの決意 の ほ

ど を計 る言葉 は， 正 直， 誠実 ，実 直， 廉潔

な どい ろい ろあ ります。私 は廉 潔(probity)

とい う言葉 が好 きで す。 これ はラ テ ン語 の

probus(プ ロブ ス)す な わ ち 「善 」 とい う
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言葉 とprobare(プ ロバ レ)「 証 明 す る」と

い う言葉 か ら きた もので， 試 験済 みの誠実

さとい う意味 を持 って い ます。

この廉 潔 さが 自分 の本質 の一部 にな る ま

で，訓練 を通 して それ を身 につ け た人 は，

どの ような場 合 で も 自動 的 に北 を指 し示 す

道徳 の磁石 の よ うな もので す。 この よ うな

人 は，正 しい こ とを損 得 を考 えず に行 な う

人 で あ り，考 えな く と も正 直 な行 な いが で

きる よ うに努 力 す る人 です。

ジ ョー ダ ンは言 って い ます。「真 実 をス ロ

ーガ ン とす る人 は
， 言葉 に注意 す る。控 え

目す ぎた り誇張 した りす る ことな く，正 確

な話 を心 がけ る。 その 人の 言 う言葉 は誠実

な響 き を持 ち，純 金 の折 り紙 つ きで あ る。

その人 の約 束 は頼 りにな り，印 の 入 っ た契

約 書 を受 け取 る よう な もので あ る。 自分 の

言 葉 を行 動 で実 証 し実現 す るた めに どれ ほ

ど犠牲 を払 おう と も， それ を行 な うこ とで

知 られて い る人で あ る。」(「真 理 の力 」p.5〉

N・ エル ドン ・タ ナー副 管長 の経験 談 を

覚 えて お られ る か と思 います。 ある青 年 が

や って来 て言 っ たそ うで す。「あ る人 に毎年

支払 い をす る とい う約 束 を しま した。 今 ，

生活 が大変 で， 支 払 いが で き ません。 支 払

った ら，家 を取 られ て し まい ます。 どう し

たらい いで しょう。」

タナ ー副 管長 はそ の青年 を見 て 「約 束 を

守 りな さい」 と言 い ました。

「家が な くな って もで すか 」と青 年 が聞 き

返 しました。

タ ナー副管 長 は言 い ま した。「あ なた の家

のこ とにつ いて は言 ってい ませ ん。 あ な た

の約 束 につ いて話 して い るので す。 あ な た

の奥 さん も， 家は あ って も誓 いや誓約 を守

らな い夫 と住 む よ りは，借 家 で も，約 束 を

守 り，責 任 を果 た し， 誓 いや誓約 を守 る夫
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を望 んで い る と思 います よ。」

数 年 前 の総 大 会 に出席 した とき お も しろ

い経 験 を しま したるZCMIで 買物 を し小切

手 を現 金 に しよ う と思 いま した。 私 は ユ タ

州 の住 民 で はな か ったの で， 出納 課 に 回 さ

れ ， そ こで身分 証 明書 を求 め られ ま した。

財布 の中 か らク レジ ッ トカ ー ドを取 り出 し

ま した。 その拍 子 に神 殿推 薦 状 が出 て き ま

した。 その出 納係 は「そ れで もいい です よ」

と言 い ま した。 「どれ で す か」 と私 が 言 う

と， 「そ の神 殿 推 薦 状 は ま だ有 効 で し ょ

う?」 と彼 女 が言 いま した。 「はい」と言 う

と，「それ で結構 です」と彼 女 は言 い ました。

家路 につ きな が らず っ とその こと につ い

て考 え ま した。 モル モ ンの ク レ ジッ トカー

ドが で きて， そ の カー ドを持 った モル モ ン

が約束 を守 り，雇 用者 に対 して正 直 で あ り，

契 約通 りに支 払 い を行 ない， 同様 に， モル



モ ンの知 識 人 や商人 ， ビジネ スマ ンが利 益

の ため に妥協 して誠 実 さ を失 った りす る こ

とな く， 誇 りを持 って 自分 の仕事 を行 な う

な ど，一 人一 人 が あ らゆ る面 で傑 出 する よ

うに努 め た らどん な にす ば ら しい ことで し

ょうか。 正 直 さ と優 れ た仕事 を もっ て知 ら

れ る特別 な民 と なる こ とがで き た らどん な

にす ば ら しいこ とで し ょう。誠 実 に つい て

の モル モ ンの標 準 は世 界 で最 も高 くな るべ

き もので す。 なぜ な ら，私 たち は神 の誓約

の民 だか らで す。 主 は文化 や人種 や 国籍 の

相違 に よって譲 歩 は され ず， す べて の聖徒

が福 音 の標 準 に従 って生活 する こ とを望 ん

でお られ ます。

真 実 の お きて を守 る たび に， 影響 は倍加

します。 私 たち は互 い に支 え合 った組 織 の

集合 と して，上 手 に組 み立 て られ た橋 に た

とえ られ ます。 トラ スや柱 ，大 ば りの一本

一本 が構 造 の強 弱 に関係 して い ます
。

誠 実 な人 とは， 自分 の持 つ徳 の一 つ一 つ

を統合 させ て堅 固 な構 造 を形造 って いる人

の こ とを言 い ます。 それ に対 して， 時 と場

所 に応 じて とき どき正 直で あ ろ う とす る人

は，釣 り合 いが とれ ませ ん。

ア メ リカ海 兵 隊 の前 総 司 令 官 ， デ ビ ッ

ド ・シュー プ将 官 は，道 徳 的 に生 き るの に

む らが あ って はな ら ない と強調 して いま す。

妻 に不 実 な海 兵 隊員 につ いて次 の よ うに言

い ま した。
かんいん

「こ こで私 は姦 淫 そ の もの を心 配 し て い

るの で はな い。 それ は， 単 な る副産物 で あ

る。結 婚 の 誓約 を交 わ す際 に神 と人 の前 で

立 て た誓 い を破 った こと を正 当化 し よう と

す る人 は， 自分 の欲望 やほ かか らの圧 力 に

負 け て， ア メ リカ海兵 隊 の士 官 に な った と

きに立 て た誓 いを破 って もそれ を正 当化 す

る よう にな るで あ ろ う。 自分 の 肉欲 の ため
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に 自分 の妻 や子供 を裏 切 る人 は， 自分 の 目

的 の た め に 自国 を裏 切 る こ とを しか ね な

い。」

兄弟 姉妹 の皆 さん，私 た ちは理 想 にかな

っ た生 活 が で きな い こ とが よくあ ります。

しか し誠 実 さ にお いて もっ と高 い段 階 に昇

ろ う とす るな らば， 高 い 目標 を掲 げな けれ

ば な りませ ん。 改 め たい習慣 もあ れば 身 に

つ けた い習慣 もあ るで しょ う。 性格 を完全

な もの にす る に は時 間 が かか り， この世 で

それ を成 し遂 げ るこ とはで きな いか も しれ

ませ ん。 しか し，成 功 の ほ どは， 自分 の 目

標 に達 す る までわ ず かで も進 歩 し， 努 力 し

た こ とで測 られ るので す。

ノー マ ン・カズ ン ズは言 い ま した。「誠 実
ぜいたく

とは， 信 心 深 い者 だ けの贅 沢 品で は ない。

それ は真 の 人間 ， す なわ ち，長 生 き を求 め

るの で は な く， 人 間 の本質 を求 めて生 き る

人の 人生 の糧 で ある。」

真理 を愛 し， 実践 する こ とは，家 庭 で一

番 よ く教 え られ る ことで す。主 は両 親 に責

任 を託 され ま した。「その子 供 た ちに… …主

の前 に正 し く歩 む こと…… を教 えざ るべ か

らず 」(教義 と聖 約68：28)， 「われ は汝 らの

小 児 た ち を光 明 と真 理 の 中 に導 き来 れ と汝

らに命 じた り。 光 明 と真理 はか の悪 魔 を棄

っ。」(教 義 と聖 約93140，37)

子 供 は両 親 が真理 にそ っ た生 活 を する の

を見 て， 真 理 を愛 す る よう にな り， 貴 い生

活 を模 倣 しよ うと努 め ます。子 供 た ちは説

教 だ けで な く模 範 も求 め て い ます。親 が子

供 に教 え る ひ とつの大 切 な教 え は， 誠 実 さ

と誉 れ は犠 牲 な しには実践 で きない とい う

こ とで す。 それ に は普 通， 犠 牲 や不 便 さ，

とき には恥 をか く こ とも求 め られ るので す。

ジェフ リー ・ホ ラ ン ド学 長 とお嬢 さん の

メア リー さ んの許 可 を得 て，数 年 前 に彼 ら
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が経験 した こ とを話 させて い ただ きます。

これは私 が き ょ う言 わ ん と して いる こ と，

す なわ ち，理 論 で はな く実践 に移 され る真

理 に関 す る一 例 で す。

ホ ラ ン ド兄 弟 は こ う語 って い ます。

「あ る晩
，だ いぶ遅 く仕 事 か ら帰 った。9

歳 になる娘 の メア リー は明 らか に悩 んで い

る様 子 で あ った。 『大 丈 夫 か い』 と尋 ね る

と， 彼女 は うなず き は したが，私 は問題 が

あ る と感 じた。彼 女 が寝 る支 度 をす る まで

待 って みた。 思 っ た通 り，娘 は居 間 に戻 っ

て来 て， 『パ パ， お話 が あ るの』 と言 った。

娘 の手 を取 リ，彼 女 の寝 室 に歩 い て い くと，

彼 女 は泣 き始 め た。

『き ょう
， グ ラ ン ド・セ ン トラル(ス ーパ

ー マー ケ ッ ト)で お母 さん が気 に入 りそ う

な コ ンパ ク トを見 つ け たの。 高 い こ とはわ

か って いた け ど， よ く見 よ う と して それ を

手 に取 ったの 。』涙 が あふ れ，娘 の言葉 は と

ぎれ とぎれ だ った。『その コ ンパ ク トを床 に

落 と したち ゃ ったの。 急 いで ひ ろ った んだ

け ど， パ パ，鏡 は割 れ て い たの。 どう して

い いのか わか らなか った。 お金 もな か った

し， だれ も いなか ったか ら， その まま棚 に

戻 してお店 を出た の。 パ パ，私 ，正 直 で は

なか った わ。』娘 は泣 き じ ゃく った。

私 は娘 を抱 きか か えな が ら，9歳 の体 が

罪 の ため に震 え るの を感 じて い た。

『眠 れな い し
，何 も食 べ た くな い。 お祈 り

する こ ともで きな いの。 ど う した らいい の

か しら。 絶対 に忘 れる こ とが で きな いわ。』

母 親 も一緒 にな って， だい ぶ長 い間話 し

合 った。，私 た ちは，娘 の正直 さを誇 りに思

ってい る ことや， も し彼 女 が平静 を保 っ た

まま，食 べ た り， 寝 た りした と した ら， も

っとが っか りしたで あ ろ う事 な どを話 した。

また， その コ ンパ ク トは それ ほ ど高 くは な
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い だろ うか ら，一 緒 に店 に行 って， 店 の人

に事情 を説 明 し， ふた りで それ を半分 ずつ

払 う ことや， も しコ ンパ ク トが まだ そ こに

あ る ようだ っ た ら， お母 さん のた め に買 う

こと も考 え られ る こ とな どを話 した。 この

割 れ た鏡 を持 って いる限 り， 母親 は娘 があ

くまで も正直 で あ り， 霊 的 に も繊 細 な子 供

で あ った こ とを思 い出 すで あ ろ う。

涙 も止 ま り，小 さな体 か ら緊張 が解 け る

と，メ ア リー は言 った。『お祈 りが で きそ う

だ わ。』」

私 た ちは子 供 た ちに真理 を実践 する こ と

が いか に大切 か を教 え て きま した。 そ の大

切 な原 則 を学 ん だ な らば， ほか の こ とは 自

然 にで きて く るので す。

ナザ レの イエ スが真 理 の象徴 で あ られ た

よ うに，私 た ち もその証 し人 にな らな けれ

ばな りませ ん。私 たち は， 自分 の信 ず る宗

教 につ いて話 レた り， 奇 しき示現 や啓 示 さ

れ た賜 ， 力 につ いて話 す こ と もで きる で し
こうしよう

よ う。 また，高 尚 な理 想 や貴 い価値 観 を持

って い ると公 言 す るこ と もで きます。 しか

し， その決 意 の ほ どは毎 日の生活 の行 ない

に証 拠 と して表 われ て くるの で す。

窮 地 にあ って さ え誓約 を守 った ヨブの よ

う にな りま し ょう。「わ た しは死 ぬ ま で，潔 白

を主 張 してや めな い。わ た しは堅 くわが 義 を

保 って捨 て な い。わ た しは今 まで一 日も心 に

責 め られ た事 が な い。」(ヨ ブ27：5-6)

詩 篇 の作 者 は 「主 よ， あな たの幕 屋 に や

どるべ き者 は だれ です か， あ な たの聖 な る

山 に住 むべ き者 はだ れ で す か」(詩 篇15：

1)と 問 いか けて い ます。

そ の答 え は 「直 く歩 み， 義 を行 い， 心 か

ら真 実 を語 る者 」(詩 篇15：2)で す。

イ手 ス ・キ リス トのみ名 に よ り申 しあげ

ます。 ア ー メ ン。



パリサイ人と取税人

十二使徒定員会会員 ハワー ド・W・ハンター

ル
カ伝 に書 か れて い る救 い主 が語 られ

た ひ とつ の た とえ話 に つい てお話 し

た い と思 い ます。 それ は次 の よ うに始 まっ

て い ます。

「、三・た りの人 が祈 るた め に宮 に上 った。

その ひ と りはパ リサ イ人で あ り， もうひ と

りは取税 人 で あ った。」(ル カ18：10)

主 は， この世 で 恵 み と導 きの業 を され た

3年 の 間 に多 くの話 を され ま したが， これ

はあ る話 の書 き出 しの部 分 で す。 キ リス ト

のた と え話 に勝 る文 学 はほ かに あ りませ ん。

キ リス トの教 え は，今 日主 の み言 葉 を読 む

人 々 と同様 ， 当時 そ の言葉 を聞 いた 人々 の

心 を打 ちま した。 主 の言葉 は非 常 に簡 潔 で

子 供 に も理 解 で き るほ どで すが， 博学 な人

や哲学 者 に も深 遠 な意 味 を持 って い ます。

主 の用 い られ た た とえ は， 種 ま き，失 われ

た羊， パ ンを焼 く女， いち じくの木， よ き
ほうとう

サ マ リヤ人，放 蕩 息 子 な ど人々 の生 活 や あ

りふ れ た出来事 の中 か ら取 られ た もの で，

だれ に もわ か りやす い もの で した。

救 い主 が語 られ たた と え話 は， いず れ も

昇 栄 の資格 を得 る に必要 な特 質 につ いて原

則 を教 えて い るか， また は勧 告 して いる よ

うで す。 それ は，信 仰， 悔 い改 め， バ プ テ

スマ，才 能 を伸 ば す こ と， 赦 し，善 を行 な

う不 屈 の努 力，役 に立 つ僕 ，慈 愛， 慈 悲，

従 順 な どで す。 この よ うな たと え話 は普通 ，

す で に霊 的 に高 め られ た人 ，特 に弟 子 た ち

の知 識 を増 す ため に与 え られ た もので す が，

とき には それ以外 の聞 き手 に向 けて語 られ

た もの もあ りま した。

先程 ， た とえ話 の最初 の一節 を読 み まし

た が， あ のた とえは弟 子 た ちだ けに向 け ら

れ た もの では あ りませ ん で した。 またそ の

主題 はパ リサ イ人 と取税 人で すが， パ リサ

イ 人あ る いは取税 人 だけ の こ とを述 べ て い

るので は な く，独 善 的 な 人， す なわ ち謙 遜

さに欠 け， 自分勝 手 に正 しい と思 い込 ん で

い る こ とで昇 栄 で きるの だ と主張 す る よう

な 人々 の こ と も述 べて います。 この た とえ

話 で救 い主 が語 られ た言葉 はわ ずか です が，

教 え はは っ き りして い ます。 ル カ伝 に は物

語 の全容 が次 の よ うに記録 され て います。

「ふ た りの 人が祈 る ため に宮 に上 っ た。

その ひ と りはパ リサ イ人 で あ り， もう ひと

りは取税 人で あ った。

パ リサ イ人 は立 って， ひ と りで こう祈 っ

た，『神 よ，わた しはほ かの人 た ちの よ うな
かんいん

貧欲 な者， 不 正 な者， 姦淫 をす る者 で はな

く， ま た， この取 税 人 の ような 人間 で もな

い こと を感 謝 しま す。

わ た しは一 週 に二度 断 食 を して お り，全

収 入 の十分 の一 を さ さげて い ます。』

と ころが， 取税 人 は遠 く離 れ て立 ち， 目

を天 に むけ よ う とも しな いで，胸 を打 ちな

が ら言 った，『神 様，罪 人の わ た しをお ゆ る
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し くだ さい』 と。

あ なた が た に言 ってお く。神 に義 とされ

て 自分 の家 に帰 った の は， この取税 人 で あ

って， あのパ リサ イ人で はな かっ た。 お お

よ そ， 自分 を高 くす る者 は低 くされ ， 自分

を低 くす 喬者 は高 く され るで あろ う。」(ル

カ18：10-14)

これ は明 らか に エル サ レム の神殿 で の こ

とです。 その 日， この ふ た りは個 人 の祈 り

を捧 げる ため に神殿 に行 き ま した。 主 が物

語 の登場 人物 と して， パ リサ イ人 と取税 人

とい うユ ダヤ社 会 の 中で も宗 教 的 に両 極端

のふ た りの人 を選 ば れた こ とは，興 味 深 い

こ とです。

キ リス トの 時代 にお いてパ リサ イ派 は，

ユ ダヤ教 の3つ の 派 の中 で も最 も大 きく最

も有 力で した。 ユ ダヤ国 家 に おけ るパ リサ

イ派 の運動 は ギ リシ ャ支 配下 の 時代 に一 般

の律 法学 者 の間 に起 こ り，宗 教 的 また政 治

的 に有 力 な一 派 に な って い きま した。 パ リ
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サ イ派 の主 な特 徴 は，律 法 主義 と律 法 主義

的 な不可 変性 に あ りま した。彼 ら は律 法 の

厳正 な解 釈 と， 詳細 に至 る まで律 法 に従 っ

た生 活 に竪 く固執 す る こ とで知 られ てい ま

した。 これが， 彼 らがユ ダヤ教 教 派 の中 で

も伝 統 を維持 す る こと にお いて最 も厳 しい

人 々 と して知 られ るよ うに な った理 由で す。

彼 らは非 パ リサ イ派 を汚 らわ しい者 として

避 け， そ うす るこ とに よ り，普 通 の 人 と見

な してい た人 た ち と自分 た ち とを分 けて い

ま した。

パ ウ ロはパ リサ イ人の 息子 と して 生 まれ

たパ リサ イ人 で した。 また彼 はパ リサ イ人

の ガマ リエ ルか ら教育 を受 け ま した。彼 は

別 々 の折 に3度 自分 が この派 の一 員 で あ る

こ とを宣 言 して い ます。最 初 は裁 判 に か け

られ た と き， 次 は アグ リッパ の前 で弁 明 を

した とき， そ して次 は ピリ ピ人 へ の手紙 の

中 です。 パ リサイ人 と して受 けた訓 練 に よ

って， 彼 はユ ダヤ教 の律 法 に 自己 を捧 げ る

過 激 派 と な りま した。 こ の ことか ら， ダ マ

ス コヘ の道 で の経 験 以前 ，彼 が なぜ キ リス

ト教徒 に あの よ うなひ どい迫 害 を加 .えた か

が わか ります。

取 税 人 とは税 を取 り立 てる 人 たちの こと
けいべつ

で，軽 蔑 の 目で見 られ て いま した。 地税 の

ような普 通 の税 はロー マ人 の役 人 が徴収 し

て い ま したが，物 質 を運 ぶた めの通 行税 は

ロー マ人 との協 定 に よ り通 例 ユ ダヤ人 が徴

収 して い ま した。 この ような徴税 人 あ るい

は取 税 人 は この取 り引 きか ら利 益 を得 て い

ま した。 彼 らの国 の人 々 は彼 らを泥 棒 や 強

盗 同様 に見 な して い ま した。取 り引 き には

収 賄 や 強奪 が つ き もの とな り， 取税 人 とい

えば税金 の一部 を着服 す る もの と いう こ と

に なっ てい ま した。

ユダ ヤ人 た ちは ロー マ人 に よる 占領 と支



配 に憤 慨 して お り， 納税 はカ イザ ルヘ の み

つ ぎ物 で ある と考 えて い ま した。 ロー マ人

の ため に その よ うな税 の徴収 を行 な うユ ダ

ヤ人 は国賊 と して 見 な され， 自分 の働 きを
いや

他 国の征 服 者 に売 る卑 しむべ き人 々 と見 な

されて い ま した。取 税 人 お よび その家 族 の

者 は非常 に軽 蔑 され， 公 の役職 を持 つ こ と

や ユ ダヤ 人の 法廷 で証 言 す る こと も許 され

ませ んで した。 マ タイが 弟子 と して召 され

る まで は取 税 人 す なわ ち税 の徴 収 人 で あ っ

た こと は， ご承 知 の こと と思 い ます。 彼 も

ま たこ の職 業 にあ った ほか の人 々 と同様 に

ユ ダヤ人 か ら軽蔑 され て い ました。

ユダヤ 人社 会 の 中で も両極 端 の 出の ふ た

りの背景 を知 る こ とは， 主 が語 られ たパ リ

サ イ人 と取税 人の た と え話 を理 解 し， ふ た

りが神 殿 で あ の よ うな祈 りを した理 由 を知

るう えで助 け に な ります。

ふ た りは神 殿 に入 りま した。パ リサ イ人

は税 の徴 収 人 とは別 に ひ と りで立 ち， 自分

は 「ほか の人 た ちの よ う」 に律法 の戒 めに

背 いた 「貧 欲 な者 ，不 正 な者 ，姦 淫 を する

者 で は な く， また， この取 税 人 の よ うな人

間で もない」(ル カ18：11)と 言 って神 に感

謝 し ま した。 彼 は形 式的 には神 に感謝 して

い ま したが， その 自己 中心 的 な思 い は彼 の

独 善 的 な考 え か ら出た もの で した。 それ を

正 当化 す るた め に彼 は言 い ま した。「わ た し

は一週 に二度 断 食 して お り，全 収 入の 十分

の一 を ささげ て います 。」(ル カ18：12〉 彼

の祈 りは感 謝 の祈 りで はな く， 自慢 の祈 り

で した。 この パ リサ イ人 に よる 自慢 の根 性

と思 いあ が りは， タ ル ムー ドに 出て くるユ

ダヤ教指 導 者 シメオ ン ・ベ ン ・ヨカ イ のそ

れ と同 じです。彼 は言 いま した，「この世 界

に30人 しか義 人 が いな い と した ら，私 と息

子 は そ の中 のふ た りで す。 もし20人 しかい
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な い と した ら， 私 と息 子 はそ の数 の中 に入

ります。 も し10人 しかい ない と した ら，私

と、冑、子 は その数 に入 ります。5人 しかい な

い と した ら，私 と息、子 はその5人 の 中に入

ります。 もしふ た りしかい ない と した ら，

私 と息子 が その ふ た りで す。 た った ひ と り.

しか い ない と した ら，私 こそ その ひ とりで

す。」(ベ レシ ス ・ラバ， 第34巻 第35章)

それ に対 して この税 の徴収 人 は遠 くに立

って， 自分 の悪事 が重 く心 に の しかか るの

を感 じて い ま した。 また 自分 の罪 を 自覚 し，

神 の み前 に立 つ にふ さわ しくない こ とを感

じな が ら 目を伏 せ ，「目 を天 にむ けよ う とも

しな いで」(ル カ18：13)祈 りました。苦 痛

の 中 に彼 は胸 を打 ちなが ら願 い ま した。「神

様 ，罪 人 のわ た し をお ゆる し くだ さい。」(ル

カ18：13)

この ふ た りの人 の祈 りほ ど著 しい相 違 が

ほ か にあ るで し ょうか。 パ リサイ人 が離 れ

て立 った のは，彼 が普通 の人 と見 な してい

る ほか の人 々 よ りも自分 の方 が優 れて い る

と思 った か らで した。 取税 人 も離 れて立 ち

ま したが， それ は 自分 が ふ さわ し くない と

思 ったか らで した。 パ リサ イ人 は 自分 の こ

と しか考 え ず， ほ かの人 は皆 罪人 と考 えて

い ま した。一 方， 取税 人 は 罪人 で ある 自分

に比 べ て ほか の人 は皆， 義 人 であ る と考 え

て い ま した。取税 人 は神 に向 か って 自分 の

罪 に赦 しと憐 み を くだ さる よう懇願 し まし

た。

物 語 は続 き ます。 それ か らイ エ スは この

よ うに言 われ ま した。「あな たが た に言 って

お く。 神 に義 とされ て 自分 の家 に帰 った の

は， この取 税 人 で あ って， あの パ リサ イ人

で はな か った。」(ル カ18：14)言 い換 えれ

ば， この取税 人 は 罪な しと され， 赦 され，

義 と され た と主 は言 って お られ るので す。
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主 の この み言葉 は救 い主 が ほか の機 会 に話

され た こ とに意味 を与 えて い ます。

「あ なたが た の義 が律 法 学者 やパ リサ イ

人 の義 に まさ ってい なけ れば， 決 して天 国

に， は いる こ とはで きな い。」(マ タイ5：

20)

主 は次 の言葉 でた と え話 を終 えて お られ

ます。「おお よ そ，自分 を高 くす る者 は低 く

され， 自分 を低 くす る者 は高 くされ るで あ

ろう。」(ル カ18：14)こ のみ 言葉 は主 が パ

リサイ人 のか しらの家 で語 られ た言葉 とほ

とん ど同 じで す。(ル カ14：11参 照)

謙遜 さは神 の属性 であ り，真 の聖 徒 が持

つ もので す。思 いあ が った人 が く じけ る理

由 は容 易 に理解 で きます。 その よ うな人 は

自分 だ けに依存 する こ とに満 足 を得 て い ま

す。 この よ うな こ とは社 会 的 な地位 を求 め，

企業 や政府 ，教 育， スポ ー ツ またほ かの分

野で地位 を獲得 す る ため にほ か の人 を押 し

の ける ような 人々 の間 で見 られ ます。私 た

ち は，真 心 か らほかの 人 の成功 を願 う よ う

で なけれ ばな りませ ん。 思 い あが った人 は

神 か ら 自分 を切 り離 して しまい ます。 そ の

よう にす る とき， その 人 は もはや光 の中 に

生 きて は いな いの です。 使徒 ペ テロ は次 の

よう に言 い ました。

「み な互 に謙遜 を身 に つけ な さい
。神 は

高 ぶ る者 を し りぞ け， へ りくだ る者 に恵 み

を賜 うか らで ある。 だか ら， あな た がた は，

神 の 力強 い御 手 の下 に， 自 らを低 くしな さ

い。 時が 来れ ば神 はあ な たが たを高 く して

下 さるで あ ろ う。」(1ペ テロ5：5-6)

時の初 めか ら いつ も， 思 いあが った人 々 と

へ りくだ って神 か らの勧告 に従 っ た人 々 が

い ま した。 自分 を高 くす る者 が低 く され，

自分 を低 くす る者 が 高 め られ るこ と は歴 史

が実証 して い ます。 人の行 き交 う どん な通

りに もパ リサ イ 人 と取 税 人 は必 ず い ます。

私 た ち もその ひ と りか も しれ ませ ん。

私 た ちが主 の教 えを理解 して それ に従 お

う とす る ときに， 主 の祝 福 が あ ります よ う

に， 主 の聖 きみ名 によ りお祈 りいた します。

アー メ ン。
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1984年4月8日(日)午 後の部会

パルマイラの近くでの壮大な示現

十二使徒定員会会員 ジエームズ・E・ファウス ト

新
し く召 され た幹 部 の方 々 を歓 迎 した

い と思 い ます。私 は， オー ク ス長 老

とネ ル ソ ン長 老 が十 二使徒 評 議 員会 に召 さ

れ た こと を， 心 か らうれ し く思 い ます。 ネ1

ル ソ ン兄 弟 は， だれ よ りも私 の心(心 臓)

に深 く触 れ て くだ さ い ま した。 彼 は その手

に私 の心 臓 を取 り，8本 のバ イパ ス を挿 入

す る手術 を して くだ さい ま した。彼 と主 は，

文 字 通 り私 に新 しい心臓(心)を くだ さっ

た ので す。 そ の心 は，彼 とオ ー ク ス兄 弟 と

す べて の皆様 への愛 で一 杯 で す。

ニ ュー ヨー ク州 パ ルマ イ ラの近 くの，木

木 の茂 る見事 な 自然美 に囲 まれ た所 を訪 れ

たの は， だ いぶ前 の こ とに な ります。 そ こ

は， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会員

た ちに 「聖 なる森 」 と して知 られて い る所

です。 そ の 日は， 蜂 が野生 の 花 か ら花 へ 飛

びか い， そ よ風 に大 き な木 々の葉 が サ ラ サ

ラ と音 を立 て て い ま した。 そ こは本 当 に平

安 で静 かな所 で す。 そ の場所 で天 が開 き，

す ば らしい示現 が あっ た こと を信 じる の は

容 易 で した。

き ょう， 私 は1820年 の春 ， ジ ョセ フ ・ス

ミスが天 父 と御子 イエ ス ・キ リス トに まみ

え た ときの驚 くべ き経験 につ いて お話 しま

す。 ジ ョセフ ・ス ミスの物語 で， この示現

ほ ど栄光 に満 ち， 論 議 の的 とな り， また重

要 な出来 事 は あ り ませ ん。 お そ ら く主 の復

活 以 後， 地上 で起 こった最 も驚 くべ き出 来

事 で はな いで しょ うか。 それ が起 こった こ

とを信 じない 人々 は， 言 い抜 け る ことの む

ずか しさに気 づ くで しょ う。 そ れが起 こっ

た こと を頭 か ら否 定 す るに は， 以 来 あ ま り

に も多 くの こ とが起 こ りす ぎて い ます。数

年後 ， まだ その 出来事 の衝 撃 か ら さめや ら

ぬ ジ ョセ フ ・ス ミスは こ う語 って い ます。

「も し自 ら経 験 したの でな けれ ば， 自分 で

も認 め は しな か っ た だ ろ う。」(「ミレニ ア

ル ・ス ター」1844年11月 号，p.93)

1820年 の春 ， 家族 と共 にニ ュー ヨー ク州

パル マ イ ラ付 近 に住 ん で いた 当時14歳 の若

きジ ョセ フ ・ス ミス は， 多 くの人 と同様 ，

宗教 騒動 に巻 き込 まれ て い ま した。 自分 で

真理 を知 ろ う と願 い， ヤ コブ の手紙 に励 ま

され た彼 は， 家 か らそれ ほ ど遠 くな い所 に

あ る美 しい森 の 中で ひ と りひざ まず き，熱

心 に祈 りま した。彼 は初 め，「目に見 えぬ世

界 か ら来 た何 ともわ か らぬ生 き者 」(ジョセ

フ ・ス ミス2：16)の 力 に激 しく捕 らえ ら

れ ま した。彼 はその 力 か ら逃 れ よ う と，全

力 を振 りしぼ って神 を呼 び求 め， このす さ

ま じい悪 の力 か ら我 が 身 を解 放 して くだ さ

る よう に と願 い ました。 この と きの こと を

彼 は こう語 っ てい ます。

「この非 常 な驚 きの瞬 間 であ る
，私 は 自分

の真 上 に太 陽 に も増 して輝 く一 つ の光 の柱

を見 た。 そ してそ の光 の柱 は次 第 に下 りて
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きて，光 はつ い に私 の上 に ふ り注 いだ。

その光 の柱 が現 わ れ るや否 や， 私 は わが

身 を縛 った敵 か ら救 い出 され た事 に気 が付
とどま

いた。 そ して その光 が私 の上 に留 った 時，
がた も

私 は筆 紙 に尽 し難 い輝 き と栄 光 とを有 ち た

も う二 人の御 方 が私 の真 上 の空 中 に立 ち た

も うの を見 た。 そ して その 中 のお一 人 が私

に言葉 を かけ て私 の名 を呼 び た まい，他 の

お一人 を指 して 『こはわ が愛子 な り， 彼 に

聞 け』 と仰 せ られ た。」(ジ ョセ フ ・ス ミス

2：16-17)

ジ ョセフが 天父 と御 子 か ら告 げ られ た こ

とは， 完全 な真理 が こ の地 上 には ない こ と，

当時 の どの教 派 に も加 わ って はな らな い と

いう ことで した。 また記録 に はあ りません

が， ほ か に も人知 を越 えた大 切 な事柄 を告

げられ ま した。

ジ ョセ フは，次 の よ うに述 べ て い ます。

「他 に多 くの事 を真 実私 に告 げ た もうた が
，

たぴ しる

この度 は それ を誌 す こ とが で き ない。」(ジ

ョセ フ ・ス.ミス2：20)明 らか に， ジ ョセ

フは その と きの出 来事 や与 え られ た指 示 に

圧倒 され て いま した。

ジ ョセフ は間 もな く，家 族 以外 の人 に こ

の驚 くべ き経験 を話 しま した。 その結 果，
けいべつ

彼 は非 常 に あざ け られ，軽 蔑 され，憎 まれ

ました。彼 の母 ルー シー ・マ ック ・ス ミス

は，最 初 の示現 の後 の こ とを次 の よ うに述

べ て います。「この と きか ら1823年 の9月29

日に至 る まで， ジ ョセ フ はいつ もの よう に

父親 と共 に働 き ました が， この 間， と り立

て て重要 な ことは起 こ りませ んで した。 し

か し，様 々 の教 派 の信 奉 者 か らあ りとあ ら

ゆる反対 や迫害 を受 けま した。」(「母 親 ル ー

シー ，・マ ック ・ス ミスが語 るジ ョセ フ ・ス

ミス の生涯 」p.74)偏 見 や憎 悪 は，彼 が殉 教

する まで続 きま した。
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この経験 につ い て ジ ョセ フ は言 って い ま

す。
ただなか

「私 は実 際 に光 を見 た。その光 の唯 中 に二

入 の御 方 を見 た。 そ して その方 々 は真実 私

に お言葉 をか けた も うた。私 が示 現 を受 け

た と言 うた め に憎 まれ また迫 害 せ られ て も，

な おそ れ は真 実 で あ る。 そ して私 が この よ
ののし

うに言 うた め に， 人々 が私 を迫 害 し罵 り偽
あくこう

っ てあ らゆる悪 口を あびせ て い る間 に， 私

は 自分 の胸 の 中で語 る よう にな った 『何 故

真 実 の こと を話 す か ら私 を迫害 す る のか。

私 は本 当 に示 現 を受 け た の だ， … … 私 は
もつ

・それが事 実 で あ るの を身 を以 て知 って

いる。私 は神 が それ を知 りた もう こと を知

って いる。私 は それ を打 ち消 す こ とはで き
あえ

な か った。 また敢 て打 ち消 そう と も しなか

った。私 は少 くと も， 本 当 にあ った こ とを

打 ち消 す な らば神 の怒 りを受 け て罪 の宣告

を受 け るこ とを知 って いる』 と。」 〈ジ ョセ

フ ・ス ミス2：25)

パル マ イ ラ付 近 で のす ば ら しい示現 につ

いて の記述 は このほ か に も，生 前 ，予 言者

が様 々 な折 に最 初 の示 現 に つい て語 る のを

聞 い た，予 言者 の仲 間 や友 人 が記 した もの

が い くつ か あ ります。 それ らの記 述 は ジ ョ

セフ ・ス ミス 自身が書 いた最初 の示現 を裏

づ け る もの です。

予言 者 とその母 ル ー シー ・マ ック ・ス ミ

スの記 述 の 中 には，二 次 的 な資料 に よって

正確 な もの であ る こ とが裏 づ け られ て い る

無 視 で きな い歴 史的背 景 もあ ります。 一例

と して，予 雷 者 は最初 の示 現 につ いて の出

版 され た記 事 の 中で， 当時 ス ミス家族 が住

ん でい た地域 にお け る宗教 熱 につ いて述 べ

て い ます。 中で も，後 にブ リガム ・ヤ ング

は次 の よ うに確 言 して い ます。「ジ ョセ フが

幼 か った頃， この 国で バプ テ ス トや メ ソジ



ス ト，長 老 派教会 な ど様 々な キ リス ト教 教

派 の間 に起 こった改 革運 動 を私 は よく覚 え

て い る。」(「ブ リガム ・ヤ ング説教 集 」12：

67)

パル マ イ ラ付近 に おけ る示現 か ら3年 し

て， 天使 モロ ナイ が訪 れ ま した。後 に ジ ョ

セ フ は金 版 を受 け取 り， それ か らモル モ ン

経 を翻訳 し ま した。 続 い て，神 の聖 な る神

権 の鍵 と権 能 と を授 か り， 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教会 を設 立 し ま した。

ジ ョセ フ ・ス ミス は， 彼 が 自分 の生涯 に

つ いて語 る 目的 は，「世上 人心 の疑惑 を はら

し， また， … …あ りの ままの事 実 を… … あ

らゆ る事 件 の真相 を知 ろう とす る者 に知 ら

せ る こ とであ る」(ジョセ フ ・ス ミス2：1)

と言 って い ます。

「最 初 の示 現」か らどん な こ とが学 べ た で

し ょうか。 そ れ は，

1.父 な る神 がひ と りの お方 として存在 し

て お られ る こ と。 そ の こ とを通 して，

人 が神 の姿 にか た どって造 られ た こと

がわ か る。

2.イ エ スが 天父 とは別 の お方で あ る こと。

3.イ エ ス ・キ リス トは天父 か ら神 の御 子

であ る と宣言 され て いる こと。

4.聖 書 に教 え られ て い るよ うに イエ スが

啓 示 を伝 える お方 であ る こ と。

5.神 に知 恵 を求 め よと いう ヤコ ブの約束

が成就 され た こ と。

6.

7.

8.

ジ ョセ フ ・ス ミスを滅 ぼ そ うと した，

目に見 え ない世 界 か ら来 た生 き者が実

在 す る こと。

イ エ ス ・キ リス トに よ って建 て られた

教 会 か ら背教 が起 こ り， どの教 派 も人

の教 えを教 えて いた ので， ジ ョセ フ は

いず れの教 派 にも加 わ って はな らな い

と命 じ られ た こと。

ジ ョセ フ ・ス ミスが神 と御 子 イ エス ・

キ リス トの証 し人 にな った こ と。

「最 初 の示 現 」は， お三 方 の別 個 の神 が お
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られ る とい う事実 を裏 づ け るもの です 。 そ

のお三 方 と は， 父 な る神 エ ロ ヒム(す な わ

ち私 た ちが祈 りを捧 げ るお方)，基督 イエ ス

す なわ ちエ ホバ，聖 霊 す な わち慰 め主(こ

の方 の みた まを通 して私 た ちは すべ て の真

理 を知 る ことが で きる)で す。
しんじん

この深甚 な神 の顕現 の話 の中 で， イ エ ス

か ら指 示 が与 え られ ま した。 ジ ョセ フ ・フ

ィール デ ィ ング ・ス ミス大管 長 は， 次 の よ

うに述 べて い ます。

「予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの最初 の示現 の

中の ひ とつの さ さい な こと に注 意 して いた

だ きた い。 それ は非常 に大切 な こ とだが，

ジ ョセ フ ・ス ミスで も気 が つか なか っ た こ

とで あ る。 も し彼 が で まかせ を言 って いた

ので あ った ら， こん な こ とは考 えな か った

だ ろ う。 皆 さん は天 父 と御 子 が現 わ れ， 天

父 が御 子 を紹 介 して予 言 者 に彼 に聞 け と言

われ たこ とを思 い出 され る ことだ ろ う。

予 言者 が森 か ら戻 り，『天 父 と御 子 が現 わ

れて， ジ ョセ フ よ，何 が欲 しいの か と言 わ

れ たの で，何 が欲 しい か を告 げた。 す る と

天父 が答 えて くだ さ った』 と言 った と しよ

う。 そうす れ ば予 言 者 の話 は真 実 の はず が

ない こ とが わ か るだ ろう。

すべ て の示現 はイエ ス ・キ リス トを通 し

て与 え られ る。聖 典 を調 べ て， それ につ い

ての聖 句 を捜 す時 間 は今 な いが， そ れは事

実 で ある」(「福 音 の質 疑 応答 」全5巻 ，1：

16)

「最初 の示 現 」は予 言 されて い た時満 ちた

る神 権 時代 の幕 開 け とな りま したが， 結果

として何 が もた ら された の で し ょうか。

1.キ リス トに対 す る もう ひ とつの証 ， す

なわ ち モル モ ン経 が与 え られた。 、

2.神 権 す なわ ち救 いの儀 式 を行 な う権 能

が回復 され た。 これ に は神 権 の結 び固
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め の権能 も含 まれ る。

3.イ エ ス ・キ リス トの教 会 が再 び この地

上 に組織 され た。

4.地 上 にお け る神 の王国 の 設立 につ いて

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスに啓 示 が与 え

られ， 人類 の救 い につ いて宣 言 され た。

5.

神 と交 わ った この ジ ョセ フ ・

う人 は どの よ うな 人な ので しょ うか。世 間

の評判 は ど うなの で し ょうか。 パ ル マイ ラ

近 郊 で の出来 事 が彼 に影 響 を与 えた のだ と

す れば， どの よ うな影響 を与 え たの で し ょ

うか。天 使 モ ロ ナイの約 束 の よ うに， 以来

彼 は よ く もあ し く も語 られ て き ま し た。

1843年 の夏 の終 わ りの 「ニ ュー ヨー ク ・サ

ン」紙 には，次 の よう に書 かれ てい ます。

「モ ル モ ン教 会 の創 立者 ジ ョー・ス ミス は

非 常 な才能 の持 ち主。 物事 を深 く考 える思

想 家， 雄弁 家， 有能 な文筆 家 で， 偉 大 な知

力 の持 ち主 であ る。彼 を知 る人 な ら， だれ

もそれ を疑 う こ とが で きな い。 彼 に従 う人

はだ まされ て いるの だ と我 々 は思 って い る。

あの よ うな行 な い を し， あ の よう な明 ら

か な奇跡 を行 な った者 は今 の時 代 に はほ と

ん ど いな い。人 に新 しい啓 示 を与 え， 新 し

い宗教 を興 し， 新 しい礼 拝 の形 式 を定 め，

新 しい法律 や施 設， 建築 計 画 を も って町 を

作 り， 宗教 的， 民事 的 ， ま た軍事 的 な権 限

を確 立 し， 大学 を設 立 し， 宣教 師 を派遣 し，

東西 両 半球 で伝 道 を行 な うと は大 した こ と

であ る。 しか しこれ がす べ て， あ りとあ ら
ちようろう

ゆる反 対 と嘲 弄 と迫 害 に抗 して ジ ョー ・ス

ミスに よ って行 なわ れ たの で あ る。」(「教 会

福 音 を宣 べ伝 える，聖 徒 た ち を完 き者

とす る， 生者 と死 者 の瞭 い の ため に神

殿 と儀 式 を備 える とい う教会 の大 き な

使 命 を遂行 す るた め に， 鍵 と原 則 と権

能 が 回復 され た。

ス ミス とい



歴 史」6：3)

非教 会員 の リー ド氏 は ジ ョセフ ・ス ミス

につ いて次 の よう に述 べて い ます。「私 が初

めて ス ミス将 軍 を知 ったの は1823年 の こと

だ った。 その と き， 彼 は18歳 く らい だ った

だ ろ うか。近 所 に移 って きて， そ れ か ら2

年 そ こに住 んで い た。 そ の間 に，私 は彼 を

深 く知 る よう にな った。 私 はよ く知 って い

るのだ が，彼 の性 格 には非 の打 ち どこ ろが

な く，誠 実 と高潔 を も って よ く知 られ て い

た。 また彼 は地域 で も一流 の 人々 と付 き合

い， 知 的 で， 品行 方 正 ，最 高 の学 識 を持 っ

た強 い感 受性 の持 ち主 として よ く話 題 にな

った。」(「タイ ム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズ」

1844年6月1日 号 ，p.549)

ボ ス トン市 長 ジ ョサ イ ア ・ク イ ンシー は，

彼 につ い て次 の よ うに語 って い ます。「その

非 凡な 人 とす れ ちが う人 々が とっ さに思 う
ふうさい

こと は， 立 派 な風采 の男 だ な とい うこ とで
ゆ

あ る 。」(「 逝 き し 人 々 の 横 顔 」p.381)

厳格 な人 た ちは予 言者 ジ ョセ フが少年 た

ち とボ ール遊 び をす るの を好 まし く思 わ な

か った， と ジ ョセ フ に従 った 人の ひ と りウ

ィ リアム ・M・ オー ル レ ッ ドは述 べて い ま

す。 予 言者 につ いて オー ル レッ ドは次 の よ

うに語 って い ます。「彼 はあ る予言 者 の話 を

した。 その予 言者 は木 陰 に座 って何 となく

暇 をつ ぶ して いた。 そ こへ 弓矢 を持 っ た狩

人 が や って来 て， 予 言者 をい さめ た。 する

と その予 言者 は狩 人 に向か って， いつ も弓
つる

の弦 は ぴん と張 って いるの か ど うか尋 ねた。

狩 人 はそ うで はな い と答 えた。 予 言者 が そ

の理 由 を問 うと， そ う して いる と弾力 が な

くな るか らだ と答 えた。予 言 者 はそ こで，

自分 の 心 もそれ と同 じで い つ も張 りつめ て

はい た くな いの だ と言 った。」(「ジ ュー ビニ

ル ・イ ンス トラク ター」1892年8月1日 ，

P.472)

ジ ョン ・テ イ ラ」 大管 長 の兄 弟 の ウ ィリ

ア ム ・テイ ラー は， ジ ョセフ ・ス ミスの人
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柄 を次 の よ うに述 べ て います 。「彼 の温 和 さ

や，魅 力 に つい て は多 くの こ とが語 られて

い る。 老若 を問 わず， 人 々 が本能 的 に彼 を

愛 し， 彼 に信 頼 を置 くのを私 は見 た。」彼 は

こう説明 して いま す。「予 言者 に対 す る私 の

献 身 は， 彼 の影響 を受 けた 人々 が感 じた そ

れ と同様 で あ る。」(「ヤ ング ・ウー マ ンズ ・

ジ ャー ナル 」1906年12月 ，p.548)

ジ ョセ フの個 人的 な躰 力 は， 彼 ゐ死後 ，

妻 エ マか ら息子 の ひ と りにあ て られ た手紙

の中 で も確 認 され て い ます。「私 は，お前 の

お父 さん が庭 で働 い た以上 にお前 が働 く こ

とが で きる とは思 い ませ ん。私 はお父 さん

に庭 に出 て働 い てほ しい と思 った こ とは一

度 もあ り ませ ん。 だ って， も しお父 さ んが

出て い った ら15分 とた たな い内 に3，4人 ，

ときに は6，7人 の 人 がお父 さん を取 り巻

いて， お父 さん が耕 す よ り も早 く地面 を踏

み 固め て しま うので す もの。」(「エ マ ・ス ミ

ス書 簡 集」1868年 ま た は69年8月1日 ，p.

4， ミズー リ州 イ ン デペ ンデ ン ス復 元末 日

聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 図書館 所 有)

実 践 の哲 人 ブ リガム ・ヤ ング は， ジ ョセ

フの名 を 口 にしな が ら亡 くな りま した。彼

はか つて次 の よ うに言 い ま した。「私 は ジ ョ

セフ ・ス ミス という名 を敬 い， あが め る。

その名 を聞 く と喜 び がわ く。私 はそ の名 を

愛 す る。私 は彼 の教 義 を愛 する。 … …私 は，

主が立 て た も うた予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス

を知 って い たの だ とい う こと を思 い起 こす

た びに， ハ レル ヤ と叫 びた い心境 にな る。

一私 は声 を大 に して こ う言 う。 イエ ス ・

キ リス，トを除 いて，彼 ほ ど立 派 な人物 は か

つ て存在 しなか っ た し，今 も存在 しな い。

私 は彼 の証 人で あ る。」(「ブ リガ ム・ヤン グ

説教 集」 ジ ョン ・A・ ウイ ッツ ォー編 ，pp.
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私 も， 私 と共 に働 く兄弟 たち も また証 人

で す。私 た ちは この業 の世 界 的 な成果 を 目

の あ た りに して い ます。 キ リス トの 回復 さ

れ た福 音 に従 う人 々 は，世 界100力 国 以上 に

い ます。慨 して そ の人 々は， 節度 が あ り，

ま じめ で，慎 みが あ り， 正 直 で， 法 に従 い，

家 族 を愛 し， 自分 の住 む国 を愛 す る人 た ち

で す。

「木 はそ れ ぞれ
，そ の実 でわ か る。いば ら

か らいち じ くを取 る こ とは ない し， 野 ば ら

か らぶ どう を摘 む こと もな い。」(ル カ6：

44)

キ リス トの福 音 を教 え確 立 す る とい う こ

の偉 大 な業 の まさ に中心 に，1820年 に ニ ュ

ー ヨニ ク州 のパ ル マイ ラ付 近 で少 年 ジ ョセ

フが経 験 した， あ の 「最初 の示現 」 が あ る

の です。 この壮大 な示現 を ささい な出来事

とす るに は， あ ま りに も多 くの ことが起 こ

りす ぎて い ます。

この偉 大 な示 現 が起 こっ た ときに， ジ ョ

セ フ と共 に いた人 は い ませ んで した。 した

が っ て， その真 実 性 につ い ての証 は， ジ ョ

セフ ・ス ミス 自身が述 べ て い るこ とを真実

と して信 じる こ と， あ るい は聖 霊 の証 を受

け る こと， それ ともそ の両方 を受 け入 れ る

ことに よ っての み もた らされ ます。私 は強

い確信 を抱 いて い ます。 それ は私 の心 の底

深 く存在 す る揺 るがぬ確 信 で す。少 年 ジ ョ

セ フ ・ス ミスに天 父 と共 に現 われ， 指 示 を

与 え た もう たあ のキ リス トの特 別 な証 し人

と して，私 は パル マ イ ラ付近 での壮 大 な 「最

初 の示 現 」 が真 実 で あ る こと を証 いた し ま

す。 これ らの こ とを厳 粛 に， 主 イエ ス ・キ

リス トの み名 に よって 申 しあ げ ます。 アー

メ ン。



ラッパの確かな響き

七 十人第一定員会会員 アンゲル・アプレア

数
年 前， 木 々 に おお われ記 念碑 で飾 ら

れ た小 さな市 立 公園 ， アル ゼ ン チン

全土 に多 く見 られ る典 型的 な広 場 に行 った

と きの ことで した。私 はハ ンマ ー一や， の み

を使 って仕事 の仕 上 げ を してい る彫刻 家 を

なが めて い ま した。母 親 が腕 に子 供 を抱 い

て いる と ころを表 現 した作 品で す。

彼 は母親 の手 の部分 の仕 上 げ を して い る

ところ で した。完 成 の あか つ きに は， 彼独

特 の手 法 の現 わ れ たす ぐれ た彫刻 にな る だ

ろ う と思 わ れ ま した。

私 が それ に魅 了 され て立 ち尽 くし， その

芸 術 家 の技術 を知 ろ う とや っき にな って い

ると，靴磨 きの 男 の子 が通 りかか り，私 の

そば に立 ち止 ま りま した。数 分 間， 仕 上 げ

をす る とこ ろを見 て いた その働 き者 の少年

は，私 の方 を 向い て驚 い た よう に，「お じさ

ん教 えて， どう して あの人 はあれ を こわ し

て い るの?」 と尋 ね ま した。

少 年 の あ どけ ない思 い もよ らない質 問 に，

私 は，私 た ちが絶 えず示 してい る模 範 や行

動 や行 状 が与 え る印象 につ いて深 く考 え さ

せ られ ま した。 そ して，私 た ちの模範 がい

か に大 切 で ある か に気 づか され ました。 と

い うの も， 私 た ち は， 自分 の持 つ長所 や短

所 を通 して毎 日の生 活 の中 で， それ ぞれの

信 条 や確信 して い る こと を伝 えて い るか ら

です。

パ ウ ロの言 葉 が心 に浮か んで きま した。
ね

「も しラ ッパが は っ き りした音 を出 さな い

な ら， だれ が戦 闘の準 備 を す るだ ろうか」

(1コ リン ト14：8)と い う言葉 です。

私 た ちは ひ と り残 らず それ ぞれ の活動 範

囲 に応 じて， また は責 任 の範 囲 内で，何 人

かの神 の息子 や娘 たち に影 響 を与 えて いま

す。私 たち の態度 や行 動， 言 葉 は， よ かれ

あ しか れ人 に何 らかの影響 を及 ぼ すメ ッセ

ー ジ を伝 え ます。

私 た ちの行 動 は知 識 の有 無 を表 わす もの

で あ り， また信 仰 を持 って いな いこ とや，

逆 に持 って いる証 が どの程 度 か を も表 わ し

ます。 人 は 自分 自身 や， 自分 が心 に抱 いて

いる こ とか ら逃 れ る こ とはで きませ ん。 自

分 が追 い求 める人 物 に なっ てい くの です。

私 た ちの示 す模 範 や私 たち の送 る生活 は 自

分 の本 当の姿 を反 映 します。

ア ル マは息 子 の コ リア ン トンに与 え た助

言 の 中 で，心 に抱 く悪 い気持 ちが悪 い模範

を示 す行 動 につ なが り， その結果 と して人

に不 幸 な影響 を及 ぽす こ と を説 明 して い ま

す。
むな おろか

「空 しくて 愚 な こ と には何 事 で あ っ て も

惑 わ され て はな らな い。悪 魔 に再 び お前 の

心 を欺 かれ … … ない よ うに慎 め。 …… かれ

らは お前 の悪 い行 い を見 て私 の言 うこ とを

信 じなか っ た。」(ア ルマ39：11)

一 方 二 一 フ ァイは
， 証 の力 につい て，非

常 に意 義深 い模 範 を示 して くれ て い ます。

証 の力 は， 確信 のあ る態度 を生 み出 します。

その ため 父 リー ハ イか ら頼 み を受 けた と き
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も， 疑 い を差 しは さむ余 地 は あ りませ ん で

した。

二 一フ ァイ は答 え ま した。「私 は主 が命 じ

た もう こ とを行 って行 う。」(1二 一 フ ァイ

3：7)

彼 は， 「行 って何 が起 こる か見 てみ よう」

とか 「行 って， どん な状 況 か 見 てみ よ う」

という よ うな， 混乱 やた め らい を招 く よ う

な こ とは言 い ませ ん で した。 む しろ， 彼 の

態度 は疑 うとい う ことの な い人， 命 じられ

た通 りに行 な う人 の 態度 で した。 二一 フ ァ

イが，従順 に父 の求 め を遂 行 す る決 断 と決

意 を示 したこ とは も とよ り， なぜ その よ う

に行 動 す るの かを説 明 して い る こと は興 味

深 い こ とで す。彼 は こう言 って い ます。「私

は， 主 が命 じた もう こ とには， 人 が それ を
もつ

為 しとげ るた め に前 以 て あ る方 法 が備 えて

あ り， そ れで な くて は， 主 は何 の命 令 も人

に下 した まわ な い ことを承知 して い るか ら

で ある。」(1二 一 フ ァイ3：7)

別 の折 に， 二一 ファ イは主 か ら次 の よ う

な任務 を与 え られ ま した。「われ が汝 の民 に

この大 海 を渡 らす ため， これ よ り示 す方 法
せき

に従 い一 隻 の船 を っ くれ。」(1二 一 フ ァイ

17：8)

この命 令 を受 け た と きの 二 一 フ ァイの反

応 は， 多 くの人 が考 える よ うなあ りふ れ た

もの で もな く， 次 の よ うな論 理 的 な返 答 で

もあ りませ ん で した。「さて，主 よ，私 はこ

れ まで一度 も船 を造 った こ とは あ りませ ん。

造 り方 もわか りませ ん。 あ なたが命 じられ

た こ とは， 私 の力 以上 の ことです 。 それ に，

私 の兄 弟 た ちは必 ず や この こ とに反対 す る

で しょ うし，そ うすれ ばこの仕事 はさらにむ

ず か し≦な ります。この仕事 を成 し遂 げ る方

法 が ほ か に あ る の で は な い で し ょ う か。」

決 少 を した二 一 フ ァィ に とって・ この よ

うな こ とは思 い も及 ば な い ことで した。 彼

の答 え は， 「主 よ今 示 した も うた方 法 に従
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い， 船 をつ く る道具 を こ し らえる ため に は，
とか

ど こへ行 って 熔 すべ きあ らがね を見 つ け た

ら よろ し いか」(1二 一フ ァイ17：9)と い

う簡 単 な もので した。

この言 葉 に見 られ る， 主 か ら求 め られ る

こ と を行 な うとい う 二一 フ ァイの 固 い決 意

と決 断 は， 主 が命 じた もう た使 命 を遂行 す

る とい う行為 に表 わ れて い ます。 そ して，

彼 の兄 弟 が彼 に向 か って文 句 を言 い始 め，

船 を造 る こと に反対 した とき， 二一 フ ァイ

は証 の強 い力 を もって彼 らに向 か い， こ う

言 いま した。「も しも神 が私 に する よ うに命

じた もう な らば私 はあ らゆる こ とをす る こ

とが で き る。 も し，神 が私 に この水 よ土 に

なれ と言 え， と命 じた もうな らば， 水 は土

に な るか ら， 私 が もしそ う言 え ばそ の通 り

にな る。

さて も し， 主が この よう に偉 い力 を もち

た もうて， か ほ ど に多 くの奇 蹟 を世 の 人々

の中 で行 い た もうて い るな らば， ど う して

私 に一 隻 の船 を造 る ことを お教 え にな れな

いで あ ろ うか。」(1二 一フ ァイ17：50-51)

強 い証 が生 み出 す態度 や行 動 は，他 の人

を導 く模 範 とな ります 。 も し 自分 の信 念 や

大 切 に して い る こ とが 燃 え るよ うな証 の結

果 で あ り， 啓示 を通 して与 え られ た ものだ

と した ら， それ は命 よ りも大切 な もの です。

そ うし た確 信 は勇気 とな り， どの よ うな境

遇 にあ ろ うと も， また 多 くの人 が その よ う

な確信 に無 知 で あ った り，試 しが厳 しか っ

た りして も， 天 父 が常 に私 た ちの行 ない を

認 めて くだ さる と心 に強 く感 じな が ら， 人

生 の難 間 に立 ち向 か う ことが で きる よ うに

して くれ るの です 。

今 日の世 の 中 には， で きそ うな こ とな ら

いつ で もす る と言 う人が大 勢 い ます。 しか

し報 い は， 不 可能 な よう に見 える こ とを行

な う人 の もので す。 当然 で きる ことで あれ

ば， そ の人 の能 力 と技術 で それ を成 し遂 げ
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るこ とが で きます 。 しか し，普 通 で はで き

るはず の な いこ とで あれ ば，信 仰 と証 が頼

りです 。

私 た ちは神 の息 子， 娘 として，神 の み も

とに帰 るた めの道 を示 す戒 めを受 け て き ま

した。 しか しそれ は， で きれ ば従 う とか，

事情 が 許 せ ば従 う とか いっ た条件 つ きの も

の で はあ りませ ん。

従 順 で あ る こと， す なわ ち，主 が求 め ら

れ る こ とを行 な う こ とは， 主 が予 言者 と し

て召 され た人 々 の人生 にお け る， 昔 も今 も

将 来 も変 わ る こ との な い原則 で す。 ぞ の一

例 と して， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは あ る

と き， 「主 が命 じた も う た こ と は必 ず 行 な

う。これ は私 の習 慣 に なっ た」(「教 会 歴 史」

2：170)と 言 って い ます。

疑 い もな く， ジ ョセ フ ・ス ミスは粘 り強

く物事 を成 し遂 げ る強 い精 神 を持 った予 言

者 で した。 あ る とき，彼 はい と この ジ ョー

ジ ・A・ ス ミスに言 い ま した。 「が っか りし

て はい けな い。 自分 はた とえ ノバ ス コ シア

の一番 深 い穴 に落 ち， そ こヘ ロ ッキー 山脈

がか ぶ さ って きた と して も， あ き らめず，

信 仰 を行使 し， 勇気 を持 ち， その頂 上 に は

い出 す。」(ジョン ・ヘ ン リー ・エバ ンズ「ア

メ リカの予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス」p.9)

私 の証 す るこの予 言 者 の人生 は， その よ

うに宣 言 した こ とを裏 づ け るもの であ り，

彼 の確 信 と証 を常 に は っき りと伝 え る もの

で した。

ある人 々 が考 え てい る よう に， この よう

な固 い決 意 や模範 的 な 人生 は， ごくわず か

な人 に だけ約 束 されて い るわ けで はな く，

む しろ それ は， 「死 に至 る まで忠実 であれ 。

そ うす れば，いの ちの冠 を与 えよ う」(黙示

2：10)と い う約 束 され た祝 福 を得 る ため

に， 主 の勧 告 に従 い たい と望 む 人々 の変 わ

らざ る態 度 なの で す。

聖典 の中 に は， どの よう にして親 が 自分

の行 動 に よ り子供 た ちを暗 闇の道 に陥れ る

「メ ッセー ジ」 を送 るの か
， また その逆 に，

どう した ら救 いへ と導 く事柄 を はっ き りと

教 え る 「メ ッセー ジ」 を送 るこ とがで きる 』

か が述 べ られ て い ます 。

ヤ コブ は二 一 フ ァイ人 に向 か って言 い ま

した。「そ れで あ るか ら，あな たた ち はよ ろ

しく 自分 の子供 たち の こと を考 えて， 自分

が子 供 た ち に悪 い手本 をの こ したか ら， ど

れ ほ ど子供 た ちの心 を苦 しめ たか を考 え よ。

また 自身 が汚 い か ら して子 供 た ち も亡 ぽ し
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おわり

たな らば，終 の 日に子供 らの罪 が 自分 た ち

に ふ りか か るか も知 れ な い こと をおぼ え て

お け。」(ヤコブ3：10)親 の模 範 が子 供 た ち

にいか に大 きな影響 を及 ぼす かが， 以 上 の

言葉 の 中に は っき りと示 され て い ます。

子供 たちが家 庭 で見 聞 きす る悪 い模 範，

す なわ ち 「ラ ッパ の不確 か な響 き」 は， と

き とし，て教 会幹 部 の批 判 とい う形 で表 われ

た り， あ るい は家 の外 で は親切 な言葉 を遣

い， 思 いや りを示 して いて も，家 庭 の 中で

は荒 々 しく， そ っけな い言 い方 を す る とい

った形 で表 わ れた りします。 親 が都合 の い

い ときだ け，什分 の一 を納 め た り， 信仰 が

弱 くな って支 払 い が滞 って い る と きに， そ

れ を正 当化 す る言葉 を親 の 口か ら聞 いた り

す る と，子 供 た ち にと って ラ ッパ の響 きは

確 かで はあ りませ ん。安 息 日を守 るこ とに

つ いて も， その 日に予 定 され て い るス ポー

ツや， お天 気 の都合 次 第 とい うので した ら，

ラ ッパ の音 は澄 ん だ音 で は あ りませ ん。

この よ うな行動 をす る人 は，ヒュー ・B・

ブラ ウ ン副管 長 が次 の よ うに述 べ た人 にた

とえ られ ます。「教 え を知 りなが ら，それ に

従 わ ない人 は， 暗 闇で ろ うそ く に灯 を とも

して， 目を閉 じ る人 に似 て い る。」

ここで ヨ シ ュアの例 を引 き， 問題 の もう

一 方 の面
， す なわ ち「ラ ッパの確 かな響 き」

につ いて考 えて み まし ょう。 ヨ シ ュア は，

民が 固 い決 意 を し， は っき りとした立 場 を

とる必要 が出 て きた と き， 最後 の話 の中 で

次 の ように言 い ま した。「もしあ なた が たが

主 に仕 える こ とを， こ ころ よ し としな いの

ならば，1……あ なた が たの仕 える者 を， き

ょう，選 び な さい。 た だ し， わ た し とわた

しの家 と は共 に主 に仕 え ます。」(ヨ シ ュア

24：15)

親 が皆 ヨ シュ アと同 じ態度 を と り， 同 じ

決 意 を した ときの影響 を想像 して みて くだ

さい。 そ の メ ッセー ジが子供 た ちに届 くと
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き， その音 は どれ ほ ど はっ き りまた大 き く

鳴 り響 くこ とで し ょう。

永 遠 の家 族 を築 くに は， も っと 多 くの模

範 が必 要 で あ り， もっ と多 くの導 きの光 が

必要 です 。 しか も， 口実 を作 る人 や暗闇 を

弁 護 す る人 が必 ず や少 な くな らな けれ ば な

りませ ん。

福 音 に つい て 口にす る こ とと， それ に従

った生 活 をす るこ と とは まっ た く別 の こと

です 。 また， キ リス トにつ い て説 くこ とと，

キ リス トの歩 みに従 うこ と も別 の こ とで す。

福 音 が私 た ち一 人 一 人 の人生 に取 り入 れ

られ た と き， それ は私 た ちの決 断 に影響 を

及 ぽ し， 行動 を決 定 し ます。私 たち は福 音

の原 則 に従 った生活 を して初 めて ，永 遠 の

生命 に至 る道 を歩 む こ とを教 え る模 範 やお

手本 にな る こ とが で き るので す。

人 を救 う とい う偉 大 な使 命 を担 う私 た ち

が， 主 の勧 告 に従 えます よ う に。
なんじ

「誠 にわれ汝 らすべ て に告 ぐ，汝 ら起 ちて
おの

己が光 を輝 かせ。 これ汝 らの光 よろず の国

民 の は た じる し とな らんた め(な り)」(教

義 と聖 約115：5)

この義務 を怠 る こ とはで きませ ん。 な ぜ

な ら， 救 い主 イエ ス ・キ リス トが模 範 を示

して くだ さ ったか らで す。「見 よ，われ は光

な り。 われ は汝 らの ため にす で に模 範 を示

しぬ。」(III二 一 フ ァイ18：16)

私 たち は 目的 を知 って い ます。私 た ち に

は模 範 が あ ります 。 さ あ， 努 力 を し， その

道 に従 う決 意 を し ようで は あ りませ ん か。

「さて私 の愛 す る兄弟 たち よ，私 は これ に

よ って， 人 が も しも生 ける神 の御 子 が示 し

た もう た模 範 に従 って終 りまで忍 ばな い な

らば決 して救 わ れ ない こ とを知 って いる。」

(II二 一 フ ァイ31：16)

腰 い主 ， イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り

申しあ げ ます。 アー メ ン。
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七十人第一定員会会員 菊地良彦

どうして若い田親が死ぬのでしょうか

友
人 の ミル トンに は6人 の子 供 が い ま

す。 すて きな奥 さん は交通 事故 でか

わ い らしい6人 の子供 を残 して亡 く な りま

した。 あ る 日，6歳 の娘 が 泣 きな が ら彼 の

ベ ッ ドの そば にや って き ま した。兄 弟 げ ん

か で も したの か と思 った ら， こ う言 った そ

うです 。「そ う じゃな いの，さ び しいの。お

母 さ んは ど こに いる の。 お母 さ ん に会 いた

い。」父 親 は娘 を抱 き しめ て言 い ま した。「今

お母 さん は天 の お父様 と一 緒 にい る。 いっ

か また会 え る よ」 と。

また，4歳 の娘 が お ばあ さ んの と ころへ

行 って，「お母 さん は いつか お う ちに帰 っ て

くるの?」 と聞 い たの だ そ うです。 おば あ

さん は孫 娘 を抱 き しめ， キス を して こ う言

いま した。「お母 さん は天 のお 父 さ まと一緒

にい るの よ。」

私 は激 し く泣 いた

少年 が11歳 の と き， 母親 が非常 に重 い病

気 にか か りま した。少 年 の父 親 は， 母親 を

ア リゾ ナか らソル トレー クヘ連 れ て いき ま

した。数 日後 ， この少年 は次 の よう な手 紙

を書 いて い ます。

「その うち お母 さんが戻 って きた ら， も

っ とよ く世話 を し よう と皆 で考 えて い ます。

・・お母 さん が いな いの で とて も寂 しいで

す 。 ……僕 たち は とて も忙 し くや って い ま

す。 電報 受 け取 りま した。 お母 さんが もう

大 丈夫 とわか って とて もうれ しかっ たで す。

一寝 る時 間 な ので これ で やめ ます。 ア レ

ン姉 妹 が宗 教 の ク ラス で， 十分 睡 眠 時間 が

とれ る よ う8時 に は寝 る よう に とお っし ゃ

い ま した。 もう少 しで8時 半 です。 さよ う

な ら。あな た の息子 スペ ンサ ー よ り。」(「ス

ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル」p.45)

この 手紙 を送 った次 の 日に， 彼 の母 は亡

くな りま した。 翌 日， 監督 が電 報 を受 け取

り， キ ンボ ール家 の子 供 た ちは皆 学校 か ら

呼 び戻 され ま した。 走 って家 に帰 る と，監

督 が 言 い ま した。 「お母 さ んが 亡 くな った

よ。」 そ の と きの こ とを キ ンボ ール 大 管長

は，後 日次 の よ うに書 いて い ます。

「母 の 死 は まさ に寝 耳 に水 の 出来 事 だ っ

た。私 は ひ と りにな るた めに裏 庭 に走 って

行 った。 涙 が とめ どな くあふ れ た。 だれ に

も見 えな い所， だれ に も聞 こえ ない所， だ

れ もいな い所 で，私 は激 しく泣 いた。『お母

さん』 とい う言葉 を口 にす るた び に， 涙 が

どっ とあ ふれ ，涙 が かれ る まで 泣 いた。 お

母 さんが …… 死 ん だ。 そんな こ とが あ る も

のか。 皆， も うこれ 以上 生 きて は いけ ない。

・11歳の私 の 心 は張 り裂 け る よ う だ っ

た。」

な ぜ 死 が?な ぜ 病 気 が?な ぜ 悲 劇

が?な ぜ， っ らい思 い を した り， 失望 し

聖徒 の道/1984年7月 号 123



も， 疑 い を差 しは さむ余 地 は あ りませ ん で

した。

二 一フ ァイ は答 え ま した。「私 は主 が命 じ

た もう こ とを行 って行 う。」(1二 一 フ ァイ

3：7)

彼 は， 「行 って何 が起 こる か見 てみ よう」

とか 「行 って， どん な状 況 か 見 てみ よ う」

という よ うな， 混乱 やた め らい を招 く よ う

な こ とは言 い ませ ん で した。 む しろ， 彼 の

態度 は疑 うとい う ことの な い人， 命 じられ

た通 りに行 な う人 の 態度 で した。 二一 フ ァ

イが，従順 に父 の求 め を遂 行 す る決 断 と決

意 を示 したこ とは も とよ り， なぜ その よ う

に行 動 す るの かを説 明 して い る こと は興 味

深 い こ とで す。彼 は こう言 って い ます。「私

は， 主 が命 じた もう こ とには， 人 が それ を
もつ

為 しとげ るた め に前 以 て あ る方 法 が備 えて

あ り， そ れで な くて は， 主 は何 の命 令 も人

に下 した まわ な い ことを承知 して い るか ら

で ある。」(1二 一 フ ァイ3：7)

別 の折 に， 二一 ファ イは主 か ら次 の よ う

な任務 を与 え られ ま した。「われ が汝 の民 に

この大 海 を渡 らす ため， これ よ り示 す方 法
せき

に従 い一 隻 の船 を っ くれ。」(1二 一 フ ァイ

17：8)

この命 令 を受 け た と きの 二 一 フ ァイの反

応 は， 多 くの人 が考 える よ うなあ りふ れ た

もの で もな く， 次 の よ うな論 理 的 な返 答 で

もあ りませ ん で した。「さて，主 よ，私 はこ

れ まで一度 も船 を造 った こ とは あ りませ ん。

造 り方 もわか りませ ん。 あ なたが命 じられ

た こ とは， 私 の力 以上 の ことです 。 それ に，

私 の兄 弟 た ちは必 ず や この こ とに反対 す る

で しょ うし，そ うすれ ばこの仕事 はさらにむ

ず か し≦な ります。この仕事 を成 し遂 げ る方

法 が ほ か に あ る の で は な い で し ょ う か。」

決 少 を した二 一 フ ァィ に とって・ この よ

うな こ とは思 い も及 ば な い ことで した。 彼

の答 え は， 「主 よ今 示 した も うた方 法 に従
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い， 船 をつ く る道具 を こ し らえる ため に は，
とか

ど こへ行 って 熔 すべ きあ らがね を見 つ け た

ら よろ し いか」(1二 一フ ァイ17：9)と い

う簡 単 な もので した。

この言 葉 に見 られ る， 主 か ら求 め られ る

こ と を行 な うとい う 二一 フ ァイの 固 い決 意

と決 断 は， 主 が命 じた もう た使 命 を遂行 す

る とい う行為 に表 わ れて い ます。 そ して，

彼 の兄 弟 が彼 に向 か って文 句 を言 い始 め，

船 を造 る こと に反対 した とき， 二一 フ ァイ

は証 の強 い力 を もって彼 らに向 か い， こ う

言 いま した。「も しも神 が私 に する よ うに命

じた もう な らば私 はあ らゆる こ とをす る こ

とが で き る。 も し，神 が私 に この水 よ土 に

なれ と言 え， と命 じた もうな らば， 水 は土

に な るか ら， 私 が もしそ う言 え ばそ の通 り

にな る。

さて も し， 主が この よう に偉 い力 を もち

た もうて， か ほ ど に多 くの奇 蹟 を世 の 人々

の中 で行 い た もうて い るな らば， ど う して

私 に一 隻 の船 を造 る ことを お教 え にな れな

いで あ ろ うか。」(1二 一フ ァイ17：50-51)

強 い証 が生 み出 す態度 や行 動 は，他 の人

を導 く模 範 とな ります 。 も し 自分 の信 念 や

大 切 に して い る こ とが 燃 え るよ うな証 の結

果 で あ り， 啓示 を通 して与 え られ た ものだ

と した ら， それ は命 よ りも大切 な もの です。

そ うし た確 信 は勇気 とな り， どの よ うな境

遇 にあ ろ うと も， また 多 くの人 が その よ う

な確信 に無 知 で あ った り，試 しが厳 しか っ

た りして も， 天 父 が常 に私 た ちの行 ない を

認 めて くだ さる と心 に強 く感 じな が ら， 人

生 の難 間 に立 ち向 か う ことが で きる よ うに

して くれ るの です 。

今 日の世 の 中 には， で きそ うな こ とな ら

いつ で もす る と言 う人が大 勢 い ます。 しか

し報 い は， 不 可能 な よう に見 える こ とを行

な う人 の もので す。 当然 で きる ことで あれ

ば， そ の人 の能 力 と技術 で それ を成 し遂 げ
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るこ とが で きます 。 しか し，普 通 で はで き

るはず の な いこ とで あれ ば，信 仰 と証 が頼

りです 。

私 た ちは神 の息 子， 娘 として，神 の み も

とに帰 るた めの道 を示 す戒 めを受 け て き ま

した。 しか しそれ は， で きれ ば従 う とか，

事情 が 許 せ ば従 う とか いっ た条件 つ きの も

の で はあ りませ ん。

従 順 で あ る こと， す なわ ち，主 が求 め ら

れ る こ とを行 な う こ とは， 主 が予 言者 と し

て召 され た人 々 の人生 にお け る， 昔 も今 も

将 来 も変 わ る こ との な い原則 で す。 ぞ の一

例 と して， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは あ る

と き， 「主 が命 じた も う た こ と は必 ず 行 な

う。これ は私 の習 慣 に なっ た」(「教 会 歴 史」

2：170)と 言 って い ます。

疑 い もな く， ジ ョセ フ ・ス ミスは粘 り強

く物事 を成 し遂 げ る強 い精 神 を持 った予 言

者 で した。 あ る とき，彼 はい と この ジ ョー

ジ ・A・ ス ミスに言 い ま した。 「が っか りし

て はい けな い。 自分 はた とえ ノバ ス コ シア

の一番 深 い穴 に落 ち， そ こヘ ロ ッキー 山脈

がか ぶ さ って きた と して も， あ き らめず，

信 仰 を行使 し， 勇気 を持 ち， その頂 上 に は

い出 す。」(ジョン ・ヘ ン リー ・エバ ンズ「ア

メ リカの予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス」p.9)

私 の証 す るこの予 言 者 の人生 は， その よ

うに宣 言 した こ とを裏 づ け るもの であ り，

彼 の確 信 と証 を常 に は っき りと伝 え る もの

で した。

ある人 々 が考 え てい る よう に， この よう

な固 い決 意 や模範 的 な 人生 は， ごくわず か

な人 に だけ約 束 されて い るわ けで はな く，

む しろ それ は， 「死 に至 る まで忠実 であれ 。

そ うす れば，いの ちの冠 を与 えよ う」(黙示

2：10)と い う約 束 され た祝 福 を得 る ため

に， 主 の勧 告 に従 い たい と望 む 人々 の変 わ

らざ る態 度 なの で す。

聖典 の中 に は， どの よう にして親 が 自分

の行 動 に よ り子供 た ちを暗 闇の道 に陥れ る

「メ ッセー ジ」 を送 るの か
， また その逆 に，

どう した ら救 いへ と導 く事柄 を はっ き りと

教 え る 「メ ッセー ジ」 を送 るこ とがで きる 』

か が述 べ られ て い ます 。

ヤ コブ は二 一 フ ァイ人 に向 か って言 い ま

した。「そ れで あ るか ら，あな たた ち はよ ろ

しく 自分 の子供 たち の こと を考 えて， 自分

が子 供 た ち に悪 い手本 をの こ したか ら， ど

れ ほ ど子供 た ちの心 を苦 しめ たか を考 え よ。

また 自身 が汚 い か ら して子 供 た ち も亡 ぽ し
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愛 す る力

考 え る力

信仰 を持 つ 力

祈 る力

創 造 の力

見 る力

感 じる力

触 れる力

話 す力

思 いや る力

気 にか ける力

分 かち合 う力

与 える力

感 謝 す る力(菊 地 良彦 「祝 福 」1978)

特 に愛 す る力， 愛 は最 も偉 大 な神 の賜 で

す。 兄弟姉 妹 の皆 さん， 皆 さ ん も私 も この

力， 愛す る力 が あれ ば， た と え 「荒 海」 の

中で も主 の みた ま と とも に歩 む こ とが で き

ま す。

恵 み を数 えあ げ ま しょ う。
も

この世 の あ ら しに揉 まれ
う

希望の失せしときには

かつて受けし主の恵み

数えて見なば驚かん

み恵み 数えあげ

主のわざ 数え見よ

み恵み 数えあげ

主のみわざほめたたえよ

苦しみの荷を背負うか
なれ

十字架汝に重きか

恵み数え見て日々を
うたがい

疑 は ら して うたわ ん

い か

如何 な る苦 とた た か うと も
い

たわむなかれ神在ます

み恵み数えよ天使は
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な

汝 が旅 を守 りた まわ ん

(『この世 の あ ら しに』 「讃美 歌 」46番)

少 しば か りの知 恵 で主 の偉 大 な知 恵 を裁

か な いよ う に しま しょ う。

救 い主 は 愛の 手 を差 し伸 べて お られ ます

あな た は愛 され て いませ ん か。不 幸 で す

か。 心身 に障 害 を負 って いま すか。 離婚 し

ま した か。私 の友 人 の よ うに体 が麻 痺 して

い ますか。 怒 って い ますか。 だれ か を憎 ん

で い ます か。 だ れか に対 して苦 々 し い思 い

を抱 いて い ます か。 ご主 人 に出 て いかれ ，

ひ と りで子 供 を育 て て い ます か。 ご主 人 に

先立 たれ て寂 しい思 いを して い ます か。主

は言 わ れ ま した。

「すべ て重荷 を負 うて苦 労 して いる者 は
，

わ た しの もとに きな さ い。 あ な たが た を休

ませ てあ げ よう。 わ た しは柔和 で心 のへ り

くだ った者 で あ るか ら， わた しの くび きを

負 うて， わた しに学 びな さい。 そ うすれ ば，

あ なた が たの魂 に休 みが与 え られ る であ ろ

う。 わ た しの く びき は負 いや す く， わた し

の荷 は軽 いか らで あ る。」(マ タ イ11：28-

30)

イエ スが キ リス トで あ り， 生 ける神 の御

子 で あ る こと を証 し ます。 二一 フ ァイ人 に

姿 を現 わ された とき， イエ ス は ご自身 の大

いな る神聖 な使 命 につ いて みず か ら こう証
あぱら

され ま した。「汝 らわ が助 にその 手 を さ し入

れ， わが手 足 にあ る釘 あ とに触 れて， われ

が イ ス ラエル の神 に して全 世 界 の神 な る こ

と， また われ が世 の 人の 罪 を負 うて一 度殺

され た る を知 る た め に起 ちて わ れ に近 づ

け。」(III二 一フ ァイ11：14)イ エ スは生 き

て お られ，私 た ちを愛 して くだ さ って い ま

す。 主 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り証 い

た します。 アー メ ン。



◎

会員の祈りに支えられて

七十人第一定員会会員 ジョン・K・カーマック

一 こで今 私 が お話 で きる の は， 思 うに

㌔圃 皆 さん がす ば ら しい友 であ るか らで

す。教 会 の管 理 につ いて主 が与 え られ た特

別 な啓示 には， 大管 長会 は 「教 会員 の信 任

と信仰 と祈 りに よ りて支 持 せ られ 」(教義 と

聖 約1q7：22)と あ ります。 召 さ れ たば か り

の6人 を代 表 し，私 は大管 長会 に信任 と信

仰 と祈 りを呈 した い と思 い ます。 私 た ちは

大管 長会 を愛 して お り，大 管 長会 が私 たち

に信 頼 を置 いて お られ る こ とに感 謝 してお

ります。 また，私 た ちに信 頼 の 意 を表 して

くださ った皆 様方 に も感 謝 した いと思 い ま

す。私 た ちは，皆 様 の信 任 を受 けて初 めて

この業 を行 な う ことが きるの です 。私 た ち

は皆様 方 の あ ふれ る よ うな愛 を感 じま した。

これ はす ば ら しい経 験 で した。

教 会 中 の聖徒 の皆 さ んの愛 を感 じる こ と

が で きた こ と も知 って いた だ きた い と思 い

ます。 また私個 人 につ いて は， ここに数 多

く出席 して お られ る私 の友 で ある カ リフ ォ

ルニ ア の聖 徒 の皆 さん， また アイ ダホ のす

ば ら しい聖 徒 の皆 さん の愛 を感 じて います 。

個 人 的 な こ とにな りますが， 私 はア イダ ホ

州 ボイ シ伝 道 部 の す ば らし い宣教 師の 方々

の愛 を感 じて い ます。私 は彼 らの持 つ力 を

感 じ ます。 もち ろん， そ の愛 を支 えるか な

め石 は家 族 で す。 この偉 大 な教 会 の一 員 で

あ る こ とはす ば ら しい こ とです。

さて ， この召 し， この 恐 ろ しい ほ どの 召

しにつ いて で すが ，七 十人 は福 音 を宣 べ伝

える ため に， 異邦 人 と世 界 中 の人 々 に対 し

て特 別 な証 し人 にな る ため に召 され ます。

いろ い ろ考 えて み ま したが，考 えつ く資格

はた だ ひ とつ一 ほか の兄 弟 た ち も同様 に

考 えてお られ る と思 い ます が この業 に

つ いて特別 に強 い証 を持 ってい る ことで は

な いか と、思い ます。

私 は ふた つ証 い た します。 ひ とつは本 当

に救 い主 イ エ スが お られ る こと， イエ スが

私 たち一 人一 人 の こ とを気 にか け てお られ

る こ と， ふ た つ 目は， イエ ス を求 める な ら

ば， 計 り知 れ な い安 らぎが もた らされ る こ

とです。

去年 の10月 ，伝 道部 を訪 問 した と きの こ

とです。私 は， ア イ ダホ州 の フ ェアフ ィー

ル ドとい う小 さな 町の近 くで聖典 に 目を通

して い ました。 それ は，宣教 師 た ち に暗 記

す る よ うに と言 って あ る 「最初 の示 現」 の

物語 で，高価 な る真珠 に書 かれて い る もの

で した。 あ の美 しい物 語 を思 い起 こして い

る と きに， 私 は不 思議 な経 験 を しま した。

高価 な る真珠 に ジ ョセ フ ・ス ミスが書 い

た こ とは確 か に起 こ ったの だ とい う， とて

も特別 な証 を受 け たの です 。 あた か も，私

自身 が最 初 の示 現 を経 験 した かの よ うで し

た。 聖霊 の力 を通 して私 は その証 人，個 人

的 な証 人 に な りま した。天 父 と御子 が本 当
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に予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス に現 われ た も う

た こ とを証 いた し ます。私 の経 験 は皆 様方

の 多 くが お持 ち にな った もの と非 常 に似 て

いるの では ない か と思 い ます。

ヒンク レー副管 長 が木曜 日の午 後， お電

話 を くだ さっ た とき，(私た ちの 人生 に何 ら

かの変化 が起 こる こ とを うす うす感 じたの

は この ときで したが)「 ジ ョン兄弟 ，姉 妹 と

一 緒 に面 接 を した いの です が明 日の朝 の一

便 で飛 ん で私 の事 務 所 に おい で くだ さい」

と言 われ ま した。 それ か ら 「あ ま り心配 し

な い ように」 と言 われ ま した。 その言葉 は

とて も大 きな助 けで した。

しか しそん な薬 は何 の役 に も立 た ず， 心

配 は募 りました が，翌 朝早 く， 救 い主 の聖

いみた まが や ど り，慰 めを受 け ま した。 私

たち は安 らぎ を感 じ， よ く休 む こ とが で き

ま した。 教会 の方 々， 特 に若 人 の皆 さん，

世 界 中に お られ る宣教 師 の方 々 に 申 しあ げ

ます。天 父 に向 か って朝 早 くお祈 りす る こ

と を怠 っては いけ ませ ん。祈 りを通 して天

父 に近 づ き， それ を通 して安 らぎ を得 る こ

とが で きるの です。「この大祭 司 は，わた し

た ちの弱 さを、思いや る ことの で きな い よう

な かたで は ない。 罪 は犯 され なか ったが，

すべ ての ことにつ い て， わた したち と同 じ

よう に試練 に会 わ れ たの で ある。」(ヘ ブ ル

4115)

C・S・ ル イス だっ た と思 います が，確

か ジ ョー ジ ・マ ク ドナル ドの言葉 を引用 し

て， 私 た ちは家 の よう な もので あ る と言 っ

て い ます。「キ リス トが入 っ て こ られ る と

き，家 は ひ どくい たん で いる。」ル イ スは言

って い まず。「屋根 や とい を修 理 しな けれ ば

な らない こ とはわ か って いた のだ が， して
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いな か った。 とこ ろが主 は にわ か に二階 を
むね

つけ， 棟 を建 て増 しされ る。建 て増 しの前

に修 繕 しな けれ ばな らない箇 所 があ る に も

かか わ らず この よ うな こ とをな さる とは，

何 とい う ことで あ ろ うか。」(「純粋 なキ リス

ト教 」p.174)

そ うで す。 キ リス トの愛 に は とき と して

信 じ られ な い面 もあ ります。 キ リス トは私

た ち をど う しよ うと して お られ るので しょ

うか。 「あま り人 の歩 ま ない道」と題 した ベ

ス トセ ラーの 中で，M・ ス コ ッ ト ・ペ ック

博 士 は次 のよ う に書 いて い ます。「た と えど

れ ほ ど煮 え き らない態度 で いよ う と，『神 の

愛 は私 た ち を ど こ へ導 い て い るの だ ろ う

か』 と尋 ね る人 はだ れ し も， ぞ っ とす る よ

うな た ったひ とつの結論 に到達 す る。 す な

わ ち，神 は私 たち に御 自身 と似 た者 とな る

よう望 ん でお られ る とい う こ とで あ る。」私

た ち は神 の よう にな るた め に備 え られて い

ます。 そ の過 程 で ひ ど く傷 つ くこ とが あ っ

て も， そ こに は安 らぎが あ ります 。

あ の早 朝 に， ラル フ ・ロ ジ ャー スに よ る

劇 「二一 フ ァイ第 三書 」 の 中の言 葉 が思 い

出 され ま した。

「あた りに覚 ゆ
，救 い主 の愛， ・… ・

主 は知 りた もう， 我 ，主 に従 い命捧 ぐ

を… …

我覚 ゆ， 救 い主 の愛 ，惜 しみ な く与 う

救 い主 の愛 … …」(『我覚 ゆ，救 い主 の

愛』 「合 唱 曲集 」pp，36-37)

共 に召 され た兄 弟 た ち を代 表 し， 思 い も

よ らな か った この 召 し に対 してへ りく だ り，

従 順 に， 私 の持 て る力 と愛 と祈 りと信 仰 を

捧 げ る こと をお約束 し ます 。 イ エ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ り申 し あげ ます。 アー メ ン。



貴い生得権を持った若人

中央若い女性会長 アーデス・グ リーン・カップ

兄
弟 姉 妹 の皆 さん， き ょう私 の心 は喜

び で満 た され て い ます。 ま た，今 日

の若 人 の た め に基 を据 え よう と多 くの こ と

を な して く だ さ っ た す ば ら し い指 導 者 の

方 々 に賛辞 を呈 します。私 の心 に は これ ま

で働 いて くだ さっ た方々 が残 され た伝 統 が

こだ ま して い ます。 そ して今 ， き ょう とい

う出発 点rに立 ち，私 の心 は 「わ が(若 人 の)

受 け し権 利 よ続 け，励 め，進 め よ」(『山 の如

く強 く』〔「讃美 歌 」65番〕)と歌 い ます。

喜 び につ け，悲 しみ につ け， また悪戦 苦

闘す る と きも，落 胆 の と き も， 夫 ヒー バ ー

と私 は主 を知 り， 私 た ちの家 庭 や生 活 の 中

で主 の みた ま を感 じ るよ うに な りま した。

失望 した とき， あ るい は大 き な祝 福 に恵 ま

れ た とき に受 ける 「人知 で は と うて い測 り

知 る ことの で きな い神 の平安 」(ビリピ4：

7)も 知 りま した。 我 が家 で， 夫 が最 も頻

繁 に 口にす る言葉 は多分 「主 の み こ ころ を

知 って それ を行 な いた い」 です 。私 もそ の

言葉 を繰 り返 し， 夫 が模 範 に よっ て教 え て

くれ た こ とを実 行 す る決 意 で い ます。

き ょう私 は，古 い先 祖 にあ たる ジ ョン ・

P・ グ リー ンの こ とを考 えて みた い と思 い

ます。 彼 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスの弟 サ

ミュエル ・ス ミスか らモル モ ン経 を受 け取

りま した。 ジ ョン はそれ を自分 の妻 ロダ ・

ヤ ング に与 え， ロ ダ はそれ を 自分 の 弟， フ

ァイネ ス ・ヤ ング とブ リガム ・ヤ ング に渡

しま した。 ジ ョンは ノー ヴー で警察署 長 を

して い た人 で した。私 は，長 きに わ た り受

け継 がれ て き た忠実 な末 日聖 徒 の伝 統 の中

に生 まれ たこ とを うれ しく思 い ます。

私 は， 亡 くなる前 に遺 言 を書 き残 して い

っ て くれ た両 親 に感 謝 してい ます。 それ は

普 通期 待 され る よう な物 質 的 な内容 の もの

で はあ りませ ん。彼 らは持 た ざ る者 だっ た

か らで す。 しか しそ の代 わ りに，遺 言 と し

て， 彼 らの最 も貴 い財産 であ る イエ ス ・キ

リス トの福 音 に対 す る証 を書 き残 してい っ

て くれ ま した。「汝，死 にゆ く我 らの信頼 を
あた

裏 切 らば，我 ら休 む能 わ ず。 た とえ ケ シの

花 が ，フ ラ ンダー スの丘 に咲 こ うと も」(ジ

ョン ・マ ック レー 「フ ラ ンダー スの野 にて」)

と い う詩 の一 節 を思 い出 します。

私 た ち は信 頼 を裏 切 る よ うな こ とは決 し

て し ませ ん。 この世 代 は希望 と信仰 と熱 意

の世 代 で あ り，世 界 中に いる若 い女 性 の指

導 者 と して私 たち は，神 のみ手 を心 に感 じ，

行 動 や態 度， 行 な い に示 せ る よ う， また神

権 の 力 と導 き に敏 感 にな り， それ に応 え ら

れ る よう にと祈 っ てや み ませ ん。悪魔 の力

は今 日その存在 を非 常 に はっ き りと示 して

お り， その巧 妙 な偽 りは イエ ス ・キ リス ト
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の福 音 が も た らす約 束 や祝福 か ら私 た ちを

そ らそ うと して い ます。

教会 の若 い女性 の皆 さん に， また， き ょ

う私 に近 寄 って きて，「私 は12歳 で，ビーハ

イブで す」 と握 手 を して くれ たか わ い らし

い少女 に，教 会 の い た る所 にい ら っ しゃる

すべ て の若 い女 性 た ち に私 は 申 しあ げ ます。

「私 た ち は皆 さん を愛 して い ます。 必要 と

して います。 心 に かけ て い ます 。信頼 して

い ます。永 遠 の生命 とい う 目標 は， 手 の届

か ない と ころに ある わ けで はな いの です 」

と。

教会 の評議会 に あ って， この末 日にこの

偉 大 な業 を導 いて お られ る兄弟 たち の権 能

と力 につ いて知 る こ とが で き るの は私 の特

権 で す。私 た ちはそ の偉 大 な業 の一部 を担

って います。 私 た ち は，世 界 中の教会 の若

い女性 が皆，雄 々 し く忠 実 な生 活 を し， 決

意 し献 身 す る こ とが で き る よう働 くっ も り

でお ります。 母親 の皆 さ ん， ど うか しっ か

りと立 って くだ さい。 父親 の皆 さん， 強 く

な るた めの 勇気 を持 って くだ さ い。 指 導者

の皆 さん， このす ば ら しい親御 さん た ちを

助 けて くだ さい。一 致 団結 して， 主 の賞賛

を受 ける に ふさ わ しい世代 を育 て ま しょ う。

そう した な らば， 主 が戻 られ た と きに，家

はふ さわ しい会 員 で一 杯 に な って いる こ と

で し よう。

この厳粛 で神 聖 な責 任 に対 し， 私 は全精

力 と努 力 を注 ぐ決 意 で い ます。 この偉 大 な

業 の一 翼 を担 う機 会 が与 え られ た こ とを う

れ レ く思 います 。 イエ ス ・キ リス トの み名

に よ り証 い た し ます。 アー メ ン。
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「それゆえに
，あなたがたは行

って，すべての国民を教えよJ

十二使徒定員会会員L・ トム・ペ リー

準
備 した話 に入 る前 に，長 年 に わた り

■

献 身 的 に奉 仕 して こ られ たお ふ た り

の姉妹 に感謝 した い と思 い ます。 ス ミス姉

妹 とキ ャノ ン姉妹 は， 荒 れ狂 う海 に投 げか

け られ た灯 台 の光 の よ うに，教 会 の姉 妹 を

初 め，実 に 多 くの 女性 たち を安 全 な港 へ と

導 いて こ られ ま した。 おふ た りの上 に これ

か らも神 の祝 福 が あ ります よ うに， そ して

おふ た りの霊 感 あ ふれ る言葉 と励 ま しが，

世 界 中の女 性 の心 にい つ まで も残 り ます よ

う に。

救 い主 は， ご自身 が この世 で の導 きと教

えの業 を終 え られ た後 に， その業 を代 わ っ

て行 な う人 々 を備 えな けれ ばな りませ んで

したが， そ の時 間 は限 られ て い ました。 お

そ ら く大変 に切迫 した思 いでお られた こと

で し ょう。 です か らそ の頃 の主 の教 えは，

私 の心 に特 別 な響 き を もって迫 って き ます 。

これか ら主 の業 を担 う よう責 任 を与 え られ

た 人々 への 主の最 後 の教 えな ので す。

救 い主 は， 導 きと教 えを施 して お られ た

間， ご 自分 が な さっ た こと を行 なう よ うお
すぎこし

勧 め にな りま した 。最後 の晩餐 で過 越 の祝

いを され た後 ， 主 は弟 子 た ち一 人 一人 の足

も とにひ ざ まず いて， その足 を お洗 い にな

りま した。 そ してそ の後 で次 の よ うに教 え

て お られ ます。「しか し，主 で あ り， また教

師 で あ るわ た しが， あ なた がた の足 を洗 っ

たか らには， あ なた が た もまた， 互 に足 を

洗 い合 うべ きで あ る。 わた しが あな たが た

に した とお りに， あな たが た もす るよ うに，

わた しは手 本 を示 した のだ。」(ヨ ハ ネ13：

14-15)

この こ とか ら， 主 が仕 えるな らば私 たち

も仕 え るべ きで あ る とい うこ とがわ か りま

す。 また主 が教 え られ たの であ れ ば私 たち

も教 え， 主 が祈 られた ので あれ ば私 た ち も

祈 るべ きで す。 主 は， もし私 たち が主 の伝

道 の精 神 をつ かん だな らば， 身 も心 も私 た

ち が受 けた もの で あふ れ んば か りにな り，

そ れ をほか の人 に分 か ち，共 に仕 え， 教 え，

祈 らな いで は満 足 で きな くな る こと をご存

じで した。

マ タイ はそ の福 音書 を終 える にあ たって，

主 が弟 子 た ちに向 け て語 られ た次 の教 え を

記録 して い ます。

「さて，11人の弟 子 た ちは ガ リラヤ に行 っ

て， イエ スが彼 ら に行 くよ うに命 じられ た

山に登 った。 そ して， イエ スに会 って拝 し

た。 しか し，疑 う者 もいた。 イ エス は彼 ら

に近 づ いて きて言 わ れ た，『わた しは，天 に

おい て も地 にお いて も， い っ さいの権 威 を

授 け られ た。

そ れ ゆえ に， あ なた がた は行 って， す べ

ての 国民 を弟 子 として， 父 と子 と聖霊 との

名 に よって， 彼 らにバ プ テス マを施 し， あ

なた が た に命 じて お いた い っさいの ことを
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守 る よ うに教 え よ。 見 よ， わ た しは世 の終

りまで， いつ も あな たが た と共 にい るの で

あ る。」(マ タイ28116-20)

聖 典 には，福 音 の光 によ って 身 と霊 を貫

かれ た人 々 に どの ような ことが起 こる かが，

いたる所 に記 されて い ます。 そ の例 を ふた

つ だけ取 りあげ てみ ま し ょう。 まず新 約聖

書 か らです。 ヨハネ伝 に， バプ テ スマ の ヨ

ハ ネ に従 ったふ た りの弟 子 の こ とが 出 て い

ます。 こ う書 か れて い ます。

「そ の翌 日，ヨハ ネ はまた ふ た りの弟子 た

ち と一緒 に立 って いた が， イ エ スが歩 い て

お られ る のに 目 をとめ て言 っ た，『見 よ，神

の子羊。』その ふた りの弟 子 は， ヨハ ネが そ

う言 うの を聞 いて， イエ ス につ いて行 った。

イエ スは ふ り向 き， 彼 らがつ い て くるの を

見て言 わ れた， 『何 か願 いが あ るのか。』彼

らは言 った，『ラ ビ…… どこ にお と ま りなの

です か。』 イ エス は彼 らに言 われ た，1『きて

ご らんな さい。 そ うした らわ か るだ ろ う。』

そ こで彼 らはつ いて行 って， イ エ スの泊 ま

って お られ る所 を見 た。 そ して， そ の 日は

イエ スの ところ に泊 ま った。 時 は午後 四 時

ごろであ った。 ヨハ ネか ら聞 い て， イエ ス

につ いて行 った ふた りの う ちの ひ と りは，

シモ ン ・ペ テロ の兄 弟 ア ンデ レであ っ た。

彼 は まず 自分 の兄弟 シモ ンに出会 って言 っ

た， 『わ た した ちは メ シヤ(訳 せ ば， キ リス

ト)に いま出会 った。』」(ヨハ ネ1：35-41)

今 まで得 た こと もな い特 別 な もの を得 た

ア ン デレは， そ れ をぜ ひ兄 弟 にも分 け与 え

た い と思 い ま した。 そ して彼 に会 って主 に

まみ えた ことを話 す まで は眠 るこ とが で き

ませんで した。

モル モ ン経 には， アル マ とモ ーサ ヤ王 の

息子 た ちの偉 大 な例 が あ ります。 彼 らは教

会 を滅 ぼそ う とす る者 た ちの仲 間で あ り，
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言葉 巧 み に人 々 をあ らゆ る悪事 へ と誘 って

い ま した。 父 アル マ の嘆 願 の後 ， 主 は それ

に応 えて アル マ に悔 い改 め をす る ようお求

め に な りま した。

福 音 の光 を受 けた後， アル マ の身 の上 に

どの よう な ことが起 こ ったか は非常 に興 味

あ る とこ ろで す。 モル モ ン経 に は こうあ り

ます。

「こ れ か ら後 アル マ は天使 が現 わ れ た 時

一 しょに居 た者 たち と共 に
，民 に教 え を伝

えは じめ，全 国 を廻 って歩 い て 自分 の見 た

こと聞 い た こと を一 人 の こ らずの 国人 に証
かんなん

をし， 多 くの銀 難 が ある に もか かわ らず神

の道 を宣 べ， 無信 者 か ら大 い に迫害 を受 け

また その 多 くの者 か ら打 たれ た。」

また モー サ ヤ王 の4人 の息子 につ いて は，

聖 典 にこ う記 され て い ます。

「かれ ら はゼ ラ ヘム ラの全 国 とモ ー サ ヤ

王 の治 めて い るすべ て の民 の 間 を経 め ぐっ

て， 自分 らが前 に教会 に加 え たす べ ての害

を除 くため に一 生 けん め い全 力 をつ く し，

一 切 の罪 を告 白 し
， 自分 たち の見 た すべ て

の事 を諸 人 の前 で証 し， 彼 らの言葉 を聞 き

た い と言 ったす べ ての人 々 に い ろい ろな予

言 と聖 文 とを説 明 した。 この よ うに して，

かれ らは神 の御 手 に使 われ て 多 くの人 に真

理 とかれ らの貝費い主 の事 を知 らせ た ので あ

る。 あ あ， かれ らは いか に も幸福 で はな い
し おとずれ

か。 かれ らは平和 を布 き，善 の良 い音信 を

っ た え， 主 が治 め た もう こ とを民 に告 げ た

か らで あ る。」(モ ーサ ヤ27：32，35-37〉

この よ うに， 改宗 の後 には その喜 びを人

に伝 え た いと い う気持 ちが 強 くな るの で す。

もち ろん，福 音 を分 か ち合 う責 任 は神 権 者

の上 にかか って くるわ けで す が， そ うい っ

た義務 感 か らで は な く， 心 か らの愛 と 自分

が受 け た ものへ の感 謝 の気持 ちか らそれ が



強 くな るので す。 そ の よ うな「高価 な真珠 」

(マタ イ13：46〉 が生 活 の 中 に入 り込 む と，

自分 で喜 ん でい るだ け で は満 足 で き ませ ん。

「ほ か の人 に も教 えた い
，喜 び と幸福 が こ

こにあ るの だ か ら」 と思 うの です。

私 は長 年 の間 ステー キ部 や ワ ー ド部 で奉

仕 の業 を続 け て きた ご夫婦 が， 宣教 師 と し

て い くば くか の時 間 を主 の ため に捧 げ よ う ・

と してお られ るの を見 る と， 特 に感銘 を受

け ます。 この よ うな方々 は世 界 の い たる所

にお られ ます。 お そ ら く， そ の果 た して お

られ る こ とか ら考 えれ ば，私 が会 っ た人 の

中で最 も幸福 な方 々 と言 え ま しょう。

この偉 大 な特権 を得 た方 か らの手 紙 の一

部 を ここで ご紹 介 い た しま し ょう。 ご紹介

す るの は， い くつ か の手紙 をひ とつ に ま と

め た もの です。 いず れ も伝 道 の半 ば に伝 道

部長 夫妻 にあ て て書 かれ た もの です。

「私 た ち は宣教 師 に召 して くれ る よ う頼

んだ こ とは あ りませ んで した。 ふ さわ しく

ない と感 じて い たか らです。 夫 は正 式 な教

育 を4年 しか受 けて い ませ ん し， その こと

を とて も気 に して いま した。 しか し読 書家

で， 仕事 は実 に や り手 で した。 人 を引 きつ

け る何 かを持 って いる んで すね。 私 た ちは

知 り合 いの ご夫婦 が何 組 か伝 道 に 出る のを

見 て， すば らしい と思 い ま した。 と ころが

監 督 が私 た ち をオ フ ィス に招 いて，2週 間

祈 り続 け た結 果， 主 が私 た ちに伝 道 に出 る

よう望 んで お られ る とお っ しゃ るので す。
へきれき

晴天 の解 震 で した。 で も， 主 か らの召 しで

あ る こ とがわ か って い ま したの でお受 け し

ま した。

当時 夫 は腰痛 で苦 しんで い ま した。 そこ

で ，少 し時間 をい ただ いて 医者 に見 て も ら

い，何 とか治 してか らと思 った ので すが，医

者 は痛 み にた だ慣 れ る しか な い と言 うので

す。宣教 師 と して任命 され た とき，夫 は健康

が増進 され ると いう約 束 を受 け ま した。 そ

して その 約 束 が文字 通 り成就 したので す。

私 たち は宣教 師訓 練 セ ンター に入 りま し

た。 そ こでの数 週 間 は私 た ちに と って特 別

な もので した。 レッス ンプ ラ ンはむ ずか し

かっ たで す が， 主 との特別 なつ なが りをそ
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こで見 つ けたの で す。主 は， 一 生懸 命頑 張

って いる私 た ちを見 て，祝 福 して くだ さい

ま した。私 た ちは， で き る こと をすべ て行

なっ たあ とは主 にすべ て をお任 せ しなけ れ

ばな らな いこ と を知 りま した。

宣 教師 訓練 セ ンター に は， ほか で は見 つ

ける こ との で きな い愛 と心 の つ なが りが あ

りました。毎 週神 殿 に行 き ま した。 そ して，

宣教 師訓 練 セ ン ター は， この地 上 で天 父 と

御子 イエ ス ・キ リス トに最 も近 い場 所 と し

て， 神殿 に次 ぐ もので あ る こ とが わ か った

ので す。

夫婦共 に専任 宣教 師 として働 ける特権 は，

私 た ちの人 生 にお いて最 高 の祝 福 で す。共

に勉 強 し祈 る こ とに よっ て私 た ちは よ り親

密 になる こ とがで きま した。また，互 い に信

頼 し合 うとい う こ とが どう い うこ とか， も

っ とよ くわか る よ うにな りま した し， お互

いの長所 に気 づ いて大喜 び した こ と もあ り

ま した。 そ して互 い の弱 さ を克 服 で き る よ

う機 会 を見 つ け ては助 け合 い ました。 人生

の晩年 にあ って，伝 道 の期 問 は実 りで あ り，

ふた りの絆 を強 くす る期 間で した。 この す

ば ら しい経 験 は，体 力 的 に また経 済的 に可

能 で あれ ば どの ご夫婦 に もで きるの です 。

も し経済 的 に大変 であ れ ば， 家族 の方 の

援助 を仰 げば逆 に家 族 の方 が 大 きな祝福 を

得 ます。 ハ ワイ や ヨー ロ ッパ ヘ の旅 行 をプ

レゼ ン トす る よ りず っと いい と思 い ます 。」

あるご夫 婦は，伝 道 地での最 後の証 会 の模

様 を書 いて くれ ま した。 そ の会 で ある人 が

立 って こ う証 した そ うで す。「愛 す る長 老 と

姉妹 ， あな た方 が い らっ しゃ る前 に私 た ち

が どん なみ じめ な生活 を してい たか， 想像

で きな い と思 い ます。」

そ うした すば らしい経験 のあ とは， 当 然

の こ となが らそ の地 を離 れ るの がつ らくな
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り ます。 ク リス マ スの 直前 ，私 は ひ と りの

兄弟 がモ ルモ ン手工 芸 品店 か ら出て来 るの

に出会 い ま した。 そ の店 で奥 さん にク リス

マスプ レゼ ン トを買 って い たの です。 その

兄弟 は通 りを歩 いて い る私 にか け寄 って き

て こ う言 ゆ ま した。「私 を覚 えて い らっ し ゃ

い ます か。」 す ぐに は思 い出 せ ませ ん で し

た。 私 た ちが会 った の はフ ィ リピ ンの伝 道

地 で， そ この生 活状 態 はア メ リカ とは似 て

も似 つか ない もので した。 しか し一 日共 に

いて， そ の ご夫 婦 の働 きを 目の あた りにす

る機 会 を得 た私 は， ふた りの顔 が輝 いて い

るの を見 て とっ た もので した。

私 は こう言 い ま した。「ア メ リカは や は り

いいで し ょう。」と ころが彼 はち ょ っ と間 を

おいて こう答 え たの です。「こち らで の生活

に慣 れ る のが大 変 な んで す よ。 フ ィ リピ ン

の聖徒 た ちの所 へ 帰 りた い気持 ちで す。 み

ん な私 た ち を必 要 と して くれ ました。 で も

ここで は あ ま り出番 もな くて。 も う一 度私

たち を伝 道 に出 して くれ ませ ん か。」

伝 道部 長 に 「私 に何 か で きる こ とがあ り

ます か」 と尋 ね る と， い つ も同 じ答 えが返

って き ます。「夫 婦 の宣教 師 を もっ とた くさ

ん送 って くだ さ い。」

さて， き ょう私 の話 を聞 いて お られ るす

ば らしい ご夫婦 の皆 さん， 皆 さ んに特 に次

の こ とを お話 したい と思 い ます。皆 さん は

今 まで 人生 を頑 張 っ て生 きて こられ ま した。

今 の安 定 した生 活 は，皆 さん の勤勉 な働 き

の結 果 で す。 い ろい ろ と苦 労 しなが ら子供

を育 て， この人 生 の円 熟期 に生 活 を エ ン ジ

ョイで き る よう に貯 え も して こ られ た こと

と思 います 。 で も， ただ座 って いた ので は

皆 さん が本 当 に望 んで お られ る もの は得 ら

れ ませ ん。 この黄金 時代 を，福 音 へ の全 時

間 にわ た る奉 仕 とい う実 りあ る仕事 で飾 っ



て いた だ きた いの です。

私 に は，皆 さん が立 って， 伴侶 や福 音 へ

の愛 を証 され るの が聞 こえ ます。 もしそ れ

が本 当 に心 か らの もの で ある な らば， ア ン

デ レや アル マ の よ うに， イエ ス ・キ リス ト

の福 音 の 中で見 つ けた実 りを宣教 師 とな っ

て ほか の 人々 に伝 え る まで は決 して満 足 で

きな いで し ょう。

ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト大管 長 は こ う言

い ま した。

「私 は宣 教 師 に もた ら され る甘 美 な喜 び

を経 験 す る こ との な か った男女 の こと を気

の毒 に思 う。 宣教 師 は イエ ス ・キ リス トの

福 音 を宣 べ伝 え， 正直 な人々 に真理 の知識

を もた ら し， その働 きに よ り永遠 の生 命 に

つい て理 解 した人 々 か ら， 心 か らの賛 辞 と

感 謝 の言葉 を受 け るの であ る。

同 じよう に， 困 って いる人 々 に援助 の手

を差 し伸 べ る こ とか ら得 られ る甘 美 な喜 び

を経験 して い ない人 々 を，気 の毒 に思 う。

確 か に，得 る こと よ りも与 え るこ とか ら大

きな祝福 が もた ら され る。 この こ とに私 は

一 点 の疑 い も持 って は いな い
。

同 じこ とが伝 道 にっ いて も言 え る。単 に

私 たち の教 会 の真 理 を知 って会員 とな り，

家 にいて 日常 の生 活 を普 通 に行 な い，使 う

とな くな るこ の世 の富 を集 め るだ けの 人 よ

りも， イエ ス ・キ リス トの福 音 を宣 べ伝 え

て 人々 の救 い のた め に働 く人 々の方 が大 き

な祝福 を得 る ので あ る。 ひ とつの大 きな障

害 は，私 たち が行 な う ことの 中で最 も大切

な こ とは何 か， 見失 って しまう こ とで ある。

この伝 道 の業 こ そ， 天 父 が最 もお喜 び にな

る業 な の であ る。」(「福 音 の標準 」p.104)

監督 の皆 さん， 定年 退職 され た， また は

も うす ぐ退職 され る健康 な ご夫婦 に， 伝道

の こと を検 討 す る よう， さ らに勧 めて くだ

聖徒 の道/1984年7月 号

さ い。 自分 か らなか な か頼 み に行 けな くて，

あな たの呼 びか け を待 って い る人 が 多 いの

です。 この急 速 に成長 して い る教 会 に あっ

て， 彼 らの分 別 と知 恵 と経験 が， どん なに

必 要 とされ て いる こ とで し ょう。

監督 の皆 さん， こう した方 々 の心 に， こ

のす ば ら しい奉 仕 に必 要 な望 み と自信 とを

植 えつ けて くだ さ い。 もち ろん彼 らは，若

い宣教 師 た ち と同 じプ ログ ラ ムに従 うよ う

に は求 め られ て い ませ ん。 これ まで の進 歩

と成長 の半生 を通 して得 た 人生経 験 を， こ

の業 に その ま ま役 立 て てほ しいので す。

教会 にあ って分 別 に満 ちた立 派 な ご夫 婦

の皆 さ んに主 の祝 福 が あ って，熱 心 に主 に

仕 えた い とい う心 か らの望 み を持 つ ことが

で き ます よう に。

この偉 大 な み業 が真 実 の もので あ るこ と

を証 し， イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り申

しあげ ます。 アー メ ン。
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小さな行ないが重大な結果を招く

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

兄
弟 姉妹 の皆 さ ん， 先程 ベ ン ソン会 長

が誤 って キ ンボー ル大管 長 の お話 を

うかが う と申 しあげ ま したが， その よ う に

で きた ら と心 か ら願 って い ます。 主 の予 言

者 と して キ ンボー ル大 管長 にぜ ひ と もこ こ

に立 って い ただ いて， お話 して い ただ き た

い と ころで す。

ご存 じの よ うに， 大管 長 は90歳 を迎 え よ

う として お られ ます。，大 管長 の人生 は豊 か

で実 りの 多い もの であ り，私 た ちは彼 の偉

大 で献 身的 な指 導 に よ り多 くの恩 恵 を受 け

て きま した。

少 し前 にな りますが， き ょ うの よう な大

きな集 い に臨 んだ とき，私 はキ ン ボール大

管 長 に こう 申 しあげ ま した。「キ ンボ ール 大

管 長， この人 た ちは皆 大管 長 を愛 して い ま

す。」 す ると キ ンボー ル大 管長 は， 「私 も こ

の人 た ちを愛 して いま す」 と言 われ ま した。

この総 大 会 を終 え るに あた って， 私 は， 皆

さんが この言 葉 を大管 長 の お話 と して受 け

入 れて くだ され ば と願 って い ます。

この たび の大会 は， い くつ かの点 で非 常

にすば らしい もの があ りま した。十 二使 徒

評議員 会 の会 員 として一 度 に ふた りの兄 弟

が召 された の は， 久 し振 りの こ とです。40

年前 にギ ンボ ール大管 長 とベ ン ソ ン会 長 が

召 され て以来 の ことだ と思 い ます。

同様 に，七 十 人 第一定 員会 に も， この世

の試 しの中 で強 い信 仰 と指 導力 を培 わ れ た

方 々が新 た に召 され ま した。彼 ら はこの業

を大 い に促 進 して くれ るこ とで しょう。 彼

ら一 人 一 人 に もお話 を うかが いた い ところ

で す。 また新 し く5つ の神 殿 を建 設 す る こ

と も発 表 され ま した。 これで ，最 近完 成 し

た もの と建 築 中 の もの を合 わせ る と， 新 し

く25の 神 殿 が で き るこ とに な ります。 教会

史上 に も， 世 界吏 上 に も この よ うな ことは

かつ て一度 もあ りませ んで した。

キ ンボー ル大管 長 は この説 教壇 に立 って

お話 す る こ とはで き ません が， とき ど き私

た ち と会 って話 し合 う ことは で き ます。 こ

の たび の件 に つい て も承 認 して くだ さい ま

した。 それ が なけ れば， 今 回 の こ とは進 め

られ な か った こ とで し ょう。

私 た ち は これか ら家路 につ くわ けで すが ，

これ まで幹部 の方 々か ら教 えを受 け て， 信

仰 を強 め られ ま した。 皆 さん が お帰 りにな

る前 に， 私 は人生 の さ さい な こと に も気 を

つ け る ことの大 切 さを強調 した い と思 い ま

す。 農場 に は大 きな開 き戸 のっ いた 門が あ

ります 。 それ を開 け た り閉 めた りす る と き，
ちようつがい

蝶 番 は ほん のわ ず か しか動 いて いな い よ

うに見 え ます が， 戸 は大 き く動 き ます。

1831年 に， 主 は予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス

に次 の よう に言 われ ま した。「小 な る事 よ り
おこ

偉 大 な る事 起 る。」(教 義 と聖 約64：33)兄

弟姉 妹 の皆 さん， 善 や悪 につ いて も同 じこ
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とが言 え ます。 ささや か な善 い行 な いが，

大 きな善 行 団体 に発展 して い く こ ともあ る

ので す。 ボー イ スカ ウ トの運 動 はそ の例 で

す。 この偉大 な組 織 の歴 史 をご存 じの方 な

らおわ か りで しょ う。 悪 い こ とにつ いて も

同様 で す。 わ ずか な不 正直 ， ち ょっと した

不 道 徳 な行 な い，小 さ な怒 りが， 重大 な恐

ろ しい結 果 を招 く こと にな りか ね ませ ん。

この建 物 が建 つ前， かつ て この場所 には，

貧 しか った 当時 の聖 徒 たち が集 っ た， あず

まや風 の粗 末 な集 会所 があ りま，した。1857

年 の9月 ， あ る 日曜 日の午後 ， そ の集会 所

で悲劇 の ドラマ の終幕 とも言 うべ き こ とが

起 こっ たの です。

その 日曜 日，集 会 の 司会 を して い たブ リ

ガ ム ・ヤ ング大管 長 はそ こ に集 って いた人

人 に， 年 老 いて よぽ よぽ にな り， 人生 に疲

れ果 て た よ うな男 の人 を紹 介 しま した。

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 は集 った人 々 に

冒 い ま した。

「以 前十 二 使徒 定 員 会 の会 長 を して お ら

れ た トー マ ス ・B・ マ ー シ ュ兄弟 が，19年

振 りに私 た ちの と ころ に来 られ ま した。 き

ょ うこ こに来 て お られ ます。 そ して， 皆 さ

ん にご挨拶 を申 しあげ たい と言 って お られ

ます。 … …

マ ー シ ュ兄 弟 は私 の事務 所 に来 られて，

私 が彼 と和 解 で き るか ど うか， ま た彼 と生

け る神 の教 会 との間 で和解 がで き るか どう

か知 りたが って お られ ま した。 マー シュ兄

弟 は しば らく考 え てか ら， こ う言 わ れ ま し

た。 『私 が教 会 と和解 す る ことはで きて も，

教 会 が私 と和 解 して くれ るで し ょうか。』

ご本 人が ここ にお られ ます ので， お話 を

うかが いた い と思 い ます。 ……兄 弟姉 妹 の

皆 さん， マ ー シ ュ兄 弟 を ご紹介 します。初

め て十 二 使徒 定員 会 が組 織 された と き， マ

ー シ ュ兄 弟 は そ の会 長 に任 命 さ れ た 人 で
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す。」

マー シ ュ兄弟 は説 教壇 に立 ち ま した。彼

は十二使 徒 定員 会 の初代 会 長 として召 され，

教 義 と聖 約112章 にあ る よ うに(ぜ ひ読 ん で

い ただ きた いので す が)，主 か ら驚 くべ き方

法 で 言葉 をか け られ た人 です。 その彼 が，

人々 に こ う言 い ま した。

「こ こにお集 いの大勢 の 方 々す べて に
，私

が これ か ら話 す こ とを ご理 解 い ただ け るか

どうかわ か りませ ん。私 の声 は も と もとあ

ま り大 き くあ りませ んで したが， この と こ

ろエホバ の苦難 の む ち によ ります ます弱 っ

て い ます 。主 は私 を愛 して お られ るので ，

む ち打 たず には おか れ ませ んで した。・私 は，

今 まで受 けて きた懲 ら しめ の中 に主 の み手

を見 る こ とが で き ます。 それ が主 の 愛 であ

るこ とを私 は この 目で見届 けて き ま した。

なぜ な ら， も し主 が私 の こと をま った く気

にかけ てお られ な いので あれ ば， 私 の手 を

取 って その よ うな懲 らしめ にあ わせ る よ う

なこ とは され な か った と思 うか らで す。

もしこの民 の 中で， 私 が した と同 じよ う

に背教 を しよ うと思 う人 が い ま した ら， そ

して主 に愛 され て いる な らば，背 中を む ち

打 たれ る こと を覚 悟 して くだ さい。 しか し，

私 の忠告 を聞 いて いた だけ るの で した ら，

皆 さん は幹部 の方 々 と共 に歩 む こ とで しょ

う。 しか し主 の もとを去 れ ば，私 と同 じよ

うにむ ち打 たれ るで しょ う。

私 は多 くの人 か らこ う言 われ ました。『あ

なたの よ うに，教 義 と聖約 の書 に名 前 が載

るほ ど神 の啓 示 を熟知 して お られ る方 が教

会 を去 資の は どう い うこ となの で すか。』私

は こう言 いま した。『自分 は大 丈夫 だ とい う

ことで安 心 しきって いると危 ないで す よ。私

の場 合， 人 が この教 え か ら外 れ る な ど とい

う ことは一度 も考 えた こ とが あ りませ ん で
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した か らね。』

か つて属 して いた十 二使徒 定 員会 につ い

て 申 しあ げれ ば，私 は信 仰 に関 して ほか の

だ れ か らも遅 れ を とって いな い と考 えて い

ま した。 おそ らく私 以外 の十二 使徒 た ち も

そ れ は認 めて くだ さ って いた と思 い ます。

しか し， だれ であ っ て も自分 は大 丈夫 だ と

思 い込 ん では な り ませ ん。 な ぜな ら， そ う

考 え る ときに は必 ず道 を それ て し まって い

るか らで す。 皆 さん はそ の とき に， 自分 は

キ リス トのみ た まを失 うか も知 れ な い とは

考 え ませ ん。 また そ う感 じも しませ ん。 そ

れ は，背 教 へ の道 を た どる とき に， 人 は 闇

に屈 服 す るか らで す。」(「説 教集 」5：206)

聞 き とれ な い よう な声 で， しか もまだ57

歳 だ とい うの に老人 の よ うな姿 で， 彼 は グ

レー トソル トレー クヘ の道 を歩 み 出 す まで

の 自分 の苦 しみを語 りま した。 そ して， バ

プ テ スマ を受 けて もう一 度教 会 に戻 る こと

を願 い出 たので す。

か くも悲哀 に満 ちた この話 を読 ん だ とき，

私 は なぜ彼 が こ う した悲 しむ べ き状 態 に陥

った のか不 思議 に思 い ま した。 その わ け は

説教 集 に載 って い ま した。 マー シ ュ兄 弟 が

教会 に戻 るち ょう ど1年 前 に， この 同 じ場

所 で ジ ョー ジ ・A・ ス ミスが聖 徒 た ち に語

った話 の 中 に出 てい たの です。 さ さい な こ

とが とん で もな い結 果 を招 く こと につ いて，

注意 を促 して くれ る この話 は， 今 で も紹 介

する に値 す る と思 い ます。

ジ ョー ジ ・A・ ス ミスの話 によれ ば， そ

れは聖徒 た ちが ミズー リ州 フ ァー ウ ェス ト

にい た頃 の こ とで した。「当時 ，十 二使 徒 会

長 で あ った トー マ ス ・B・ マー シ ュの妻 と

ハ リス姉 妹 は， お互 い にで き るだ け大 き な

チー ズが作 れ る よ うに牛乳 を交換 す るこ と

に した。公 平 に す るため， ふた りは ク リー



ム だ けを事前 に取 らない こ と， 牛乳 と ク リ

ー ム を一 緒 に して お く こ と を約 束 し た。

ハ リス夫 人 は約 束 を忠実 に守 り， マ ー シ

ュ夫 人 に牛 乳 とク リー ム を渡 したが ， マー

シ ュ夫 人 は良質 の チー ズ を余分 に作 りた い

と考 え， 牛1頭 に つ き1パ イ ン ト(約0.5リ

ッ トル)ず つ ク リーム を先取 りして し まっ

たの で あ る。」

もめ事 が起 こ って， 問題 が ホー ム テ ィー

チ ャー の と ころ に持 ち込 まれ ま した。 ホ ー

ム テ ィー チ ャー は， 約束 を守 らなか った こ

とでマ ー シ ュ夫 人 を罪 あ りと判 定 しま した。

マー シ ュ夫 妻 は これ に不 服 で した。 マー シ

ュ側 は 「監督 に控 訴， 正 式 な教 会 法廷 が 開

かれ た。 と こ ろが 判決 はや は りマー シュ夫

人 が約 束 を破 り， ク リーム を不 当 に搾 取 し

た こと を認 め るもの で あ った。 マ ー シ ュ会

長 はこの決 定 を正 当性 を欠 くもの だ と考 え，

ただ ち に高等 評議 員会 に控訴 した。

高等 評議 貝 会 は忍 耐 に忍耐 を重 ねて この

問題 を調査 した。 私(ジ ヌー ジ ・A・ ス ミ

ス)は ， 彼 らが この問題 につ いて真 剣 に検

討 を重ね たこ とを確 言 す る。 マー シュは妻

の面 目を保 つ ため にわ らを もつか む思 い で

あ った。 … … しか し， マ ー シ ュの必 死 の弁

護 に もか かわ らず， 高等 評議 員 は監督 の決

定 を支 持 した。

これ に承服 で きなか った彼 は，今 度 は大

管 長 会 に控訴 した。 そ こで予 言者 ジ ョセ フ

と2名 の副 管長 が その件 につ いて再 審理 を

行 ない高 等評 議 員会 の裁 定 を支 持 した。

あな た方 は， この よ うな さ さいな 出来事

が非 常 に 多 くの困難 な事 態 を生 み， トー マ

ス ・B・ マー シュ を して 『その ため に地獄

へ行 か な けれ ば な らな くな って も』妻 の 人

格 を支持 す る と言 わ しめる結 果 と なっ たこ

とに気 づ くで あ ろ う。
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十 二使徒 の会 長 と して正義 を行 な い，家

族 の だれ で あれ犯 した 間違 い を改 め る よう

率 先 して努 めな けれ ば な らな い人 が その よ

うな立 場 を取 ったの で あ る。 次 に彼 は何 を

しただ ろ うか。 彼 は治 安 判事 の とこ ろへ行

き， 『モ ルモ ン』は ミズ ー リ州 に敵 対 して い

る と宣 誓 したの であ る。

やが て ミズ ー リ政 府 か ら撲 滅 令 が 出 され，

約1万5千 名 の聖 徒 た ちが 家 を追 われ た。

また その中 の数千 名 が， この事 件 に よ り受

けた苦 難 の た め に命 を失 った。」(「説教 集」

31283-84)こ れ が ジ ョー ジ ・A・ ス ミス

の話 で す。

何 と小 さな， ささ いな こ とで し ょう。 わ

ず かな ク リーム の こ とでの ふ た りの女性 の

もめ事 です。 しか しそ れが， 少 な くと も発

端 とな って ボ ッグ ズ知 事 の撲 滅令 が出 さ れ，

聖 徒 た ちは ミズー リ州 か ら追 わ れ て大勢 の

人々 が死 に， また大変 な苦 難 を味 わ うこ と

とな ったの です。 この小 さな もめ事 を治 め

な けれ ばな らな い人 が，逆 に大 きく し， 教
わずら

会 の役 貝 を煩 わ せ，大 管長 会 に まで控 訴 し，

文 字通 りそ のた め に地 獄 に落 ちたの で す。

彼 は教 会員 と しての地 位 を失 い， 福 音 に対

す る証 を失 い ま した。 そ して19年 の 間， 病

気 と孤独 に満 ち た，貧 困 と暗 黒 と辛 酸 の道

を歩 ん だので す。 そ う した苦 痛 か ら， 実 際

の年齢 よ りも老 けて見 え ま した。 そ して，
ほうとう

救 い主 の た とえ話 に 出て くる放 蕩 息子 の よ

う に(ル カ15：11-32参 照)， 自分 の 愚 か さ
は

を認 め，這 うよ うに して こ の地 にた ど り着

き， ブ リガム ・ヤ ング に赦 し と教 会 へ の再

加 入 のが プ テス マを求 め たの で す。彼 は こ

の神 権 時代 の十 二使 徒 評議 員会 の初 代 会長

で した。 そ して， カ ー トラ ン ド時代 や フ ァ

ー ウ ェス トの初期 の時代 には
， 人 々 に愛 さ

れ， 尊敬 され て いま した。 それが今 ， で き
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るこ とな ら執事 に聖 任 され， 主 の宮居 の 門

番 で もい い か らさせ て くれ る よう に と言 っ

て い る、の です。

私 たち は皆 これ まで， これ と同 じよ うな

ケー スを見 て き ま した。私 は この こ とを老

婆心 か ら申 しあ げる ので すが， この偉 大 で

み た まの あふ れ る大 会 か らお帰 りにな る と

きに は， ぜ ひこの こ とを決 心 してお帰 りい

た だ きた い と思 いま す。福 音 に生 きる こ と，

忠実 ， 誠実 で あ るこ と，議 論 や もめ事 に発

展 しそう な ささ いな事柄 に も気 を配 る こ と，

互 い に赦 し合 う こ と， そ して神 の命 に従 っ

て生 きる(ア ル マ37：47参 照)こ とです。

つ まず き は簡 単 に起 こ ります。 さ さい な

事 柄 にか っ とな った とき に，声 を上 げな い

で い るこ とは， とき と して とて もむ ずか し

い こ とです。

いつ も 自分 が神 の息 子，娘 で ある こ とを

思 い起 こす よう に して くだ さい。神 か らの

生 得権 を持 って生 まれ た子供 で あ り， イ エ

ス ・キ リス トの栄 光 あ ふれ る福 音 を いた だ

く者， 息 子， 娘 を祝福 す るた め に全 能 者 に

よ って 回復 され た神権 の恵 み を受 け る者 で

あ る こと を忘 れ な いで くだ さい。兄 弟姉 妹

の皆 さ ん， ほか の人 々 との交 わ りにお いて ，

あ らゆ る こ とに高 潔 か っ正 直 に生活 しま し

ょう。 どん な高慢 や 高 ぶ り も抑 え，神 の前

にへ りくだ る心 と同 胞 への感 謝 と敬 愛 を も

って道 を歩 み ま しょ う。

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん， 主 の祝福 が皆

さん の上 に あ ります よう に。 主 の平安 が皆

さん の家庭 にあ り，主 へ の愛 が心 にあ ふれ

ます よ うに。 この業 が神 の業 で あ り， 真実

の業 で ある こ とを証 し， イ エ ス ・キ リス ト

のみ名 によ り申 しあ げ ます。 アー メ ン。 ま

たお会 いす る とき まで，主 が皆 さん と共 に

お られ ます よう に。
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総合 病院,ミ ネ ソ タ大 学 に おい て の研 究 お

よび調査 に も及 んで い ます。新 た な召 しを

受 けた時点 で は,外 科研 究 教授,ユ タ大 学

胸 部外科 イ ンター ン指 導主 任,十 二使 徒定

員会 地 区代表 の任 に あ りま した。 また彼 は,

医学 の分 野 で数 多 くの表 彰 を受 け ま した。

また地域 社会 にお いて も様 々 な形 で貢 献 し

て き ま した。(｢聖 徒 の道｣1983年4月 号｢心

臓 外科 医 ラ ッセル･M･ネ ル ソ ン と従順｣

参 照)

元判事,オ ー ク ス長 老 は ブ リガ ム･ヤ ン

グ大 学 の 第8代 学 長 を9年 間 務 め た後 ,

1981年 ユ タ最 高裁 判所 で,判 事 の任務 に就

き ました。 彼 は1954年,ブ リガム･ヤ ング

大 学 を優 秀 な成 績 で卒業 し,そ の後 イ リノ

イ州 にあ る シカ ゴ大 学 の法 学大 学 院 に進 み

ま した。 オー クス長 老 の法律 関係 の経 歴 は,

合 衆 国最 高裁 判所 長 官 ア ール･ウ ォー レ ン

の事 務官 に始 ま ります。 その後 シカ ゴで3

慧議 避灘
i触 箋･跡

灘 亀

年 間弁 護 士 として働 き,シ カゴ大 学 で法学

の準教 授 とな りま した。1970年 に はア メ リ

カ弁護 士 協会 の会 長 に選 ばれ ま した。 この

ア メ リカ弁護 士協 会 は法律 に関す る調査 を

目的 と した組 織 で,ア メ リカ弁 護士 連合 と

提 携 して い ます。

オー ク ス長 老 の法律 関係 の活 動 の 中 には,

特 別委 員 会 で働 い た り,州 や連 邦政 府機 関

で進 め られ て いる主要 な法律 調査 を指 導 し

た りす る こ とも含 まれ ます。 また そ のほ か

に も全 国 ネ ッ トワ ー クの公共 放送 機 関 に長

い間貢 献 し,1980年 には局長 に任 命 され ま

した。 オー ク ス長 老 が十 二使 徒 の召 しを受

け た ときは,十 二 使徒 定 貝会 の地 区代表 と

して働 いて い ま した。

七十人第一定員会

七十人第一定員会に新たに召された会員

は,現 在アイダホ･ポ イシ伝道部の伝道部　

講雛,

　瓢蹴謬鑓籔
.
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●6月 に3年 の任期 を終えるふたりの伝道部長

(井上龍一伝道部長一 日本東京南伝道部,サ ム･

K･島 袋伝道部長一 日本仙台伝道部)に代わ る新

伝道部長が大管長会 によって発表された。7月

1日 から着任となる。

日本 東 京 南 伝 道 部 長

ロバ ー ト･D･グ ツドウイン

回
バー ト･D･グ ッ ドウ ィン伝道部長(50

歳)は,今 までブ リガム･ヤ ング大学 ハ

ワイ校 の英語学 の教師 を務 め,ま たブ リガム･

ヤ ング大 学 ハ ワ イ校 第 ニ ステーキ部 第一副 ス

テーキ部長 の任 にあった。

グ ッ ドウィン伝道部長 はブ リガム･ヤ ング大

学で学士号 と博士号 を,ロ サ ンゼル ス州 立大学

で は修士号 を取得 している。教 会 においては高

等評議屓,支 部長,副 監督 を歴任 している。 ま

た1954年 か ら1957年 にかけて は,日本 において

専任 宣教師 として伝道 した。

グ ッ ドウィン伝道部長 はコロラ ド州 ラマーに

おいて,ポ ール･ク リン トンとルー ス･ナ オ ミ･

イー トン･グ ッ ドウィンの間に生 まれ,1961年

に リンダ･ル ー･ミ ラーとロサ ンゼルス神殿 で

結婚,現 在6人 の子供 がいる。

グッ ドウィン姉妹 は,ソ ル トレー ク･シ テ ィ

ーにおいて
,ア ルバー ト･グレンとアイオー 二･

エ リザベス･ベ イリー･ミ ラーの間 に生 まれた。

召 しを受 けたときは,ハ ワイハウウ ラワー ド部

の家庭訪 問教師 であった。 またこれまでに,ス

テーキ部扶助協会副会長,ワ ー ド部初等協会会

長,ワ ー ド部初等協会 および扶 助協会教師 を歴

任 して いる。

日本仙台伝道部長に召され

た青柳 弘一ステーキ部長

園
京西 ステーキ部 のステーキ部長 の任 にあ

る青柳 弘一兄弟(39歳)が,日 本仙 台伝

道部長 に召 された。青柳兄弟 は1945年,長 野県

松 本市 に生 まれ,1962年 に松 本支 部 で改宗。

1965年 か ら2年 間,建 築 宣教 師に召 され,1968

年 か ら1970年 にかけて は北部 極東伝 道部 専任

宣教師 として伝 道 した。

これまで地方部長,副 監督,高 等評議 員,副

伝道部長 の責 任 を歴任 し,1980年 に町田ス テー

キ部 のステー キ部長 に召 され た。その後1982年

3月 に行 なわれたステーキ部分割 によって新 た

に組織 され た東京西 ステーキ部の ステーキ部長

として召 され采配を振 るった。
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コン サ ー トに800人 が 入 場
一札幌伝道部一

施

曝
擁
顯

野
鼻鋸

欄 蕊

･課

薦

嚢岬驚 。､瓢

勢 葦i蹴評 副 轡

轡＼･･期･･適 滋.･一 ド

ぜ翼』㌦諦v

回 家 族で ファ ミリーデー トしてみません

か｣を キ ャッチ フ レー ズ に,4月13日

(金)札 幌教育文化会館大 ホールで札巾慰云道部

主催による｢フ ォーエ ヴァー｣フ ァミリー コン

サー トが開かれ ました。800名 近 い観客 が入 り,

会場は熱気 にあふれていま した。

このグループ｢フ ォーエヴ ァー｣は 札幌伝道

部 の宣教師6人 で構成 されてお り,そ れ ぞれが

伝道前 に身につけ,伸 ば してきた才能 を結集,

結成数 カ月の グループ とは思 えな い演奏を披露

しました。

曲 目はサイモンとガーフ ァンクル,ビ ー トル

ズなどの曲目も交 え｢ス カボロ･フ ェア｣｢ア レ｣

(メンバーのオ リジナル曲)｢メ イプル リーフ･

ラグ｣｢ジ ョセブ｣｢イ フ｣｢愛 を教 えて｣｢も しも

明 日が｣｢ト ラ ンペッ ト吹 きの休 日｣｢イエ スタデ

イ｣｢家 庭 の中に｣な ど。 また演奏 に加 えて｢家

族 は永遠 に｣の スライ ド上映 やダンス,コ ン ト

などでプ ログラムに彩 りを添 えま した。

勘聾 臨

●
札
幌
教
育
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た

コ
ン

ト
。
特
別
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ス
ト
と

し
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松
下
み
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と
姉
妹
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人
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加
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ロ
グ

ラ
ム
に
彩
リ
を
添
え
た

集 まった求道者 や友達,教 会員すべての人々

がコンサー トを楽 しんでくださ り,｢ずっ と歌 い

続 けて ほしい｣と いう要望が たくさん寄 せ られ

ました。｢フォーエ ヴァー｣の メンバーは,｢私 た

ちのメ ッセー ジは永遠 です｣と,家 族の大切 さ,

すば らしさを歌で結 び,そ れぞれが伝道 活動 へ

戻 って います。

この｢フ ォーエ ヴァー｣に よるメロディーは

旭 川,札 幌での公演 に加 えてNHK･FM放 送

で も取 りあげられ,ラ ジオを通 して広 く一般の

方々に も紹介 され ました。(レポーター:札 幌伝

道部 専任宣教師･大 石 徹長老)
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日間だけの練 習とな りましたが,約1カ 月のブ

ランクももめ ともせずに,短 期集 中練習 で成果

をあげました。

杣 幌のコンサー トも前回以上に多くの方々の

助けがあ り,旭 川 で行 なった ときの約3倍 近 く

の方 々が見 に来てくださいました。特 にうれ し

かったことは汽車 で何時間 もかかる遠方 からは

るばる来て くださった教会員や求道者 の方 々が

た くさんいた ことです。 また この コンサー トを

見に来 てくだ さった何人か はバプテスマを受 け

る準備 をしています。

札幌 のコンサー トを終 えて間 もなく,旭 川 で

出演 したラジオ番組 のアナ ウンサーの方 から再

度,出 演依 頼を受 け,そ れ をお受け しました。

前 回は5曲 ほ どの演奏 でしたが,今 回は10数 曲ラ

ジオの スタ ジオで演奏 しました。 ラ ジオ局 の

人々も宣教 師であるごとをよく理解 してくださ

り,い ろいろ と無理 も聞 いて くださったことを

感謝 します。

今回の一連 の活動か ら多くのすば らしい経験

をさせていただきました。 この ような形で音楽

のタレン トを生 かした多面的な伝道活動 をす る

機会が与えられ ようとは以前 に想像 もして いま

せ んで した。ハ ー ドな スケ ジュール で したが私

たちの健康 を祝福 し導 いて くだ さった主 に深 く

感謝 しています。(な み ひ ら･け い ぞ う)

エアロビクス体操ど伝道プログラム
ー東京南伝道部

エアロビクス体操 で汗を流す参加者

(東京ステーキ部 センターで)

●東京南伝道部では昨年の11月 に,あ る 繋 ミ

姉妹宣教師が試みに始めたエアロビクス ㍉･

体操のプログラムが,今 や都内のあちこ

ちの教会で行なわれるよう になり,注 目

されている。従来 の英会話ブログラムに

加えて,流 行の先端をい くエアロビクス

体操は,多 くの人 々を教会に導く誘発剤

となっており,伝 道ブログ ラムの一環と して今

後増えていきそうな気配である。アメリカの宣

教師 トレーニ ングセンターで行なわれている女

性のための体力増進プログ ラムが 日本の地でも

効果的に応用 されていて興 味深い。新鮮な空気

を肺の奥まで取 り入れながら身体 を動かすこの

体操 は見た目より激 しい運動 で,ま たたく間に

汗が流れる。心の緊張が取 れて,和 気あいあい,

婁

蓋憲
∴ ～慧

㍉

すぐに心 を通わせ合うことが できるので,福 音

を分かち合うのが容易 になったとある姉妹宣教

師は語っている。

●シエイプ･ア ツプ伝道

園
京 ステーキ部 セ ンターで は,東 京南伝道

部の専任宣教師 の指導 により,週に3回 エ

アロ ビクス体 操を しています。火曜 日と木曜 日

灘
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中には,韓 国 を襲 った戦争 とその後の混乱 の中,

360年 以上 にわたって保 存されていた もの もあ

る。鄭兄弟 の改宗 についての崔俊榮長老の次 の

証 は,最 も的 を得 た ものであると言 えるだろ う。

｢鄭兄弟 を教 えていた間
,ま るで彼の先祖 が何

千人 も一緒 に出席 して私 たちの話 を聞 いている

よ うに感 じられてな りませ んで した。｣(韓 国版

国際機 関誌 ローカルニ ュースから)

5周 年を迎えたボーイスカウト中野第12団
一東京北ステーキ部中野ワード部一

囮
6年 前,東 京都江戸川第6団 の指導 と協

力 を得 て,当 時,東 京北 ステーキ部東京

第8ワ ー ド部(現 中野 ワー ド部)を 中心 に近隣

の地域で ボーイスカウ ト運動が始 め られま した。

この活動が行 なわれるようにな った きっかけは,

井上正年監督 が青少年の健全育成 を思 い,さ ら

に近隣の方々にボーイスカウ ト活動 を通 して教

会 を紹介 したいとの願 いか らで した。

創始者ベーテン･パ ウエルのスカウ ト精神 は,

当教会の信条 と合致 す ることか ら,ス カウ ト活

動 に一層期待 が寄せ られ ました。 スカウ トとし

て訓練 を受 けることにより,子 供 たちは身体 を

強 くし,勇 敢 で礼儀正 しく,親 切 で誠実 な態度,

さらに規律正 しい行動が とれるようになって い

きます。 また歌 やゲーム,自 然観察,技 能訓練

などの活動 を通 して,や がては社会で奉仕で き

鞘醗 際

､錘

､

るようにな ります。

日本 ボーイスカウ ト運 動の先駆者後藤新平初

代 総長 は｢他 人 のお世話 にな らぬよう,人 の お

世 話をするように,そ して報 いを求 めぬよう｣

にと自立 の精神 を説かれま した。 スカウ トはこ

れを常 に心が け｢日 々の善行｣を モッ トー に励

んでいます。

1979年4月30日 に.中野 第12団 として教 会 で

発 団式 を行 な ったと きには17名 のカ ブ隊の み

で した。現 在はカブスカウ ト31名,ボ ーイスカ

ウ ト24名,シ ニ ア スカ ウ ト2名(そ の内教会

員 は6名)が 活動 に参加 して います。土曜 日の

午後の活動 が楽 しみで,学 校 か ら帰 る とそそく

さと教会へ向か う子供た ちの様 子をご両親か ら

聞 くことがあ ります。

4月29日(日),中 野 ワー ド部 の聖餐会 に招待

された35名 の スカウ トは,｢永 遠 のスカウ ト｣を

灘
､

､

篭

欝
継
　灘 灘

.購総醗 蕪､蔵 難_羅.驚 饗､。 騰 蘇､､1.､罰 報 螺

●5周 年記念式 で｢わ た しは神 の子｣を 手 話で歌 うカ プスカ ゥ ト ●｢わ が旗 をかざ して｣を 歌 うボーイスカ ウ ト
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｢とても強い光と何か置いしれない

喜びを感じました｣

回
つもすばらしい｢聖 徒 の道｣を あ りが と

うございます。教会員 でない私 にとって

｢聖徒 の道｣が ただひとつ,末 日聖徒 とのつな

が りとなっていて,い つ も楽 しみに,ま た満た

された気持 ちで読 ませていただいています。私

はまだ教会員 ではあ りませんので このように筆

を持 っても良い ものか否か迷 い ました。 しかし

なが ら主 に祈 り求 めて,私 の証 を書 いてみたく

筆を とりました。

私 は3歳 のとき,父 から｢イ エ ス･キ リス ト｣

の本を与え られ ました。外 で遊ぶ ことより家 の

中にいることの好 きだった私 は何度 も何 度 もそ

の本 を読 み,涙 を流 した記 憶があ ります。 幼な

心 にもキ リス トの生涯がそれほどす ばらしく,

心 に深 く刻 まれ,神 様 を信 じていました。

ところがその本 をくれ た父 は私 が9歳 のとき

自ら生命 を断 って しまったのです。母 は｢子 供

さえいなければ私 も一緒 にいきたい｣と 言って

泣 きました。 そんな母の姿 を見て,私 は母 のた

め に何 がで きるだろうかと考 えました。母 に優

しくしてあげること,そ していつ も母のそばに

いて手伝 いをする ことだと思 いました。た とえ

私が友達 と遊べな くて寂 しい思 いをして もいい

と思 いま した。

ある日,い つもの ように私 は母の畑仕事 を手

伝 いました。ところが どうして もその 日の 内にし

なければいけない田んぼの収獲 ができそうにな

いのです。疲 れていました し,と ても苦 しく,

悲 しくな り,母 と私 は涙 を流 しました。突然私

は母 に｢お 母 さん,神 様 がいるよ,祈 ろう｣と

三重県伊勢市 中西 祐子

言 いま した。び っくりしている母 にかまわず私

は大 きな声で祈 り始め ました。｢神様,祈 り方 は

知 りませ ん。で も心か ら祈 ります。私 と母 は力

の限 り一生懸命仕事 を しています。で もふた り

できょう中にしなければな らない仕事 がで きそ

うにないのです。神 様,も しあなた様が いらっ

しゃるなら助けて ください。｣何度 も何度 も祈 り

ま した。祈 りなが ら仕事 を しました。

ふと気がつ くと母 も祈 りながら仕事 をして い

ま した。神様 はこの とき証 をくださったのです。

疲 れることもな くいつ もよ り信 じられ ないほ ど

早 く仕事が片づいたのです。母 と私 は心か ら,

本 当に心 から感謝 しました。 まだ祈 り方 も知 ら

ない,信 仰の心 とい う言葉 さえも聞 いたことの

ない10歳 の私 に神様 はす ば らしい愛 と証 を く

ださいました。その ときから私 は,い つ も神 様

は私 のそばにいて くださることを知 り,最 善 を

尽 くし,心 を尽 くして祈 れば,ひ とす じの光 と大

きな愛 とでいっ も包んでくださる神 様 を心 か ら

思 うことがで きるようにな りました。

昨年 の4月26日,と てもす ばらしい人たちの

訪 問を受 けました。 ク リス長老 とダ クシー長老

とおっしゃる宣教 師の方 々です。彼 らが家 に来

て くれ た夜,私 はとても強 い光 と何 か言い しれ

ない喜 びを感 じま した。 とて も不思議 な経 験で,

確 かに光 を見たのです。主人の許可 の もとに家

族 で一緒 にレッスンを受 けるようにな りま した。

福音 を学ぶに従 って末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教会 は確 かに私 が小 さいときか ら大切 に して

きた心 その ものであ り,そ の教 えが真実 である
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｢モルモンもキ リス ト教です｣
一日本基督教会(長老派)からの改宗 一

仙台ステーキ部米沢支部 落.越 米子

囮
は1919年 山形 県米沢 市 の大変 熱心 な仏

教 徒の家 に生 まれ ました。 しか し日本基

督教会(長 老派)の 信者だ った兄 の影響 もあっ

て,幼 い頃か ら日曜学校 に通い,女 学校3年 の

ときにバプ テスマを受 け,教 会員 とな りま した。

やがて仙台の宮城女学校専攻部 音楽科(現 宮

城学院大学〉を卒業す ると,横 浜の ミッション

スクールで3年 問音楽 の先生 をし,い わゆる ク

リスチャンとしての生活 をして いました。その

間に第二次世 界大戦 がぼっ発 し,私 は陸軍法務

官 と結婚 しました。夫 は8カ 月後 に出征 し,戦

死 してしまいました。 そうして ひと りの男の子

が生まれ ました。戦死 した夫 は,非 常 に厳 しい

反 クリスチャンであ り,出 征時 の遺言 もあ って

私 は教会 に行 くこともで きず,終 戦 を迎 えまし

た。生計 を立て るために故郷 の女学校 に勤 めま

したが,教 会 にも行 かず,聖 書 も読 まず,戦 後

の動乱 の中で悪魔の誘惑 の多い14,5年 間 を過

ごして しまいました。 その間,昭 和27年 に現在

の夫 と再婚 しました。彼 もク リスチ ャンで はあ

りませんが,キ リス ト教 に反対 はしませ んで し

た。

私 は教会 には行 きませんで したが,教 会が な

つか しく,夜 など目が覚 めて,自 分 は死ん だら

どこへ行 くのだろうな どと恐 ろ しく思 うことも

たびたびで した。

そんなある 日,私 の母教会 に新 しい牧師 さん

が来る ことにな り,｢礼拝 でオルガンを弾 いて く

ださい｣と 呼 び出 され ました。私 は主人の許 し

を得 て,喜 んでその 日本基督教会で毎 日曜,オ

ルガ ンを弾 くようにな りました。牧師先生 は60

歳の大変立派な方で,私 は一生懸命 にいろい ろ

と協 力 しました。

私 は,神 様の愛や,主 キ リス トの贈罪 につい

て もよ くわかって いる と思 っていましたが,何

か もうひとつ確 か さがほ しい と思 って いました。

たとえば使徒 行伝19章1節 か ら7節 でパ ウ ロ

が語っている聖霊 についての記述 もよくわか ら

ないし,パ ウロが あてた手紙 には理解 できな い

ところがいろいろあって,そ の不確 かさの ゆえ

に息子を牧師 にしたいとは思 い ませ んでした。

ところが私 が大変尊 敬 して いた その牧 師が

70歳 も越 されて重 い病気 にな られ,約2年 聞の

入院の後,全 快され ましたが,教 会 の役貝会 に

辞表を出されたのです。4人 の役貝 の中の ひと

りがそれを受理 したい意向で,留 任 を希望す る

ほかの3人 と対立 しました。教 会は総会 を開 い

て全会員 で協議 することにな りました。 その結

果 ひ とりを除 いて全員が牧 師の留任 を願 い,

そのひ とりの役員 だけが,強 い 口調 で辞 表 を受

理 したい と主張 しました。そ うして,留 任 を願

う最 も熱心 な人々のひとりであ った私 は激 しい

言葉で反ば くしてしまったのです。牧 師は留任

と決 まりましたが,そ の役員 は私 の言葉 に深 く

傷 ついた と言って教会 を去 り,ほ かの長老派 の

教会へ移 って しまわれ ました。私 は驚 いて心 か

らおわび をし,教 会 に帰 って くださるように再

三再四お願 い しましたが,ど うして も聞き入れ

てもらえませんでした。
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の配慮は無用の ことであ り,｢長老派で育 ったあ

なたがほかの教 会へ行 ってはならな い｣と 言わ

れ ました。

そ こで私 は心 を落 ちつけて,1年 半 にわたっ

てモルモン教会 について勉強 した結果,旧 約,

新約を通 して現わ されていた神の啓示が ジョセ

ブ･ス ミスを通 して回復 されたことや,聖 書 の

啓示を信 じることがで きるのと同 じ信仰で ジョ

セブ･ス ミス以来の啓示 を信 じることがで きる

ことな どを証 しました。

先生は長 い沈黙の末｢若 い牧師 を助 けて くだ

さいよ｣と ポツンと言われ ましたが,ど んなに

か寂 しか っ たこ とで し ょう。 でも先生は私が

引き続いて病院 に見舞 うことを許 され,危 篤め

ときは27日 間 も病院 に泊ま りました。夜中 に私

が｢祈 らせて頂 いて もよいですか｣と お聞 きし

ますと｢ど うぞ｣と 言われ,最 後 に出ない声を

ふ りしぼって｢ア ーメン｣と おっ しゃって くだ

さることも何 度 もあ りました。それを聞 いて,

先生 は私 を許 して くださって いる と感 じて涙が

流れ ま した。

私 は何度 もため らった後,｢基 督 イエス｣を持

って行 ってお そるおそる｢こ れはモルモ ン教会

の方 で出版 された本 ですが,お読 み頂 けますか｣

と差 し出 します と｢拝 見 しましょう｣と 受 け取

って くださいました。大分 日がた って｢拝 見 し

ました。 これは私 どもと同 じイエス伝 ですよ｣

とそれだけ言 われ ました。後半50ペ ー ジにわた

る背教 の部分 をどうお感 じになったかとて もお

聞きする勇気 があ りませんで した。

1981年12月,年 も押 し迫 って先 生 は召 天 さ

れ,翌 年 の1月3日,盛 大な事犠 が営 まれ まし

た。私 はオルガニス トを引 き受 けて最後の奉仕

をしました。 その後一緒にアメ リカに行 った牧

師先生か ら,｢亡 くな られた老先生 は,私 に病院

で,モ ルモ ンもキ リス ト教 だ と話 していらっし

やい ましたか ら,心 配 しないで頑張 りなさい｣

とお手紙 をいただき,と て もうれ しくて涙があ

ふれ ました。

さて,話 は戻 って,1980年7月2日,バ プ

テスマを受 けました。初 めて教会 に出席 し,今

までの ような礼拝の荘厳 さもない不思議 な教会
ひ

で したが,緋 のような罪が赦 されて雪 のように

白くな り末 日聖徒 になれた私 はうれ しくてうれ

しくてたま りませんで した。

ところがそれからが大変 で した。 いろいろな

教派の牧 師が家 に来 られ,ま た反 モルモンの本

や,手 紙 で私 を責 めました。私 は,こ の教会が

真実の教会 だと信 じて ゆるぎ ませんでしたが,

まだ知識 が足 りず,牧 師 さんたちにや りこめら

れて憂 うつになって いました。宣教 師たちはサ

タンの攻撃 が非常 に強 いのだか ら頑張れ と,す

で に転勤 した宣教師 たちも一 緒になって励 まし

て くれ ました。私 は何 度か坂井伝道部長 に電話

をしてア ドバイスを受 け,や っとのことで.それ

らの圧迫 か ら逃 れることがで きま した。

もう3年10カ 月,い まだ に元の長老派 の教会

は,｢あ なたは帰 るべ きだ｣を 繰 り返 しています

が,ど うして私 はこん なすば らしいまことの教

会 を離 れることがで きるで しょうか。.

毎 日毎 日の勉強で,今 まで知 らなかった(聖

書だけでは知 り得なかった)真 理 が少 しずつ新

たに教 えられて感激の毎 日です。 この喜 びを多

くの人に伝 え,昇 栄への道 を共 に歩みたい と祈

り,励 んでいるこの頃です。 ここまで導いて く

ださ った神様 や多くの宣教師 たちの愛 に,そ し

て教会 の兄弟姉妹 に感謝 の念 で一杯 です。(おち

こし･よ ね こ1919年 生 まれ 米沢支部 オルガ

ニス ト)
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る。｣あの声 はまさにこの ことだ ったのです。

その後,体 の具 合が悪 くな り祖母 は亡 くな り｢

ましたが,生 前 から教会 に対 して理解の気持 ち

を示 していた祖母は,霊 界 で福音 を受 け入れて

いることと思 います。神殿 で,祖 母の身代 わ り

のバプテスマの儀式をすることもで きました。

その うえ,最 近 にな って神様 はもうひとつす

ばらしい祝 福をくだ さいま した。消息がわか ら

ずにいた母 の居所がわかったのです。母は再婚

し,幸 せに暮 らしてい ます。 それは私がず っと

願 い求 めていたことで した。

今,母 はモル モン経 を読 んでいます。 この福

音 は人類 にとって,す べての人 々にとって救 い

に欠かせないものであることを証 します。

この現世 での生涯を終 わる とき,｢わ たしは戦

いをりっぱに戦 いぬ き,走 るべき行程 を走 りつ

くし,信 仰 を守 りとお した｣(IIテ モテ4:7)

と記 したパ ウロの ように,最 後 まで完走 した い

と思 います。 また宣教師 と して,.す べての人々

に福音 のもたらす恵みをお伝 えし,私 のような

者 を も愛 して くださる神様 にお返 しが した いと

望 んでいます。

私 の人生 は苦難の連続 で した。 しかしいつで

も,何 かが私 を支 えて くれま した。 それ は神 様

以外 の何者で もない と思 っています。私 にとっ

て,今 までの困難はすべて,昇 栄 するための大

切 な段階 であったように思 います。 どんな につ

らくても,決 して 自分 の置かれている環境 に負

けて しまって はなりません。 どんな状態で も必

ず救 いの道が あ ります。 困難 の後 にごそ,祝 福

があるのです。(しま･い っ廿 い1962年 生 まれ,

仙 台ステーキ部長町 ワー ド部 出身)

完成した釧路地方部帯広支部教会堂

固
様 の食卓 に十勝 のジャガイモやタマネギ,

豆類,牛 乳 などは上が ってい ませんか。

北海道･十 勝 は酪農,畑 作な ど第一次産 業の中
かりかちとうげ

心地 として栄 え発展 してきました。狩勝 峠 か ら

十勝平野 を見お ろすとヤング大管長 が ソル トレ

ーク盆地 に立 ったときの言葉を思い出 します
。

その十勝平野の中心地,帯 広市 に釧路地方部

ふたつ 目の教会堂 が完成 しました。1970年8月

にふた りの宣教 師が伝道 を開始 してか ら,こ れ

まで4っ の建物 を転 々と移動 し,現 在の建物 に

落 ち着 きました。

伝道部長 よ り｢も っと良 い所 を探 す ように｣

との勧告 をしば しば受 けましたが,な かなか教

会 に似 つかわ しい所 が見 つか らず,見 すぼ らし

い建物 で耐 えること13年 間,教 会堂新築 の念願

はつのるばか りで した。畳部屋での レッス ン中

に突然の雨 も りでバケツの列,ト イ レの凍結 に

よる使 用禁止 な ど,こ れ らは全部 隈 しい思 い出

となりました。｢主へ の礼拝 は借 り物 でなく堂 々

と気兼ねな く｣を 目標 に頑張 って きました。

恵 まれて昨 年12月 末,教 会堂が完成 し,1月

1日 より使用 させて いただ いてお ります。以前

はカー テンの仕切 りで教室が分 け られていたた

めに隣の声に じゃまされて聞 き取れないことも

しばしばあ りました。呼びか う教師 の声 につい

ていくのがや っとで,主 の細 い声をなかなか聞

き取れ ないもどか しさを身 をもって体 験 してき

た私 たちにとって,念 願の独 立 した教室 で学べ

る喜 びは,ひ ときわ大 きな ものがあ ります。

この地 にまかれた種が 多くの実を結 んで,聖

徒 の明 るい讃美歌が十勝 平野のあち こちでこだ

まするように帯広支部 の教会員は宣教師 と共 に

主 の業 に励 んでいます。(河 田利夫･釧 路地方部

評議員,帯 広支部所属)
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